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第五十四章「枯れた大樹と宇宙人顔の司祭」







　広場の中心に聳そびえ立たつ枯れた大樹。爺じいさんデボンチッチはもう現れない。

　しかし、ここはたっぷりとした木こ陰かげがあるので涼すずしい。大樹の下はフェンス花か壇だんのような土囲いもある。すると、両りよう膝ひざを地面に突ついて姿勢を屈かがめている人物が居た。

　両手を組んでいるので、神に祈いのっている？

　と、疑問に思っていると、祈りを終えた人物が徐おもむろに立ち上がりながら振ふり返かえってきた。かぶっていた頭ず巾きんを外し顔を晒さらす――おぉ？　インパクトのある頭部。

　皮ひ膚ふが薄うす青あお紫むらさきで深い青も混ざっている。あきらかに人族ではない。

　毛もう髪はつもない。耳は縦長だがエルフとは微び妙みように違ちがう形。耳じ朶だが大仏のようだ。

　眼がん窩かの上骨が横へと出っ張りキルティング加工を施ほどこしたような頬ほおに繋つながる。

　その灰ローブが似合う異種族が唇くちびるを動かしていく。

「……皆みなさん、聞いてください。わたしはホルカー神しん殿でんを預かる司祭のペラダスと申します。今日はこの大樹についてのお話をしたいと思います。この大樹は街の名の由来にもなっているホルカーの精せい霊れいが宿っているホルカーの大樹として有名です」

　変わった人物は司祭だったのか。大きな声を発して演説を始めていた。

　聴ちよう衆しゆうは少ないが司祭は熱心に語っている。

「……そして、大樹が枯れたような姿となって、もう五年以上の歳さい月げつが経たちました。このまま枯れたままなのか……と、囁ささやく声が街のあちらこちらから聞こえてきます。が、そんなことはありません。この大樹は復活します。しかし、残念なことに、このホルカーの大樹を伐ばつ採さいするという話が領主様から出ているのです。何という罪深き所業でしょうか！　わたしはホルカーの信徒として断固反対です。この身を捧ささげる思いで伐採の中止を訴うつたえます。植物の神サデュラ様もきっと悲しんでいることでしょう――」

　司祭の声はハスキーだ。時折、詰なじるように鋭するどい語気で語っている。

　まさに求道者という感じだ。周りの行き交う人々も、その声が響ひびく度たびにびっくりして司祭を見ていた。しかし、枯れた大樹の伐採か。大変そうだな……。

　というか伐採をさせちゃ不味まずい。俺おれと黒猫ロロの現在の目的の秘宝の探たん索さくに関係があるかもしれない。だから伐採は阻そ止ししないと！

　まずは、あの特とく徴ちよう的てきな司祭と話をして、ここの領主と会う流れかな？

　しかし演説は長い。まだ続くらしい。この際だ、このホルカーバムという古くから続く都市を観光しようか。キャビネットが付いた移動販はん売ばい車しや風の馬車が通っているし。

　そんな雰ふん囲い気きのある馬車が妙みように気になった。

　肉と卵にビールの匂におい？　揚あげバター、アメリカンドックでも売ってそう。

　屋根には煙えん突とつもあり、そこからもくもくと煙けむりが昇のぼっている。

　クレープでも売っているのか？　看板は卵の殻からと何かのモンスターの角がリアル。

　彫ちよう刻こく家かが丹たん精せいにノミで刻んだようにしっかりと表現されていた。

　マホガニーのようなラックもある。手前にプランターがあり、日光が射さし込む吊つりカゴの中には、黄色の鳥モンスターが居た。目が大きく可愛かわいらしいモンスター。

　マスコット？　洒落しやれている店だ。温度計を見ながら料理を作っている女エルフの店員さんも美人だ。白と黄色のエプロンが似合う……ボンジュールと笑え顔がおで挨あい拶さつされたら惚ほれてしまいそう。何故なぜかフランス語。そんな美しいシェフな彼かの女じよはフライパンを両手に持ち器用に料理を作っている。複数の卵と野菜も新しん鮮せんそう。卵は大きい。備え付けのシンクの上に乗った食器の上には食欲をそそる美味おいしそうな特大のオムレツが載のっていた。

　肉と野菜の具も豊富に入っているのか分厚い。いいねぇ……自然と口の中からよだれが……こりゃ黒猫ロロと一いつ緒しよにホルカーバムの食事を楽しむしかない！

　よーし、買うとして、美味しそうなオムレツを作っている美人なエルフの店員さんに挨拶しよう。えーと、フランス語で、Bojour.Mademoiselle。

　こんにちは、お嬢じようさん！　といった雰囲気で話すか？　にこにこと笑顔を意識しながら店の手前にまでポポブムに乗りながら移動。ポポブムを店の横に付けた。

　卵の殻の下に『プルプルホーン』と店名が書かれてある。

「こんにちは！　綺き麗れいなシェフ！」

「いらっしゃいませぇ！　ふふ、綺麗なシェフだなんて！　嬉うれしい！」

　溌はつ剌らつとした笑顔での挨拶！　いいね。声こわ音ねは少しざらついている。

「どうも、その卵料理を三つ下さい。あ、魔ま獣じゆうに乗った状態でも大だい丈じよう夫ぶですか？」

「にゃお」「プボプボッ」

　黒猫ロロとポポブムも美人エルフのシェフさんに挨拶していた。

「大丈夫。ここは通りの店ですから。その肩かたの猫ねこちゃんと魔獣ちゃんの分も作ります～」

「宜よろしく」

「猫ちゃんが可愛いからチュリンパと一緒に頑がん張ばります！　あ、三つで大銅貨五枚です！」

「了りよう解かい」

　黒猫ロロとポポブム分の硬こう貨かを渡わたした。

「毎度！　それじゃ――」

　美人シェフは早さつ速そく、卵を割って両手に持ったフライパンを使いオムレツを作り出す。

　魔石を使ったコンロの魔道具から乾かわいた音が鳴る。その瞬しゆん間かん、フライパンを炎ほのおが抱だいた。

　火が安定したら、いい匂いを周囲に広げるようにフライパンから一筋、二筋の煙がゆらゆらと漂ただよう。仕上げに「チュリンパちゃん！」と、フライパンを持ちながら叫さけぶシェフ。

　すると、篭かごの中に居た黄色の鳥モンスターが「ピュピューン♪」と鳴いた瞬間――。

　鳥の目から稲いな妻ずまのような魔法がフライパンに注がれた。

　雷かみなり魔法を喰くらったフライパンだったが、中身のオムレツは小麦色に輝かがやいた。

　一気に香こうばしい匂いが漂ってくる。

　シェフは軽かろやかな動作でフライパンからオムレツを木皿に移している。

「できました～どうぞ～♪」

　皿が三つ台の上に置かれる。俺は頭を下げてから、その一つの皿を取り最初はポポブムに食わせて上げた。「プボプボ」と鳴きながら食べていくポポブム。

　次に、「ありがとう」とシェフに告げてから皿を二つ受け取った。

「にゃんお～」と、黒猫ロロもシェフに挨拶。

「いえいえ、また買ってくださいねー」

　そう聞こえる中、できたてホヤホヤの皿に載ったオムレツを黒猫ロロが食べやすいようにポポブムの背中側に置いてから、俺も食べていった。

　――美味しい！　仄ほのかに甘あまい蜂はち蜜みつ系のタレかな。玉たま葱ねぎ系の野菜も食感いいし凄すごく合う。

　チュリンパという黄色の鳥モンスターが放った雷魔法が隠かくし味あじとなったのだろうか？

　ホルカーバムも面白おもしろいなぁ。まさか、料理を手伝うモンスターと、それを使し役えきしている魔獣使いのシェフが居るなんて。

　黒猫ロロも「にゃ～、がるるるう」と獣けもののような声で鳴いては、木製の皿を割る勢いでオムレツを食べていく。速そつ攻こうで食べ終わっていた。

「はは、もう食べたのか。口の回りに白身がついてるぞ」

「にゃ～」

『そんなことは分かってるにゃ～』というように、黒猫ロロは舌を使い頬ほお髭ひげに付いていた卵の白身をペロッと食べている。そんな可愛い黒猫ロロを見てからホルカーバムの街並みを見ようと、皿を片付けてからポポブムを進ませた。

　ここは四よつ辻つじ。前後左右に道は続いている。

　俺から見て左手は港。前の道は西門の方だ。

　右の北方面には上り坂があり、幾いくつもの路地に分かれている。

　ホルカーバムの地形は北側が坂上で高くなっている。高級な屋や敷しきが多いようだ。

　石切り場と関係があるのかもしれない。何となく北は却きやつ下かだな。人通りが多い港へ続いている通りを見よう。手た綱づなを傾かたむけポポブムの頭部を南へ向けてから進む。

　幅はば広ひろな道には荷馬車、牛車の商人たちが通る。

　そして、両りよう脇わきに色々な商店が並ぶ通りを抜ぬけると港に近付いた。

　北風に運ばれたのか魚の臭においが漂ってくる。

　同時に波は止と場ばが視界に入ったが、予想以上に大きな港だ。

　板で鋪ほ装そうされた長い波止場の周りにはハイム川から寄港した船が何なん隻せきも停てい泊はくしてる。

　幾つもの船上からタラップが港に伸のびていた。今も船からタラップが降ろされている。

　ねじり鉢はち巻まきを頭に巻いた船乗りたちが掛かけ声ごえを上げ始めると、その船乗りたちが、タラップの上を重そうな荷を抱かかえ持って慎しん重ちように歩き出す。

　港側の滑かつ車しやから垂れたロープに何重にも結ばれている荷物が、牛の荷馬車へと積み重なるように載せられていた。皆、忙いそがしく働く。その表情は生き生きとして活力に溢あふれていた。

　その牛の荷車の一つがこっちに来ると、俺が乗るポポブムの横を掠かすめていった。一いつ瞬しゆん、ひんやりとした空気が漂う。

　積み荷の箱の中にはマグロか、鯨くじら系の切られた巨きよ大だいな赤身肉と巨きよ大だい蛸だこ。

　深海魚のような顎あごが異常発達した魚。

　真っ赤な瓜うりのような巨大な唇が剥むけている巨大魚。

　最後のは海のモンスターだろう。その殆ほとんどが凍こおっていた。

　誰だれかが生活魔法で凍らせたらしい。大量の魚素材を載せた荷車は遠ざかっていく。

　そして、端はしに冒ぼう険けん者しやギルドと書かれた看板を見つけた。

　この都市の冒険者ギルドか。テラスの外側に木製の杭くいが並ぶ。

　その杭にロープで繋がれた魔獣と馬たちが静かに待機していた。

　隣となりの小さな厩きゆう舎しやは満員かな。俺もギルドで依い頼らいの報告をして報ほう酬しゆうを貰もらうか。

　そう考えながらポポブムの頭を撫なでながら降りて、ギルド前に並ぶ一つの杭に手綱を結び付けてから、冒険者ギルドの建物に向った。

　黒猫ロロも少し遅おくれてついてきた。

　ギルドの玄げん関かん口ぐちを通り建物の中に入ると、早速、木製の掲けい示じ板ばんに群がる冒険者たちの姿を確かく認にんできた。皆、あれやこれやと様々な表情を浮うかべて話し合いながら依頼を選んでいる。ギルドらしい光景だ。虎とら顔、蛇へび顔、鱗うろこ顔を持つあらゆる種族のオンパレード。

　その隣には猫ねこ顔で四よつ腕うでを持つ猫種族が居た。猫は大好きだから好印象。

　人族やエルフにドワーフの姿も見かけた。

　大おお柄がらで全身が犬のような毛でぼうぼうに覆おおわれている種族は前に見かけたことがある。

　あの毛むくじゃらの種族は何という種族名なのだろう。のしのしと、重そうに歩いてる。

「おっと、にいちゃん邪じや魔まだよ」

　この声は背後からだ。振り向むくと背が低いドワーフが俺を見上げている。

　立派な斧おのを背中に装着していた。

「すみません」

　そのドワーフに謝あやまり、急いで横に移動する。

　傍そばにいた黒猫ロロも俺と同じように行動した。

「まったく人族の……」

　ドワーフは小言をぐちぐちと言いながら歩いていく。

　この混雑具合はヘカトレイルより数が多いかな？

　いや冒険者ギルドの建物自体が小さく狭せまいからそう感じるだけか。

　そんな喧けん騒そう地帯の掲示板のエリアを避さけて奥おくの受付に向かった。

　受うけ付つけ嬢じようと女冒険者の背中が見える。彼女たちの会話にでも耳を傾けるか。

　女冒険者は大きいカタツムリの殻を受付台の上に載せていた。

「バム貝十匹ぴきの依頼ですね。破損もないので報酬の銀貨五枚です。どうぞ」

　笑顔で語る受付嬢は茶色のウェーブが掛かった髪かみにネコミミが生えた獣人さんだ。

「ありがと、それじゃ」

　女冒険者は軽快な態度で金を掴つかみ懐ふところに入れると、受付台から離はなれていく。

　続いて俺も、受付嬢さんにギルドカードを提出した。

「到とう着ちやくしたばかりのヘカトレイルからホルカーバムへの護衛依頼だ。これがカードだけど」

「はい、完かん了りよう札とお名前を記した木札は預かっております。少々、お待ちを――」

　受付嬢はカードを見て、俺の顔を確認。手前の書類に目を通してから踵きびすを返す。

　ギルド内部の棚たな机づくえに設置された水すい晶しよう玉だまが付いた魔道具にカードを差し込み、専用の筆で印を描えがくような作業を行っていた。一通り作業を終えると戻もどってくる。

「――お待たせしました。依頼完了です。こちらが報酬とカードでございます」

「確かに。それじゃ」

　俺はカードと報酬の金貨一枚を受け取り、胸ポケットに入れた。踵を返す。

　そのままギルドを出ようとした時、

「シュウヤ、遅おそかったな」

「おっ、フラン」

　彼女は笑えみを浮かべている。くびれた腰こしに手を当てている佇たたずまい。

　その何気ない仕草にも独特の強さを感じさせる。

「もう、報酬は貰ったか？」

「今さっきな。そういうフランは依頼のボードも見ないで、ここで何してんだ？」

「あぁ、シュウヤを待っていた」

「俺を？　何か用か？」

　フランはソバカスの頬を紅あかく染めている。

　そんなフランの左ひだり肩かたには透とう明めいな鷹たかが止まっていた。

「シュウヤと一緒に依頼を受けたいな……と」

　フランは右手で頬をポリポリと掻かきながら話している。

　美人な女の誘さそい。普ふ段だんなら速攻で組むが……フランは何か怪あやしいんだよなぁ。

「今回は悪い。すまんな」

「なっ、断るのか……どうしてもだめか？」

　ん、そこまで組みたいのか？　もしかして俺に惚れたか？

　いや、まさかなぁ。怪しいのはクナで少し懲こりてるからね。ここは断腸の思いで断ろう。

「……すまん」

「そ、そうか」

「うむ。じゃ、また何処どこかでな？」

「あぁ」

　フランと互たがいに笑顔を浮かべての別れとなったが、また何処かで会うような予感はする。

　そんな予感を抱いだきながらポポブムの下へ走った。

　早速「プボプボッ」と鳴いてくる。『この銜くつわから繋がる手綱を掴め』と言っているようにも聞こえた。その要望に応こたえてやる訳じゃないが杭と繋がる手綱を解いてからポポブムに跨またがった。左にある港を見み渡わたせる通りを進む。港から吹ふく風が涼しい。

　港に人が集まっている場所がある。興味が出たのでポポブムを寄せていった。

　定期船乗り場か。標識看板もあった。




【ヘカトレイル】行き定期船。

【セナアプア】行き定期船。

【ハルフォニア】直行船。

【グロムハイム】直行船。

【ファダイク】直行船

【ペルネーテ】行き定期船。




　ハイム川に繋がる都市はこれだけ存在するということだな。この標識看板が設置された定期船乗り場の前には着き飾かざった金持ち風の人たちが並んで船を待っていた。

　向こう岸も微かすかに見えて座すわれるベンチも設置されたお洒落な場所だ。

　しかし、向こう岸に渡りたい場合は、橋とか渡り船はないのかな？

　そんなことを考えながら、きょろきょろと視線を巡めぐらせていると、

「おじさん、おじさん、お金ちょうだい」

「ぼくも、ぼくもぉ」

「わたしの薬草、買ってぇ」

「靴くつ磨みがきするよぉ」

　船着き場で船を待つ金持ちたちの周りに襤褸ぼろを着る子供たちが群がっている。

「――煩うるさい、煩いっ！　糞くそガキ共がっ、こっち来るな！」

「汚ねぇ手で触さわるなっ、わしの服に触ろうとすんなよ！」

「まったくホルカー臭いわ、あっちへといきなさい、シッシ」

　金持ち風の男性と女性は手を泳がせて、子供たちを振り払はらう。

　罵ば倒とうしてはゴミでも見るかのように子供たちを睨にらみ、自分たちに近付けさせないでいた。

　少しは施せばいいのに……と、何もせず傍ぼう観かんしている俺も同じ穴の狢むじなか。

　ま、内実は子供たちの裏側に大人のボスが存在するかもしれない。『あの金持ち共から施しを求めてこい！』といった指示を受けた子供たちの仕事の可能性が高い。

　あれも商売なんだろう。だが、睨むだけは睨んどこ。

　そんな金持ち連中を睨みながらポポブムを進めて定期船乗り場から離れて舗ほ装そうされた波止場を通とおり掛かった。多数の船が視界に入った。船はヘカトレイルにあった船と同じサイズ。櫂かいを漕こぐのは大変だろうな……。

　船からは、荷が降ろされ乗客も乗ったり降りたりしている。

　その時、黒い首輪を掛けられた集団が下船してきた。

「――おらっ、人族に、エラ持ち屑くず魚人。早く降りろ。商館の商売に遅れるだろうがっ、おめぇらみてぇな海光崩くずれの蛮ばん族ぞく奴ど隷れいを買ってくれる貴重な金持ち相手なんだぞ！　もっとしゃきっとしろっ！」

　奴隷集団の後方で鞭むちを振るっている商人が奴隷へ向けて声を荒あらげ指示を飛ばしていた。

　大量の奴隷たちか。船の漕ぎ手も奴隷だったりして……あの奴隷の中には「ベン・ハー」のような物語を歩む人物も存在しているのかもしれない。

　奴隷たちの様子を見ても仕方がない。南の路みちを戻ろう。

　その時――片かた隅すみに橋の建設現場が見えた。こんなとこに橋？　ポポブムを操あやつって近寄っていく。その橋は建設途と中ちゆうだった。まだ基き礎そ工事もできていない。

　中ちゆう途と半はん端ぱな状態で工事は終わっている。

　この橋が完成したら、向こう岸に徒歩で渡れそうだ。でも位置がおかしい。

　港から離れている上に入口の路地が妙に狭い。何でここに妙な作りの橋が……。

　大通りでも拡張するんだろうか。ま、疑問に思ったところでどうにもならない。

　さて、そろそろ司祭の演説も終わる頃ころだから戻ろうか。

　そんな考えの元、通りを進み、枯れた大樹の広場に戻ってきた。

　丁度良く、司祭の演説が終わったところだった。

　司祭は背中にあった頭巾を再度被かぶると、枯れた大樹の広場から離れて、十字路を歩いて、向かいにあった古こ色しよく蒼そう然ぜんとした屋敷の扉とびらを開けると中に入る。

　俺もその屋敷の前までポポブムを移動させる。

　屋敷の前には、ホルカー神殿と彫ほられた薄うす汚よごれた木板があった。

　こんな見た目でも神殿なのか？　襤褸屋や敷しきのような雰囲気だが。

　その襤褸屋敷の前でポポブムから降り、手綱を杭に繋ぎ止とめておく。

「ンン、にゃお」

　ポポブムの後頭部に座っていた黒猫ロロは俺の肩へ移ってきた。

　屋敷の大きい茶色扉を押おして中に入ると……。

　おぉ、屋敷の中は外とは別物じゃないか。

　襤褸風な外観とは違う。天然の幅広な木材の太柱が天てん井じようの棟むな木ぎと母おも屋やをしっかりと支えて広々とした空間を生かすようなシンプルでモダンな内装だった。

　真ん中には巨大な祭さい壇だんがあり、大きい盆ぼん栽さい植物が飾かざられてある。

　天井の穴から射さす太陽光が、祭壇の歪いびつな盆栽植物へ注がれていた。

　盆栽は魔ま力りよくを内包し緑光に輝いている。天から射す一ひと条すじの光と相まって、その明かりを見ていると、神聖な気持ちにさせてくれた。

　今にも神様が降臨してきそうな雰囲気。

　司祭はそんな雰囲気を感じさせる台座と合う象ぞう嵌がん入りの樫かし椅い子すに座り、机に向かっては羽根ペンで羊皮紙へと書き物を記している。

　袱ふく紗さ包みも横に置いてあった。大切な魔法書でも作っているような空気を感じる……。

　少し緊きん張ちようする。だが、聞いてみないとな。

　神聖な空気を壊こわさないことを足に意識させながら茶色の敷しき物ものの上を歩いて、中央の台座へ近寄っていく。すると、司祭は近付く俺の気配に気付いたようだ。

　司祭は書き物を止やめ、立ち上がると口を開く。
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「ホルカーバムの神殿へようこそ。わたしに何か用ですか？」

　ハスキーボイスな司祭の顔を改めて見ると、やはり、人族ではない。

　濃こい青と薄うすい赤の混ざった皮膚が目立つ。眼窩の骨が横に飛び出て氷ひよう嚢のうのようなでっぱりもあるし、異様な顔で面おも長ながだからつい注目してしまう。宇宙人や魔族だって言われても納なつ得とくする……結構な種類の種族を見てきたけど、やはり、初だと思う。暫しばし……そんなレアな司祭の顔を凝ぎよう視ししていた。

「……大丈夫ですか？　聞こえていますか？」

　ジッと見つめる俺に対して、不思議そうに司祭は首を傾かしげて聞いてくる。

「……ええ、あ、はい。すみません。さっきの広場での話を聞いていた者です」

「おぉ、それはそれは」

「ですが、もう一度ちゃんとお話を伺うかがいたく、ここにやってきた次し第だいでありまして」

　取とり繕つくろいながら俺がそう聞くと、司祭は嬉しそうに大きい頬ほお骨ぼねを動かす。表情は豊かだ。

「構わないです。寧むしろ興味を持って頂いて嬉しい限り。さっきの話を蒸むし返すようですが、ホルカーの大樹の根本は丈じよう夫ぶで、復活が可能なのです」

　へぇ、自信満々の言葉。

「復活？　あの枯れた大樹を治せるのですか？」

「はい。領主を含ふくめ多くの人々は信じていないようですが……」

　司祭は伏ふし目めがちに語る。

「それが本当なら復活できればいいですね」

「貴方あなたは冒険者の方ですか？」

「そうです。Ｃランクのシュウヤ・カガリといいます」

　冒険者だと名乗ると、この司祭は目の色を変えた。

「おお、それは僥ぎよう倖こう。冒険者の！　シュウヤさんですか。わたしは司祭ペラダスと申します。ギルドで依頼した〝ホルカー大樹の復活〟の依頼は見てくれましたか？」

「依頼はまだ見てないです。実は尋たずねたいことがありまして、玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま、智ち慧えの方ほう樹じゆといった言葉は知っていますか？」

　司祭は頭を傾げた。この反応だと残念ながら知らないようだな。

「玄樹の光酒珠に智慧の方樹？　聞いたことがないですね……どのような物なのです？」

　聞いたことがないか。俺は肩で休む黒猫ロロの顔を少し見てから、

「……知ち恵えがつくというか知能が伸びる、ロロが元の姿に戻る、叡えい知ちを授さずかる。食べられる物でもあるかもしれません。植物の神サデュラが作ったというお伽とぎ噺ばなしも聞いたのですが……」

　司祭は〝植物の神サデュラ〟の言葉を聞くと驚おどろきの表情らしきものを浮かべ、表情筋を動かした。いわゆる人間のものと形が違うのでそうじゃないかもしれないけど。

「――何ですと？　このホルカー神殿は土の精霊の一つホルカー様を奉たてまつっていますが、植物の神サデュラ様と大地の神ガイア様は眷けん属ぞくの上級神であり土の精霊の一つホルカー様を生み出したと言われる神様ですよ？　もしかしたら、その玄樹の光酒珠は、ここの枯れたホルカーの大樹と関係があるかもしれません」

　司祭は早口で興奮した言い方だ。まぁ、だから聞きにきたんだけど。ついでだ、神について質問しよう。

「神様か……どこにいけば話せますか？」

　司祭は俺の無知な質問にもいやな顔一つせず、温和な表情を浮かべる。

「……ふふ、神と対話ですか。普ふ通つうでは話すことなど……到とう底てい、叶かなわぬこと。神や精霊は定命の者にはあまり接せつ触しよくは試みないのです。よほどの出来事が起きない限り……」

　司祭は優やさしい口調で諭さとすように吐と息いきを漏もらしながら語っていた。

「――いや、もしかしたら、話せるかもしれません」

　何か閃ひらめいたのか、気の弾はずみが宿ったような明るい表情に変化している。

「植物の神サデュラ様、大地の神ガイア様、その神々に連なる眷属の末まつ裔えいである土の精霊の一つホルカー様にっ！」

　神と話せるということが、嬉しいのか、輝きに満ちた歓かん喜きの気持ちを表に出して語る司祭。しかし、本当かよ……。

「それはどういう？」

「……貴方が、この街の〝ホルカーの枯れた大樹〟を復活させることができれば、植物の神サデュラ様や大地の神ガイア様から祝福が得られて、神々との対話が可能かもしれないということですよ！」

「ンン、にゃおっにゃおん」

　黒猫ロロが興奮した司祭の言葉に変な鳴き声で反応していた。

　表情から、司祭の言葉が本当のようだと思っているのかもしれない。

「その黒猫さんは？」

「あぁ、俺の使い魔であり、相棒です」

「なるほど、可愛らしい」

「にゃぁ」

　黒猫ロロは片足を上から下へと動かし俺の肩を肉球でぽんっと叩たたく。

　いつものように、連続でぽんぽんと叩いて可愛い猫らしさをアピールしていた。

「俺は、この使い魔の黒猫へ玄樹の光酒珠、智慧の方樹を与あたえたいんです。もし、神々と対話が成功したら、それらアーティファクトが手に入ると思いますか？」

　肩で休む黒猫ロロの頭を撫でながら、語る。

「はい。ホルカーの大樹を復活させることが叶いましたら〝植物の神サデュラ様〟や〝大地の神ガイア様〟から祝福が得られ、その〝玄樹の光酒珠〟と〝智慧の方樹〟という宝具、または秘宝が得られるかもしれません」

　司祭は真しん剣けんな目付きで話をしていた。

　得られる〝かも〟だからな。適当に話を合わせているだけかもしれないので少し試ためす。

「神の祝福？　あの大きい、枯れた大樹を復活なんて、あなたはできると話していたが。本当にそんなことが可能なんですか？」

　俺は直立不動の姿勢で、疑ぎ惑わくの視線を向ける。

　司祭は眼めを見開いた。姿勢を崩して意気込む体勢で口を開く。

「――祝福の恩おん恵けいで神と対話をした方々は古くから存在しています。ホルカーの大樹はまだ生きているのです。必ず復活できます！　わたし、ホルカー神殿の司祭には再生を促うながす専用のスキルもありますし他にも聖典に、その方法が記されて伝承されているんですよ！」

　スキルに伝承か。司祭は祭壇の上にある分厚い本に手を置いていた。

　それが聖典なのかな？

「なら、何故自分で復活させようとしないのです？」

　司祭は俺の言葉を聞くと、強こわ張ばった態度から肩を落として顔に翳かげりを見せる。

「確かに本来であれば、わたしが率そつ先せんして復活のために動かなければいけません。しかし、その復活のための素材が二つも必要なのです。一つ目はマハハイム山脈と大だい砂さ漠ばくを越こえた北の遠い異国の〝山地と湖がある街〟に。二つ目も同じ山脈を越えた【旧ベファリッツ大だい帝てい国こく】の領土だった地域に存在する〝サデュラの森〟にあるのです」

　そりゃ遠すぎるだろ……

「遠い……」

「はい、あまりに遠い。司祭という立場ですがわたしたちの種族はこの都市には住んで居ません。協力者が少ないのです。それに一番重要なことですが、ここをわたしが離れてしまっては父と母が守ったホルカーの大樹を〝悪あしき者たち〟から守れません。祈りを捧げ結界を強めなければ、本当に枯れてしまうかもしれないのです。それだけでなく、ここの領主が大樹の伐採をいつ始めてしまうか気が気で無い状態です……だから、【ホルカーバム】を離れられないのです……」

〝悪しき者たち〟とはなんだろう。ま、今はいいか。

　司祭は離れられないから冒険者ギルドに依頼をしたと。

「そういうことですか。だから、冒険者ギルドに依頼をしたんですね」

「その通りです。ですが困ったことに依頼を提出しても誰も受けてくださる方がいないのが、現状でして……」

　誰も受けてない、か……二つも素材が必要で尚なお且かつ遠い場所。そして、本当にあるかもわからない。だけど、報ほう酬しゆう次し第だいだと思うが……。

「ギルドに登録した時の成功報酬とは何ですか？」

　司祭は何かを期待する視線で俺を見る。

「〝ホルカーの聖花〟と〝ホルカー大樹の木もく片へん〟が報酬です」

　えっと、それだけ？　こりゃ、誰も受けないわけだ。ま、聞くだけ聞いておこう。

「……それは、どんな物ですか？」

「聖典によりますと、枯かれ木きから復活した際には特別な花が咲さくと言われているのです」

「特別な花？」

「はい。最初に咲いた花弁は〝ホルカーの聖花〟と呼ばれた特別な花弁なのです。白く輝かがやき薄く透すき通る透明な花弁らしく、その花弁と若芽を調合すれば、数は少ないですが、怪我けがを治し万病に効く超ちよう回かい復ふく薬が作れるのです」

　万病に効くねぇ……本当だったらすごいけど。

「ホルカー大樹の木片とは？」

「枯れ木から復活した際に木片が落ちると言われているのですが、その木片はサデュラとガイアの力が宿り、ホルカーの力を行使できるようになる。という、神聖なお守りと書かれてあります」

「それだけですか？　金貨は……」

「にゃにゃ？」

　黒猫ロロも肩に乗りながら俺に合わせるように司祭に向けて鳴いていた。

「はい。献けん金きんも少ないですし。金はないのです……あるとしたら、この神殿、屋敷の権利書とわたしの粗そ末まつな体ぐらいでしょうか……それでも宜しいでしょうか？」

「え、家を売る？　司祭の体!?」

　というか、アンタ女なのかよ！　と、声を大にして言いたいけど我が慢まんした。

「はい。わたしは司祭と名乗っていますが、ホルカー神殿の信徒で一人の女。大樹の復活が見れれば、それで良いのです」

　信しん仰こうのために体を売る？　敬けい虔けんなのだろうけど……なんとも言えない。

「しかし、依頼を受けたとして、材料を探している間に、あの大樹が伐採されたらどうするんですか？」

「ですからわたしはホルカーバムの領主に何回もお願いをしています。明日もまた、陳ちん情じようへ向かいます」

　何回もか。理由を聞くと、そう簡単に領主も首を縦に振りそうもないな。

「そんな確証のない話では冒険者たちがこの依頼を受けないのも分かります。たとえ、依頼の品を持ってきたとしても、大樹が伐採されていたら意味がない」

「そうです……」

　司祭は肩を落す。ついには両手で地面を突き土下座を始めてしまった。

「――シュウヤさん、いや、シュウヤ様っ、どうかお願いします。ここまで大樹の件を聞いてくださった冒険者の方はシュウヤ様が初めてで御ご座ざいます。そして、先さき程ほどの〝玄樹の光酒珠〟についても願いが叶うかも知れません。だから、どうか、この依頼を受けてください。そして明日、領主様のところに陳情へ向かうのですが……できたら一緒に御ご同どう行こうをお願いできませんか？　大樹伐採の中止のお願いをしに……できれば説得の協力をお願いしたいのです」

　必死だ。それほどに大切か。領主を説得→苦く心しん惨さん憺たんして素材を集める→大樹を復活させて神と対話→玄樹の光酒珠のヒントか智慧の方樹その物をゲット→宇宙人のおばさん嫁よめと家をゲットだぜ？　と、軽く予想してみたが……。

　現状、玄樹の光酒珠と智慧の方樹の手がかりはこれしかなさそうだ。ひとまず冗じよう談だんである司祭宇宙人の嫁と家は置いといて、この依頼を受けて挑ちよう戦せんしてみるか。

「……そうですね。分かりました。依頼を受けましょう。ただ、領主の説得が上手うまくいくかは自信はありませんよ？　それと〝様〟は止めてください」

「おぉ、ありがとう。わたしも領主様の説得を頑張りますからね」

　よっぽど嬉しかったのか、ハイテンションな口調だ。

「ペラダスさん。その復活に必要な素材なんですが、もう少し詳くわしく教えてください」

「は、はい。では、わたしも〝さん〟は止めていいですよ。わたしの名はマリン・ペラダス。司祭やマリンちゃんと呼び捨てで気軽に呼んでください」

「司祭で」

　即そく答とう。司祭は嬉しそうにキルティング加工されたような頬ほおを引き上げて笑顔を見せていた。この笑顔、不思議な魅み力りよくがあるといえばいいんだろうか……。

「では、説明を。一つ目はここから北の大陸に跨るマハハイム山脈を越えたゴルディクス大砂漠をも越えた先の宗教国家ヘスリファートの西方地域のフォルトナ山の麓ふもとに大きなアクレシス湖があるのです」

　司祭がさっき説明をしていた〝山地と湖がある街〟だな。

「アクレシス湖……」

「はい。その湖の周辺に存在する水神アクレシスを祀まつった神像から溢れ出でるアクレシスの清水が欲ほしいのです」

　フォルトナ山か。あぁ、ルビアがいた地域だ。宗教国家がある地域だな……。

「二つ目は宗教国家ヘスリファートの東に存在するアーカムネリス聖王国の更さらに真東。旧ベファリッツ大帝国の領土でもあった大森林地帯の奥おく地ちにサデュラの森といわれる地域があります。そこに〝サデュラの巨きよ樹じゆ〟が存在し、その巨樹の葉であるサデュラの葉一枚が必要なのです。しかし現在では〝魔ま境きようの大森林〟と呼ばれた曰いわく付つきの場所で、あまりに遠い……」

　水神アクレシスの神像から出る清水にサデュラの葉か……。

　山脈を越えて北西から真東への旅か。普通の冒険者では厳しい旅だ。遠すぎる旅。

　だが、俺おれにはゲートがある。時間を掛けずに調べることは可能だと思う。

　宗教国家の影えい響きよう範はん囲いを通るとなると少し怖こわいが……。

「……これら二つが素材となります」

「了解しました。覚えておきます。では、明日の領主の説得を頑張りましょう」

「よろしくおねがいします。明日の朝、ここでお待ちしてますね」

「はい、それでは明日」

　踵を返かえして神しん殿でんから外に出た。変わった司祭だったな。さて、港側にあるギルドで依頼を受けてから宿屋を探すとしよう。ギルドに戻り貼はられた依頼紙の中から司祭の依頼を探す。すぐに依頼の紙が見つかった。




　依頼内容：Ｂランク〝アクレシスの清水〟と〝サデュラの葉〟採取。

　討とう伐ばつ対象：なし

　応おう募ぼ期間：無期限

　探たん索さく地域：フォルトナ山近きん郊こう、魔境の大森林

　報酬：ホルカーの聖花、ホルカー大樹の木片

　討伐証しよう拠こ：なし

　注意事じ項こう：【旧ベファリッツ大帝国】の皇都は魔境の大森林。現在は〝魔ま界かいの裂さけ目〟がある魔境の大森林と化している。Ａランク奨しよう励れい。しかし、基本探索のみ難易度はＢとします。

　備考：仔し細さいご相談致いたします。




　誰もこの依頼のマークが記された木片に触った気配がない。

　報酬が本当に出るかどうかも怪しいから当然だ。

　その誰も触ろうとしない木片を持ってギルドの奥に向かった。

　受付嬢に挨あい拶さつしながら木片を渡わたす。依頼はすぐに受理された。

　ついでだ。宿屋のことを聞いておこう。

「すみません。推すい薦せんする宿屋とかありますか？」

「幾つかあります。アロム商店街で有名な〝ホテル・アランドゥ〟の高級宿。西門近くにも〝風鳴り亭てい〟があり、北の新興街なら領主の館近くにある〝ホテル・キレアラ〟などがお薦すすめ宿です」

「ありがとう。覚えておきます」

　三つの宿を教わった。アロム商店街の高級宿にしようか。ホテル・アランドゥにしよう。

　そう心に決めて受付嬢に笑え顔がおを向ける。そして背中で語りはしないが、勢いよく身を翻ひるがえし混雑しているギルド内を歩いて受付嬢に背中を見せながら外へと出た。

　今日は何回も行き来する形だが、構わず、来た道を戻るように枯かれた大樹の広場に戻り、右辺の大通りへ向かった。大通りを進む。アランドゥと書かれた看板を発見。

　あのホテルの前にだけ大通りから路を引くように窪くぼみがあり広場が確保されていた。

　ポポブムを操り、ホテルの敷しき地ち内ないの中へ入っていく。







第五十五章「ホテルばん　さん・アランドゥ」







　高級宿。ホテル・アランドゥ。

　高級宿の名前通り厩舎もやけに豪ごう華かだった。馬の意い匠しようが施ほどこされた看板に手て摺すりから馬を囲う柵さくまでのすべての色合いがベージュの淡たん褐かつ色しよくに統一されている。

　その豪華な厩舎にポポブムを預けてから、玄げん関かん口ぐちへ誘ゆう導どうされているように敷しかれている石いし畳だたみの道を歩いていく。ここが玄関か。十字で仕切られたガラス窓の出入り口だ。

　取っ手も冷んやりとした蝶ちよう番つがい。銀の螺ら鈿でん工で出来ていた。

　その蝶番を持ちガラスの両扉を押して高級宿に入る。

　甲かつ冑ちゆうの飾りが見えたところで、サドルソープのような匂においと共に微かな風を感じた。

　同時に黒猫ロロは俺の肩かたに乗ると頭ず巾きんの中へ潜もぐっていく。

　中は広々とした奥ゆきのあるホール。中央に受付がある。

　床ゆかは煌きらびやかな白色の高級石材が敷き詰つめられていた。

　貴族が住んでいそうな雰ふん囲い気きだが冒険者と思われる客も何人か見える。

　俺が入口できょろきょろと周りの様子を見まわしていると……。

　帽ぼう子しをかぶったホテルマンが近寄ってきた。

「お客様、いらっしゃいませ。そのまま中央へお進みくださいませ」

　笑顔で出で迎むかえだ。お辞じ儀ぎの頭を下げる角度を維い持じしてから顔を上げている。

　礼れい儀ぎ正ただしい所作。この辺りの所作は日本を思い出す。

　あ、そういえば、ペットは大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。一応、受付で確認だ。

　俺はぎこちない笑顔をホテルマンに向けて頷うなずいてから中央の受付へ向かった。

「いらっしゃいませ。お客様」

「泊とまりたいのですが、ここは使い魔まというかペットは可能ですか？」

「大丈夫でございます。そのペットの大きさは？」

「にゃ」

　頭巾から肩にひょいと、顔を出して鳴いた黒猫ロロ。

「これぐらいです」

　受付係は黒猫ロロのサイズを確認。納得するように笑みを浮かべて頷いていた。

「なるほど……家具を大切に扱あつかってくだされば大丈夫ですよ。では一泊ぱく夜食事付きで銀貨八枚。オプション付きで銀貨十枚です」

　大丈夫だった。値段はやはり高級宿。三十日だと……銀貨二百四十枚か。受付代の横にはカレンダーらしき物がある。今日は春の五十九日。夏の季節まで残り三十一日……銀貨で二百四十八枚。とりあえず、夏になるまでの期間三十一日間とプラス十日間分、四十一日分を払うとしよう。オプションは何だろ。

「オプションとは何ですか？」

「食事が高級料理となり〝商売女〟が付きます。指名制度もありますが、それは次回以降になります」

　商売女！　それはお試しをしたくなる。

「それでは、初日だけオプション付きで四十一日分泊まりたいです」

「長期間の一いつ括かつですね。それではその期間のオプションは無料とさせて戴いただきます。自由に食堂の二階をご利用くださいませ、では手続きを行いますので、少々、お待ちください」

　いいね、無料か。受付係は計算するためか、後ろに下がっていく。

　一日銀貨八枚で計算して……三百二十八枚かかる。アイテムボックスから取り出した金貨三枚を、受付台の上に載のせた。続けて、じゃらじゃらと三百枚は超こえた沢たく山さんの銀貨を載せる。受付係は計算が終わったのか戻ってきた。

　彼かれは俺のアイテムボックスを見ても平然としていた。

「代金は、銀貨で三百二十八枚となります」

　受付台に並ぶ銀貨の数を指で調整し、その銀貨を手元に引き寄せ、

「……これで丁度かな？」

　と、銀貨を揃えてから聞く。

「……なるほど。計算がお早いのですね……」

　受付の男は少し驚いたように眉まゆを動かし俺を見る。

　彼は一いつ生しよう懸けん命めいに、計算道具なのか連なる金属棒を上下に動かして計算をしていた。

「……確かに。では、こちらにお名前のサインをお願いします」

　受付台の記帳には客の名前が並び書かれてあった。

　俺も記き入にゆう欄らんに偽ぎ名めいとかじゃなく本名の名前を書いてゆく。

「書きました」

「お部屋の方は、何かご希望はございますか？」

「一階の奥おくで」

「では一階右の端はし、剣けんの部屋の十番が空いております。よろしいでしょうか？」

「そこでいいです」

「分かりました。鍵かぎはこちらです」

「では、係の者がご案内致しますので、少々お待ちを」

　受付前で少し待った。俺の借りた部屋は剣の部屋十番だ。受付台の上には案内板が設置されているので分かりやすい。矢印付きで〝剣の部屋〟〝盾たての部屋〟とか書かれてあった。

　案内係がいなくても分かると思うが……そんなことを考えていると、その案内係が近寄ってきた。「お客様、こちらです。ご案内致します」と、案内係はお辞儀をしてから歩き出す。ホールには受付の他に、玄関口に近い右手位置に一いつ対ついの小さい真しん鍮ちゆう製の牡お牛うし像に挟はさまれる形で大きな食堂の入り口があった。

　案内係は受付から離はなれて右寄りに進み、ホール奥へ進む。

　宿の二階に上がる階段は受付の左奥だ……トイレはここか。「ン、にゃ」と、黒猫ロロが頭後ろの頭巾から顔を出だして鳴いていた。

「ロロ、おしっこか？　今、部屋へ向かうとこなんだけど」

　肩へ顔向けるように黒猫ロロへと話をしていた。その黒猫ロロはおしっこではなく欠伸あくびをしてから、肩上に首を乗せて案内してるホテルマンの背中を見つめていた。

　……可愛かわいい目だ。ホテルマンの背中と肩には長なが紐ひものような模様がある。

　あれが気になるようだ。天井と壁かべ横には矢印の案内板が設置されているので、本当に分かりやすい。案内係は当然のように、案内板などは見ないで歩いていた。

　ホール右奥の角を曲がり廊ろう下かを進む。廊下も幅はば広ひろだ。敷かれている石も光を帯びて灰色に変わる。十番の部屋はつきあたり。廊下には部屋番号の標識があり一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　あった。あそこか。つきあたりの部屋に到とう着ちやく。

　案内係は鍵を使って十番の部屋扉を開けてくれた。

「こちらでございます。どうぞ」

「はい」

「お客様、この入れ物へお召めし物ものを入れてくだされば、毎朝係の者が洗せん濯たくをいたします。他に所用がございましたら、お申し付けください」

　部屋の手前には確かに木製の箱がある。洗濯もしてくれるらしい。便利だ。

「特にない」

　案内係はそこで頭を下げ踵きびすを返して廊下を戻もどっていく。チップとかは必要ないようだ。

　早さつ速そく、十番の部屋へ入る。広い。手前の部屋だけで十畳じようぐらいはあるだろうか。

　綺き麗れいな臙えん脂じ色いろの床ゆか板いたが敷かれて中心に大きな茶色丸机と椅い子すがある。

　その机の上には沢山のフルーツが盛られた皿があり、丸皿タイルの上に地味だが高級そうな水みず瓶がめが置かれてあった。壁にはホルカーバムの風景画が並ぶ。大きな丸机を触りながら奥の部屋へ向かう。奥の部屋も広い。窓付きの清せい楚そな雰囲気を持った部屋で高級な布製のカーテンがある。寝しん台だいというか洋風ベッドが三つもあった。流石さすがに天てん蓋がいがつくようなゴージャスさはない。水入り瓶びんとランプ消しが乗った小さなサイドテーブルがベッドの脇わきに三つ並ぶ。俺が泊まったヘカトレイルの宿とは月とスッポンだ。

「ンンン、にゃ～」

　黒猫ロロは早速、柔やわらかそうなベッドへ飛び込む。

　いつものように飛とび跳はねたりはしなかった。

　スプリングが凄すごいのか衝しよう撃げきを吸収するようだ。

　俺も柔らかそうなベッドに沈しずみ込みたいと思ったが……。

　まずは背はい曩のうを下ろす。

　指抜ぬきグローブも脱ぬいで胸ベルトの金具を取り外がい套とうも脱いだ。

　マネキンに、その脱いだ外套と胸ベルトを掛かけてから足のグリーブ、腰こしのキュイスの防具を外した。素す手で素す足あし状態で、左ひだり腕うでの竜りゆうを模かたどったリアブレイスの防具も外す。

　綺麗な紫むらさきを主体とした防具金属たちだ。

　暫し、魔ま竜りゆう王おう製の防具を眺ながめて……ボン＆ザガに感謝。

　それから身軽になった状態でベッドの端に腰を落とす。柔らかい感かん触しよくを尻しりに味わった。

　むにゅっとした感触……ふわふわベッドだ。

　端の位置でこの感触なら真ん中は相当に寝ね心地ごこちが良さそうだ。

　そのまま寝そべった。いいねぇウォーターベッドとは言わないが……。

　ふんわりしていて気持ちがいい。

　特に意味もなくそのままベッドの上で転がって遊ぶ。

　黒猫ロロとぶつかるが構わない。

　転がって遊んだところで白いひらひらが逆さま視界の中に入った。カーテンか。

　端のベッド横から立ち上がり、白色のひらひら付きカーテンを開ける。

　木製の窓が備え付けられてあったので、戸を横にずらし全開にしていく。

　――広いベランダ付きか。臙脂色の板で作られたベランダだ。

　ベランダの床には水を流せる穴もちゃんと空いている。

　横には淡褐色の大きな桶おけがあった。

　確しつかりとした箍たが付き大桶。

　風ふ呂ろ用の大きい桶だから泳げそうだ。だが、外の光景はいまいちだな。

　裏庭が少し見えるだけ。しかも、洗濯物が視界を塞ふさいでいる……。

　洗濯を干している頭にプラトークをかぶった使用人の娘むすめと目が合った。

　使用人の娘はニコッと笑顔を見せる。俺も笑顔を返してから部屋に戻った。

　ここは一階なのでしょうがない。さあて、古竜防具の品でも磨みがいて拭ふいておくか。

　まだまだ綺麗だけど……ベッドの隅すみに腰こし掛かけながら紫色の古竜防具を手に取り、丁てい寧ねいに拭いてから磨いた順に防具を床へと並べていく。これで全部の魔竜王防具の磨きは終しゆう了りようっと……最後の右足のグリーブ防具を置いてから、背筋をベッドに伸のばして大の字になって休む。これから何をしよう……食事の時間まで、まだ暫しばらく時間がある。

　風呂に入るか。その前に、

「オープン」

　ピッポッパッと、コンピュータを操作するように腕うで輪わ型アイテムボックスの操作をした。

【ヘカトレイル】で買っておいた石せつ鹸けんと皮布を選せん択たくし、髭ひげ剃そり用の古竜ナイフも出しておく。大桶に生活魔ま法ほうのお湯を注いで満まん杯ぱいにしてから全ぜん裸らになった。

　意味もなく腰を振ふっては、金玉をぶらんぶらんさせる。

　黒猫ロロが変な目で見た気がしたが……気にせず、ゆっくりと足先からお湯へと浸つかっていった。俺に視線を向けていた黒猫ロロも傍そばに来た。

　桶の上に前足を置きながら、いつものように水面へ向けて肉球パンチを繰くり出している。

「ロロも遊んでないで入っとけ」

「にゃぁ」

　一鳴きすると、大桶の揺ゆれる水面に飛び込んで来る。跳ねっ返りの水みず飛沫しぶきが舞まい、顔に水を被かぶってしまう――ぷはっ、また、いきなり飛び込んだな。

「いきなりだな」

　黒猫ロロはそんな俺の言葉は無視して水中へ潜り――泳ぎ出した。

　大桶の広さと深さを満まん喫きつするようなスイスイッとした軽かろやかな泳ぎ。

　何時いつの間まにか、泳ぎが達者になっている。

　耳もちゃんと塞いでいるし小顔がまた可愛い。

　そんな黒猫ロロが泳ぐ姿を見つめながら……俺も頭から湯に浸かっていく。

　――ふぅ。ふと疑問に思ったが、この生活魔法の作られる液体は純水なのか？

　今まであまり意識をしてなかった。味わいながら飲んでみよう。

　間ま抜ぬけ顔を晒さらすように、口を開けて液体を注いでみる。

　ん～味はしない。イメージ次第で味は変わるのか？　変化なし。

　ここで砂糖味へと味が変化したら砂糖売りの大商人の道が開けたんだがなぁ。

　ま、喉のどの渇かわきは満たせる。そんなことより明日は領主と面会だ。領主の名前も知らない。

　ま、飯の時に商売女が来るようだし、そんときに領主の名前でも聞いておけばいいか。

　能力を見ておこう。

　ステータス。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称しよう号ごう：超ちよ越うえ者つしや

　種族：光魔ルシヴァル

　戦せん闘とう職業：魔ま槍そう闇やみ士：鎖くさり使い

　筋力20.0→20.1敏びん捷しよう20.8体力19.1魔力24.3→24.4器用19.2精神24.6→24.7運11.2

　状態：平へい穏おん




　スキルステータス。




　取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈脳のう脊せき魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺し突とつ〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔ま獣じゆう騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導魔術〉：〈魔闘術〉：〈導想魔手〉：〈仙せん魔術〉：〈召しよう喚かん術〉：〈古代魔法〉：〈紋もん章しよう魔法〉：〈闇あん穿せん〉：〈闇穿・魔ま壊かい槍そう〉：〈言語魔法〉




　恒こう久きゆうスキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光闇の奔ほん流りゆう〉：〈吸きゆう魂こん〉：〈不死能力〉：〈暗者適応〉：〈血魔力〉：〈眷けん族ぞくの宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋章魔造〉




　エクストラスキル：〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳のう魔ま脊せき髄ずい革命〉




　僅わずかに成長したかな。立ち上がりながらステータスを消して、体を石鹸で洗っていく。

　股またをごしごしと手で擦こすり、爪つめ間の汚よごれも落としていった。髭ひげは少し伸びて生えているが、まぁこれはこれでありと判断。ダンディズムを追求してみる。

　黒猫ロロも洗う。黒々とした毛を伸ばすように水で梳すくように洗い流してやった。

　猫ねこの体は毛が濡ぬれると体に密着するからな。体の筋肉がはっきりと見える。

　黒猫ロロは体形はスマートだが、しっかりと筋肉が発達していた。

　そんな黒い毛並みを新しい皮布で拭いてから一いつ緒しよに大桶からベランダに出る。

　すると、濡れていた黒猫ロロの毛が乾いた。瞬しゆん時じに水分を吸い取る皮。

　不思議だ。吸水性が高い皮なんだな。この布皮……令れい嬢じよう的な雰囲気を持った店員が人魚の皮とか言っていた。これがオマケとは、あの店、なかなかサービスがいい店。

　布皮と店に感心しながら身体からだを拭き終えた俺はまた、ベッドへ飛び込む。

　横になってベッドの柔らかい感触を感じながら黒猫ロロと一緒にまったりと過ごした。そろそろ腹が減ったから食堂にいくか。

　ベッドから起き上がり鎧よろい類を装着。外套を着て冒ぼう険けん者しやとして食堂へ向かう。

　黒猫ロロも肩に乗ってきた。高級宿の食事だし正装を身に着けないと入れないかも……と懸け念ねんしていたが大丈夫らしい。

　小さい牡牛像の間にある食堂に入ると、ホテルマンが話しかけてきた。

「お客様、指定席までご案内します。こちらです」

　指定席があるようだ。オプション付きのサービスか。

　どんなサービスが待っているんだろう……期待大だ。案内マンの彼について行きながら、食堂内を見学していく。ここはやはり高級ホテルの食堂なのだろう。清潔感あるオセロのような白黒タイルの床が敷かれ焦こげ茶ちやの無む垢くな机と椅子が並ぶ。客層もそれに似合う貴族、商人、エトセトラ。金持ちそうな人たちが豪ごう勢せいな肉の料理を食べているのが目に入った。

　冒険者の格好と思われる者は少数だけ。服装に関しては、バラバラだ。武装を解除してない冒険者も居る。格式が高いとかはないようだ。案内人は食堂の真ん中にあった豪華な階段を上がっていく。丸みを帯びた木製の手摺がある。その手摺の作りに感心しながら螺ら旋せんのとぐろを巻くような階段の板を踏ふみしめて二階へ上がった。

　二階は臙脂色の床板が広がり自然の樹木がデザインされた大木の幹が柱としての存在感を示す。柱と壁との間には先が曲がった流木が滝たきをイメージした作りなのか、真ん中の窪くぼんだところから水を運ぶ。弧こを描えがく稜りよう線せんのような流木が美しい眉に見えてくる。

　そんな流木の先には天然の岩に囲まれた小さな池が用意されていた。

　池では魚が泳いでいる。ここだけは日本庭園のような雰囲気だ。

　凝こった内装に広間の造形が本当に見事。

　肩に居た黒猫ロロも飾かざり木を見ては登りたくなったらしい。

　小さい頭をぐいっと庭園へ伸ばしては、肉球を見せるように片足を上げて遊びだそうとしていた。

「ロロ、遊んじゃだめだぞ？」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは俺の言葉を聞いて耳を凹へこませていた。でも、黒猫ロロが遊ぼうとする気持ちは分かる。ここの内装は本当に凄い……上と下じゃ雰囲気が違ちがう。

　庭園の風景を楽しみながらの食事かぁ、オプションは意外にアリかも。

　しかも、無料ときたもんだ。でも、食事と女の良さをこの目で確かく認にんしないと。

「お客様？　こちらです」

「あぁ、すまない」

　案内係は爽さわやかな笑えみを浮うかべ待っていた。

　済まんね、田舎者で。俺は満面の笑みを、案内マンへ返す。

　案内係は仕事に徹てつして、俺のスマイルには何にも反応を示さなかった。

　そのまま無言で案内される。そこは二階の内装が一望できるところ。

　段が少し高く、赤みがかった茶色の大木をくり貫ぬいた作りの豪華な専用個室だった。

　中には女性が座すわっている。

「メニューを持った係が参りますので、ごゆるりとお過ごしくださいませ」

　案内係は下がると、個室の中で座っていた金きん髪ぱつの女性が立ち上がり傍に歩み寄ってきた。

　丈たけ長ながのカーディガン系を着こなしている女性。

　首くび襟えりには白絹の薄うすいヒラヒラが付いていた。胸むな元もとが少し開はだけている。

「シュウヤ様。今日はよろしくお願いいたします。わたしは【べルガット】に所属するメリッサという者です」

　俺の名前を知っているようだけど、受付に書いた情報を受け取っているのか？

　メリッサと名乗った綺麗な女性は華か麗れいに御辞儀する。

　頭を下げた時、髪かみ留どめ針が見えた。

　髪の長さはミドルだけど、もっと長いのかもしれない。

　少しいい匂いが漂ただよってきた。

「……此方こちらこそ、よろしくです」

　俺は外套を左右に分けて両りよう腕うでを出し、軽く会え釈しやくした。

　でも〝ベルガット〟とは何だろう。所属？

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロも声を出す。

「あら、猫ちゃん」

「こいつはロロディーヌ。愛あい称しようはロロ。使い魔みたいなものです」

「そうですか。よろしくね。ロロちゃん」

「ン、にゃ」

「では、シュウヤ様、こちらにいらして」

　メリッサの細い手に俺の手は握にぎられる。手を繋つながれたまま優やさしく個室部屋へ導かれた。

　何か楽園へ誘さそうようにも感じられた。誘われた個室には茶色の丸机と椅子がある。

　これは元々一つの大木だったのか机と椅子が一つに繋がっている作り。

　よく見たら、丸みを帯びた机の角には動物系の意匠が彫ほられてあった。

　そして、机の上の食器には何かの紋もん章しようが真ん中へ出るようにたたまれた糊のりの利きいたナプキンが置かれてある。この辺は高級店らしい。

　椅子には柔らかいクッションがあり、俺が座る位置から二階に広がる自然庭園が見れる構造となっていた。黒猫ロロは肩から机へジャンプ。

　そのまま反対側の椅子へ歩いてクッション上に足を乗せると、くるくるとクッション上で回り出す。黒猫ロロは料理が来るまで丸くなって眠ねむるようだ。

　メリッサは差し向かいに座らず、俺の隣となりに座る。

　また――いい匂い。匂いに釣つられ彼かの女じよの顔を見た。

　金髪に吊つり上あがった薄い眉。澄すんだ青い瞳ひとみ。鼻び梁りようが薄い。

　頬は化け粧しようの効果か、うっすらと赤みを帯びていた。

　上うわ唇くちびるが下唇より少し大きい……吸い付きたい。顎あごも小さく首筋も悩なやましい。

　赤茶色の上着は少し胸が開けている。

　下にはノースリーブ系のドレス仕様な服を着ているようだ。

　綺麗なネックレス……ん？　鎖さ骨こつの右下にかけて傷らしきものが見えた。

「ふふ、シュウヤ様？　そんなに顔や体を見られては恥はずかしいですよ？」
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　俺の変態視線に気づくと、胸元を襟のヒラヒラで隠かくしてしまった。

　そりゃ、嫌いやだよね。謝あやまっておこう。

「……すみません。メリッサさんが、綺麗でしたので、つい」

「もう、お上手ですね。それと〝さん〟は止よしてください。呼び捨てで構わないです」

　メリッサは口を手で隠しながら、若じやつ干かんに顔を傾かたむけて、微笑ほほえみを作る。

　気軽に話せか、それじゃお言葉に甘あまえて。

「了りよう解かい。それじゃ、俺も〝様〟は抜きで、でも、綺麗と言ったのはお世辞ではないよ。ま、こういう台詞せりふは聞き慣れてると思うが……」

「そうですね。賛辞は素す直なおに受け取ります。シュウヤさんも独特な男らしさを感じますね、右手、腕うで回りの筋肉も鍛きたえられてそうですし。外套も白く綺麗です。鎧も覗のぞき見みましたが、紫色なんですね」

　そう言って、素す肌はだを露ろ出しゆつしている右腕の皮ひ膚ふを指でなぞるように触さわられた。

　――くっ、テクニシャンかっ!?　ボディタッチが然さり気げない。

「はは、参ったな――」

「お客様、メニューとお飲み物でございます」

　と、鼻の下を伸ばし調子よくしたところで、メニューと飲み物を持ってきた給きゆう仕じの邪じや魔まが入った。ゴブレットが置かれていく。竜の意匠が彫られた木製ゴブレットだ。

　中には無色の液体と氷が入っていた。冷たそう。

　掴つかむと竜の意匠の部分だけが冷たく反応。

　魔察眼で見ると、この部分だけ魔力を帯びている。

　コップからして魔道具か。この店やるねぇ……感心しながらゴブレットを口へ運び中に入った液体を飲んでいく。わぉ、マジかよ。甘くないが天然のサワーとか。

　まさか……炭酸飲料が飲めるとはなぁ。

　しかも、冷たいから喉ごしがあっさりだ。爽やかなハーブの香かおりもいい。

　そして、メニューを見せて貰もらう。目につくのはルンガの肉料理だな。

　豊富にある。だが、たまには違うのを頼たのむか。

　ハウザンド産レーメのロースト。

　カジゾックの果実酒煮に込み。

　ランターユとペソト実のスープ。

　冷えたエール麦ばく酒しゆ。

　この四つを注文した。一つはロロにあげよ。

「わたしは、ヘルゼイカのロースト。クアリとレーメの豆煮込み。冷えたエールを一つ」

　彼女もそんな料理を注文していた。給仕は俺とメリッサが注文した料理の書き物もせずに全すべて暗記したらしい。

「畏かしこまりました。少々お待ちくださいませ。前菜のスープが参ります」

　そんな感じで素す早ばやく答えると、頭を下げてメニューを持ち去っていった。

　自然体で動く仕草が様になっている。隙すきがない。

「シュウヤさんは見た目通り、冒険者の方ですよね？」

　スマートな給仕の仕事っぷりに感心してると、メリッサがそう聞いてきた。







第五十六章「盗賊ギルドのベルガット」







「そうだよ。ところでメリッサはさっき【ベルガット】に所属と言っていたが、それは何？」

　俺の言葉にメリッサの青目がキラリと光った気がした。

　口角をゆっくりと上げた彼女は独特の笑顔を浮かべて口を動かしていく。

「……【ベルガット】とは盗賊ギルドの名前です。わたしが所属している組織ですね。まだ末まつ端たんの構成員ですけど」

　盗賊ギルド？　闇ギルドとはまた違うんだろうな。そんなことより〝商売女〟とは、こういうカラクリかよ。ちょっと勘かん違ちがいシテタ俺がイル。

「盗賊ギルドというと……何のギルド？」

　メリッサは俺の言葉を聞くと、ピクリと細眉を動かして、一いつ瞬しゆん、綺麗な顔が硬こう直ちよくした。

「もしや、シュウヤさんはこういう宿に泊まるのは〝初めて〟ですか？」

　うっ、そりゃそうだけどさ。アクセントをつけたとこが、馬ば鹿かにされているように感じてしまう。ま、嘘うそついたところでしょうがない。初めてです。と告げるか。

「……その通り。今までは安宿ばかり、実は初めて童貞の高級宿だったりする」

「そんな皮肉を込めての意味初めてではありませんでしたが……やっぱり初めてだったのですね。この宿を利用するお客様が【ベルガット】や盗賊ギルドを知らないなんて、普ふ通つうはありえないですもの」

　ありえないのか。

「それで、盗賊ギルドとは？」

「都市ごとに細かい仕事が変わります。最も多いのが依い頼らい人にんとの密みつ偵てい契けい約やくです。上級のお客様の場合はこちら側へ指名を貰う形で色々な便べん宜ぎを図はかったりします……要約しますと、基本、様々な情報の売買、守り、盗ぬすみ、加工を行い、ときにはそれらの情報をわざと世間に流したりするのが主な仕事です。布告場の役人との繋がりがあったりもします。更さらには密偵、戦争、威い力りよく偵てい察さつ……ここから先はいえません。因ちなみに【ベルガット】は、ここ、【ホルカーバム】最大手の盗賊ギルドです」

　へぇ、多た岐きに渡るんだな。情報屋の集合体か。現代的にいえばマスコミ。

　ここを利用する貴族たちや商人にとっての新聞的な意味合いもあるんだろうか。

　名前的に盗賊の名前じゃなくて情報ギルドとかに変へん更こうすればいいのに……。

「分かった。他の都市にも【ベルガット】の勢力はあるのかな？」

「はい。小規模ですが【オセベリア王国】の各都市にあります」

　他の都市にもか……今にして思えば、ヘカトレイルの小さい酒場にいたチェリも盗賊ギルドの末端だったのかもな。彼女はキッシュとの付き合いから、俺おれにも色々と情報を教えて警告してくれたし、闇ギルドの店には行くな、とか。

　と、いうことは闇ギルドとの繋がりもありそうだが……。

「……闇ギルドとの繋がりは？」

　俺はストレートに聞く。その質問にメリッサは余よ裕ゆう顔から一気に切きり替かわり、目付きが鋭するどく仕事顔になった。

「あります」

　名前は出さずか。

「ここの都市には闇ギルドは幾いくつ存在する？」

「五つ」

　俺が遭そう遇ぐうしたのは【梟ふくろうの牙きば】と【ガイアの天てん秤びん】の争いだな。残り三つか。

　話が違うが、素そ朴ぼくな疑問も聞いてみよ。

「質問を変えるけど、盗賊ギルドはその名前通り、実際に〝強ごう盗とう〟とかするの？」

「〝しません〟。遠い昔はやっていたらしいですけどね、今はそんなことしていたら情報は得られないですから。しかし、強盗とはいかないですけど似たような強ごう引いんな情報の買い上げは一部の方がやっているようです。ですが、わたしはそういった力仕事はしないというか、できませんから」

　なるほど、少し言い方がストレートだったかな。メリッサの話し方からどことなく緊きん張ちよう感が感じられる。命のやり取りとは違う別種の緊張感というか……。

「……そうか。分かった。野や暮ぼなことを聞いて済まない。メリッサ、俺はこういうのには慣れてないんだ。少し、唐とう突とつ過ぎたかも知れない」

「いえ、商売ですから気にしないでください。わたしは話せる範はん囲いで話しますから」

　話の腰を折るように、そこに前菜のスープが運ばれてきた。

　給仕が皿とスプーンを机の上に置いていく。

　皿の中は赤薄い色合いで小さい豆とトマトのような赤野菜が入っていた。

　スプーンで赤い液体を掬すくい口へ運び、飲んでみる。常温だ。少し冷たかった。

　熱くないスープ。塩味と酸味のきいたクエン酸を豊富に含ふくんだ梅肉のような舌した触ざわりがつるっと舌を滑なめらかにして食欲が増していく。

　微かすかに本物の梅のような香りが鼻び孔こうを優しく刺し激げきした。

　うまうまだ。さっぱりとしてる。梅が気になるけど、豆か、大豆が存在するということだな。ということは豆とう腐ふとか作れそう。異世界豆腐戦記の始まりも近いか……。

　そんなアホなことを考えながらスープを啜すすってると、

「……シュウヤさん。そんなにいっぺんに吸わなくても、おかわりは自由ですよ」

　メリッサが笑え顔がおで注意してくれた。

「おっ、そうなのか。でも、このスープ旨うまくてさ……」

　ごくごくと、喉ごしを生かすように飲む。

「ふふふ、確かに旨いですね。この後味に微かに残る香りは〝スメの実〟かしら？」

　へぇ、この匂いをもたらす食材は梅じゃなくて、スメの実という名前なのか。

「スメ？」

「はい。【サーマリア王国】の海を隔へだてた東にある〝群島〟で採れるらしいですよ。百年以上昔ですが、ある女性の冒険者がこの実を発見し食用に使えることを公表。スメの調理法を各地に伝えたらしいです。そして、この風味は一時期、南マハハイム料理界を席せつ巻けんしたとか。【サーマリア王国】から【オセベリア王国】の南部へと伝わり、今では各都市に広まりました」

　前菜スープにそんな材料が使われてるのか。

「ほぁ、すごい物知りだ。流石さすがは盗とう賊ぞくギルドだな？」

「ふふ、こんなことでしたらイッパイ教えて差し上げます」

　メリッサは自じ慢まん気げな顔だ。

「はは、そうだな。教えてほしいことは〝イッパイ〟あるぞ」

「何です？」

　話の流れ的に〝オッパイ〟を教えてと、頭の悪すぎる寒いオヤジギャグを言おうとしたが、自重した。

「……たとえば、盗賊ギルドのメンバーはメリッサのように綺麗な女が多いのか？　男は居ないの？」

　メリッサの青目を見つめて話す。

「わたしのように……かは分かりませんが、高級宿を専属にしている盗賊ギルドの商売女ローは綺麗な方が多いです。男性も居ますよ。お客の相手が女性の場合は商売男が付くことが多いです」

　男の場合はイケメンホスト的な感じか？

　情報のやり取りだけど、色々な男女の縺もつれとかありそ……。

「あとはそうだな……メリッサはどうして盗賊ギルドで働いているのかな？」

「お金と恩義です」

　金と恩義ね。ま、馴なれ合あいはこの辺でいいか。少し本音を探さぐるかな。

「情報の売り買いと言っていたが、俺の情報は高く売れるのか？」

「……どうでしょうか。シュウヤさんはあまり見み掛かけたことがない方。冒険者ギルドである程度の情報は手に入りますが……」

　彼女は俺の様子を探るように顔を見てくる。

「大量にいる冒険者を全部、覚えているの？」

「いえ、流石に無理ですよ。ですがこの都市に居る高ランク冒険者は数が少ないですし、中ちゆう堅けんクラスは皆みな、魔ま鋼こうの大蜻蛉アロムヤンマの狩かりで忙いそがしいですからね」

「そっか。俺は高ランクの冒険者じゃないから情報は高くなさそうだ」

「……それは何とも言えないですね。〝質〟に関してはお答えはできません」

　高ランクは高く売れるけど、低くても一いち概がいに言えないということか。

　ま、盗賊ギルドの決め事なんて知らないけど、誰だれが主に買うのか興味が湧わく。

「たとえば冒険者の情報とは、誰が買うの？」

「同業者、冒険者クラン、国の機関、貴族、各種商会、闇ギルド、等ですね」

　冒険者が俺の情報を買うのか？　いや、メリッサが俺の個人情報を〝種〟として売りに掛かると見た方がいいだろう。俺としてはあまり売られたくないな。

　ま、多少、金になるなら、やりようはあるか。

「俺が売るな。と言っても売るのかな」

「そうですね。対価しだいと言ったところかしら。情報が欲ほしいと言われればこちらも商売ですので」

　おぉ、強気な態度だ。薄い金眉がキリっとして鋭く青い目が俺を捉とらえる。

「そう言われると、どうにかしたくなるな……」

　俺も目力を入れ、わざと〝左手〟に魔ま剣けんを出現させた。

「ヒッ――」

　メリッサは武器が現れると途と端たんに怯おびえた顔を見せる。魔察眼でメリッサを見た。魔力は感じられるが魔闘術は使えないようだ。顔をメリッサに近付けて、メリッサの甘い吐と息いきを感じながらわざと体を密着させる――いい匂におい。首筋から赤茶の上着がずれて、傷が目立つ乳ち房ぶさの谷間のドレス服を凝ぎよう視しした。

　ヴァンパイア系の血が騒さわぐ、いや、男の血が騒ぐと言った方がいいか。

「メリッサの持つすべての情報が欲しい……」

　厳しい目付きの状態で、耳元で優しく口説くように問いかける。メリッサの目は潤うるんで見えた。だが、悔くやしそうに唇くちびるを噛かむと、その顔を俺に向けた状態で、両手を使い、たどたどしく椅子の向こう側へと離れてしまう。少し、脅おどかしすぎたかな。そこで睨にらみを解いた。

　笑みを浮かべて、魔剣を机の上に強く置く。

「あぅ――」

　メリッサはその音にも驚おどろいて小声で悲鳴を上げていた。

「――にゃ？」

　黒猫ロロも大きい音が聞こえて起きたっぽい。

　顔をむくっと上げて俺とメリッサを見ていた。そこに、タイミング良くメイン料理が運ばれてくる。魔剣を机の端はしに移動させた。

「お客様、お待たせしました。ハウザンド産レーメのロースト。カジゾックの果実酒煮込み。ランターユとペソト実のスープ。冷えたエール麦酒。で、ございます。それと、ヘルゼイカのロースト。クアリとレーメの豆煮込み。冷えたエールです」

　机に料理が並べられていく。

「追加の場合は係の者をお呼びください」

「分かった。ありがとう」

　店員は下がっていく。

　メリッサは料理が運ばれてきても、怯えた目で、俺を見ているだけ……。

「メリッサ、食わないのか？」

　何気ない顔付きで、食事を促うながす。

「え、は、はい。食べます……」

　メリッサは気を取り直して食べるようだ。良かった。俺たちも食うかな。

　黒猫ロロには、これにしよう。カゾジックの果実酒煮込みだ。

　スープの色が赤。全体的に赤の色合い。細かく切られたカラフルなピーマンらしき野菜や細長い根野菜に囲まれた白身魚がメインの料理と思われる。

　赤い汁しるが魚の白身に沁しみ込んでいるのか若じやつ干かん赤あか味みがかっていた。

「ロロ、お前にはこの魚料理をあげよう。酒が入ってるが、まぁ大だい丈じよう夫ぶだろ」

　普通の猫だったら絶対あげないが、黒猫ロロなら平気だ。カゾジックの果実酒煮込み料理を、向かいの机に移動させて、黒猫ロロの目の前に運ぶ。

「にゃにゃ～ん」

　黒猫ロロは嬉うれしそうに声を発すると、ガツガツと食べ出だした。

　白身だけでなく野菜もちゃんと食べている。

「ふふ、ロロちゃん、美味おいしそうに食べますね？」

　メリッサは猫ねこの食べる姿を見て笑っていた。もう、さっきの動どう揺ようは消えたかな。

「実際、相当に旨いんだろう。いつもの倍の早さで食っているようにも見える」

　俺はレーメのローストから食べよっと。これ股もも肉にくかな？　口へ運んだ。サクっとした食感に柔らかい肉だ。焼やき鶏とりに近いか。辛からめの香こう辛しん料りようが利いていて癖くせになる味わい。

　更に、ゼリー状の黄緑色のタレを肉につけて食べると、これまた旨かった。甘い風が喉のど奥おくを吹ふき抜けていくように肉の風味とマッチしている。へぇ、工く夫ふうされてるんだなぁ。

　新しい料理を発見するたびに幸せになるよ。幸福な時間だ。

「このレーメは旨いね」

「それはハウザンド産ですね。オセベリア東部の高低差がある地方で育ったレーメは美味しい肉になるので有名ですよ」

「へぇ……」

　次はランターユとペソト実のスープもいってみよう。

　この料理の見た目は完全にコーン系。

　トウモロコシと似た穀物はここらで栽さい培ばいされているようだ。

　スプーンで触ると、少しねっとりとした粘ねばり気けがある。

　木製のスプーンでねっとりとした液体を掬い、口へ運ぶ。

　味はやはりコーンスープに似ていた。でも、こっちのが旨い。

　予想とは違って最初は、ほあんっとした感かん触しよく。

　あとから、トロリとして舌の上で甘さが広がった。

　うまうま。ん、つぶつぶも入っているのか……ナッツのような感触だ。

　へぇ～。奥おく歯ばで噛むと、また違った味わいになる。

　コーンとナッツで二度美味しい。さらに三度美味しい。

　ペソトの実とはナッツ系らしい。一通り、食い終わり、冷えたエール麦酒を飲む。

　ごくごくっと。さっきと同じゴブレットの型だけど、陶とう器き製せいだ。

　熊くまのような意い匠しようが施ほどこされた青白い陶器。

　中身も冷たく味も爽やかな風味で一気に飲める。

　さっきと違い炭酸は抜ぬけているのか元からないのか、味わい深い風味だった。

　雑ざつ菌きんが入って苦味があると思ったがあまりない。

　麦の種の違いなんだろうか？

　メリッサの食事を見ると、細切りにされたロースト肉をちょうど食べ終えたところだった。豆の料理も半分ぐらい無くなっている。

「メリッサ。美味しいよ。流石は高級なだけある」

「そうですね。わたしも美味しかったです」

　さて、頃ころ合あいか、情報の取引だ。メリッサの心に切り込む。

「ところで、メリッサ。俺は〝情報〟を渡わたしたつもりだが……〝対価〟には何を話してくれるのかな？」

「えっ？」

　メリッサの表情からだと、言葉の意味が解わかってないようだ。伝わらなかったかな？

「さっきだよ。俺の容姿を含めて〝冒険者〟なのは分かるな？　身に着けている〝品〟に使い魔の〝猫〟それで、〝いきなり武器を出した〟そして〝武器の種類〟。これだけでも、本人から直接の〝生情報〟だ。それなりに質の良い情報になると思うんだけど？」

　出現させたのは剣けんだけだけどね。

「はい。冒険者ギルドから仕入れる情報より、やはり直接の本人に会い、顔を確認できたのは大きいです……輪りん郭かくが鋭く武芸者の面おも立だち、整った平たい顔系の葉が半分飛んだ木のような顔。そして、本人からの生きた情報。でも、シュウヤさんは本当に〝高級宿〟初めてなんですか？　わたしは翻ほん弄ろうされまくりですよ……」

　葉が半分飛んだって、髭を剃そってないからか。

　ダンディズムとか考えてないで、剃ればよかった。

「……はは、本当に初めてだよ」

「ふふ、分かりました。それで対価ですが、どんな情報が聞きたいのです？」

　そこで、また悪戯いたずら心が湧き出した。

「メリッサに彼かれ氏しは居る？」

「はぁ？　いませんよ」

「ほぉ、美人なのに、それと、スリー・サ――」

「――ストップ。ふざけているのか真しん剣けんなのか。シュウヤさん、どっちなんです？」

　俺に最後まで言わせない。彼女は真剣な顔だ。途と中ちゆうで被かぶせてきた。細い人差し指を、俺の顔を刺さすように向けている。眉まゆを細めて厳しい目付きのメリッサ君。

「……すまんすまん。メリッサが気にいったことは本心だよ。だから、少しふざけて聞きたくなったのさ。これからちゃんと聞くから、ね？」

　俺の言葉を鵜う呑のみにはしないメリッサ。「……それで？」と聞いてきたが、訝いぶかしむようにジト目で俺の目を覗き込んできた。さて、悪戯心はここまでにしようか。

　まずは明日の交こう渉しよう相手の情報かな。

「ここの領主の名前。家族構成、趣しゆ味み、苦手な物、弱よわ味み、繋がりのある組織、等々」

「……」

　俺の聞きたい情報を耳にして沈ちん黙もくするメリッサ。俺の表情から本気で知りたいと判断したようだ。そのメリッサはジト目から急に冷めた目付きに切り替わる。

　厳しい表情を浮かべていた。

「真ま面じ目めに聞いただろう？　対価が足りないかな？　金なら払はらうが……」

「いえ十分です。では名前から。マクフォル・ゼン・ラコラゼイ伯はく爵しやく。通つう称しよう、奇き人じん伯爵。家族は二年前に父が亡なくなり母も病死で家族はいません。結けつ婚こんもまだなので相当に珍めずらしい独り身です」

　奇人伯爵かよ。

「奇人で一人身なのか」

「はい。趣味は宝石、黄金、魔道具などの収集。金を散財すること。他には腕っぷしの強い人材を集めては従士として雇やとったり、その雇った配下の自じ慢まんですかね？」

「ありがちだな」

「そうですね。苦手な物は野菜だとか。弱味は甘やかされて育ったせいか、金に糸目をつけずに散財するところですかね」

　野菜嫌ぎらいとか、小学生かよ。

「あとは政変絡がらみにより貴族界との関係が酷ひどいですね。寄子も少なく、ベカー男だん爵しやく家、ナイトレイ男爵家、オラリアス準男爵家を吸収するように解体しています。従士の数も普通の伯爵に比べたら少ないですし、それと、ホルカーバムにおける三年前の政変に加担していたのでは？　といった噂うわさがあります。前領主リヴィエ家とは現領主の父の代で確かく執しつがあったらしいです。ただ、第二王子とは特とく殊しゆな繋がりがあるようですね。海軍派の一部とも仲が良いようです。更に、マクフォル伯爵の背後には闇やみギルドの存在が囁ささやかれており、現在その闇ギルドが、この【魔鋼都市ホルカーバム】を手中に収めているのも、その噂の信しん憑ぴよう性せいを高めています」

　流石さすが、情報屋、盗賊ギルドのメンバーだ。メリッサはすらすらと、情報を話す。

　マクフォル・ゼン・ラコラゼイ伯爵。通称、奇人伯爵か。

　趣味は強い者集めに配下自慢で野菜が嫌いとは典型的なおぼっちゃま系？

　そして、闇ギルドと繋がる噂を持つか。

「……その闇ギルドの名は？」

　俺の問いにメリッサは緊張した顔色を見せる。頭をきょろきょろと振ふっては周囲に誰もいないことを確認すると用心深く話し出した。

「――【梟の牙】です」

【梟の牙】か。

「その【梟の牙】は幅はばを利かせてるのかな？」

「幅どころか現在のホルカーバムはこの闇ギルドの手中にあると言えます。【梟の牙】がこの都市に来るまでホルカーバムで勢力を誇ほこった老舗しにせ闇ギルド【ガイアの天秤】は、この【梟の牙】により縄なわ張ばりを奪うばわれて、追おい詰つめられている状じよう況きようです」

　なるほど。

「その他の闇ギルドとは？」

「【石の手て袋ぶくろ】、【月の残ざん骸がい】、【血印の使徒】。ぐらいですね」

「それらの闇ギルドは幅を利かせている【梟の牙】と対決しているのかな？」

「はい。【石の手袋】は【梟の牙】と戦い、ほぼ壊かい滅めつ状態です」

「【月の残骸】は？」

「【月の残骸】は港近辺の極ごく一部を縄張りとしています。【梟の牙】と、その港の縄張りを巡めぐっていつも争いを繰くり広ひろげてますが【月の残骸】は事務所が潰つぶされても、暫しばらくしたら港近辺に、また事務所が立ち上がっているそうです。不思議ですね。【月の残骸】の本ほん拠きよ地ちがペルネーテだからでしょうか？」

　そんなことを聞かれても分からないが、色々な闇ギルドがあるんだな。

　そこでメリッサは顔付きを変化させた。と、いうより身をこわばらせていた。

「次の【血印の使徒】は……あまり話したくありませんが、魔ま界かいの十層地じ獄ごくの王〝トトグディウス〟を信しん仰こうする邪じや教きよう徒の集まりです。何故なぜか、邪教徒の集まりはホルカーバムのあちこちで行われていて、活発に活動しているとか。墓地で夜な夜な集会を開いては、血の印を刻んだ生いけ贄にえを魔界の神に捧ささげているとか、いやな情報があります」

　メリッサの表情が怖こわい。きっと【血印の使徒】が嫌いなんだろう。

　嫌けん悪お感が凄すごいビシバシと伝わってくる。なので、話題を少し変えよう。

「ほぉ、色々あるんだな。有意義な情報が聞けたよ。ありがとう」

　メリッサの情じよう報ほう網もうが正しいなら、この【ベルガット】という盗賊ギルドはそれ相当な規模と想像できる。盗賊ギルドとはこういう情報を持つのがスタンダードなのかも知れない。

「いえいえ」

　ま、領主の情報に、この都市における闇ギルドの状況が分かるのはありがたい。

　追い詰められているらしい【ガイアの天秤】のことや、【梟の牙】についても聞いておくか。リーダーは確か、以前に俺が助けた黒くろ髪かみ美人のミアなんたらとかの名前の女だった。

「【ガイアの天秤】とは、昔、この都市で一番の勢力だったんだよな？　そんなギルドが何故【梟の牙】にとって代わられたんだ？」

「人材、金、コネ、組織力、の差と言われていますね」

「そりゃ、差がありすぎだな」

【梟の牙】はそうとうに大きい闇ギルドなのか。

「はい……【梟の牙】は南マハハイム有数の勢力です。表の顔も有名な大商会であり、巨きよ大だいな海運商会の一つ。販はん促そくルートは国内だけでなく海外にまで伸のびているとか……実際、この都市に入る船の量も多いです。ボスは〝八頭とう輝き〟の一人と言われてますし、地方都市の一つだけのシマを持つ小さい闇ギルドとはすべてが違ちがってきますよ」

〝八頭輝〟か。侯こう爵しやくがぽろっと話していたことが脳のう裏りに過よぎる。

　この名前からして、ボスたちの集団か大だい企き業ぎようの集まりか？

「中小企業と大企業の差か」

「ちゅう、しょ、きぎょ？」

　メリッサは日本語に反応。当たり前のように疑問顔だ。

「いや、こちらの話だ。続けてくれ」

「……はい。えっと、たとえば、ガイアと梟の初期の戦いですが、最初、梟は見ているだけで、ガイアを沈しずめましたからね、圧あつ倒とう的てきな差ですよ」

「見てるだけとは……魔ま法ほうか？」

　俺が疑問で返すと、メリッサはクスッと笑顔を浮うかべてから話していく。

「いえ。そうではなく、当時【梟の牙】は【白はく鯨げいの血長耳】と密約がありました。そして、【血長耳】の幹部〝乱剣のキューレル〟が先だって【ガイアの天秤】を急きゆう襲しゆうしたのです」

　そういうことか。乱剣のキューレル、名前からして強つわ者もののようだ。

「……ほぉ、強そうな名前」

　血長耳。エルフの集団なんだっけ。ずっと前に城じよう塞さい都市ヘカトレイルで同じメンバーと思われる奴やつから接せつ触しよくを受けた。

　あれ以来会ってないが……こういう争いが起きてるんじゃ、俺に構ってる暇ひまはないか。

「はい。それによって【ガイアの天秤】の長〝ランゼル・アフトトル〟が殺されて同ギルドの頭脳派と言われた幹部〝トトカ・キャラウェイ〟も暗殺されました。そこから、高みの見物の立場だった【梟の牙】の幹部も戦せん闘とうに加わり大だい攻こう勢せいに。【ガイアの天秤】は耐たえきれずに瓦が解かい。【ホルカーバム】での勢力を一気に失っていきました。今では父の意思を継ついだ素人しろうとの娘むすめ〝ミア・アフトトル〟が【ガイアの天秤】の長に就つき、主だった幹部は〝ビクター・オラドム〟と〝デュマ・イゼミュル〟が側そばに居るだけとなっています」

　幹部二人に素人娘のミア一人だけの状況か。

「争いは週に何回ぐらい？」

「両者の争いは路地裏で、毎日のように争いが起きていますよ」

　毎日……ね。こないだのような争いが起きているのか。

「そっか。あと、【ガイアの天秤】が守る縄張りの規模や戦力比はどのぐらいの差なんだろ」

　メリッサは少し考える素そ振ぶりを見せて、

「そうですねぇ、なんとか【ガイアの天秤】が小さい縄張りを守っている状態ですね。今は【梟の牙】の幹部である〝青銀のオゼ〟と〝双そう鞭べんのジェーン〟がこの都市に来てると情報が入っています。幹部周りの兵隊だけでも百人を超こえていると言われていますから……それにひきかえ【ガイアの天秤】の兵隊は三十人居るか居ないかの状態。幹部の実力差を考えても戦力比は八対二ぐらいかと」

　俺が今日、撲ぼく滅めつさせた【梟の牙】の兵隊は極々一部だけか。

　今後も殺やり合うことになるかもしれねぇな。

　他にも聞き流した【白鯨の血長耳】の情報も聞いてみよう。

「【白鯨の血長耳】とかいう闇ギルドはどんな規模で、どんな感じなの？」

　メリッサは眉を顰ひそめる。

「どんな感じと言われても、そうですね……南マハハイム暗黒社会で最強クラスの戦力を持つとか。その頭領である盟主は〝八頭輝〟の一人であると言われてます」

　また、八頭輝。闇ギルドの頭たちの連合組織か？

「彼かれらの母体は古代エルフの【旧ベファリッツ大だい帝てい国こく】の特殊部隊、通称【白鯨】の生き残りと言われています。その大帝国は五百年～八百年前近く前に滅ほろびていますが、エルフは寿じゆ命みようが長いですからね」

　元ベファリッツ大帝国の生き残りか。

　ということは血長耳の幹部クラスは、その全員が五百歳さい超ごえかよ……。

「【白鯨の血長耳】の本拠地は【塔とう烈れつ都市セナアプア】にあると言われています。更に【オセベリア王国】の【王都グロムハイム】と【城塞都市ヘカトレイル】で最大勢力を誇っていますね」

　へぇ、だけど、もう闇ギルドの話はお腹なか一いつ杯ぱいだ。今度は他のこと、黒猫ロロの事は……やめておくか。秘宝、神遺物である玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま、智ち慧えの方ほう樹じゆの情報を求めていると思われたら、取引されそうだし。俺の重要目的な情報を安易に流すわけにはいかない。ということで〝アレ〟を聞くか。

「なるほど。よ～く分かった。最後に地下オークションだけど、どうやったら参加できる？」

「……何者ですか？　シュウヤさん……」

　メリッサは冷えた鋭い目を向けてくる。

「しがない冒ぼう険けん者しやで、メリッサたんを気に……」

「――もう、いいです。それに最後の〝たん〟とはなんですか、たん、とはっ！　普通に〝メリッサ〟だけでいいですから」

「――それで、話してくれるのかな？」

　俺はふざけた笑えみを浮かべながらも、言葉には重みを持たせて聞いてみた。

「はぁ……はい、話しますよ。〝地下オークション〟に参加するには大商会、巨きよ大だい闇ギルド、大物奴ど隷れい商人の〝コネ〟が必要です。資金は最低で白金貨五十枚は掛かかるとか」

　金ならある。あ、ルクソール商会とは、どの程度なんだろう。

　護衛依い頼らいで助けたタジキという商人がルクソール商会に所属していた。

　会長に会わせたがっていたが、それが、コネになるんだろうか。

「……そんなに金が掛かるのか、ところでルクソール商会とはどの程度の商会なの？」

「ルクソール商会ですか？　えぇと、確か……陸運と奴隷商会を持つ中規模商会ですね。少なくとも大商会ではありません」

　俺のコネはその程度しかない……あっ、ザガとの会話を思い出した。

　古こ竜りゆうの品々を大商会の幹部が買ったと……だけどもうザガ＆ボンはルビアを連れて【ペルネーテ】に旅をしているだろうし、無理か。

「そっか。メリッサはコネある？」

「あるわけない、ですね」

　今、一瞬、素になってた。別にタメ口でもいいんだけどね。

「コネか。盗賊ギルド【ベルガット】に依頼したら、そういったコネは作れる？」

「……ボスなら可能性はあるかもしれません」

「実際に聞くだけ聞いて判断したい。メリッサ、悪いけど君のボスに会わせてほしい」

　俺の言葉に、思案気な顔をするメリッサ。

「一度、報告してからになりますが……よろしいですか？」

「了りよう解かいだ」

「了りよう承しようしました。明日の夜辺りで、料金はそちら持ちとなりますが？」

「構わん。こっちは前料金を支し払はらった。無料だからな」

「えっ、本当に金持ちなんですね。では、他には？」

「もう、聞くことはない」

「そうですか。今回はありがとうございました。それでは失礼致いたします」

　メリッサはさっと立ち上がり、丸机の反対側から離はなれていく。

「――あっさりだなぁ、今晩一いつ緒しよには無理か？」

　途中で、ナンパ台詞せりふで呼び止めた。

「無理です。でも、気持ちは嬉しいですよ」

　ちぇっ、あっさりとフラれちまった。俺は滑こつ稽けいだ。ま、あんなことしてたら当たり前か。

「……分かった。何かあったらまたよろしく」

「はい。では」

　メリッサは頬ほおを赤らめてから俺を一度強く見て、すぐに踵きびすを返かえし帰っていった。

　そこに黒猫ロロデイーヌが俺の膝ひざ上うえに乗ってくる。

「振られた慰なぐさめか？　どうした？」

「ンンン」

　黒猫ロロはつぶらな紅あかい目で俺を見つめて、小さな喉のど声ごえを出す。

　肉球を俺の腕うでへ押おし当あてている状態なので〝反省しろよ〟的な印象だ。

　実際には触しよく手しゆで気持ちは伝えてこないから違うんだろうけど……。

　一瞬、前世の観光地でよく見ていた光景の〝猿さる芸げい〟を思い出しちゃったよ。

　黒猫ロロは体を丸めて膝上で眠ねむり出す。

「はは、今度は眠るか。いいもん食ったから満足したか？　だが」

　眠り出したとこ悪いが……部屋に戻もどるぞ。

　寝ね惚ぼけ眼まなこな黒猫ロロの首根っこを掴つかみ、無む理り矢や理り、肩かたに乗せた。

　黒猫ロロはゆっくりと動き背中の頭ず巾きんの中へ潜もぐっていく。

　俺も部屋に戻って、横になるか……。







第五十七章「奇人伯爵」







　マリン・ペラダス司祭と共に馬車に乗り領主の館やかたへ向かっていた。

　司祭が説明していく。領主の館が建つ場所はホルカーバムの北。

　坂上の新興の資産家たちが多く住む洒落た地区ハイタウンの一角にあり、大きな建物ではないが庭があり洗練されているのです。と、にこやかに語っていた。

　司祭が説明を終えたところで馬車はタイミング良く止まる。

「ついたようです。降りましょう」

「うん」

　司祭と俺は高低差がある馬車を降りた。降りてすぐに大きい門が見えた。

　門の両りよう端たんには今にも動き出してきそうな真しん鍮ちゆう製の牡お羊ひつじ像が目立つ。

　その手前には衛兵の詰つめ所しよも見えた。俺たちが馬車から降りたのを確かく認にんしたのか、その詰所から大おお柄がらな衛兵たちが近寄ってくる。

「ここは領主の館。どういったご用で？」

　衛兵は手慣れた様子で聞いてくる。

「ペラダスです。領主様と面会の約束があります」

　司祭がいつも陳ちん情じように来ているからか、衛兵の態度が柔やわらかい。

「あ～、あの司祭様ですね。どうぞ、中へお進みください」

　ペラダスの顔パス的な感じで、俺おれと黒猫ロロが傍そばにいても門を軽く通され敷しき地ちを進む。しかし、洒落しやれた一角どころか、結構な広さじゃないか。

　門からは屋や敷しきまでは百メートルはあるか？

　屋敷の玄げん関かんまでは芝しば生ふと花か壇だんが織りなす遊歩道が続く。

　青白い光を灯ともす灯とう籠ろうがまばらに置かれ、独特な雰ふん囲い気きを庭に齎もたらす。

　青白い光を灯す灯籠か……。

　形が違うが、ゾル家の坂の下にも同じような物があった。

　芝生の左中央には、祈いのりを捧げるようなポーズを取った巨大な乙女おとめの彫ちよう刻こく像ぞうもある。

　庭を鑑かん賞しようしながら道を進むと、屋敷の玄関前に到とう着ちやくした。

　横広な二階建て白石と白しら樺かばがメインの建材で瀟しよう洒しやな建物だ。

　螺ら旋せん柱に支えられたテラス屋根付きの玄関。柱に挟はさまれる形で低い階段が出で迎むかえている。

　俺と司祭はその低い階段を上り、テラス奥おくの玄関扉とびらへ向かった。

　扉は木目調の焦こげ茶ちやと鶯茶色うぐいすちやの色合い。

　動物や凛り々りしい女性の意匠が施された飾かざりが目立つ。

　その玄関扉の上に掲かかげられた伯はく爵しやく家けの紋もん章しようも高級感溢あふれる。

　建物全体は卯うの花はな色で白に近いから、この鶯茶色と焦げ茶色の玄関が異常に引き立っている。ドアノッカーの部位からして金細工という豪ごう華かさ。

　鶯から焦げ茶色に変化を遂とげている木目部分を、手て触ざわりで、確認しながら両扉を押す。

　俺と司祭は中へ入った。中はホールとまではいかないが広々とした空間。

　床ゆかは天然の大理石と見られる石が敷しき詰められていた。

　天窓から明かりが反射。床ゆか面めんはぴかぴかに輝かがやいている。

　歩くと、足が滑すべりそうで妙みようにそわそわしてしまった。

　左右の位置に小さい部屋がある。右の部屋には給きゆう仕じたちが調理机の上で野菜を切っているのが見えた。中央は幅はば広ひろな階段だ。右辺と左辺には奥へ続く通路もあるようだ。

　そこに、執しつ事じの初老男性が現れた。

「司祭様、こちらへどうぞ」

　執事さんは階段には上がらず左辺の通路を進む。端に待合室があった。

　俺と司祭はその待合室の高級ソファに座すわり待機。

「では、少しここでお待ちを」

　案内してくれた執事さんは頭を下げて退出。隣となりに座る司祭が話しかけてきた。

「シュウヤさん、陳情は前もって予約してあるのですぐに目通りが許されるはずですから」

「分かった。待つよ」

「司祭様、こちらでございます」

　司祭が言った通り、執事さんが戻ってきた。案内が再開される。幾いくつかの扉を潜くぐり廊ろう下かを通され立派な大扉が視界に映った。あの大扉部屋が伯爵が生活しているところか。

　大扉の両端の位置には門番の兵士が待ち構えていた。見た目は傭よう兵へい。

　茶色系の鋲付き革鎧スタデツドレザーアーマーを着込み、腕には切れ目が目立つ赤布が巻かれ腰こしには曲剣をぶら下げている。胸には赤羽のワッペンが付けられているので独自のシンボルマークなのだろう。

「ここの部屋に伯爵様がおられます、では」

　執事さんは踵を返し撤てつ収しゆう。司祭と一緒に扉の前まで進んだ。すると、傭兵ライクな門番が、無言で腕を伸ばす。俺と司祭の動きを止めてきた。

　これ以上ここには〝入るな〟というように門番は黙だまったまま眉み間けんに皺しわを寄せると目付きを鋭するどくさせてから……ボディチェックをしてくる。黒猫ロロは触さわられるのを嫌い床に降りて俺の足元に逃にげてくる。随ずい分ぶんと用心深いのだな。

　と思ったが、そうでもないらしい。形式上だけのようだ。胸ベルトに短たん剣けんが収まっているが、没ぼつ収しゆうはされなかった。この傭兵はただ身体からだを触りたいだけなのか、勘かんぐってしまう。

　安全が確認されると、実際はされてないが、大扉が開けられ中へ通された。

　あの人が伯爵で領主か。太った白人系な人種。距きよ離りがあるが雰囲気で丸分かりだ。

　執しつ務む机づくえの向こうから、俺たちへ視線を向けていた。

　太った伯爵と思われる人物は高い背もたれ付きの肘ひじ掛かけ椅い子すに座っている。

　伯爵の隣には紺こん色いろのローブに身を包つつむ女性が立っていた。

　反対側には数名の大柄な男たちが並ぶ。

　派手な赤羽帽ぼう子しに傭兵服を着てこちらを威い圧あつするような視線で見つめてくる。

　手前の門番兵たちと同じ赤羽ワッペンが大柄の男たちの胸にあった。

　同じ傭兵部隊の隊長クラスか？

　視線が集まる中、司祭が先に歩いていくので、俺は少し遅おくれてついていく。

　黒猫ロロは頭巾からちょこんと顔を出していた。

　内装は派手だ。壁かべや柱には飾りが施され部屋は広い。

　あちらこちらに金銀細工であしらった調度品が飾られている……凄いな。

　展示用の収納机と思われる棚たなは硝子ガラスケースだ。まるで美術館。

　中にはマジックアイテムとも思われる刃はが三重に成った特とく殊しゆ長ちよう剣けん、魔法文字が刻まれた薄うす緑みどりの光を発してる斧おの、歪いびつな形で血が付着した状態の邪じや悪あくそうな気配を醸かもし出す短剣、水すい晶しよう髑髏どくろが先せん端たんにある長なが杖づえ、内臓の部位のような不気味なアイテム、小さな魔ま石せきスロットがついた扇せん風ぷう機き、人の幻げん影えいを発している魔導書、ｅｔｃ、多数の品物が飾られてあった。

　ロックピックで鍵かぎ開けに挑ちよう戦せんして盗ぬすみたくなる。

　まぁ、そんなことしないし、できないけど。

　隅すみには不気味な灰緑色の皮ひ膚ふを持つゴブリンだと思われる剥はく製せい人形が置かれてあった。

　こんなゴブリンの姿は見たことないが……。

　陳ちん列れつされている様々な逸いつ品ぴんを見ていると、司祭が伯爵に頭を下げていた。

　伯爵が先に話し出す。

「ペラダスか。また、あの大樹についてだな？」

「はい」

「それで、その後ろできょろきょろと、僕ぼくのお宝コレクションを見ている男は誰だれだ？」

　伯爵が俺を指差した。お宝には好こう奇き心しんが刺し激げきされてしまうから、済まんね。

「はい、この方は――」

「――伯爵様。名前はシュウヤ・カガリと申します」

　司祭より早く、俺は伯爵へ、恭うやうやしく頭を下げて挨あい拶さつをした。

「ほぅ、それで、見ていた感想はどうだ？　僕の宝は凄いだろう？　このコレクション以外にもまだ沢たく山さん持っているんだぞ。前に、第二王子にも誉ほめられたことがあるんだ」

「感服いたします。伯爵閣下は宝を見み極きわめる素す晴ばらしい観察眼をお持ちのようで」

　ここは無難に持ち上げる。よいしょだ。実際、宝は相当な物と思われる。

「おぉ、分かるか。それでそれで、お前は冒険者ランクは幾つなのだ？」

「冒険者はＣランクです」

「何だ、Ｃか」

　伯爵はつまらんといった感じに秘書的な文官を見る。

「司祭様はこの冒険者を連れてどうして陳情に？」

　美人文官がそう聞いてきた。

「はい。彼に〝ホルカーの大樹〟に関する依頼を受けて貰もらいました」

「へぇ、ペラダスの依頼を受けたのか。僕はあの枯かれた大樹を伐ばつ採さいしようと思っていたのだが……」

　伯爵は横おう柄へいに語る。その伯爵の顔を拝見。まだまだ若そうな顔付き。

　金きん髪ぱつで西洋人風……髪かみ型がたはマッシュルームカット。

　目は肉厚な瞼まぶたに負けそうな感じの細目の青色。頬は林りん檎ごのように赤い。

　そして、貫かん禄ろくのついた二重アゴの肉が目立ち、色しき彩さいに富んだ衣服にべんべんと太った腹は完全なおぼっちゃま系と言える。

「領主様。伐採はお止やめください。お願いでございます。枯れた大樹は甦よみがえると〝聖典〟にも書き記されておりますし、わたしにはスキルがございます。それに、大樹はこの都市に残る歴史遺産。この都市の成り立ちにも関かかわると言われるホルカーの大樹です」

　司祭は必死に伯爵領主を言いくるめようと話すが、マクフォルはつまらなそうな顔を表にあからさまに出す。

「それは、前にも聞いたなぁ」

「冒険者のシュウヤさんが枯れた大樹の復活を成なし遂げる依頼を受けてくださいました。どうかご猶ゆう予よを……」

　司祭の話を聞いた伯爵は懐ふところから指揮棒のような物を取りだす。

「依頼か。そもそも、その聖典だが、ビミャル――司祭が話す聖典の内容は把は握あくしてるな？」

　伯爵は指揮棒を伸ばし、紺こんローブを着る茶色髪がみの美人文官へ問いかける。

　あの秘書文官はビミャルという名前か。

「はい」

「現実にあの枯れた大樹は復活させられる代しろ物ものなのか？」

　文官の側近と思われるビミャルは軽く会え釈しやくをしてから、伯爵に答えた。

「――どうでしょうか。司祭様には悪いですが、あまりにも必要とされる素材が遠い場所にございますし、それに本当に復活が可能ならば、五年も枯れた状態で、何もせずに放置していたのは何故でしょうか？　些いささか、疑問に思います」

「だ、そうだけど？」

　伯爵はビミャルの言葉を聞くとニヤッと笑みを浮かべながら指揮棒の鋒ほこさきを司祭に向ける。

「放置していたのではありません。個人的な理由で〝出来なかった〟のです。種族ソサリーの〝誇り〟にかけて断言できます」

　司祭のマリン・ペラダスは背筋を伸ばす。キルティング加工された頬筋を伸ばしては、瞳ひとみには独特の強さが入り、目力を見せた。

「ソサリーと言われてもな……ビミャル？」

　伯爵は太った肩を竦すくめる。側近ビミャルへ〝お前が答えろ〟的に名前を呼ぶ。

「はっ、古きエルフたちと似た信仰を持つと言われていますね。ソサリーとは大地や草花を愛する種族として知られ、信しん奉ぽうする神々は主に植物の神サデュラ、大地の神ガイア、ホルカーの精せい霊れい、等で、森の奥に暮らし、森の隠いん者じやと言われている珍しき種族です」

　側近のビミャルは喋しやべるウィキペディアのように理路整然と説明をしていた。

　美人秘書の魔ま法ほう使つかいか。いい部下だなぁ、俺も勉強になった。

　ペラダス司祭の種族はソサリー。彼かの女じよは宇宙人ではなく、自然を愛する種族か……。

「なるほど。で、その〝誇り〟を問おう。出来なかった理由とは？」

　伯爵は細目だが、確しつかりと司祭を見つめて話していた。

「はい。父母はこのホルカーの大樹が枯れると同時に〝悪あしき者〟たちに殺されました。わたしは父の遺志を継いで司祭になりホルカーの大樹を守りながら〝悪しき者〟を長年に渡って調べていたのです」

　司祭から溢こぼれ落ちる言葉には確かに、淀よどみない清せい廉れんさを感じさせている。

　しかし、父と母が殺された話は俺も初耳だ。

　だからか……初めて会ったとき、あんな風にいきなり土下座した理由。

　切せつ羽ぱ詰つまっていたのだろうか。土下座は日本風のような感じではなく、自然と感情が高ぶった結果の行動だったのかもしれない。

「……殺されたか。それを五年も調べて結果が分からずに、司祭の立場でありながら、枯れた大樹は放置していたと……」

　伯爵の言葉に、司祭はそうじゃない、と、かぶりを振る。

「放置ではありませんッ、わたしはホルカーの大樹を守っていたのです。毎日祈りを捧げ結界を維い持じしています。見た目は確かに枯れていますが、まだ僅わずかに生きているのです。わたしには微かすかに大樹の波動が感じられますので」

　ん、そういや、デボンチッチは居た。黒猫ロロに鈴すずをくれた爺じいさんデボンチッチ。

　だから、微かに大樹が生きている。という言葉は本当なのかも。

〝ソサリー種族〟独特のスキルか〝司祭〟のスキルか分からないけど波動を感じるなら、きっとそうなのだろう。司祭と話してみて、嘘うそとは思えない。

　俺自身だってめちゃくちゃな種族だしなぁ……なんだってありえる。

「ふ～ん、なるほど。ビミャル？」

「はい。わたしも魔法を志す身。ですので〝司祭様故ゆえに解ること〟がある可能性は高いと判断できます。きっと植物の神サデュラ様や大地の神ガイア様の恩おん恵けいを得られておられるのでしょう」

　そこで側近の魔法使い女性ビミヤルは意見を変えてきた。

　伯爵はそれを聞くと太い眉を動かし反応。その表情から逡しゆん巡じゆんの色を読み取れた。

　伯爵は贅ぜい肉にくがたっぷりと付いた顎あごを動かし細い青目を司祭と俺に向ける。

「へぇ、今日は随分と説得力がある。僕も少し考え直そうかな？　そこの冒険者シュウヤだっけか。君の影えい響きようかな？　君はＣランクでこの依頼を受けたそうだけど自信はあるの？」

　伯爵は手に持った指揮棒の鋒をびゅっと俺に伸ばす。意見を求められた。

「あります。必ず、あの大樹は復活するでしょう」

　多少、大おお袈げ裟さだが……言いきっちゃった。

「おぉ力強い言葉だ。見たところ一人だけのようだが。クランではなく個人で活動してるのだろう？」

「はい」

「……驚おどろきだ。それなのに僕の前で〝はっきり〟と宣言するのだな――はっ、もしや、ランクで見分けられない強き者か。噂で聞いたことがある。自分の腕や見識によほどの自信があるのだろう？　フハハ楽しみになってきたぞ。そんな君と僕の配下。どっちが強いかな？　興味があるなぁ」

「閣下――こんな若造小童に興味を？」

　俺を小こ童わつぱと言って挑ちよう発はつしてきたのは今まで黙って聞いていた大柄の男。

　赤羽が付いた軍帽子を被かぶる目付きが鋭い口くち髭ひげを生やす中年男性だ。

　腰に反そった曲きよく剣けん、シャムシールと思われる物をぶらさげている。

「僕は興味が出てきたよ。そうだ、おもしろいことを考えた。シュウヤよ。そこのセロニアスと戦うのだ。このセロニアスと戦い勝てたら、あの枯れた大樹は伐採はしないと、約束しようではないか」

「本当ですか？」

　司祭が喜びの反応を示す。

「閣下、またお戯たわむれを……こんな小童、低ランクの冒険者と勝負しろと？……」

　大柄のおっさんは俺を見下し馬ば鹿かにしたように話す……確かに、この赤羽軍帽子をかぶったセロニアスという人物は中々の強さだとは思う。背は俺より少し高く魔闘術と見られる体内での魔ま力りよく操作の動きが確認できるし、腕や足に魔力を溜ためている。

「そうだセロニアス。僕の命令だ。いいな？　僕の昔から知る従士隊を押し退のけて、君たちを採用したんだ。我わが伯爵軍の筆頭騎き士し長である君なら余よ裕ゆうで勝てるだろう？　元は〝赤あか翅はね傭よう兵へい団〟の部隊長。過去、北の【アーメフ】と【ヘスリファート】の戦争で活かつ躍やくし、南では魚人海かい賊ぞく団アッテンボローを撃げき滅めつせしめた〝赤翅のセロ〟〝赤翅の五十人斬ぎり〟と呼ばれた実力を発揮せよ」

　伯はく爵しやくの言葉を聞いたセロニアスは大柄の鳩はと胸むねに手を当て、敬礼。

「ハッ――」

　セロニアスは敬礼後、俺に対して一いち瞥べつを向けると軽く会釈。

　そのまま、にこやかに笑え顔がおを向けてくる。余裕顔でやる気満々といった顔つきだ。

　しかし、俺の意見はなしで勝手に決けつ闘とうが決定かよ。

「戦うことは決定なのですか？」

　少し、頭にきたよ～。的な〝演技の顔〟を見せてやる。

「いやなのか？」

「はい。いやですね。主に〝条件〟がですが」

「――生意気なッ」

　セロニアスが注意してくるが、

「――別に構わない。条件とは、良いぞ良いぞっ、言ってみろ」

　伯爵はセロニアスの意見を退けた。俺の言葉が予想外だったか？

　伯爵は嬉うれしそうだ。妙に乗り気。

　俺も伯爵の脂あぶらぎった腹上でサーフィンを行うように口を滑らしていった。

「では、書面で〝マクフォル・ゼン・ラコラゼイ伯爵はホルカーの枯れた大樹、又または復活したホルカーの大樹は絶対に伐採しない〟と明記した上に、マリン・ペラダス司祭が、あの〝ホルカーの大樹〟の権利を有する。と、ハッキリとした明記が欲ほしいです。更さらに、マリン司祭の父母を殺したとされる犯人の調査を正式にお願いしたい」

　伯爵は俺の言葉を聞き、何回か神しん妙みように頷うなずく。

　そして、何か思い付いたように、ニヤッと邪悪めいた表情を浮かべてから口を開いた。

「……いいだろう。だが、君が負けた場合はどんな〝条件〟になるんだ？」

　何かの代だい償しようを払はらえか。このおぼっちゃま伯爵。意外に交こう渉しようしようとしている。

　もう乗りかかった船、もとい、板上だ。波に乗って直進あるのみ。

「……俺のすべてを賭かけます」

「おぉぉ、分かった。約束を守ろう。おい、ビミャル、すぐに契けい約やく書面を用意せよッ」

　伯爵は青目を輝かせ興奮しているようだ。太い首を揺ゆらし鼻息も荒あらい。

「はい」

　ビミャルも嬉しそうな反応を示し、背後へ踵を返す。

　壁に設けられてある書類棚へ向かう。

「セロニアスとシュウヤは、今すぐ表の庭で戦うのだぞ」

　伯爵はそう急せかすと、重そうな肥えた体を動かし椅子から立ち上がる。

「お任せを」

　セロニアスは恭しく頭を下げていた。

「了解――」

　俺も了承する。

「にゃお」

　頭巾の中で丸くなっていた黒猫ロロが肩に移動。

　場ば違ちがいな声で鳴いていたが、誰も指し摘てきはしなかった。

　伯爵を含ふくめた全員がぞろぞろと玄関へ向かう。

　歩きながら司祭のマリン・ペラダスは心配そうに肩を落としなが口を開く。

「シュウヤさん。あんな約束を交かわして大だい丈じよう夫ぶなんですか？　それに、わたしのために……」

「マリンは心配はしなくていい。まぁ大船に乗ったつもりで見てなよ」

　……決して、狸たぬきが乗る泥どろ船ぶねじゃない。

「ンン、にゃお」

　黒猫ロロも喉声の後に『だいじょうぶにゃ』風の鳴き声を発した。

　ポンッと俺の肩を片足で叩たたく。

「はぁ……」

　司祭のマリンは釈しやく然ぜんとしないのか嘆たん息そくを吐はく。表情に不安の色を滲にじませる。

　黒猫ロロの態度や、俺の言葉を聞いても不安は拭ぬぐいきれていないようだ。

　そんなやり取りをしながら表の庭に到着。

　天然の芝生と花壇が出迎えた。

　石の畳たたみと女め神がみ像ぞうに青白い光を発する石せき塔とうが点々と置かれた綺き麗れいな庭だ。

　そんな芝生の庭の上に、従者たちが簡易的な机と椅子を用意。伯爵はそこに座る。

　真新しいテーブルクロスの上に用意されたティーカップを口へ運ぶ。

　紅茶を啜すすりながら足を組もうと動かしているが、足が太いせいで組もうとして何回も失敗を繰くり返していた。

「……それではいつでも、始めよ」

　足を組むことを諦あきらめた伯爵が始めて良い、と片手を上げている。

　俺は敷しき石いしの上を歩き、中央へ進む。そして、肩に居る黒猫ロロに視線を移し「離れて見てて」と小声で話した。

　黒猫ロロは短い喉声を発しながら俺から離れていく。

　セロニアスと呼ばれていた傭兵風男も腰から反った長ちよう剣けんを抜ぬくと芝生を横歩き、俺の様子を窺うかがいながら間合いを測る。その視線を横目に確認しながら、敢あえて周囲を確認。

　何回も思うが、本当に綺麗な庭だなぁ。あの伯爵の趣しゆ味みだろうか。

　まぁ悪い趣味じゃない。黒猫ロロは、小さい煉れん瓦が花か壇だんの狭せまい隙すき間まの上に乗って見学するようだ。壇の上で人形のように両前足を揃そろえている。

　司祭は伯爵の傍に居た。両手を胸にあてて心配そうに佇たたずんでいる。

「若造よ。余所よそ見みとは余裕だな？　武器はどうしたのだ？　馬車なら表に止まってるぞ」

　若造と言われる歳としでもないんだがな。目の前のセロニアスは俺を馬鹿にした様子だ。

　一対一の対決。なかなか痺しびれる展開。痺れる憧あこがれるぅ。

　何故なぜか、野太い声でそんな言葉が脳内で再生されてしまう。

　ここで出てくる台詞じゃないな。あの太った伯爵がそんなこと話したら、あまりにそっくりで、ブファッと口から牛乳を吐いて笑った自信があるが。

「おい、武器を持ってこいと言ってる。何を笑ってるんだ？」

「……すまん。武器ならある――」

　そこで、右手に魔ま槍そう杖つえバルドークを召しよう喚かん。

　突とつ如じよ、武器を出現させた俺を見て、セロニアスを含め、座って紅茶を飲んでいた伯爵も驚き、飲んでいたお茶をブファッと本当に噴ふき出だしていた。

「ほぅ……」

　なにが〝ほぅ〟だよ。お前は予想もしなかった癖くせに……あの余裕な髭ひげ面づらを懲こらしめてあげたくなるが……伯爵の印象を良くするのに部下をあまり痛めつけるのはよくない。
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　ここはあの剣けん豪ごうを見習い〝後の先〟待ちでいく。

　半身の体勢で魔槍杖を右みぎ肩かたに構え、視線で相手を殺すように睥へい睨げいした。

　左手を掲げ、相手を誘さそうように……数本の指先で、ちょいちょいと手招きする。

「こいよ。その反った曲剣はお前の股こ間かんと同じで、飾りか？」

「黙れっ、小童ァァッ!!　フンッ――」

　――掛かった。セロニアスは何処どこかの戦国武将の如ごとく、整えられた眉まゆを中央に寄せ、目付きを鋭くさせながら叫さけぶ。そして、曲剣を構えると一気に走り寄ってきた。

　左からの袈け裟さ斬ぎりを狙ねらってくるようだ。

「チェストッ――」

　気合いの声を発しながらの振ふり下おろし剣けん術じゆつ。

　砂さ漠ばく地方で伝わる剣けん法ぽうか？　薩さつ摩まに伝わる示現流的な構えと似ていた。

　槍やりの間合いに入った。だが、わざとセロニアスに剣を振らせてやる。

　セロニアスはフェイントもせずに斬り下ろしてきた。

　斬り下ろされる白しら刃はを確認。最小の動作で胴どう体たいを半身ずらし、風を感じる斬ざん剣けんを避さけた。

　その刹せつ那な、セロニアスは振り下ろされた曲剣を返す――。

　次の斬り上げ動作へ移ってきた。

　流石さすがは筆頭騎き士し。だが、その二ノ太刀たち、斬撃はやらせない――。

　短く持った魔槍杖を小刻みに揺らし、穂ほ先さきで宙に八の字を描えがく。

　セロニアスの返し刃の曲剣と、八の字軌き道どうの紅べに矛ほこが衝しよう突とつ。

　彼の曲剣は紅べに斧おの刃ばと紅矛の僅かな溝みぞに吸い込まれるように嵌はまり込む。

　曲刃は折れるように曲がり、彼の腕も瞬しゆん間かん的てきに捻ねじれていった。

「――痛ァっ」

　セロニアスは捻じれた腕の痛みに耐たえかねて、剣を離した。

　曲剣は地面へ跳はねるように落ちる。武器を放ほう棄きしたその瞬しゆん間かん――にじり寄った。

　俺は相手の懐へ入り、左足裏を見せるような垂直踵かかと蹴げりを敢かん行こう。

　そのままセロニアスの右足甲こうを踏ふみつけてやった。

「ギャッ――」

　セロニアスの足を地面に縫ぬい付つけ動きを止める。そこから簡素な組打ちを狙った。

　左手に持もち替かえた魔槍杖をセロニアスの背中側に回し、固定。

　密着した体勢へと移行すると、同時に、彼かれの鳩尾みぞおちに右みぎ肘ひじの打だ撃げきを喰くらわせる。続いて、拳こぶしの下側をトンカチに見立て、セロニアスの脇わき腹ばらに振り下ろした。

　脇腹に拳を喰らわせてから、斜ななめ後方へ退いた。

　その退ひき際ぎわに回した魔槍杖の後こう端たんをセロニアスの両足へと当て、彼の踵を引っ掛かける。

　突っ伏す体勢のセロニアスは反応できず。竜魔石に足が掬われる形で転倒した。

　顔面から地面と衝突したセロニアスはピクリとも動かない。

　本来ならば足を切り脳天落としがあるのだが、足も切らずにただ転ばすだけにした。

　セロニアスは鳩尾に肘ひじ撃うちを喰らった時点で気を失ったと思う。

　地面とキスした状態で動いてない上に、失禁と脱だつ糞ぷんをしているが……。

　ま、死んではないので大丈夫だろう。魔闘術もあまり魔力を込めなかったし。

　決闘の勝負はあっけなく終わったけど、周りはシーンッと静せい寂じやくに包まれていた。

　伯爵サイドはセロニアスが簡単に倒たおされたのが信じられないらしい。

「ンン、にゃ」

　見学していた黒猫ロロが戻ってくる。

　肩に乗り、ごくろうさんっと言うように、ポンポンっと肩を叩いていた。

　仕事は終えたので、伯爵たちを見る。

　司祭はあっけにとられ目をぱちくりと瞬まばたきを繰り返していた。

　伯爵はティーカップを地面に落とし、ビミャルは何が起こったのか理解できていないような表情を浮うかべていた。

　俺は右手から魔槍杖を消去。唖あ然ぜんとした伯爵たちの下へと歩いていった。

　他の大柄な騎士たちは、俺の歩み寄りに、怯おびえた表情を浮かべていたが、伯爵を守るように側そばに走り寄ってきた。仕事は一応こなそうとしているらしい。

　魔法使いのビミャルも何故か、杖つえの代わりにペンを持ち構えている。

　剣けん呑のんな雰囲気だが――。

「えっと、伯爵様。約束は守ってくださいね」

　俺は、にこやかに、アルカイックな笑顔を作る。

「あ、あぁ、わ、わかっているとも。約束は絶対に守る。ビミャル！」

「ハ、ハイッ」

「契約書とペンをよこせ」

「はい、これにこざいます」

　伯爵は机に置いた高級そうな羊皮紙へカキカキと、記していく。

　簡単に契約書が出来上がった。

「確かに。ではあそこで寝ねているセロニアスさんへ回復魔ま法ほうを掛けて上げてください」

「ビミャルに他の者。セロニアスを治ち療りようしてやれ」

　俺はその書類を司祭に手て渡わたす。

「これで、ひとまず大丈夫かな？」

「――ありがとうございます。シュウヤさん強いんですね。吃驚びつくりですよ……」

「まぁね」

「にゃっ」

　黒猫ロロは『当たり前にゃ』的な声を鳴く。

　強めな猫ねこパンチで俺の肩を叩いていた。

　セロニアスは回復魔法を掛けてもらうと意識が回復した。

　介かい抱ほうを受けている様子を見学していると、顔を紅潮させた伯爵が、

「凄すごいぞぉ、僕の予想以上の強さだ。シュウヤよ。今の動きは本当に凄かった。と言ってもよく見えなかったのだが、殺さずに打撃で済ませる技術に感心した。気に入ったぞ……依い頼らいが済んだら僕の配下にならないか？」

「伯爵様には悪いですが、お断りします」

「な、何ぃぃ、そ、そうか……なら、金、女、アイテム……」

　伯爵は残念そうな表情を浮かべる。徳とく川がわ家いえ康やすのように指の爪つめをかじりだした。

　ぶつぶつと独り言を繰くり返かえし、細目を広げて話し出す。

「そうだ。金貨、白金貨十枚ならどうだ？　最高の女も用意するぞ。それに従士を越こえて、僕のラコラゼイ家筆頭騎士長として迎むかえようではないか。〝宝ほう剣けんフィングエルド〟を授さずけてやってもいい……」

「閣下、何を血迷っているんですか？　その宝剣はだめです。亡なき父上の形見ですよ？」

　腹心のビミャルが止めにはいった。

「煩うるさいぞ、ビミャル。シュウヤのような〝守護聖せい獣じゆう〟が加わればホルカーバムは安あん泰たいなのだ。それに僕は一度気に入ったものは……」

　何だ守護聖獣とは、俺は「ゴジラ」じゃねぇぞ。しつこそうだから念を押おすか。

「――伯爵様、何を貰っても配下になることはないですよ。俺には目的がありますから、束そく縛ばくされるのはめんどうですし自由が楽なんですよ」

「目的？　それは依頼のことか？」

　伯爵はまだなのか不満か？　という感じに質問を重ねてくる。

「それも含めて、ですが依頼を終えても続きます」

「ぐぬぬぬ、そこまでのことなのか。その目的のためには金、女、名めい誉よ、アイテムが要いらないと申すか」

「えぇ、そうです」

　でも、この伯爵、そこまでして俺を配下に欲しいのか。

「……僕の配下では、どんなに金を積もうが不服ということか」

「配下になるのが嫌いやなだけですね……正直いいますと、金とか女は欲しいです」

　俺の素す直なおな問いにマクフォルは更なる変化を見せた。

「ぷっ、あはは、面白おもしろい男。正直な男だ。ますます欲しくなった」

「いや、ですから……」

「――僕には、僕の言うことの聞く配下しかいない……」

　片手を前に出し、掌てのひらを見せながら、俺の言葉を遮さえぎる伯爵。

　そのマクフォル伯爵は、ビミャルや従者たちの顔を見ては自らに翳かげを落とすように表情を陰いん気きに沈しずませながら語っていた。

「……こんな風に誘いを断る人物は僕の周りには誰だれ一人ひとりとして居なかった。小さい時からいつもそうだ……僕は、僕は本当は独りなんだ」

　また、爪を噛かんでるし。喜んだり鬱うつったり忙いそがしい奴やつだ。

　語ご尾びでぶつぶつと独り言を始めているし。

「――閣下ッ、わたしがいつも側にいるではありませんか」

　女秘書は必死な表情を浮かべている。好意丸出しだ。分かりやすい。

「ビミャル……そうだが、そうではないのだ」

　美人な側近の女秘書にあんなこと言わせて……あのひと健けな気げじゃないか。

　贅ぜい沢たく生活を送ってそうな伯爵だが、その内実は孤こ独どくで寂さびしい生活なのかもしれない。その性格にはまったく同情しないが、ビミャルを見る視線は健気だった。

　だから逆に親近感が湧わいてきた。ついでだあの美人秘書を助けてやるか。

「伯爵様、ビミャルさんの話す通りですよ。素晴らしい部下が居るじゃないですか」

「そうだな。だが、僕には良い部下がいても……友がいない――アッ、そうだ。シュウヤよ。配下がダメなら〝友〟になってくれないか？」

　友か。配下、配下と煩いから友なら無事に収まるかな？　どうせ、今だけだし。

「友ならなってもいいですよ」

　上から目線でなってもいいとか、くっちゃべってる俺おれだけども、友といえる人物はキッシュのみだ……しかも別れてしまった。

　実はボッチ同士。顔色が表に出てしまっていると思うが、構わない。

「おぉぉ、そ、それは本当か？」

「あくまでも普ふ通つうの友。配下ではないですし、自由ですからね？」

「そうだ。そうだとも。あっははは、自由だ。友だからな。僕の友だ……これからは気き兼がね無なく普通に話すのだぞ。友よ。自由なのだからな」

「えぇ、そうですね。ハハ、俺は自由だぁぁぁ。なんて、ハハ」

　前世で、そんな台詞せりふを叫ぶマイナー芸を披ひ露ろうする人が居たような気がする。

「にゃっにゃぁ」

　俺の〝自由だ〟の言葉に反応した黒猫ロロも鳴き出す。黒猫ロロは触しよく手しゆを一本、俺の頬ほおに伸のばし気持ちを伝えてきた。『友』『相棒』『ここ』『兄弟』『好き』『遊ぶ』『姉妹』『遊ぶ』姉妹は少し違ちがうような気もするが、数々の親愛なる感情を俺に伝えてきてくれた……ありがとうな。友はわたしだよ。と話したつもりなのか？

　――お前は俺の顔色から心を読んだのか？　感動だ。泣きそうになる。

「その黒猫はなんだ？」

　伯爵は興味深そうに黒猫ロロを見つめだした。

「俺の相棒です。使い魔、大事な友でもあります」

「おぉぉ、そのような生き物を……」

「にゃ？」

　黒猫ロロは紅あかきつぶらな瞳で伯はく爵しやくを見た。

「僕も欲しい……」

「ンン、にゃ、にゃぁ」

　黒猫ロロは頭をプイッと動かし、肩かたから頭ず巾きんの中に潜もぐっていく。

　何となく『お前じゃ無理にゃ』といった感じが伝わる。

「むむ、隠かくれた。何か馬鹿にされたような感じを受けたぞ」

「……気のせいだよ。俺の友なら友らしく、おおらかにな？」

「む、そうだな。うむ」

　伯爵はそのあと偉えらくご機き嫌げんになる。

　友なのだから金を進しん呈ていしよう。から始まり……。

　この家具はどうだ？　に続いて宝剣がダメならこの宝具はこの魔ま杖づえはどうだとか。

　まだまだ続きそうだったので相手は伯爵というお偉いさんだが友という立場を利用して、言い聞かせてやった。

〝友にはむやみに贈おくり物ものはせぬものです〟

〝時々に贈るのが良い習慣です〟

　とか、適当に調子づいて説明してやると、何回も頷き納なつ得とくした様子を見せる若い伯爵君。彼の進呈しよう攻こう撃げきは何事もなく終わる。そうして、ご機嫌の伯爵様から、

「今日は饗きよう応おうに招こうではないか」

　と、提案されて、そのまま、その晩は伯爵家で夕食会が行われた。

　沢山の美味おいしい食事が賄まかなわれ踊おどり子こが招かれて、華はなやかな食事会となる。

　その席で司祭のマリン・ペラダスとマクフォル伯爵も仲良くなり、テンション高い伯爵は、君も今日から友だな。とか、司祭が女だとわかると、宇宙人顔の司祭を口説くように興奮した口調で語り出す。司祭は面食らっていた。

「あはは、自由だ自由だぁ」と叫ぶ伯爵君は面白かった。

　食事会は大いに盛り上がり今回の説得は大成功に終わる。

　伯爵邸ていから帰る際には配下のビミャルが、ソッと耳元に話しかけてきた。

「この度は本当にご迷めい惑わくをおかけしました。それと宝剣の件はありがとうございます。マクフォル様の性格ですと、一度言いだすと聞かないのです」

　この人も苦労してそうだな。

「気にしないでください。本当に要らないから断っただけですから」

「いやはや……一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやの考え方ではありませんね。流石はマクフォル・ゼン・ラコラゼイ伯爵が友と認めたお方。このビミャルも自分のことのように嬉しいです」

「〝美人〟なビミャルさんにも喜んで貰えて嬉しいですよ」

　俺の言葉にふふっと笑うビミャルさん。

「……ありがとうございます。これからはマクフォル様の友ということで、シュウヤ様とお呼びしますね」

「え？」と、間ま抜ぬけな声で反応。いきなり、様と呼ばれるのは慣れない。

「シュウヤ様？　何か？」

　ま、もう会うことも無いと思うし別にいいか。

「いや、何でもない。それじゃ俺たちはそろそろ帰るよ」

「はい、シュウヤ様。また、いつでもお待ちしています」

　そうして、帰りの馬車に乗り坂下に向かう。

　その馬車の中で司祭マリンと今後のことを話していく。

「領主の件はこれで大丈夫だろう」

「はい。すべてはシュウヤさんのお陰かげです。ありがとうございます」

　領主である伯爵があんな調子で助かった。司祭と仲良くなり渡わたりを作れた。

「たまたまだよ。そんなことより問題は素材だ。遠いので少し時間が掛かる。けどマリンが思っているほど時間は掛からないかも知れない」

「それはどういう？」

「秘密だ。お、着いたな。それじゃ用があるんでまた。素材が揃うまでは会うこともないだろう」

「そうですか。残念です。しかし、応おう援えんしてます。頑がん張ばってくださいね。わたしはホルカーの大樹を守って待っています」

　司祭とそこで別れて馬車を降りる。俺は宿へ戻もどった。







第五十八章「小暗しの通りに血蛍が舞う」







　その日の夜。

　ホテル・アランドゥの二階にて、メリッサの上司である盗とう賊ぞくギルド【ベルガット】のボスこと局長ディノとメリッサの美女二人と対面していた。

　ディノさんはエルフ女性。緑の髪色にボーイッシュな髪型。

　アイラインの緑線が濃こく伸びている。入念な化け粧しよう顔がおはいかにも〝仕事が出来る女〟といった印象を抱いだかせる。長耳の先せん端たんには翡ひ翠すい色の菱ひし形がたピアスを装着していた。

　翡翠の宝石は濃のう密みつな魔力を帯びているので、何らかの特とく殊しゆなマジックアイテムなのだろう。ピアスの色合い的に髪や瞳と同じ緑色なので似合っている。頬にはエルフ種族特有の印である熊くまらしき動物の刺青いれずみがあった。そんな綺麗な彼女たちと合コン気分で、高級な食事を口にしながら、些さ細さいなことや他た愛あいもない会話を続けていく。

　食べ終わると差し向かいに座すわるディノさんは自らが用意していた綺麗な皮布を使い、煌きらめく薄うす緑みどり色の口紅の色を落とさないように……悩なやましい仕草で唇くちびるを拭ふいていた。

　あの唇……綺麗だな。エロい視線で見ていると、口を拭き終わったディノさんが仕事モードに入ったのか、眼光が鋭するどくなった。

「では、そろそろ本格的な〝商売〟といきましょうか、シュウヤ様、メリッサから話は伺うかがっておりますが、もう一度、確かく認にんしたいと思います。【迷めい宮きゆう都市ペルネーテ】で行われる、〝地下オークション〟に出席し、参加したいとか？」

「えぇ、そうです」

「失礼ですが、ご予算はどれほどお持ちですか？」

　前にメリッサが最低で白金貨五十枚は必要と語っていた。

　俺が所有するアイテムボックスの中には大白金貨十三枚という大金が入っている。

　他にも、古こ竜りゆう関係のアイテムが豊富にあるから金については一いつ切さいの心配はしていない。

　だが、その全額を報告するのは気き後おくれしてしまう。

　この【ベルガット】は本当に信用できるかも分からない。

　メリッサのことは信じられると思うが……だからそれとなく報告しよう。

「……白金貨五十枚ぐらいなら余裕で払えますよ」

「確かにそれならば出席は可能です。しかし、実際に見てからでないと……」

　現物を先に見せろ、か。確かに俺のような冒険者が本当に金を持っているのか怪あやしいからな。しょうがない。アイテムボックスを操作。

　大白金貨を一枚だけ取り出して彼女たちに見せた。

「――おぉ、これは……確かに」

「大白金貨っ」

　ディノとメリッサは眉を吊つり上あげ瞳ひとみを散大。それぞれに驚きの反応を示す。

　指に挟はさんでいる大白金貨をボックスに仕し舞まう。

「これで、納得してくれましたか？　美人なご両人」

　少し顎を突つき出して、ドヤ顔を炸さく裂れつさせてみた。

　ディノさんは不敵な笑顔を浮かべていた。流石さすがは盗とう賊ぞくギルドのボス。俺のドヤ顔を華か麗れいにスルーして、薄緑が煌めく小さい唇を動かしていく。

「――納得しましたよ。では、お世話になっているデュアルベル大商会の幹部組織【一角ユニコーンの誓い】をご紹しよう介かいしましょう」

　デュアルベル大商会の幹部組織か。名前がユニコーンの誓い？

　どこかで聞いたような覚えがある。

「……大商会か」

　笑えみを意識する。

「よかったですね、シュウヤさん」

「ン、にゃっ」

　メリッサは自分のことのように喜んでいた。

　黒猫ロロもポンッと俺の肩を叩く。髭ひげをぴくぴくと上げてドヤ顔を示す。

　何故ドヤ顔なのか分からないけど、俺が笑顔になったことが嬉しいんだろう。

「では〝地下オークション〟とは、どのような物か説明をしておきましょう」

　ディノさんは机の上に両りよう肘ひじを付け、煌めく薄緑色のマニキュアが目立つ指を組みながら、優やさしい口調で説明を開始した。

「国の規模を越えた大商会、商会、この地方全すべての闇やみギルドが集結して開かい催さいされる、南マハハイム最大の地下オークションなのです。王国主しゆ催さいのオークションの方が規模は大きいですが、裏の規模、闇社会のオークションでは最大規模となります。中には隠れて王おう侯こう貴族の方々もご参加される場合もあるとか。そして、この日に限っては闇ギルド同士の〝いざこざ〟は一切起きないことでも有名です。何故ならば闇ギルドコミュニティ【八頭とう輝き】がすべてを取り仕切っているからです」

　少し前にその名は聞いたな。闇ギルドコミュニティか。

　いかにも、闇の上位組織にあるような名前だ。

「……その闇ギルドコミュニティの八頭輝とは何なのですか？」

「八頭輝。それは力ある闇ギルドの頭、盟主たち八名の集まり。オークションの期間内だけに結成されている〝地下オークションの運営組織委員〟といった感じでしょうか」

「……運営組織か」

「はい。内実は名目だけの組織ですけど、大金が動きますから。それと〝地下オークション〟には〝第一部〟と〝第二部〟があり、第一部は高級戦せん闘とう奴ど隷れいを扱あつかったオークション。第二部はユニーク級、伝説レジエンド級、神話ミソロジー級といった迷宮産を含む、凄すさまじい価値を持つマジックアイテム群のオークションに分かれています」

　第一部が高級戦闘奴隷か。高級戦闘奴隷をオークションで買って、ムフフな生活＆優ゆう秀しゆうな秘書＆部下をゲッツ。秘書プレイとか、やべぇ妄もう想そうが広がる……。

　第二部は迷宮産を含めた特別なアイテムが出品か。伯爵が自じ慢まんしていたコレクションアイテムも、ユニーク級、伝説レジエンド級のアイテム群だったのかな。

「……分かりました。楽しみです」

「無事に〝地下オークション〟出席が確認され次し第だい、依い頼らい料りようとしてわたし共に白金貨十枚を戴いただきます。宜よろしいでしょうか？」

　ディノさんは契けい約やく書と紹しよう介かい状じようらしき羊皮紙を机に置いて話している。

「はい。約束は守ります」

「では、ここの書類にわたしとメリッサの後にサインをお願いします」

　書類には……。




　※※※





　盗賊ギルド【ベルガット】

　契約書

　紹介料、条件つき案件。条件が成功したならば契約者は、報ほう酬しゆうとして【ベルガット】本部統とう括かつ局長ディノ・ヒルデコアに白金貨十枚を進呈する。

　条件が満たせなかったならば、白金貨十枚は無しとなり契約無効となる。

　署名人、メリッサ・ソベリス

　署名人、ディノ・ヒルデコア






　※※※




　念のため、魔ま察さつ眼がんで確認。普通の粗あらめ羊皮紙だけど、薄うす紙がみだ。

　魔力が宿る特別な羊皮紙とかではないようだが……。

　粗めといえど、薄い紙を作れる技術があるんだな。罠わなとかはない。

　因ちなみにディノさんは中々の強さを持つ魔法使い系と思われる。

　体内の魔力操作が滑なめらかで指先から足先までスムーズに魔力を移動させていた。

　魔力制せい御ぎよに優すぐれているのだろう。

　しかし、紙に記された条じよう項こうを反ほ故ごにしたらどうなるんだ？

「……これ、書面に書いてある約束を破ったらどうなるんですか？」

「この書面は商業ギルドが認めている羊皮紙専門協会が卸おろした高価な契約書類。この書類を都市の統治機構に提出すれば、契約違い反はんの犯罪者として役所に明記されます。冒険者ギルドにも順次連れん絡らくされ国が認めるＢ級からＡ級を含む犯罪者としてギルドを含む国からも追われることになるでしょう」

　それは嫌だな。契約するとして、気になることを聞いておこう。

「無事に契約を果たした時、俺はペルネーテにいると思いますが、金は誰だれに渡せばいいんでしょうか？」

「わたしです。地下オークションに出席予定です。その際に渡して頂ければ大丈夫ですよ」

「分かりました」

　なるほど。ディノさんも出席するんだ。んじゃサインしちゃうか。

　契約書類にはメリッサとディノの名が書き終えてある。

　後は俺が書くだけだ。まだまだ先の話だけど、契約しようと、決めて名を書き込む。

「――契約完かん了りようです。契約書の写しと紹介状はこちらになります。お受け取りください。それと、大商会の紹介時期は、ご希望はありますか？」

「少しここを離はなれる予定です。いつなら可能か教えてくれますか？」

　ディノは分厚い手帳らしき羊皮紙本を机に広げ日程を確認していく。

「そうですね……三十、三十一日後、夏の季節の一日か二日目に【ベルガット】の本ほん拠きよ地ちである屋や敷しき内ないでは、どうですか？」

　――三十か三十一か。それぐらいあれば、〝枯かれた大樹〟を復活させる素材は見つかるだろう。たとえ見つからなくても鏡をここに置いとけば、すぐに戻ってこれる。

「……では、夏の季節の二日目で、お願いします」

「了りよう解かいしました。では早さつ速そく準備にかかりたいと思います――メリッサ。あとはお願いね」

「はいッ」

　ディノさんは書類を鞄かばんに詰つめてさっと立ち上がり身を翻ひるがえすと、颯さつ爽そうと去っていく。

　俺は契約書の写しと紹介状をアイテムボックスの中へ入れた。

「メリッサ。ディノさんは忙しいの？」

「当然です。面会、契約、制圧、引ひき抜き、仕事は色々です」

「そっか、そういや、【ベルガット】の本拠地の場所しらないのだけど……」

「あっ、そうですね。では今から、案内しますか？」

「いいね。デート？」

「なっ、違います。馬ば鹿かですか？」

　メリッサは眉をひそめていた。馬鹿なんて力強くいうが、あまり毒気を感じさせない。

　顔をよく見たら、少し頬が紅く染まっているようにも見えるし。

　メリッサは素直じゃないなぁ。

「はは、商売忘れて、素になってるぞ？」

「あぁ、もぅ……あまりからかわないでくださいよ～」

「分かった分かった。とりあえず向かおうよ。案内してくれ」

「はい――」

　そうして、高級宿アランドゥをあとにして馬ば蹄ていが鳴なり響ひびく大通りを歩く。

　もうすっかり夜の大通り。騎き馬ばと女の輿こしを連れた行列、ホルカーの玉石を売る商人、怪しい邪じや教きようの貫かん頭とう衣いを着ている集団等、が視界に入るが、商店街の観察を優先した。

　気の良さそうな店主が声を上げている土産みやげ物もの屋や。

　看板代わりの灯ともるランプが美しい。

　下に並ぶホルカーらしい乳白色の石を削けずって磨みがいた白い蓮はすのような形の器が、そのランプの灯あかりに反射して、尚なお、輝かがやいて見えた。

「メリッサ、綺麗な器だ」

「はい、琥こ珀はくの玉石も綺麗です。ホルカーは古代から様々な石材と魔鋼が豊富な街で有名ですから」

　メリッサの言葉に強く頷うなずく。歴史深い街。

　ランプ以外の魔法の明かりも目立つし、石細工と蜻蛉かげろうの鋼細工たちが商店街を彩いろどるように輝いている。美しい街並みだ。

　そんな明るい大通りから南の路地に入り、先を歩くメリッサの小さい背中を見ながらついていく。こういう路地はあまりいい思い出がない……。

　左右の家と家の壁かべが狭せばまる。しかも、夜だから視界は悪い。

　すると――案の定。掌しよう握あく察に魔ま素そが引っ掛かる。

　背後からついてくる気配あり……こりゃ複数だ。メリッサは気付いていない。

　俺が盗賊ギルドのボスと会ったのは流石さすがに目立ったようだ。

「……メリッサ、その本拠地とやらの屋や敷しきはまだ遠いか？」

「まだ、少しあります」

「そか」

　気配は強くなる。間に合いそうもないか。

「ロロ、準備しとけ」

「にゃ」

　黒猫ロロは肩から跳ちよう躍やく。右の壁を登り壁上を走っていった。

　もういつ襲おそってきてもいいぐらいだ。

「シュウヤさん、どうかしました？」

「メリッサ、誰か来たようだ。一応警けい戒かいね」

「え？」

　すると、背後から走る音が聞こえてくる。

　音の正体は暗あん褐かつ色しよくのローブを着込む二人組だ。

　いや、更さらに、その背後からぞろぞろと魔法の光源と共に暗褐色ローブの集団が現れた。

　先頭を行く二人組の方は俺たちを追おい越し正面を塞ふさぐ。

「ちょっと待ちな。そこのお二人さん」

　先頭の片割れが暗褐色ローブをはためかせ、腕うでを伸ばし指を差す。

　ローブの中には鋲付き革鎧スタデツドレザーアーマーと腰こしから二本の長ちよう剣けんがぶら下がってるのが見える。

「何か用か？」

「あるよ。特にそこの背が高い黒くろ髪かみの兄さん」

　もう一人がニヒルな笑い顔を見せながら話してきた。こいつは槍持ちだ、鋭い矛ほこ先さきを俺に向けている。メリッサは動どう揺ようを隠せない。

「何ですか？　突とつ然ぜんにっ！　わたしたちは【ベルガット】の者ですよっ！」

　メリッサは声を張り上げ前後を確認していた。囲まれていると分かると顔が青ざめていく。

「うるせぇなァ。黙だまっとけよ。そんなことは分かってんだよ。盗賊ギルドハイエナのバカ女がっ！」

「何よっ」

　メリッサは見知らぬ男の言動に怒いかりをみせて男を睨にらむ。

「そう怒おこるなや。俺らは【梟ふくろうの牙きば】だ。そこの兄さんに用があってな」

　しゃがれた声。【梟の牙】のメンバーか。こいつらとはこの都市に来る前にも戦った。

　そして、【ガイアの天てん秤びん】を助けた際にも戦った。

　いずれ、とばっちりが来るとは思ってはいたが……。

「ビリー、俺はこの女も殺やるぞ。ベルガットだろうが、今こいつと一いつ緒しよだと殺す対象となる。ま、いい女だからァ、たっぷりと犯おかして楽しんでからだな。ウヒャヒャヒャッ」

　槍やりを持つ男は汚ねえ歯を見せて笑ってやがる。下げ種すがっ。

「――おい、臭くさそうな息吐はいて彼かの女じよを脅おどすのはよせ。それで、俺に何の用だ？」

　外がい套とうを広げメリッサを守るように腕を伸ばした。

「ん、おうおう、女の前でかっこつける紳しん士し様か？　糞くそだな、平たい癖くせにイケメン面かよっ、笑えるなァ、えぇおぃ？」

　嘲ちよう笑しようというか悪あく罵ばを込めた言い方だな……。

　お前だって海老えびを斜めにぶっ叩たたいたような顔の癖によっ。

「……俺に何の用だと聞いてるんだよ、糞な海老面」

「あぁ？　なぁに、簡単なことだよ。おめぇみてぇな、いけすかねぇやつには死んでもらおうかと思ってな？」

　海老面の男は眉まゆをしかめてから、汚きたない乱らん杭ぐい歯ばを見せるように薄ら笑わらいを浮かべる。

「へぇ、何故なぜだ？」

「しゅ、シュウヤさん？」

　メリッサは身体からだを震ふるわせ焦しよう燥そうした表情を浮かべた。

　それは『大だい丈じよう夫ぶなの？』といった感じだ。

「やはりその名前か。シュウヤ・カガリ。盗賊ギルドに接せつ触しよくしたのは不味まずかったな？　情報はもうかなり流れてるぜ。ジョグ、殺るぞ」

「おうよ。ビリー、遅おくれるな」

　仲間同士で頷き合うと、彼は腰から二剣けんを抜ぬき放つ。

「きゃ――」

　メリッサは悲鳴を上げる。二剣使いと槍使いが、俺に襲いかかってきた。

　手前の二振ふりの剣を持つ男は俺に武器を振るう瞬しゆん間かん――目が寄り目に。

「ぐぇぇッ」

　奇き声せいを上げながら額に穴を開けて地面へと沈む。

　黒猫ロロの触手骨剣だ。背後から二剣男の頭ず蓋がいを貫つらぬいていた。

　もう一人の槍使いは穂ほ先さきを俺に向けた状態で、『何事か！』と、背後へ振り返かえる。

　おいおい、それは不味いだろう。俺は瞬しゆん時じに魔ま槍そう杖づえを右手に出現させる。

　振り返っている槍使いのもとへ一気に駆かけ間合いを潰つぶし、〈刺突〉を繰くり出だす――。

　首を魔槍杖の紅べに矛ほこが穿うがった――槍使いの頭は螺ら旋せん回転しながら高く飛び上がる。

　頭を失くした首くび痕あとから迸ほとばしる返り血により、夜道に一ひと条すじの紅線が灯った。

　槍を持った首なし死体は、そのまま千切れた首から血を噴出させながら倒たおれていく。

「――なっなにぃ、ジョグとビリーたちがあっという間に殺られたぞっ」

　動揺している声たちが前方から聞こえてくる。

　あいつらも仕留める。小暗しの通りを駆け抜ける。

「おぃ、情報と少し違うじゃねぇか」

「構わねぇ、こっちは六人だ。囲ん――ゴォッ」

　走りながら短たん剣けんを〈投とう擲てき〉してやった。話している途と中ちゆうで悪いが、逃にがすわけにはいかないんでね。くっちゃべってる一人に短剣が命中――残り五人。

　右手の魔槍杖を斜ななめ下したへ垂らした状態で、魔ま脚きやくで地面を蹴けり前進。間合いを零ぜろとする。

　魔槍杖を掬すくい上げるように扇おうぎ状じようへ薙なぎ払はらった――紅月が小暗し道を照らす。

　手前に居た男の膝ひざ上うえを紅べに斧おの刃ばが抵てい抗こうなく通り、綺き麗れいに片足を切断。

　続けて隣となりの男の膝ひざ頭がしらも紅斧刃が通とおり抜ける。裂れつ傷しようを負わせ血蛍が通りに舞った。

「ヒッギャァ」

「アァァァ――」

　二人は泣くように叫さけび、悲鳴が耳をつんざく。

　その瞬間、薙ぎ払いの範はん囲い外がいに居た男が、間合いを詰めてきた。

　右斜めの位置から俺の横っ腹を突き刺さそうとし長剣を伸ばしてくる。

　――俺は左足の爪つま先さきを軸じくとした爪先回転を行う。

　独楽こまが回転する動きで突剣を避さける。

　そして、回かい避ひ運動の勢いを竜りゆう魔ま石に乗せた重い魔槍杖の一いち撃げきを、突剣を繰り出してきた男の鳩尾みぞおち目め掛がけて喰くらわせる。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが破は壊かいしたようなドフッとした鈍にぶい衝しよう突とつ音おんが響いた。カウンターでの〝直ちよく撃げき〟だ。

　ローブで判別できないが革鎧なんて関係ないだろう。

　痛みを通り越えた驚きよう愕がくの表情を浮うかべた男は持っていた長細い剣を地面に落とす。

　腹を抱かかえるように蹲うずくまろうとしていたが、そんな簡単には死なせない。

　その沈みゆく顔面を右膝頭で捉とらえた。そのまま顔面を膝で蹴り上げて、後ろにのけ反った男の肩かた口ぐちへ紅斧刃を振り下おろし袈け裟さ斬ぎりにしてやった。

　袈裟斬りの勢いを回転運動ルーレツトを加えて、右斜めを走り距きよ離りを稼かせいだ。

　流れる流木が川岸で止まるように、魔槍杖の回転が右みぎ腕うで全体で自然に収まり止まる。

　そのまま紫むらさきの金属棒を掌で滑すべらせて握にぎり手のグリップの位置を変えながら正眼に構え直し、間合いを確保。さて――残り二人。

　一人は犬耳を生やした獣じゆう人じん系。重そうな両手斧おのを構えて微び動どうだにしていない。

　だが、その顔には汗あせが流れていた。何故か疲ひ労ろうや倦けん怠たいの影かげが見える。

　もう一人は俺が距離を取ったのを好都合と判断したのか、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれて背を見せながら逃げ出していった。

「ロロッ」

「ンン、にゃ」

　俺の意思を汲くみ取とった黒猫ロロが、逃げた相手を追う。

「グアァァァァッ――」

　その時――両手斧を持った獣人が汗を撒まき散ちらし、唾つばを吐いて雄お叫たけびの咆ほう哮こうを発しながら吶とつ喊かんしてきた。両手斧の刃やいばを上段から振りかぶってくる。

　鈍どん器きで殴なぐりつける勢いだ。こいつ――薬でもキメテルのか冷静じゃないな。

　俺はさっと身を捻ひねり、振り下ろされた両手斧の攻撃を躱かわす。

　両手斧の重そうな刃は地面に衝突し土を裂さく威い力りよくを見せたが、斧刃は完全に地面へめり込んでしまう。そんな斧を必死に持ち上げようとしている獣人。

「済まん――」

　なぜか、謝あやまりながら魔槍杖を縦に振るう。垂直に振り下ろされた紅斧刃が獣人の頭を捉え「グビョッ」と、潰れる異音の声こわ音ねを響かせる。

　その紅斧刃は謝った獣人の胸半ばまでに到とう達たつ。

「ヒィィァァァ、た、たすけてぇ……」

　背後からの命いのち乞ごいの声だ。振り返ると、足に裂傷を負った敵が地面を這はいずり逃げ出そうとしている。もう一人の足を切断した奴は、既すでに出血多量で事切れていた。

　そいつらは無視。〈投擲〉した古竜の短剣を回収だ。

「にゃぁ～」

　そこに黒猫ロロが戻ってきた。触手骨剣は逃げた男の背中を突き刺した状態だ。

　黒猫ロロは獲え物ものを自慢するかのように、目前に死体を置く。

　地面に転がった死体は多数の孔あながあった。

　血がとめどなく溢あふれてローブが血色に染まっていく。

　黒猫ロロは紅いつぶらな瞳で見つめてくる。

　俺の言葉を待っているらしい。人形のように止まっていた。

「……ロロ、ご苦労。よくやった。自由にしていいぞ」

「ンン、にゃにゃ」

　黒猫ロロはその場でくるくると回り、嬉うれしそうにはしゃぐ。

　これで、一通り片付けた。







第五十九章「隠し剣・氷の爪」







「うぅ……」

　メリッサは腰を抜かしたのか壁に背をつけながら、ずるずると下がり尻しり餅もちをつく。

　呆ぼう然ぜんとしながら、もごもごと呻うめき声ごえをだしていた。

「メリッサ。怪我けがはないか？」

「ひぃぃぃ……」

　俺が近付くと、悲鳴を上げる。ショックで下腹部が濡ぬれている……。

　怪我はないようだが、少し様子がおかしい。

「メリッサ。おい、どうした？　……だめか。ロロ、見守っておいて」

「にゃ」

　黒豹型黒猫ロロデイーヌは俺の言葉を聞くと、素す早ばやく四し肢しを前後に動かし大きなストライドでメリッサに近寄っていく。

　その間に、敵が発生させていた魔ま法ほうの光源が次々と消失。

　夜らしい暗がりとなったので、メリッサのために三角形が平面に並ぶトライフオース指輪から光源を発生させた。

　メリッサは黒猫ロロから顔を舐なめられ続けているが、虚うつろのままだ。

　心配だが仕方がない。今は尋じん問もんを優先させる。

　足に怪我を負って逃げようと這いずっている奴やつのところへと移動した。

「グアァァァッ」

「おぃ、聞かれたことを話すなら、踏ふむのを止めてやるがどうする？」

「わ、わかったから、足を退けてくれぇ」

　怪我した個か所しよを踏みしめていたが離してやった。

「で、誰の命令で俺おれを狙ねらった？」

「……オゼさんとジェーンさんだ」

　また、その名前か。

「その二人は【梟の牙】の幹部なんだよな」

「その通り、オゼさんとジェーンさんは二人で【魔鋼都市ホルカーバム】を仕切っている」

「幹部を束ねているボスもいるんだろ？」

「勿もち論ろんだ。ボスは総長のビル・ソクード様。【迷宮都市ペルネーテ】に居るはずだ」

　黒幕はペルネーテか。

「俺の情報はベルガットから買ったのか？」

「そうだ」

「なるほど、それじゃ、どの程度、俺の情報を得ているのか教えて貰もらおうか」

【梟の牙】のメンバーは覚かく悟ごを決めたのか、頷き、口を動かしていく。

「……最初は【ガイアの天秤】を追い詰めていた部隊が突とつ如じよ消えるように全ぜん滅めつしたって話から始まる……オゼさんは『〝四腕のデュマ〟が居ない【ガイアの天秤】の部隊にそれほどの余力がある訳がない、絶対におかしい』と強い口調で話をしていた。同じくジェーンさんが、敵が雇やとった〝凄すご腕うでの用心棒〟がいるのでは？　と最初に気付いたのがきっかけだ」

　そこからか。ミスティを雇い隊商を襲ってきた奴らがどうなったかは、まだ【梟の牙こいつら】は知り得ていないらしい。

「そして、何回か盗賊ギルドハイエナから情報を得ているうちにジェーンさんは妙みような槍使い、お前が怪しいとにらんだ。そして、独自の情じよう報ほう網もうを駆く使しして、お前に注目。領主との一件にベルガットのボスとの面談を高級宿で行っていたのを確認したジェーンさんはただ者じゃないと判断。やはり【ガイアの天秤】に雇われた用心棒の線が濃いと。だから、俺たちが指示を受けて、槍使いを背後から追いかけたというわけだ」

　色々と情報が漏もれていたと。

　俺はまだ【ガイアの天秤】には正式に雇われていないんだがな。

　さて、少し実験を兼かねて……微び細さいな魔力のコントロールを続けながら魔槍杖へ少しずつ濃密な魔力を注ぐ……魔ま槍そうの表面に魔力の波は紋もんが透すき通る。

　一いつ瞬しゆんで紫金属の表面に付着していた細かな血汚よごれが落ちた。

　だが、俺がやろうとしているのは違ちがう。

　それは後こう端たんの蒼あおい綺麗な巨水晶クリスタルにも見える竜魔石へと、微細な魔力をコントロールして集めることだ。

　魔力を慎しん重ちように操作し魔槍杖の後端へと魔力を運ぶ。後端に備わる巨大水晶に魔力が浸しん透とうした刹せつ那な――水すい晶しよう体たいの中心にあった小さい円えん環かん体が魂たましいを得たかのように強く煌めくと、水晶体を蒼一色に輝かせる。その蒼く輝く水晶体の先端からは俺のイメージ通りである氷の鋒が伸びた。それは薄い白靄もやを纏まとっている蒼そう氷ひようの広こう刃ば剣けんだ。

　イメージ力は大事だな。名前的に氷刃剣フリーズ・ソード。

　今、この氷剣は目立つが普段はもちろん出現していない。

　魔槍杖は標準武器の紅矛と紅斧刃が目立つ。

　だから、敵対した初見の相手は紅矛と紅斧刃に注意を向けるはずだ。

　まさか魔槍杖の竜魔石から氷広刃剣が突然に生えて伸びるとは、しかも、石いし突づきだ。

　これを初見で見破るのは難しい。

　だからこの伸しん縮しゆく自在の氷剣は隠し剣氷の爪といえる。

　ギミック的に使えればフェイントになるだろう。

　ただ、魔力コントロールに癖がある。今は少しずつ練習して慣れていくしかない。

「……んあっ、そ、それはなんだ？　助けてくれないのか？」

「……さぁな、聞きたいことは聞いた。お前は、神にでも祈いのった方が良いんじゃねぇか？」

「か、かみしゃぁまぁ、たすけてぇぇ」

「ま、そんな都合がいい――」

　アルカイックな笑え顔がおを餞せん別べつに――。

「――神様はいないがなっ」

　と、喋しやべりながら隠し剣氷の爪が生えている魔槍杖を下へと動かしていた。

　氷の両刃剣隠し剣はサクッと抵抗感なく這いずる男の胸に吸い込まれる。

「ガハッァ」

　魔力の放出を止めると、魔槍杖の後端から飛び出ていた隠し剣氷の爪が瞬時に消失した。胸むな元もとの両手剣に刺されたような傷きず痕あとだけが露あらわとなっている。

　傷口からは血が止めどなく溢れ冷たい空気と血の臭においが漂ただようだけとなった。

　さて――こうなると、【ガイアの天秤】に接触した方がいいかな？

　ま、それは明日以降だ。今はベルガットの本拠地に行かないと……。

　魔槍杖を回転させて仕舞ってからメリッサの姿を見る。

　彼女はまだ呆ほうけているようで、ぼうっとしていた。

　まだ、だめか。こうも長く心しん神しん喪そう失しつ状態だと、ただの心的外傷ストレスＰＴＳＤでもなさそうだ……とにかく多少強ごう引いんにでも彼女には正気に戻もどってもらう。

「メリッサ、メリッサ、おい、起きろっ」

「にゃ、にゃ」

　彼女の両りよう肩かたを持って激しく体を揺ゆさぶった。

　黒猫ロロも触しよく手しゆを伸ばし、一緒になって揺らす。

「……は、はぃ……」

「良かった。気がついたか。立てるか？」

「は、はぃ。……ぁ、い、いえ、ダメみたいです……」

　メリッサは完全に腰が抜けて足がふらついている。

　臀でん部ぶがじょびじょばと濡れてアンモニア臭しゆうが漂っているし、しょうがない。

「わかった。なら――」

　メリッサを強引に抱だく。お姫ひめ様さま抱っこだ。

「あ、ぁぅ、ダメですよ――」

「大丈夫だよ。それで、ベルガットの本拠地に向おうと思うんだが……メリッサ、その格好で大丈夫か？」

「えぇ……こ、これは、その、いやですね……すみません。臭においますよね、コレ……」

　彼女は自分の下半身がじょびじょば状態おしつこまみれだと認にん識しきすると、恥はずかしいのか……頬ほおを紅あかく染め身を縮ませている。

「構わんよ。一いつ旦たん、俺が泊とまる宿に戻るか？」

「い、いえ、あ、わたしの家、この辺りなんです。連れていってくれませんか？」

「わかった。道順を指示してくれ。ロロ行くぞ」

「にゃっ」

「はい」

　メリッサに声で指示されながら細かな路地を案内される。

　お姫様抱っこされている彼女はどこか恥ずかしげだ。

　きっと、ぷーんと臭うアンモニア臭を気にしてるのだろう。

　黒猫ロロは先を進んでは、振り返り、ちょこんと座すわってメリッサを運ぶ俺を待つ。追い付くと尻尾しつぽを振りながら、また先に進んでいた。

　暫しばらく、メリッサの声に従い黒猫ロロの後ろ姿を見ながら路地を進む。

「あ、ここです、鍵かぎは掛かかっていませんので」

「了解」

　メリッサの自宅に到とう着ちやく。木組み格ごう子しで作られた小さい家だ。

　彼女を抱え持ちながら、早速、玄げん関かん扉とびらを開ける。

「あれ、お姉ちゃん？」

　そこには平絹のワンピース服を着た女の子が立っていた。

「あ、エリカ、この人はお客さん。わたしは助けてもらったの、今は奥おくに行くから後でね？」

「え、う、うん」

　妹か、メリッサによく似てる。

「シュウヤさん、あっちの奥です」

「あぁ、わかった」

　玄関口に妹を残し小部屋へ誘ゆう導どうされ入った。所々に女性らしい小物類があるので、ここが彼女の部屋なのだろう。少し緊きん張ちようしながら、寝しん台だいの上にメリッサを優しく乗せてあげた。

「動ける？　大丈夫か？」

「はい。だいぶ落ち着きました」

　確かに、安心しているようだ。彼女の張っていた頬が少し弛ゆるんで見える。

「そのようだな。何か手伝うことは？」

「大丈夫です」

「それじゃ部屋から出てるよ」

「あ、はい」

　部屋から出ると、妹さんが見に来ていた。

「あ、どうも」

「はい、こんばんは。です」

「お姉さんは部屋の中だよ」

「うん。そうですね。ひょっとして、お姉ちゃんの彼かれ氏しですか？」

「えっと、違うよ。ふられた？　感じかな」

「あれれ、そうなんですか？」

　そこで、着き替がえを終えたメリッサが部屋から飛び出てきた。

「エ、エリカ～、シュウヤさんに変なこと言わないのっ」

「あ、お姉ちゃん。さっき、助けられたと話していたけど……」

「うん。そうなの。わたしの仕事は知っているでしょ？　だから、その関係でね」

「そっかぁ、もういい加減、【ベルガット】の仕事は危険なんだから辞やめた方がいいよ」

「ううん。そういうわけにはいかないの。危ない目にあったりするけど、わたしの情報で助かる人だっているんだから」

「……はぁ、いつもそれ。腕っぷしが強かったら安心していられるのに……」

「フフ、エリカ。ありがとね」

　そう言って、妹を抱き締しめる。

「あ、お姉ちゃん……ん、何か、おしっこ臭いよ？」

「えぁ、そ、そんなことないわ。気のせいよ」

「そうかなぁ」

「にゃ？」

　そこで、黒猫ロロが興味深そうに下から俺たちの様子を窺うかがっていた。

「わぁぁぁ――、かわいぃぃ」

　エリカはあどけない笑顔を見せると、子供らしい素早い動きで黒猫ロロを捕とらえて、抱き締めていた。

「そいつは俺の相棒だ。名前はロロディーヌ。ロロと呼んでやってくれ」

「へぇ、ロロちゃん、かわいいね」

「ンンン、にゃにゃ」

　黒猫ロロは嫌いやそうに鳴くと、身を捩よじってエリカの抱っこから脱だつ出しゆつ。逃げだした。

「あぁ、ロロちゃん、はやいぃ」

　エリカは黒猫ロロを追いかけていく。

「ふふ、もう、エリカったら」

「あはは、ロロが必死になってる」

　メリッサは笑顔を取り戻した。さっきは心配したよ……おしっこを漏らし、惚ほうけていたし、何かしらの原因でもあると思うが。聞きにくい話題だけど……

「……メリッサ、その、さっきはどうしてあんなことに？」

「そうですよね。理由をお話しします。部屋に来てください」

　彼女に手を握られ部屋に連れ込まれた。扉を背中越ごしに両の手で閉めたメリッサは顔を俯うつむかせている……その仕草、顔色から、何か重大な事を話そうとしている事には感づいた。

　彼女は顔を上げて、勇気を振り絞しぼるよう目に力を入れると、唇くちびるを動かす。

「わたしが……あんな風に、反応してしまったのは……」

　鳥の羽が擦こすれるような、か細い声で話しながら服を脱ぬぐメリッサ。

　彼女は上半身を露にして、ある事実を晒さらしていた。

　えっ……あ、そういうことか。俺は彼女の上半身を見て納なつ得とくした。

　胸には酷ひどい傷痕があり、片方の乳ち房ぶさが無かったのだ。

　脱いだ服には偽にせ乳ちちがあるように見みせ掛けのパッド風なものが入っていた。

「この傷のせいです。昔、【血印の使徒】トトグディウスの狂きよう信しん者しやに拉ら致ちされて生いけ贄にえの儀ぎ式しきに……十層地じ獄ごくの王トトグディウスのためと言われ、胸を抉えぐられて心臓を奪うばわれかけたのです。その儀式の最中に盗とう賊ぞくギルドのボスに助けられまして、治ち癒ゆ魔ま法ほうにより命を救われたのですが、それ以来――」

　最後まで喋らせたくなかった。

　俺は床ゆかに落ちた服を拾いメリッサの体に重ねるように服の上から抱きしめる。

「わかったから、この服を着ろ」

「は、はい」

　抱きしめられた彼女は腰に手を回して紫の鎧よろいに顔を埋うずめてくるように抱き返してきた。

「……ですが、少し、このままで、最後まで話をさせてください」

「あぁ」

「魔法により命を救われて以来、男の人に近付かれるのと血を見るのがどうしても苦手で、恐きよう怖ふを過度に感じてしまうんです。さっき失禁して呆けてしまったのも、そのせいです」

　あれ？　今は……。

「でも、不思議と今は大丈夫なようです。こうやってシュウヤさんに抱きしめられています。シュウヤさんなら、平気みたい……胸がどきどきしていますが……」

　そうは言っても、少し体は震えてる。勇気をださせてやるか。

「大丈夫か？　俺で良かったらいつでも抱きしめる練習を手伝ってやるよ」

「――本当ですか？　わたし、胸が……」

　メリッサは不安そうに俺を見上げてきた。おっぱい研究会は無限の園そのだ。全すべてを受け入れる。少しくさい言葉だが……俺も勇気をだそう。

「……馬鹿、そんなのは関係ねぇよ。お前の心を抱いてやる」

「シュウヤさん……」

　彼女の瞳ひとみの奥に色情が漂う。

「メリッサ……」

　互たがいに視線を唇へ向けていた。俺は自然とメリッサを抱えるように持ち上げ魅み力りよく的てきな上うわ唇くちびるを奪い、柔やわらかい唇の表面にある溝みぞを貪むさぼる。互いの舌が重なり絡からみ、唾だ液えきを交こう換かん……自然とメリッサの体を強く抱きしめていた。
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「――痛い」

　しまった、興奮しすぎた。急きゆう遽きよ、顔を離はなす。互いの口からは唾つばの糸が引いている。

「ご、ごめん」

　俺は謝りながら持ち上げるように抱きしめていた彼女を離して床に降ろす。

「ふふ、大丈夫です。今度は優やさしく抱きしめてください……」

「あぁ」

　そんないい時に――。

「お姉ちゃん～、お客さんはぁ？」

「あうあっ」

　びっくり……そういえば妹さんがいた。

「エリカ～そこで待ってなさい」

　急ぎ取り繕つくろうように服を着ていくメリッサ。

　服を着ると、俺に向けて笑顔を浮かべ可愛かわいらしくウィンクをしてから扉を開ける。

　そこには胸に黒猫ロロを抱えた、邪じや魔まっ娘このエリカがいた。

「えへへ、ロロちゃんを捕つかまえたよ～」

　黒猫ロロは紅色の虹こう彩さいを散大させては、髭ひげが下がりぐったりとしている。

「そうか。ご苦労。エリカちゃん」

　そう言って、黒猫ロロの首根っこを掴つかんで俺の肩かたへ乗せてやった。

　黒猫ロロはやっと解放されたかと、ぐったりしながら頭ず巾きんの中へ潜もぐっていく。

「お客さんの名前は、シュウヤさん？」

「そそ、よろしく可愛いエリカちゃん」

「はい。よろしくです」

「エリカ、ロロちゃんを苛いじめちゃだめよ？　実はとっても強い使つかい魔まなんですからね」

「えぇぇ、本当？」

「その通り。それで、俺は冒ぼう険けん者しや」

「へぇ、冒険者かぁ、シュウヤさんは強そうな感じするし、かっこいい――」

　エリカはそう言って、抱きついてきた。

　んおっ、この子、結構胸があるぞ。エリカ君！　良いね、匂においも良い！

「お姉ちゃんに飽あきたら、わたし……」

　と、エリカちゃんが色っぽい声で耳元から囁ささやく声が。

「あら、嬉しそうな顔……」

　乾かわいた声はメリッサ。

「ハハ……まぁね」

　冷静なふりをしながら、笑う。そして、乾いた声の主を見た。

　――ひぃあ、冷えた空気が漂うメリッサがいる。笑っているが笑ってない表情だ。

「シュウヤさん？　さっきは、いつでも抱きしめてやると語っていましたが、誰だれにでも抱きしめられているんですか？」

「いや、今のこれは不ふ可か抗こう力りよくという奴です」

「ふ～ん」

「あれぇ、ふふ、お姉ちゃん。怒ってる？」

　メリッサは頬を若じやつ干かん膨ふくらませているので、丸わかりだ。

「べ、別にぃ、お、怒っていないわよ」

　妹のエリカもなんか、したり顔を浮かべているし……。

「そっかぁ、嫉しつ妬としているかと思った」

　うはぁ、何か熱いんですけど、姉と妹の視線がかち合ってますよ。

　ここはフォローしとこう。

「なぁ、そろそろ、夜もあれだし二人とも寝ねた方が良いんじゃないか？」

「あ、うん。そうだね」

　俺に色っぽい声を発していたエリカは、今度は子供らしく素す直なおに俺から離れる。

「エリカは自分の部屋に戻りなさい」

「うん。シュウヤさんも来る？」

　エリカはあどけない少女から一転、女としての表情を浮かべて誘ゆう惑わくしてきた。

「こらッ、エリカ、調子に乗らないのっ！　駄だ目めです」

「へへ、わかってますって、部屋にいきますよ～」

　エリカは唇から舌をぺろっと出してから隣の部屋へスキップしていく。

「はは、元気な妹だな？」

「えぇ。はい。本当に」

　メリッサは笑顔で頷うなずく……しかし、この綺麗な笑顔を魅みせる彼女を巻き込んでしまった。

　今、思えば、最初の頃ころは酷いことをした。謝らないと。

「メリッサ。俺は謝らなきゃいけない。済まなかった」

「え？　急に何でですか？」

「最初だよ。情報のやり取りをしてる時、武器を出しメリッサに近付いて怖こわがらせてしまった。ごめんな？」

　情報を引き出そうと駆け引ひきに夢中になっていた。

　目が潤うるんでいたとか、完全に泣きそうになっていただけじゃないか……。

　あの時の俺を殴ってやりたい。

「……あぁ、その事ですか。いえ、そんなことは気にしてませんよ。良いんです。こうして〝色々〟と助けて貰いましたし……ベルガットの仕事では危険は付き物ですから」

　メリッサは細い手をふりふりと左右に動かして、全く〝気にしてません〟といったように笑って答えてくれた。

「そう言ってくれるのは嬉しいが、闇やみギルドの争いにメリッサを巻き込んでしまった手前もある」

「仕方がないこと。何度もいうようですが、わたしの〝仕事〟ですから。でも、そんなこと言ったら、わたしが悪いんですよ？　シュウヤさんの情報を【ベルガット】で流したのは〝わたし〟が最初なんですから」

　眉まゆを寄せ、厳しい表情を作り彼かの女じよなりのドヤ顔を決めてくる。

　最後はニコッと微笑ほほえんでいた。

「はは、それもそうか。ならお互い様さまだな？」

「ふふ、そうですね」

「だけど、襲おそわれたことはボスであるディノさんには報告しといた方が良いだろ？　それに俺と仲良くなると、【梟ふくろうの牙きば】に狙ねらわれることになる」

　メリッサは神しん妙みように頷き、考えている。

「……はい。明日には報告します。確かにシュウヤさんの情報はもう軽々しく流せませんね。【梟の牙】の部隊が全滅したとかなら流せますけど」

「そんなことしたら、【ベルガット】自体が争いに巻き込まれてしまうのでは？」

「その辺は大丈夫だと思います。【ベルガット】の本ほん拠きよ地ちが襲しゆう撃げきされたら、人員は地下に潜り〝潜せん伏ぷく〟しますし。何より【梟の牙】には争あらそっている他の闇ギルドもありますし、ましてや闇ギルドではない【ベルガット】を襲っても、色々と複雑に絡からみ合あう敵を作るだけで、自ら評判を落とすだけですから」

　ベルガットが襲われる可能性は低いのか。

「そっか。少し安心」

「あ、わたしのこと心配してくれたんですか？」

「そりゃそうだろう……」

　頬をぽりぽりと指で掻かきながら答えていた。

「――ありがとう」

　メリッサは感謝の言葉を述べながら、これでもかっというぐらいに抱きついてきた。

　紫の鎧よろい越ごしでも、なんとなく柔らかい女性の感かん触しよくは伝わる……感触を楽しみたいが、【梟の牙】と敵対している【ガイアの天てん秤びん】に接せつ触しよくしたいので情報を貰おう。

「メリッサ。少し情報が欲ほしいのだが」

「えぇ、はい。何ですか？」

　メリッサは俺に抱きつきながら上うわ目め遣づかいで聞いてくる。

「【ガイアの天秤】の事務所。今の本拠地は、何処どこにあるか知ってるか？」

「はい。知っています」

「教えてくれ」

「わかりました。少し待ってください。皮布に地図を描かきますね」

　メリッサは俺を抱いていた手を離して、居間にあった机に向かう。

【ガイアの天秤】の店がある位置をおおまかに、描いて貰った。

「地図ありがとな。中央大通りの裏路地の先か。商店街の圏けん内ないで【ガイアの天秤】が守り続けている最後の縄なわ張ばりね」

「はい。【ガイアの天秤】へ向かわれるのですね」

「あぁ、少し前に〝美人な女性〟と〝中年の厳いかつい男〟を助けてあげたんだ」

「それは、〝火球のミア〟と〝鉄てつ槌ついのビクター〟では？」

　メリッサの目付きが仕事モードに切きり替かわっていた。

　キリッと吊つり上あがった細眉と青目が鋭するどく光る。

　流石さすがは【ベルガット】、推察するのが早い。でも、美人と言えばすぐに該がい当とうするか。

「……流石に分かるか」

「そりゃそうですよ」

　メリッサは腰こしに細い手を当て語りだす。

「何しに行くかは聞きません。でも、わたしが、この【ホルカーバム】の裏社会で新しく巻き起こる歴史の一ページに参加しているのは確実ですね」

「……はは、そんな大おお袈げ裟さなもんじゃないよ。それじゃ、夜も遅おそいし、俺はそろそろ帰る」

「え、あっ、今日は、と、泊まっていかないのですか？」

　正直泊まりたいが、妹さんいるんじゃな……。

　恥ずかしそうに俯くメリッサを抱き寄よせてから耳元で囁いた。

「狼おおかみになるのは、また今度」

「――あ、はい」

　メリッサは顔を紅くしている。俺は僅わずかな息の余よ韻いんを残しメリッサから離れた。

「んじゃ、明日の朝にでもベルガットの本拠地に案内してくれれば良いから。忙いそがしかったら指名しながら気長に高級宿で待ってる」

「はい、仕事が忙しくない限り、朝になったら向かいます」

　玄げん関かんを出て、

「じゃ、また明日――」

　と、話している途と中ちゆう、またメリッサから抱き締められた。

「今日は本当にありがとうございました」

　背中越しだが、彼女の気持ちが伝わってくる。

「あぁ、いいって」

「にゃっ」

　黒猫ロロは頭巾から顔を出だして返事をしているようだ。

「ロロちゃんもね、ありがとう」

「ン、にゃにゃ」

　そこで名残なごり惜おしくメリッサと別れた。高級宿に戻る道を辿たどっていく。

　だが、かっこよく彼女の家を出たのはいいものの……〈夜目〉を使用しても路地で迷ってしまい、細かな道を行ったり来たりとしてしまう。

　そんな調子で、やっと夜中すぎに高級宿に到着し、部屋に戻ることができた。







第六十章「ガイアの天秤」







　次の日の早朝。高級宿で待ち合わせたメリッサに案内される形で【ベルガット】の本拠地である屋や敷しきに到着。

「ここです。中に行きましょう」

「了りよう解かい」

　外観は普ふ通つうの屋敷。だが、その内部は違っていた。

　吹ふき抜ぬけホールに、床はしっかりとした板が敷しかれて図書館のような横長い棚たなも並ぶ。

　そこでは様々な種族たちが働いていた。

　分厚い羊皮紙、薄うすい羊皮紙に何かを記し、羊皮紙を丸めて棚に仕し舞まっていたり、脚きや立たつに乗って棚上にある本を取ろうとしていたり、机を挟はさんでディスカッションを繰くり返かえしている男女がいたりと、かなり忙しそう。メリッサはそんな忙しく働く同どう僚りようたちと挨あい拶さつしながら、ホールから外れて奥の通路を進む。

「皆みな、普段は明るいですが、忙しくなると人員が増えに増えて、殺気立っています。もうてんてこまいになるので、大変なんですよ」

　通路を歩きながらメリッサは忙しい時を思い出したのか、嫌そうな顔を浮うかべながら語る。彼女とそんな会話をしながら奥にあった部屋に案内された。

　そこは豪ごう華かな内装が施ほどこされた客間。高級な牛皮で誂あつらえたソファ、象ぞう嵌がん入りの机、椅い子す、壁かべには絵画が飾かざられてある。中央にはロマンチックな夜間用の投光照明で照らされた巨きよ大だい蟻あり塚づか製の香こう具ぐもあった。それらを円で囲うように幅はば広ひろな造りの丸型クッション椅子も置かれてある。あそこに寝そべって、美人さんからマッサージされたい。

「ここで大商会の人たちを、もてなし、交こう渉しようを行います」

　もてなしか、本当にマッサージでもしてくれそう。

「へぇ……」

「では、シュウヤさん、わたしは仕事があるので、ここまでです」

「そっか、案内ありがと」

「はい、また指名してくださいね……後、どうかご無事に」

「分かってる、またな」

　彼女は真しん剣けんを浮かべて頷くと、豪華な客間から離れていく。

　さて、これからどうするか。高級なソファに座り、飴あめ玉だまが置かれた盛り皿と火がついたキャンドルを眺ながめながら……今後のことを考える。

〝地下オークション〟行きの切きつ符ぷゲットまで、後少し。大商会幹部組織との面会場所である盗賊ギルド【ベルガット】の場所は覚えた。次は……。

　一、【ガイアの天秤】の事務所に向かい【梟の牙】の支部を潰つぶす手伝いをする。

　または、直接【梟の牙】の支部を探して潰す。

　二、全すべてを無視して、玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま、智ち慧えの方ほう樹じゆの手て掛がかり、司祭のマリンの頼たのみである〝枯かれた大樹〟の素材探し。

　三、単にゲートの先を探検する。

　二と三はないな。やはり、当初からの考えである一を優先か。

　枯れた大樹の素材を見つけホルカ―バムに再度戻もどってきても、またそこで【梟の牙】の兵隊が俺を捜さがして襲ってくるのは目に見えている。だから今のうちに【ガイアの天秤】と【梟の牙】の争いに介かい入にゆうして、このホルカーバムにおける【梟の牙】拠きよ点てんだけでも潰して幹部や兵隊を叩たたいておくか。

　それに【ガイアの天秤】には綺き麗れいな黒くろ髪かみの女団長が存在している。

　名前はミア。綺麗な女は助けてあげたい。

　それが下心満まん載さいな俺の小さいジャスティス。ということで、ソファから立ち上がり、素早く行動を起こす。黒猫ロロを連れてベルガットの屋敷から外へ出た。

　メリッサから貰った皮布地図を見ながら【ガイアの天秤】の本部がある店屋敷を目指す。

　大通りから路地に入り十字路を真まっ直すぐ進む。街灯のような石いし灯どう籠ろうが並ぶ遊歩道に出た。

　確か、この辺りのはずだが……人通りが多いな。

　お、あった。少し迷ったが到着。

　交差する一角を占せん領りようするように建つ、階段つきの木造の店屋敷。

　横壁には黒色で縁ふち取どられた丸印と天秤の絵が記されてある。

　そんな古風な店屋敷の前には、特とく徴ちようある獣じゆう人じん種族が佇たたずんでいた。

　猫ねこ獣人、門番にしては強そう、闇ギルドのメンバー？

　見た目は猫と人族が合わさった種族。

　鋲付きの革鎧スタデツドレザーアーマーを身に着けている。

　紺こん色いろの毛がその鎧の隙すき間まから無数に飛び出ているので、彼かれの全身が獣人らしく紺色毛に覆おおわれていると判断できる。その紺色毛に包まれた四つ腕うでを胸前に組んでいる。

　その立派な立ち姿的に宮みや沢ざわ賢けん治じの「グスコーブドリの伝記」に登場した猫型知的生物の姿を思い出した。腕と足に微び力りよくな魔ま力りよくを纏っている。左右の腰には鎧と一体化したような幅広の剣けん帯たいが四つ。その表面には多数の突とつ起き物ぶつがぶつぶつと付いているが渋しぶい剣帯だ。

　そんな四つの剣を持つ猫獣人に気を配りながら店の正面に足を向けた。

　店前には石頭に似ている灯籠がある。日本庭園にあるような御み影かげ石いしクラスの素材で作られたような和風だが一味違う墓石、石机、石椅子が並ぶ。

　この石製品が並ぶ店からは石職人さんのイメージしか湧わかない。

　しかし、一階の店内にはどういうわけか誰も居なかった。

　正面屋根には石看板が掲かかげられ、そこにはでかでかと【ガイアの天秤】という名が石いし彫ぼりされていたが……商品や看板の石彫りから分かる通り、この木造屋敷は石造り専門の石材屋さんといった印象だ。石材をメインに売ってはいるが、家の建材は古い木造屋敷という。まずは、あの強そうな猫獣人に話しかけてみようと近付いていく。

　猫獣人の三眼はそれぞれ反対の方向を見ていた。周囲の観察をしているようだ。

　猫獣人は店壁を背に片足の足裏を壁に付けている。

　少し緊張しながら口を動かした。

「あの、ここは闇ギルドの【ガイアの天秤】の本拠地でしょうか？」

「はぁ？　いきなり何だ？　何者だ？」

　三つの瞳の色は薄うす緑みどりに縁取られた昏くらい青。紺色に近い色合い。

　二つの瞳は俺おれの姿を捉とらえ、一つの瞳は周囲を見回している。

　分かっていたが目が三つに腕も四つあるのは凄すごい。四腕の内、上側の二腕は胸前で偉えらそうに組んで左下の片腕は俺を指すような位置にあり拳こぶしを作っている。

　もう片方の右腕は腰に伸のびていた。紺毛に包まれた指が剣けん柄つかに触ふれている。

　今にも腰に吊るした剣帯から長ちよう剣けんを抜いてきそうな感じだ。

　それにしても腕がたくさんあると〝色々〟と便利そうだな。すぐにあっちスケベの方を想像妄もう想そうしちゃう俺も大たい概がいだが……さて、挨拶しようか。

「……通りすがりの冒険者、シュウヤ・カガリという者です」

「通りすがりだとぉ？　それが何の用だ？」

「にゃ？　にゃにゃ」

　頭巾に潜っていた黒猫ロロが肩に移り、身を乗り出して挨拶していた。

　猫獣人の彼は、やはり猫だけに可愛い黒猫にも興味を持ったようだ。

「こ、こいつはなんだ？」

　彼は三つの瞳をギョロリと動かして黒猫ロロの姿を凝ぎよう視し。

「相棒、友、使い魔、ペットです」

「あぁ、もしかして、団長とビクターの旦だん那なが話していた……」

「聞いていましたか？　前にその二人は助けました。あの時、貴方あなたは居なかったですね」

「これはご無礼を。わたしはデュマ・ヘイグウェイ。団長は二階です。どうぞ、中へ」

　急に礼れい儀ぎ正ただしくなる猫獣人。

　紺色の毛に包まれた太ましい四つの腕が、後ろの階段へ向けられる。

　猫獣人と共にその階段を上がり店の二階に案内された。二階は一階の面積に比例する広い部屋。中央には会議室で使うような黒茶色の長方形机と椅子が並ぶ。その並ぶ椅子には若者たちが座っていた。入ってきた俺たちに注目が集まる。奥に大扉も見えた。

「団長！　捜していた方がわざわざウチへ来てくださいましたよ」

「えぇ――」

　デュマが大声で知らせると女の声が響ひびく。すぐに会議室の奥の大扉が開く。

「シュウヤさん！　あれからずっと捜していたんです。盗賊ギルドに金を払はらってでも情報を得ようとしてたところでした」

　おぉ、やはり清せい楚そな女性だ。艶つややかな長い黒髪。黒い瞳もほどよい大きさ。整った眉にバランスの取れた鼻と口こう唇しん。仄ほのかに紅い唇は縦に小さい筋が見えていた。

　それに右頬には小さい黶ほくろがあるんだな。

「すまない。あの時は長居するのも悪い気がして」

「そのような気を遣わせてしまい、申し訳ないです」
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　彼女は肩かた口ぐちにスリット入りの灰色タブレットを着込み黒のフレアスカートの端はしを押おさえながら頭を下げていた。

　団長のミアさんが頭を下げると、その場に居た全員が頭を下げ始める。

「あ、いや、俺もこうしてやってきたんだし、頭を上げてください」

「いいえ。シュウヤさんは冒険者の方とはいえ、わたし、いや、この【ガイアの天秤】にとって恩人たる方。なのに、ちゃんとしたお礼も出来ずに……」

　随ずい分ぶんとしっかりしたお嬢じようさんだな。だが、こうも頭を下げられ続けると、心がむずむずする。それに、俺はもっとミアさんの美顔を見たいのだ。

「ミアさん、顔を上げてください。お気持ちは十分に伝わりましたから」

「はい。気持ちだけではないのです。筋は通しますから」

　彼女は顔を上げて頑かたくなに語ると、俺に近寄ってくる。

「シュウヤさん、ここじゃ皆がいるので……」

　小声で話すと、俺の手を握にぎる。

　――その時、周囲の強面こわもての若者たちの表情から殺気が漂ただよう。

　うへ、手を握ったのが許せないらしい。

「――団長!?　おぃ、そこの男。何、触さわってるんだ！」

　え？　触った原因はミアさんだぞ。彼女が俺の手を……

〝何、勝手にうちのお嬢に触ってんだ、ゴラァァ〟にも聞こえる。

　背後で大声立てたのは今さっき案内してくれた獣人戦士のデュマだった。

　さっき見せていた礼儀正しかった態度とは打って変わり、額に青筋が立つように青毛が逆立っていて、怒おこっている。歯を剥むき出しにして、歯は軋ぎしりするように牙きばを噛かんでいた。

　俺が気軽にミアさんの手を握ったのが許せないらしい。

「――デュマ。そう、いきり立つな」

　そう威い厳げんを感じさせながらデュマの背後の入り口から登場したのは、ビクターさんと複数の若わかい衆しゆだった。〝鉄槌のビクター〟の額にはナイフで傷付いたような皺しわが幾いくつもある。

　初めて見た時と変わらずにギラついた双そう眸ぼうだ。

　この親父おやじ風のビクターは視線だけで人を殺せそうな雰ふん囲い気きを持つ。

「ビクターの旦だん那なっ」

「おう。見回りから帰ったぞ。それから、デュマ、この方は本当に、俺を含ふくめて団長の命を助けて頂いた〝恩人〟だ。ただ、助けられた理由は聞かない方がいいが……」

　そのビクターの言葉に重ねるように団長ミアさんの言葉が続く。

「そうです。デュマはあの時に居なかったから、分からないと思いますが……シュウヤさんはわたしのことを気に入ってくださって、【梟の牙】の数十人たちのすべてを根絶やしにしてくれたのです。もし、その場にシュウヤさんが居なかったら、わたしは【梟の牙】の男たちに、犯おかされ殺されていたでしょう……」

　団長であるミアさん自らが語る神妙な姿に、その場は静まり返った。

　猫戦士デュマも三つある瞳を閉じて、頷く。

「……そうでしたか。シュウヤ殿どの。ですが、まずは、その手を離し、その実力をみて――」

「デュマッ、わたしが説明したのに納得してないんですか？」

　ミアさんがデュマの話を遮さえぎり、怒った口調で責める。デュマは俺の力を計りたいようだ。

「い、いえ、しかし……」

　デュマはまだ何か言いたげに三つある瞳を俺とミアさんへ向けている。

「もう、いいです。シュウヤさん、行きましょう――」

　ミアさんは眉をひそめて獣人デュマを見やる。

　そのまま、俺の手を握る力を込めて引っ張ってきた。

　団長の突とつ然ぜんな行動に周囲が唖あ然ぜんとしてしまう。

　俺は半ば強ごう引いんに会議室から連れ出された。

　彼女は扉を乱暴に閉めて団長室らしきところに入る。

　さらに、団長室の右側にあった扉を開けて、板廊ろう下かを進むことに。板廊下の先には階段があり、その階段を駆かけ下おりると、また縦へと続く廊下を歩いていった。

「ミアさん、どこに？」

「いいからついてきて」

　まぁ、綺麗な細い手に握られている感触は嬉うれしいけど。

　連れて来られたところは、一階の隅すみにある個室だった。

　大きい本ほん棚だなに勉強机に椅子。寝しん台だいもある。

　寝台の枕まくら元もとには古い木材で作られた人形を発見。

　女らしさというより、女の子らしさが隅すみ々ずみまで息づいてる部屋だ。

　ここは自室か？　白のワンピースが椅子の背もたれに掛かけてあり、フード付き制服らしき衣服が壁に掛けてあった。勿もち論ろん、現代の女子高生が着る制服じゃない。

　似たようなのはあるかもしれないが、見た目は完全に魔ま法ほう学院の生徒と分かる代しろ物ものだ。

　ミアさんが着れば似合うだろう。

　清楚なイメージが合がつ致ちする。コスプレ的に着て欲しいかもしれない。

　そんなエロいことを想像しながら、部屋を見ていく。

　机には筆用具に羊皮紙の書類に小物入れがある。

　小物入れの中身は羽根ペン、大きい化け粧しよう道具、リボンの髪かみ飾かざり、小さいお香こうの壺つぼ、砂時計のような小道具もあった。

　やはり、女の子の部屋だ。だけど、机き上じようにある本棚には、

『幻まぼろしの地底王国』

『勇者ムトゥによる堕だ落らくの王魔トトグ・ゴル討とう伐ばつ記』

　副題に『トトグディウスの怒いかりに触れた勇者ムトウ死す』とも書かれてあった。

『狭間ヴエイルに捕とらわれた魔人騎き士しヴェルゼイとアイラの恋こい』

『明みよう星じようサイデイル不ふ滅めつの恋』

『八はつ剣けん八はつ槍そうの神王たち』

『鬼き神じんな強さを誇ほこる優しき虎とら』

　創作物語系の本から続いて、魔法関連本や他にも多数。

『神と星』、『狭間ヴエイルの傷』、『虚うつろの魔ま共きよう振しんによる失明現象』、『狭間ヴエイルと魔道師』、『狭間ヴエイルを超越し冥めい界かいと魔ま界かいへ繋つながる方法』、『命と輩やから』、『霊れい魂こん不ふ滅めつ』、『生と死』、『セウロスに至る道』、『魔族との垣かき根ね』、『生命と自然』、『哀あい悼とう歌集』、『レソナンテ寄宿学校案内』といったような難しそうな哲てつ学がく関連本も交ざって色々な本が並ぶ。こういう本タイトルから想像するに、この世界セラの哲てつ学がく者しやは多種多様な談話をすることになるのだろうな。ソクラテスのハデスに関する話とか、信しん憑ぴよう性せいを帯びてくる。神や魔法が身近に存在するから、哲学というより宗教学になるのか。

　しかし、ミアさんは団長になる前はどっかの学院とかに通っていたようだ。

　俺より頭は確実に良いだろう。

「……ここはわたしの部屋です。急に連れ出してすみません。デュマには悪いですが、シュウヤさんのお礼にはここにお連れするのが早いので、それに、直接わたしから渡わたすのが筋ですから」

　筋、筋、と、硬かたい筋肉が好きなのか？　と、フザケタことは聞かず無難に褒ほめとく。

「ここは可愛らしい部屋ですね」

「そうでしょうか？　わたしはあまり同世代の部屋を見たことがないので……」

　顔に翳かげを落とす。メリッサが話していた情報が頭に過よぎる。

　ご両親は【梟の牙】に雇やとわれた【白はく鯨げいの血長耳】の幹部に殺やられ、それで素人しろうとだったミアさんが闇ギルドの団長になったと……。

「にゃあ」

　俺が彼女の過去話を思い出してると、黒猫ロロが寝台上にジャンプしていた。

　黒猫ロロは相変わらず、この遊びが大好きらしい。

　寝台やベッド、柔らかそうな物には毎回、必ず〝これ〟をやる。飛とび跳はねるのに飽あきると、頭を撫なでられながら枕まくら元もとにとことこと歩いていく。

「――ふふ、可愛い、黒猫さん。ロロちゃんでしたっけ？」

「そそ」

「にゃ？」

　つぶらな赤い瞳をミアさんへ向ける。何か用かにゃ？　的なことかも。

「まっ、ちゃんと聞こえて理解しているのですね」

「ンン」

　黒猫ロロは喉のど声ごえでめんどくさそうに短く鳴く。

『当たり前だにゃ』と言った気がした。そのまま、くるりと枕の上で丸くなる。

「あら、寝ちゃいました」

「ロロが勝手に、すまん……」

「いえ、いいんです。それよりそこの椅子か寝台に座すわってください。真ま面じ目めな、お話があります」

「俺に真面目な話ですか？」

　言われた通り寝台の端に座る。ミアさんも寝台に腰を下ろして、俺を見た。

　真剣な顔付きに変わっている。抱だき合って、ちゅっとキスをしちゃいますか？

　だが、彼女は揺ゆるぎない黒い瞳。そんなつもりはないよな……すまん。彼女の瞳は茶色に近い黒。その瞳の奥おくには深い心の闇が見みえ隠かくれしているように感じてしまう。

「……わたしたちを救って頂いたのは本当に嬉しいんです。お礼もします。ですが、本来のシュウヤさんは冒険者。依い頼らいの関係者でもないし闇ギルドの一員でもない。〝全く関係のない方〟。でも、あの時、助けてくれた。その理由に〝わたしを気にいった〟と言ってくれました。ですが、本当にそうだとしても、貴方は何故なぜあんな危険なことを？」

　その疑問は尤もつともだ。理由は、危険を危険と思わない心。

　実際、傷を負っても回復はするし、痛いのは嫌いやだから、回かい避ひ行動は取るけど。

　後は、独り善がりな自己満足、中ちゆう途と半はん端ぱなお節せつ介かいの精神。

　と、色々あるが、やっぱり、至し極ごく当然の単純な答えがある。

「……助けたかった。〝ミアさん〟を〝助けたい〟と思ったからですよ」

「わたしをですか……」

　雪のように白い肌はだが仄かに紅あかく染まっていくのがわかる。

「それだけじゃ駄目かな？」

「いえ、シュウヤさんは〝優やさしい方〟なんですね。わかりました――ここに金貨二十枚あります。今はこれしか渡せませんが、助けて頂いたお礼です」

　彼女は寝台の下から隠し金庫を取り出し金を出している。寝台の下には他にも頑がん丈じようそうな宝箱も見えた。見せていいのだろうか？　俺が助けたとはいえ、無用心過ぎる気がするが……真面目そうな子だからな。ま、礼ならちゃんと受け取った方がよいか。

「……確かに、受け取った」

「良かった。ちゃんと受け取って頂いて……」

「どうして？」

「それはプライドですよ。小さいですが、これでも闇ギルドを率いてるんです」

　少し、目付きが変わり、俺を鋭く見つめてくる。

「では、上に戻もどりましょう」

　ついでだ。今の内に言っておこう。

「待った。その前に少し話しておくことがあるんだ」

　大事な事だ。

「何です？」

「俺は【梟の牙】と戦うこととなった。実は、今日それを伝えるつもりで、ここにお邪魔したんです」

「えっ？　助けて貰もらったわたしが言うのも何なんですが……反対です。闇ギルドの戦いに、冒ぼう険けん者しやであるシュウヤさんがこれ以上関かかわる必要はありません」

　関わるべきじゃないか。キツイ言い方になっている。しかし、彼女は何か勘かん違ちがいをしているようだ。俺が拒きよ否ひったところで【梟の牙】側から襲ってくるんだから仕方がないんだがな。説明しとくか。

「関わるも何も【梟の牙】からは襲われましたよ。ここの都市に来る途中にね。隊商護衛を多数の冒険者たちと一いつ緒しよに請うけ負おっていたのです。因ちなみに、ミアさんを路地裏で助ける前です。依頼は成功しましたが、お陰かげで同じ依頼を受けた冒険者が多数死ぬことになりました」

「にゃ」

　ロロもそうだぞっと鳴く。

「そ、そんなことが……」

「ミアさんを助けたあとも小こ競ぜり合いがありました。だから、もう関係がないとは言えないです。つまり、【ガイアの天秤】へ加勢をしようと……」

　俺がそう述べた瞬しゆん間かん、彼女は豹ひよう変へん。

「――ダメですっ!!　【ガイアの天秤】の戦いには冒険者である、貴方を巻き込みたくないのですっ」

　一点張りだな。怒っているし、彼女の逆げき鱗りんに触れたらしい。かなりの大声だ。

「まぁ、言いたいことは言ったので、上に戻ります」

「あ、わたしも上に行きます」

　そうして、廊下から階段を上がり事務所の二階に戻る。団長室から会議室に移ると、出で会あい頭がしらにデュマから「先さき程ほどは〝すみません〟」と気合を込めながら頭を下げられる。【ガイアの天秤】の若い衆のメンバーたちからも次々と頭を下げられた。怒ったり頭を下げたり忙しいやつらだ。と、細かい愚ぐ痴ちは口にせず、俺は普通に対処した。

「分かりましたから、頭を上げてください」

「いえ、シュウヤさんは団長の大切な方。そんな方に無礼な言い回しを……」

　大切な方？　何か勘違いしているような……ミアさんの顔を見ても、不思議そうに顔を傾かたむけるだけ。ま、勘違いでもいいや。伝えるだけ伝えたし……帰るとする。

　あ、【梟の牙】の幹部がどこにいるか聞いておくか。

　背後にいるミアさんに顔を向ける。

「ミアさん、【梟の牙】の事務所、支部があるところは分かりますか？」

　彼女はそれを聞いて、眉をぴくりと動かし俺を睨にらむ。

「それを聞いてどうするのですか？」

　言うつもりはないか。敵対しているんだから、教えちまえばいいのに。

　なんなら、メリッサに聞くとしますかね。

「喋しやべる気はないと……じゃぁ、今日のところは宿に帰ります」

【ガイアの天秤】の事務所を出た。メリッサに会いにベルガットの本部に行く。

　ところがベルガットの屋敷は人で溢あふれ混雑していた。

　メリッサ個人を捜せる雰囲気ではなかった。

　何か急な大仕事でも入ったのか？　仕方ない。宿に戻る。

　商売女として呼ぶ方がいいだろうと判断。

　しかし、夜になっても仕事が忙しいのか、メリッサは来なかった。

　その日は早々に風ふ呂ろに入り黒猫ロロのブラッシングをしながらまったりと過ごす。




　――次の日。俺は【ガイアの天秤】の事務所の中にお邪じや魔ましていた。




　ミアさんに【ガイアの天秤】に加勢したい、するといったことを、低姿勢で丁てい寧ねいに重ねて話すが……。

〝お断りします〟〝駄だ目めです〟

〝奴ど隷れいたちが働く石切り場のハーピー狩がりを〟

〝なんなら石切り場で、奴隷たちに交ざって石を切って働いたらどうですか〟

〝冒険者らしく大蜻蛉アロムヤンマ狩りにも行くべきです〟と、一向に彼女は厳しい口調で断ってきた。お堅かたいままだった。

　その時、事務所の横に繋がる階段を駆け上がる音が響く。扉とびらが強く開かれた。

「団長！　ビクターさんっ、大変です！」

「アコース、どうした？」

　鉄槌のビクターが立ち上がって聞く。

「【梟の牙】による集団突っ込みカチコミですっ、遊歩道の先に集まっています」

「何だとッ!!　兵隊はどれぐらいだ？」

　一いつ瞬しゆんの怒ど気き。ビクターさんの額に癇かん癪しやく筋が現れる。皺が膨ふくれ上がった気がした。

「それが、オゼ、ジェーンの両幹部の姿が、兵も百を超こえて二百に近い数かと……」

　赤茶髪がみのアコースは怯おびえているのか、報告するうちに、顔を伏ふせていた。

　その報告を受けた鉄槌のビクターが、

「幹部もか！　糞くそがッ、兵もその数だと軍並みだ。それに、オゼやジェーンがわざわざ出向いたとなると、我々も覚かく悟ごせねばなるまい。デュマ行くぞ。遊歩道から先には行かせん」

「おうよッ、前は守るだけだったからな。今回は暴れてやるぜ。たとえ四腕が全部なくなっても【梟ふくろうの牙きば】をぶっ潰してやる！」

　デュマは四つの腕をぐるりと振ふり回まわし、力ちから瘤こぶを見せつける。

　闘とう志し溢あふれる気合いは周囲を活気付かせた。

「わたしも魔法で――」

「いや、お嬢は前回のことがありますので、ここに残ってください」

　ビクターの物言いにミアさんは驚おどろく。

　彼かの女じよは、これでもか、という具合に不ふ愉ゆ快かいそうな表情を露ろ骨こつに表す。

「何故ですか？　魔法があれば有利に運びます。わたしの火魔法は上級を超こえ烈級を扱あつかえるのですよ？　上手うまく誘ゆう導どうすれば多数の敵を一度に削けずれるはずです」

「いえ、前回はそれで孤こ立りつしてしまったじゃないですか。それに……今回は敵に〝幹部〟がいるのです。今までとは違ちがう。わたしは、命を懸かけて戦わねばならぬでしょう――」

「それなら、尚なお更さらで――」

「ダメですッ――お嬢、聞いてください」

　ビクターはもう彼女の話を聞く気はないようだ。ミアさんの言葉を遮る。

「ここの店を直接襲しゆう撃げきしてくる部隊があるかもしれません。それに、わたしやデュマが先頭に立って戦わないと、今回の敵は防ぎきれない。お嬢はここを頼みます。もしもの時は……にげ、いや……ここは先代の最後の店なんですよ？」

　ビクターは最後にミアさんに対して、何か言いたい感じだった。途中で言い換えて訂正していたけれど、少し目が潤うるんでいる。もしかして……死を覚悟しているのか？

「ビクターさん。俺はここで団長を守りますよ」

　赤茶髪のアコースはビクターの表情を見て男気を見せるつもりなのか、ミアさんへ見せ付けるように鋭い視線を向けて語っている。

　お？　赤茶髪の男、今、何か含み笑いをした？

　女団長を守り、いいところを見せたいとか？

「分かった。アコースには何人か手勢がいたな。ここを、お嬢を守れ」

　ミアさんは、ゆっくり目を瞑つぶり考える。

　そして、目を見開き、険しい顔を浮かべたミアさんが一歩前へ出た。

　一同を睥へい睨げいし見回す。大和やまと撫子なでしこの「極道の妻おんなたち」の一場面が過る。

「……ビクター。分かりました。デュマも皆さんも死なないでとは言いません。その代わり【梟の牙】を殲せん滅めつしてください。【ガイアの天てん秤びん】の意地と矜きよう持じを見せつけてやるのです。父ランゼル、母シーチカ、わたしを可愛がってくれたトトカ姉の恨みを晴らしましょう！」

「はい!!」

「だ、団長！」

「団長、やります」

「団長！　俺だって」

「団長ッ」「団長！」「俺もですッ団長！」「団長!!」

　若い衆は口々に団長と叫さけび気合いを入れている。

「おめェら、団長の心意気を聞いたな？　ガイアの意地ってもンを見せてやるんだ！」

「行くぞおおおおぉぉ」

　ビクターとデュマも気合一いつ閃せんの言こと霊だまを発し、扉を勢いよく開け放つ。

　そのまま外へ出ると、階段を勢いよく降りていく音が響いてきた。

　二階に居た若い衆たちもその動きに続く。

　部屋には俺と、ミアさん、アコースの連れている手勢五人だけとなった。

　ちょうどいい……乗り込もうとしていた相手梟から来た。

　元よりガイアに加勢しようとしていた身だ。気張るか。







第六十一章「灯篭通りの仁義なき戦い」







「それじゃ、俺も」

「シュウヤさん。冒険者の貴方が、また、危険に飛び込むのですか？」

　ミアさんは悲しげな顔を浮かべてそんなことを言う。

　こないだからずっとこれだ。助けられるのが嫌らしい。

「そういうことになるのかな？　何か文句があるようだが、それは今度……」

　黒猫ロロを肩かたに乗せた状態で話す。その場でミアへ向けて片腕を軽く泳がせてから別れると、会議室から飛び出だし階段を走るように降りていく。

　ビクターとデュマの姿を捜す。前方の石灯籠の前ではもう戦いが始まっていた。雄たけびが飛び交う、激闘だ。こりゃ、戦争だな。

　遊歩道の石灯籠が壊こわされ、人や獣人が叫び、殺し合いが起きている。

　鉈や長剣で斬きり合い、槍を振り回し、槌つちや素す手でで殴り倒す。

　地面には幾つものの死体が転がりあっちこっちで血ち溜だまりが出来ていた。

　ランチェスターの法則があるように戦争は数で決まるとか言うが本当にそうらしい。

　敵の暗あん褐かつ色しよく集団の方が明らかに押している。

　俺も遅おくれて参戦、一気に狂想顔を浮かべた血ち塗まみれた十数人が俺の周りにぞろぞろと集まってきた。黒猫ロロも戦いの雰囲気を感じ取った。

　毛を逆立てながら俺の肩から飛び降りると、そのまま何も鳴かずに黒くろ豹ひようと化した。

　黒豹ロロはキラリと光る口こう牙がを見せつけた瞬間、近付く暗褐色の敵へ向けて、首元から触しよく手しゆ骨剣を射出し銀色に輝かがやく骨剣で敵の胴どう体たいと首を貫つらぬき倒していた。

　更さらに力強いダイナミックな四し肢しの動きで飛び跳ねるように移動しながら、次の獲え物ものを狙ねらっていた。はえぇ、流石さすがだ……神獣の片へん鱗りんを見せつけてくれるな。

「こいつは無手の馬ば鹿かだ！　やっちまえっ！」

　戯たわ言ごとは無視。俺も頑がん張ばっちゃうぞっと、小さな気概を感じながら魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かんする。

　俺を無手だと思いこんで馬鹿にした暗褐色ローブ野郎は、切っ先を俺に向けながら、突然現れた武器に目を見開いてびっくりしているが――遅おそい。

　右手に召喚させた魔槍杖を斜ななめに振るい上げる。

　ローブ野郎の腹下辺りに紅べに斧おのを直ちよく撃げきさせた。

　そのまま一気にローブを巻き込みながら胴体を斜めに分断。

　別れ別れになった二つの肉にく塊かいが何十回と宙を回転しながら臓物を撒まき散ちらし血けつ環かんが舞まう中、離はなれて弓を構えている敵が視界に入った。飛び道具の敵から優先だ。

　弓使いへ向けて〈鎖くさり〉を射出。鎖は地を這うように突つき進み、弓使いたちの足を貫いてはとぐろを巻くように胴体を巻き込み仕留めていく。

　弓使いは複数いるが魔ま法ほう使つかいはいないようだ。だが、まだまだ数が多い。

　魔槍杖の紅矛ほこを地面へと突き刺さして――魔槍杖を両手で握り、棒高跳びの棒のように扱いながら群れの中へ――「ぬんっ!!」っと、気合い声を発しながら飛び蹴げりを敢かん行こう！

　暗褐色ローブの弓持ちを蹴りで吹き飛ばす。

　続けざまに、地面から魔ま槍そうを掬すくい上げ回転斬りを繰くり出す。

　襲い掛かってくる敵たちの群れへ紅べに斧おの刃ばを吸いこませ一気に数人を屠ほふった。

　その直後、周囲の敵は背中を見せるように一目散で逃にげ出していく。

　逃がすかよっ！　地を蹴り、逃げる奴やつとの距きよ離りを一瞬で縮めながら、逃げた奴の背中へ向けて魔槍杖の後端を振り下ろす――石いし突づき、蒼あおい竜りゆう魔ま石の塊かたまりが背肉を捉え背骨をひしゃげ折る。他の逃げていた奴らは逃げても無駄と判断したのか、観念するように動きを止めていた。彼らは得物を構えてにじり寄ってくるが、俺が魔槍をぐるぐると振り回し牽けん制せいしているので間合いを詰められない。それが狙いだ。

　動きを止めた奴から優先的に鎖で仕留めながら近くの兵士を魔槍で薙なぎ払う。

　数人の足を刈かり取っては、その最期を見ず――。

　魔槍杖の後端の竜魔石へと調節してない魔力を込め隠し剣氷の爪を発動。

　瞬く間に、長い氷柱のごとく氷の幅はば広ひろ剣けんが竜魔石から伸びる。

　俺の背後から迫った数人の胸を氷剣が貫いた。

「ひぃぃ、後ろに目でもあるのかよっ！　糞が――」

　ヤケクソ精神なのか、暗褐色ローブを着る男が叫びながら剣を投げつけてくる。

　急きゆう遽きよ〈導想魔ま手しゆ〉を盾たてにして投げられた剣を防ぐ。

　そして、逆に、歪いびつな魔力の手でその剣を掴つかんでは、剣を投げ返す。

　剣を投げてきた奴の股こ間かんに新しい剣を生やしてやった。

「あひゃっ」

　変な断末魔の悲鳴だ。更に、敵が密集しているエリアに突っ込み、魔槍を薙ぎ払う。

　紅斧刃が炎ほのおが灯ともったようにも見える。

　空間を走り抜ぬけるたびに一閃火花が吹き荒れた。

　続けざまに複数人を斬り殺していく。斬り、避さける、叩き、躱かわす、引き、突く。

　といったように、紅き流閃が戦場を支配した。

　次々と、俺に立ち向かってくる暗褐色の奴等を屠り続ける。

　こいつが、この辺では最後の一人。

「ヒィィァァ、ここっちにく、くるなぁぁ」

〈導想魔手〉を発動。また、逃げようとしたので、〝歪な魔ま力りよくの手〟により後ろから足を掴み動き止めた。

「な、なん、動けないっ――」

　動けない男の背中を紅矛で貫き串くし刺ざしにしてから魔槍杖を引ひき抜き、死体を左へ蹴り飛ばす――これで、周囲の敵を倒しきった。五十から百人は倒したか？

　周りを確かく認にん。灯籠が切られ、地面は血塗れ、死し骸がいが転がり臓物が飛び散って血の海が出来ていた……異質な光景。俺の周りだけ敵が寄ってこない。

　しょうがない、味方が少ないところを優先して狙い吶とつ喊かんした。

　俺が叫び声を上げながら参戦してから【ガイアの天秤】が勢いを取とり戻しつつあったが、いかんせん、俺という不確的要素があっても、味方の数が少ない。

　若い衆が次々と死んでいく。そんな時、ビクターとデュマが激しく戦っている現場が目に入ってきた。ビクターは二剣けんを扱う剣士と激しく戦っている。

　大槌で剣の攻こう撃げきを往いなし、弾はじいていたりスキルと思われる衝しよう撃げき波を発生させる槌撃を繰り出したりしているので、一見、互角に見えるが、怪我けがを負う度に動きが鈍にぶるので押されていると判断できた。デュマは鞭むち使いの女と暗褐色の兵に囲まれながら、善戦、いや、怪我が酷ひどいか、後退しながら戦っていた。どっちも苦戦している。

　怪我が酷いデュマを助けるか、と、決めてデュマの方へ駆けていく。

　走りながら、胸ベルトから抜いた短たん剣けんを〈投とう擲てき〉。

　――鞭女を牽制。鞭使いは古こ竜りゆうの短剣を鞭で弾きながら、身を退く。

　それを見て――〈鎖〉を射出。デュマを囲む兵士たちの一人の足に〈鎖〉を絡ませる。足を絡ませた男を持ち上げ、他の暗褐色戦士にぶつけてやった。

　隙すきが出来たので、デュマに近寄るために、更に加速。デュマを囲んでいる兵士の一人に背後から狙いをつける。走ったまま魔槍杖を真まっ直すぐ伸ばす。

〈刺突〉ではない普ふ通つうの突槍だが、矛は暗褐色ローブの背中を貫通。

「――グエッ」

　血塗れた紅矛が兵士の胸前に飛び出ていた。

「すまねぇ、助かった！」

　デュマは攻撃されながらも礼の言葉を述べている。しかし、デュマの腹には幾つもの剣や槍に貫かれた痕あとがあり、その傷口からは血が溢れ臓物の一部が見えていた。

　傷が深い。だがデュマの目はまだ死んでいなかった。俺おれの攻撃により囲みが完全に崩くずれた途端、目の前で対たい峙じしていた暗褐色の敵を四腕うでの剣撃で斬り伏せている。

「ヌオラァァ！　四剣のデュマはまだここにいるぞ!!」

　猫ねこ獣じゆう人じんデュマは自らの命を燃やすように叫ぶ。

　そのまま敵集団との斬り合いへ移行。

　彼かれを守ろうとするが――鞭の攻撃が俺の勢いを塞ふさぐようにピシャッと地面を削ってきやがった。

「――あんた、あんたが、槍使い、魔槍使いのシュウヤ・カガリだね！」

　体勢を直した鞭使いが叫ぶ。こいつが四腕のデュマを追おい詰つめていた鞭使いか。

　狐きつね目めの美人だ。豊満な胸も良い。

「そういうあんたは誰だれだ？」

「ケッ、わたしの名はジェーン・スライブ。ここを任されている者の一人さ――」

　鞭使いは、言葉終わりに片腕をくいっと振り上げる。

　すると、鞭がしなりトゲトゲが付いた先せん端たんが俺の顔に迫った。

　――チッ、ソレ鞭を避けるが、鞭はしなり速い。頬ほおに傷が出来ていた。

　次々と、しなる鞭の攻撃を繰り出してくる。このトゲトゲの部位だけでなく〝鞭〟自体が鉄か鋼物で出来ているようだ――綺き麗れいな女。胸がいちいち揺れるのもいい。

　敵として出会いたくなかった。だが、美人だろうと、俺に武器を向けたことは後悔させてやる、と、強気に考えるが……。

　――間合いが取り辛づらい。邪じや悪あくな笑えみを浮うかべたジェーンが腕を上下に振る度に、変則軌き道どうの鞭が連続で向かってくる――ピシャンッ――ピシャンッと、俺が避けて躱すたびに黄土色の地面が抉えぐられていく――鞭の軌道は不規則で読みづれぇ。

「アッハハハ、避けるのがうまいねぇ。だが、これはどうだい？」

　ジェーンは片手で鞭攻撃を行いながら反対の腕でスカートをたくしあげ太ふと股ももを露あらわにする。太股には黒ガーターベルトに繋がった〝もう一つの鞭〟が付いていた。

　さっと素す早ばやく、その鞭を取り出している。双そう條じよう鞭べんか？

　ジェーンは両手に握られた鋼鉄鞭を交互に動かしてきた。

　二つの鋼鉄の鞭が蛇へびのようにしなり俺に迫る――おっぱいが揺れている――っと、少し躱すのが遅れて、紫むらさき防具の上をかすった。

　この女、美人だが、やることはえげつない。

　冗じよう談だんめいたことを考えてる暇ひまはないな。

　更にジェーンの姿がぶれるように土つち煙けむりで覆おおわれた。

　鞭の乱舞で土を削り巻き上げてるらしい。

「どうだいどうだい。見にくいだろう？　槍使いっ、散々にわたしの兵たちを殺してくれて……お前はただじゃ死なせないよっ！」

　ピシャッピシャッと土を抉ってくる。無数の鞭の連打は止まらない。

　双條鞭の連続攻撃を――避けて躱し続けた。確かに余よ裕ゆう顔を浮かべるだけはある。

　こりゃ厄やつ介かいだ。しかし、流石に連打をしすぎだよ。お陰で間合いも把は握あくできた。

　さて、反撃開始といきますか。飛び道具には飛び道具。

　まずは牽制の〈投擲〉――女の頭を狙う。短剣を数本投げた。鞭で防がれるが構わない。

〈導想魔手〉を発動させ〈鎖〉も同時に発動させる。

　そして、俺自身も突進――ジェーンに向かって走り出した。

　鞭が左右から迫るが、〈導想魔手〉が右の鞭を掴み防ぐ。

　もう一つの左から迫った鞭を〈鎖〉を絡ませ防いだ。これで両方の鞭を封じた。

　そして、がら空きのジェーンに迫る。

「ヒッ」

　それが鞭使いジェーンの最期の言葉に。捻ねじられた魔槍杖の矛――〈刺し突とつ〉が女の胸を貫いていた。刺突により革かわ鎧よろいの胸に円形状の傷が発生。革が捲まくれジェーンの胸が露になるが、ふくよかだった胸は無む惨ざんにも焼け爛ただれ炭化が始まり、その真ん中には真っ黒な錐きり揉もみ状の巨穴が空いていた。円形状の傷口から血が噴ふん出しゆつ。

　ジェーンは鞭を落とし苦しそうな表情を浮かべて倒たおれていく。

　これで幹部の一人を倒した。そこで周囲を確認。

　右辺ではデュマが最後に残っていた【梟の牙】の兵士を斬り捨てたところだった。

　だが、兵士を倒した途と端たんにふらついて倒れてしまう。

「デュマ！」

　倒れているデュマに近付いた。奮闘したのだろう。周りには十人は余裕で超える暗褐色ローブを着た兵士たちが骸むくろとなっていた。あの怪我を負いながら、この人数を倒したのか……だが、デュマはもう、虫の息だった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、あの鞭女を殺やったのか？」

　デュマは喋っているが、三つの瞳ひとみがそれぞれ動き焦点が定まっていない。

「そんなことより、今、薬を出す」

「い、いや、いい。それより、殺ったんだな？」

「ああ、殺ったとも……」

「へへ、そ、そうか。み、短い間だったが、せせわ、ぐふぉぁ、だ、だんちょを、た……む。ニア、あ、ぁ、だんぉ、たの……」

　低い声で、いたいたしく血塗れた歯の間から最後の言葉が洩もれた。

　四腕のデュマは死んでいた。

「――分かったよ。この戦いだけは頼まれてやる」

　瞳どう孔こうが散大しているデュマの三つの目。

　俺は黙だまって手を伸のばし上から下へと瞼まぶたを閉ざしてあげた。

　――安らかに眠れ。

「にゃにゃ～」

　そこに黒猫ロロが全身血だらけで戻ってきた。

　触しよく手しゆ剣けんには死体が三つずつぶら下がっている。引きずって持ってきたらしい。

　死体の獲物を放りなげると、ぶるぶると身体からだを震ふるわせ血を周りに飛ばす。

「それは近くでやるなよなぁ――」

　血を拭ぬぐい、ついでに飲む。

「にゃ？」

「いや、それより、凄すごい数を仕留めたな……」

「ンンン、にゃぁん」

　自じ慢まん気げだ。黒猫ロロはその場でくるりと回り答えていた。

　そこに走ってくる足音が聞こえてくる。魔ま素その反応は一人、足音も一人のみ。

　俺はデュマの死体から離れ、黒猫ロロも距離をとった。走ってきたのは、さっきビクターと戦っていた二剣を持つ男。

「なっ、ジェーンッ、殺られたのか……お前がここで死ぬのかよっ！　フェニムル村を十で飛び出してから各地で糊こ口こうをしのぎ、鞭の技を磨みがいていたお前が……俺の神々に対する思いと闇やみギルド員たちの忠誠を皮肉って馬鹿にしていたお前が……いつものヒステリーはどうした？　作戦を練ったのはお前だろうがぁ!!」

　走ってきた男は鞭使いジェーンの死体を見るや否や、二剣を持ちながら死体に駆かけ寄り、そう叫んで、目には涙を溜ためていた。

「ロロ、こいつは手て練だれそうだ。俺一人でやる」

「にゃ」

　黒猫ロロは距離を取り、背後にあった崩れた石いし灯どう籠ろうの上に乗っかると両足を揃そろえて座り見守る姿勢となる。

「……ジェーンを殺ったのはお前か？」

　二剣を持つ男は〝血走った目〟で俺を見て、そう話す。

　彼は小こ柄がらな背格好、赤茶のマントを背中から羽織っていた。

　その色合いのせいか全体的に血の色に見えてくる。実際にも返り血が付着した鋲付き革鎧スタデツドレザーアーマーを身に着けているので、そう見えているのだろう。

　――どす黒い殺気だ。右みぎ腕うでには細長い剣が握られ、先端からは血が滴り落ちている。

　左腕に握る得物は短剣と長剣の間くらいのサイズ。

　切っ先から柄頭まで青銀色に輝く短剣だ。どちらも特とく殊しゆ仕様な剣か？

　こいつが来たということは鉄てつ槌ついのビクターも殺られてしまったらしい。

「……そうだ」

　俺は短く返答した。

「お前が槍やり使いか。ジェーンが話していた通りになっちまったな……」

　そんなことを語っても知らねぇし知りたくもない。

　いや、ここでイラついてもしょうがない。もっと冷静に見極めろ。

　俺自身にそう問いかけながら、右手に握った魔槍杖を構える。

　腕わん甲こうを装着してる左腕をそっと前に伸ばして、指でちょいちょいっと挑ちよう発はつ。

「ご託たくはいいだろ？　こいよ」

「ハッ、わかってるじゃねぇか。〝青銀のオゼ〟、オゼ・サリガンが参る」

　え？　オゼは名乗ると礼れい儀ぎ正ただしく試合をするように、お辞じ儀ぎをしていた。

「〝闇夜の盗とう賊ぞく神ノクター〟よ――俺は誓う。こいつの血肉を冥めい府ふにいるだろうジェーンの魂たましいに捧ささげるとっ！」

　そう大声で天に呼び掛けると、全身にゆらぁっと黒い湯気が発生。

　なんだぁ？　神の恩おん寵ちようか？

　黒いオーラに縁ふち取どられたオゼは右手に握られた細い長剣、レイピアとグラディウスを合わせたような特殊剣をゆったりと動かす。何かの剣法を感じさせる。

　だが、注目すべきは、あの左手に持つ短剣だ。やはり、色的に魔ま法ほうの短剣か？

　魔察眼で見ると、短い刀身には赤と青の魔法文字が渦巻くように発生し、独特な光を発しているのが分かる。彼は片手剣と短剣の角度を変え左足を少し前に出す構えを取った。

　二刀流独特の構えだ。俺を見定めるように碧みどり色の瞳を動かしている。

　オゼは余裕の笑みを浮かべ一定の距離を保ちながらジリジリと間合いを詰めてきた。

　慎しん重ちような奴らしい。簡単には挑発には乗らないようだ。

　様子見を兼かねて魔槍杖を伸ばす。紅矛を向かわせた。

　オゼは俺の突きを待っていたように、青銀の短剣で魔槍杖の穂ほ先さきを弾く。

　そして、細い長剣を素早い所作でスムーズに俺の胸へ伸ばしてきた。

　――カウンターリポストが速い。

　オゼの剣突を魔槍杖の中部で受け流してから、俺は下段蹴りを放つ。

　オゼは、俺の蹴りをちょんっとした軽い跳ちよう躍やくで避けながら流れるように長剣を上段から俺の頭へ振り下おろしてくる。急ぎ、魔槍の上部でその上段斬りを左に受け流し――金属の衝しよう突とつ音おんが響ひびく中――更にオゼが前進。間合いを零ぜろとした瞬間、左手に握られた短剣で俺の顔を貫こうと伸ばしてきた――鋭するどい連突き。青銀の異名通り、青い銀閃の軌道を生み出す。

　それを見み極きわめるように首を左右に動かし避け続けた。

　――頬に一筋、二筋と横傷を食らう。

　いてぇ冷たい？　冷気？　今度は長剣が変則軌道で胸に来る――。

　その軌道の刃やいばを体を左右にずらして躱しながら後退。

　左側へ弛ゆるむように少し出ていた――俺の外がい套とうにオゼの短剣と長剣の攻撃が掠かすり紫の火花が散った。頬に受けた短剣の傷からは冷たい冷気のようなモノが感じられた。

　魔力が僅わずかだが減ったような感じもする。あの短剣に吸われたのかもしれない。懐ふところに入られると短剣は厄介だな。魔ま闘とう脚きやくで少し距離を取った。

「――すげぇな。この短剣を僅かでも食らったら、魔力が吸われて、〝くらくら〟とするはずなのに表情も変えないとは……ん？　傷が再生しているだと!?」

　頬の傷が再生しているのに気付いたようだ。

「あぁ、特異体質なもんでね」

「おぃおぃ……まじか」

　オゼは俺の再生力に驚いている。

　そんなことよりも、オゼの持つ〝魔法の短剣〟に興味を持った。

「その短剣は何だ？　魔法の？」

　俺の文言に余裕が出たのか、オゼは顔をにやりとさせる。

「そう、その通り……やはり気になるか？　これは魔法が――!!」

　オゼは俺に一瞬の油断を誘おうとしたのか、最後の言葉を言う前に右手の長剣をフェンシングのように扱い、前進しながら自らが矢になったかのようなフレッシュの連続で突いてくる。俺はまた、身体を左右にぶらすように小刻みに動かして、その剣突を避けていく。

　お返しに魔槍杖の穂先で突くが、オゼは魔法の短剣を逆手に持ち守勢に回ると、巧たくみに魔槍の突きを捌さばいてきた。古竜の紅矛を弾いても、オゼの短剣は輝いていた。

　――丈じよう夫ぶな短剣だ。刃こぼれもしてない。

　それにリズムが良い。背格好が小さいが中々やるな……。

　いや、この場合、小さいからこそか。

　短剣と細身の長剣、〝二つの間合い〟がある感じだ。

　だが、楽しい。久しぶりに歯は応ごたえある敵だ。オゼは飛び道具を使わずに、二剣流のみ。

　あの独特な短剣術は参考になるし、歩法も盗ぬすみたい。だから、俺も魔槍杖だけで、槍使いとして……戦ってやろうじゃないか。

　そんな事を考えながら、魔槍杖を連続で突き出していく。

　しかし、オゼが扱う二つの変則的な間合いに矛撃が捌かれるだけとなった。

　オゼは調子に乗ったようで細身の長剣を捻ひねり、紅斧刃を引っ掛けるように、俺の魔槍を上方へ弾くと体勢を低くして、間合いを詰めてきた。

　魔力を足に込めた――魔闘脚系による素早い詰め。

　嘲ちよう笑しようしたような表情を浮かべたオゼは、途と中ちゆうで体を横回転させ遠心力を生かした長剣の回し斬りに加えて、短剣を変則的に扱う。腕をくねらせて伸ばしてきた。

　うひょ――。

　魔槍杖が弾かれた分だけ回かい避ひが僅かに遅れてしまう。

　長剣の回転斬りは身を捻って躱せたが――青銀の刃は不規則な軌道な上に滑なめらかな動き。

　こりゃ、躱すことは不可能。いてぇ――俺の手首から肘ひじの辺りまで、一つの血筋が作られた。オゼはそのまま流れる動作で俺の眼がん窩かへと短剣の刃を伸ばしてきた。

　切り傷を負いながら、退く――。

「クッ……！」

　急ぎ、間合いを取り――離れる。ちゃんと、外套や鎧部位のない右腕の弱点を狙ってきやがった。どうしても、攻撃するときは前が空くからな。

　斬られたせいか、身体がだるくなって軽く倦けん怠たい感がくる。

　魔力を消費したのにも似ている？

「もしかして、その短剣、魔力だけでなく体力も吸いとったりしちゃったりする？」

「あぁ、正解だ。正確には生命力だがな。へへ、さっきのよりは深い傷を受けたはずだ。かなりの倦怠感を感じてるはず……」

　俺に傷を付け、自信を持ったのか、恍こう惚こつとした表情を浮かべるオゼ。

　左手に握られた魔法の短剣からは血が滴り落ちている。

　その血をオゼは振り払はらうと、昏くらい喜びを味わうように不気味な表情を維い持じしたまま構え直して俺と向き合った。

　オゼは黒い闇色の衣のような絶望を感じさせるオーラを全身から放出させながらトントン、トトントンッと上下に体を揺ゆらし、アウトボクサーのようなリズムに乗っている。

　あんな短剣で刺されたら一体どうなることやら……マゾなら嬉うれしいんだろうけど。

　もう、観察して、動きを盗むのはやめだ。

　最初から本気だが、もっと集中しよう……。

　全身に魔闘術を纏わせる。そして、オゼを睥睨。

　オゼは咄とつ嗟さに、その俺の殺気に反応。考えを読んだのか分からないが、俺が動く前にオゼは長剣を伸ばし短剣の間合いにするために距離を詰めようとしてきた。

　しかし、もうその〝剣条軌道〟は読める。

　オゼの右腕に握られた前進しながらの剣突フラツシユを難なく左に〝爪つま先さき半回転〟で避けると、振り向き際にオゼへ向けて初めて〈刺突〉を繰り出した。

　紅矛が赤き軌跡を残す―紅矛。風切音が鳴りけたたましい金属音が響く。

　その音の示す通り、オゼはきっちりと反応していた。

　長剣と短剣をクロスさせ、〈刺突〉を見事に防いでいた。

　だが、顔を歪ゆがめている。

　そこから、オゼの表情から余裕がぱたりと消えた。

　お構いなしに連続で突いていく。

　さっきとは違う魔闘脚を交えた微び妙みように間合いタイミングをずらしながらの魔槍杖の突きを繰り返かえしていく。

　これはアキレス師匠直伝風槍流突き崩し技『脈臓』。

　時折、普通の突きと〈刺突〉を織り混ぜる。

　緩急をつけた威い力りよくも変わる連撃に防戦一方となるオゼ。

　俺は間を与えず魔闘脚を用いて距離を詰めた。竜魔石の塊でもある石突から穂先の紅斧刃による連続回転撃を続けざまに繰り出していった。

　左右から繰り出す重い一いち撃げき、一撃の連撃に顔を歪めた彼は、耐たえきれずに反動で腕が上方へと運ばれていく。そこで、オゼの〝二つの間合い〟は完全に崩くずれた。

　脇わき腹ばらに石突が、右胸に穂先の矛が深々と入り、止とどめの〈刺突〉が喉のどを捉とらえてオゼの首を穿うがった。千切れた首が勢いよく宙に舞う。血飛沫が夕闇に紗しや幕まくを作る。

　最後の突きの衝撃により、首なしの胴体は地面に叩きつけられるように転がった。

　骨が折れる鈍にぶい音と血飛沫の生々しい音が重なり合う。

　饗きよう宴えんのラストを飾るようにオゼの頭首が地面に墜落、転がり、まだ生きているかのように、その口から「ぐぶぉっ」と、呻うめき声ごえと血が溢あふれ出してオゼは息絶えた。

　一対一の対決を征せいした余よ韻いんもなく、黒猫ロロが走り寄っては頭を擦こすりつけてきた。

　しかし〝青銀のオゼ〟二つ名を持つだけはあった。
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　正直強かった……カリィより接近戦は確実に上だろう。

　オゼ、名前もシンプルでカッコイイ……まったくもって関係ないけど、「カイザー・ソゼ」という名作映画に出ていた謎なぞの名称が脳のう裏りに浮かぶ。

　さて、この魔法の短剣と特殊な細長剣は貰もらっておこう。

　アイテムボックスに放り込んでおく。

　そこで改めて周囲を確認した――戦場は静せい寂じやくが支配。

　敵味方関係なく死体の山だ。血ち糊のりと血の臭においだけが広がっている。

　もう誰も戦ってはいない。ビクターはやはり死んだのだろうか……。

　暗褐色のローブの死体が多いが、味方の死体も少なくない。

　この分だと味方も全ぜん滅めつか……死体を確認していく。

　ジェーンの死体側に落ちていた古竜の短剣を回収。

　ビクターの厳いかつい皺しわが目立つ顔を捜さがす。鉄槌が落ちてれば……見つけた。

　ビクターは大の字に倒れている。大往生といった感じで、鉄槌を持ちながら死んでいた。

　その亡なき骸がらには幾いくつもの斬られた傷がある。きっとオゼから受けた切り傷だ……。

　あの魔法の短剣を食らったら、普通の人族じゃきついよな。

　南無三……だが、幹部を倒したんだ。これでこの都市にいる【梟の牙】は瓦が解かいするはず。

　悲報だが、団長のミアさんには知らせてあげないとな。

　仲間が死んだことは辛いだろうが仕方がない。

【ガイアの天秤】の店に戻もどろう。ビクターの鉄槌も回収しておく。

「ロロ、戻るぞ」

　黒猫ロロを連れて店へ急いで戻った。

　――え？　何故なぜだ？　店に戻ると、店の一階は滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊され二階は燃えていた。

　本当に別動隊がいたのか？　だが【梟ふくろうの牙きば】の幹部は全員殺ったはず。

　ミアさんは、残っていたメンバーは……。

　不安が俺の心を巡りながら外階段に向かう。

　おっ、血か？　血の跡だ。階段から血の跡が残っていた。

　転々と一階、店前へ続いている。

　血の跡は店先を越こえて路地の向こうに続いているようだ。血の跡を追った。







第六十二章「鬼神な強さを誇る優しき虎」







　血の跡を追い斜はす向むかいにある路地裏へ進む。だが、路上に付着している血痕が、途切れ途切れになってきていた。掌しよう握あく察を――使う。

　だが、あちこちに魔素の反応がある。正直、分からない。

　路地には路上生活者やトタン屋根に暮らす人も居るので、魔素の反応が多すぎる。

　……仕方がない。こうなったらヴァンパイアハンターに気付かれてもいいから〝アレ〟を使うか。〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉を発動。これを使うと思わず鼻を動かしてしまう。くんくんっと、女の汗あせの臭においはすぐに分かる。

　――複数感知、おっ、あった。濃厚な血の匂におい。女の反応。しかも新しん鮮せんで若い。匂いの元は右の路地の先だ。縁取った線があるわけじゃないが、匂いの下へ駆けていく。

　あそこか。廃屋の中。元は何かの店舗だったのか内部にあちこちに梁はりがあり、建物内部としては確しつかりしていた。

「ロロ、ここからは慎重に行く。中に入ったら指示には返事しなくていいからな」

「ン、にゃ」

　黒猫ロロに指示をして一階の奥おくへ向かう。

〈分泌吸の匂い手〉により、血の匂いがより強くなる。

　処女の血だと分かったが、ミアさんは恐きよう怖ふを感じているらしい。

　魔素の反応もあった。ミアさんは生きている。

　男のくせぇ汗が五人、女が一人。そこに声が響く。

「あははっはは」

「痛いっ――」

「びびってるなァ？　元、団長ォォ」

「おぃ、ダンヒル、あまり傷を増やすな。団長、いや、その女は商品なんだからな。気を付けろ」

「アコースさん、この女を手土産にする前に、頂いちゃだめっすか？」

「ボケ――」

　――物が壊れる音が聞こえた。この壁かべ向こうだ。〈隠身ハイド〉を発動。

　黒猫ロロへアイコンタクト。指で指示出す。

　向こう側から回れと黒猫ロロを反対側へ向かわせた。

　俺は壁伝いに移動する。声が響いているのは薄うす暗ぐらい渡わたり廊ろう下かだ。

　はっきりと声が響いてきた。

「いたたた、アコースさん蹴らないでもいいじゃないですか。痛いっすよ」

「うるせぇ。何、手出そうとしてんだよ。何のために拉ら致ちったと思ってんだ。下げ種すが。この女は高く売れるんだよ。【梟の牙】の幹部であるジェーンと約束したんだ。無事な状態で引き渡すとな」

「例の鞭使いの〝女〟幹部とですか」

「そうだ。その証しよう拠こに、この梟のブローチと、暗号の〝腹を空すかせば梟が飛ぶ〟の言葉を教えて貰った」

「腹を空かせば……」

　アコースの部下が呟つぶやく。

「たっく、お前のせいで、この話が無駄になったらどうするんだ？　【梟の牙】に入れなくなっちまうぞ？」

「そ、そうですね。すみません」

「――貴方あなたを含ふくめて、全員が〝屑くず〟ですね」

　ミアさんの声だ。

「馬鹿女が。その屑に【ガイアの天てん秤びん】は潰つぶされたんだぞ？　ま、最初は邪じや魔まされたが、今回の奇襲に合わせて、大成功ってな」

「……最初？」

「そうだよ。あの時は〝激強の魔槍使い〟に邪魔されたがな……」

「そういうことだったのですね……やはり、屑です」

「ケッ、ほざいてろよ。粋いきがりやがって、裏切りに気付かねぇ素人しろうと女がよ、こんな、しょんべんくせぇガキ女が、団長だったとはお笑いもんだなァ」

「……」

「なんだァ、その目は？　お高くぶって入られるのも今の内だぞ」

「そうでしょうか？　【梟の牙】が裏切り者の貴方たちを喜んで迎えるとでも？　裏切り者の下種――」

　鈍い音が響く。聞いておいてなんだが、殴なぐられたか？

　糞くそッ、ミアさんが……。

「おいィ、うるせェッ、といってんだよ！　素っ裸にして街中で晒さらすぞ？」

「ぐ、ゲホッケホッ……」

「えぇ、アコースさんだって、殴っているじゃないですか」

　部下らしき声がはっきりと分かる。

「あぁ、いいんだよ。腹は見えねぇ、だろ？」

「だってさっきは顔を殴ってましたよ？」

「俺は特別なんだよ」

「それじゃ、俺も特別をくださいよ、この女を犯おかしたい」

「ぷっ、お前はさかりのついた犬かよ。とにかく、今は駄だ目めだからな？」

「今はですね、ハイ」

　コイツら……俺は音の方へ近付いていく。壁からクリアリングするように索敵を開始した。狭せまい部屋だ。手前に見張りとみられる二人の男。その奥にミアさんが太い梁にロープで縛られている。その周りに拷ごう問もんしていた三人の男だ。見張り二人を瞬しゆん時じに殺やり、奥の三人を同時に殺るか。黒猫ロロのタイミング次し第だいだが。

　敵の有視界も確認――殺れる。ミアさんはあられもない姿だ。

　顔には殴られた跡があり鼻血が流れていた。

　胸の服が切られ、乳首が見えちゃってるがな。布スカートは切れ切れにされちゃってる。

　あの綺麗な顔を……怒いかりが、噴出――我が慢まんならねぇ。俺は突入していた。

　魔ま槍そう杖づえを振ふるい――横一いつ閃せん。見張りの首を飛ばす。

　刎はねた首が地面に落ちる前に胸ベルトから短剣を引き抜き、横合いからもう一人の見張りに近付く。胸を一突つきして、標的の口くち顎あごを押おさえながら、短剣を首に突き刺さし地面に優しく倒した。手が返り血で濡ぬれるが、僅かな音も漏らさない。

　見張りの二人を、無音暗殺サイレントキリングで沈めた。

　ここで〈隠身ハイド〉を解除し、前進。

〈導想魔手〉を発動。魔力の拳こぶしでミアさんの側そばにいた男を殴り飛ばす。

　同時に〈鎖くさり〉を射出。赤茶髪がみの野郎の胸を鎖で貫つらぬく。

　残りの男は黒猫ロロの触手剣により頭ず蓋がいを貫かれていた。

　念のため〈導想魔手〉で殴り飛ばした男を確認。

　その男は木材の破片により頭と首を貫かれて死んでいた。

　俺は急ぎ、梁に巻き付けられているミアさんのところへ戻る。

「――ミアさんッ、大丈夫か？」

「あぁぁぁ、しゅ、シュウヤさん――」

　ミアさんは安心したのか堰せきを切ったように泣き出す。

　体を縛っていたロープを切りミアの体を優しく抱だいてやった。

　切れ切れの服なので、俺の大きめの皮服を被かぶせてやる。

「今、ポーションを出すから飲んで」

「……はい」

　アイテムボックスから回復薬を取り出す。

　ミアは手が震えているので飲ませてあげた。口元が悩なやましいとは言えない。

　薬の効果か、彼かの女じよの口や鼻から流れていた血は止まり傷が癒いえていく。

「ありがとう。楽になりました」

「良かった。それにしてもアコースの裏切りか」

　俺の言葉にミアは胸を貫かれ死んでいるアコースを睨にらみ、冷たく反応した。

「――えぇ、そうです」

　部下たちのことを言わないとな……。

「だが、ミアさんだけでも助かってよかった。……皆みな、殺られてしまったし」

「え？　そ、そんな、まさか……」

　ミアさんは俺の言葉を聞くと、目を見開き、瞳孔の散大と収縮を繰り返す。俺は黙って、頷うなずいていた。彼女は体を震わせながら両足の太股をペタッと地面に付けて、その場で大粒の涙を零こぼし……打ちひしがれた様子で沈しずむ。

「う、うそよ、うそ、うそうそ、なんで……」

　ミアさんにかける言葉が見つからない。辛いが話しておかないと。

「デュマの最期は俺が看み取とった。ビクターも敵の幹部に……味方の若わかい衆しゆも全員殺られただろう。だが、戦った相手【梟の牙】も壊かい滅めつだ。二人の幹部も俺が殺った。もうこの都市に【ガイアの天秤】の敵はいないよ」

　慰なぐさめになるか分からんが……だが、俺の言葉を聞くと、更さらなる大泣きへ発展してしまった。ミアさんは体を震わせ体を折り曲げて泣きじゃくる。地面を叩たたいて……。

　苦悩、鬱うつ屈くつ、暗あん澹たんとした敗走の心情なのだろう。暫しばらく、黙って傍そばで見ているしか、俺にはできなかった。泣きじゃくる声は、時間が経たつと、弱いあえぎ声にまで静まる。

　黒猫ロロが心配になったのか、ミアさんの腕を舐なめていた。

　彼女は顔を伏ふせていたが、黒猫に優しい目を向けている。

　黒猫ロロを見やった後、上うわ目め遣づかいで俺を見つめてきた。

　だが、柳りゆう眉びを逆立て目は冷めている。彼女は立ち上がりながら、冷えた瞳に熱を入れるようにぽつりぽつりと怒りを込めて話し出す。

「……シュウヤさんっ、わたしを助けてくれたことには感謝しています。ですが、何故、争いに介かい入にゆうしたのですか？」

「それは――」

　ミアさんは俺おれに喋しやべらせない。

「――あなたなら争いを無視して逃げられたと思います。わざわざ自分の命を危険に晒してまで、暗黒社会の争いに飛び込む必要はない筈はずです……わたしを助けるために〝冒ぼう険けん者しや〟の、あなたが……あなたがっ、闇の争いに加わっては駄目なんですっ！」

「にゃ？」

　黒猫ロロの声も『何怒おこってるにゃ？』的な感じだ。

　しかし、そんなこと言ってもな……。

「しかし……」

　ミアさんは眉をほそめて、今まで見せたことない表情で目くじらを立て俺を見る。

　俺に喋って欲ほしくないらしい。

「――あなたにとって、冒険者の立場では得られない、刺し激げきか、何かを求めたのかも知れません。でも、あなたは、わたしたち闇側の人では無いんです」

　当然だな。闇ギルドではないし。人族でもない。そう。俺はむしろ、闇ギルドなんかよりも、もっと濃のう密みつな闇の側面を持つ怪物であり、新種族だ。だが、そうとは言えない。

「……そうだな」

　俺は冷静に答えていた。

「あ、あなたは、冒険者なんですよ！　普ふ通つうの冒険者なんです！　ずるいんですっ、ダメなんですっ、黒社会の粗悪な闇に関わってしまってはダメなんですっ！」

「ンンンン、にゃお」

　黒猫ロロはなんか返事をしているし。でも、冒険者でずるい？

　なんか、ただのやっかみ状態だな。助けてやってこれか。まぁ、今はしょうがない。

　怒りを吐き出だしているんだろう。これは彼女のためだ。心が壊れないためのな。

　逃避行動だとしても〝少し〟は、聞いてあげるか。

「……確かに、そうなのかもな」

「わたしには守るべき者たち、わたしが背負うべき者たちがいたのに……結局、助けられなかった……」

　ミアさんは手や体が震えている。目には涙を溜めて、俺を睨む。

「……最初にシュウヤさんは〝わたしを助けたい〟と、言いましたよね」

「言ったな」

「わたしを助けるのなら、皆も助けてください……ビクターを、デュマを、皆をっ!!」

　すまん……死んだ奴やつは無理だ。この世界になら蘇そ生せい魔法があるかも知れないけど、俺は知らない。ゾルが生きてたら、シータのような存在で生き返ったかもしれないが。

「……」

　俺が無理だと言おうとしても、続けてミアさんが口を開く。

「でも、できるわけないですよね？　皆、皆、死んじゃいましたから」

「確かに、だが――」

　ミアさんは俺の言葉に〝また〟被せて重ねる。

「――あなたは〝わたし〟を助けて、自分が気持ちよくなりたいだけなんです」

　イラッとしてくる。だけど、その通りだ。

　虐しいたげられているところを見たくないという事は、結局は自己満足に過ぎないからな。

「……そうかも知れない」

「そうです。わたしを見殺しにしてしまえば、あなたは冒険者としての気持ち、ううん。自分の矜きよう持じまで失ってしまうから、だから、あなたは〝何も背負おうとしない〟」

　はは、今度はすげぇ毒舌、ストレートパンチだ。言葉の〈刺突〉、皮肉を越えてはっきりと言うね。しかし、ぐうの音も出ない。当たりだよ。〝背負おうとしない〟か……。

　彼女は何気なく言ったのだろう。

　だが、無責任な俺にとって、ピンポイントなクリティカルだ。

「……確かに」

　ミアさんは大粒の涙を流しながら、改めて俺の顔を不思議そうに浮うかべて見ていた。

「……シュウヤさん。ど、どうして、わたしを責めないのですか？」

　今度は打って変わって弱々しい声で聞いてきた。

「にゃ」

　黒猫ロロも地面の上で人形のように座すわりながら鳴く。

　正直、俺の心にはグサッと言葉の刺突が突き刺さったが、いい意味でも悪い意味でも、俺の無責任さを改めて考えさせられた……言葉の薬として受け入れる。

　だから、今は聞いといてやるさ。我慢できなくなったら、ハッキリというけど。

「……そりゃ、ミアさんのためさ」

「そんなこと、しないでもいいんですよ。こんな、わたしのために……わたしなんて、最低な団長、最低な女ですから。皆を死地に追いやったのは、わたしなんです。〝死なないでとは言いません〟とか、最後に都合の良いことをいって……結局は父、母、トトカ姉さんの仇かたきを名目に、皆を殺すように誘ゆう導どうしたのは、わたし自身なんですから！」

　悲痛な思いが木霊こだました。

「しかし、あの時と場所で、闇ギルドのトップとしての言葉だ。そりゃ仕方ないだろう。俺も同じ立場なら近い言葉を話していただろうし」

「……では、救われた者は死んでいった者に、どうやって報いたら良いのですか？　あなたはこんな思いからも、本当に助けてくれるのですか？」

　ミアさんはここで嗚お咽えつを漏もらす。

〝わめき声と怒りには意味はない〟マクベスの一節が頭に過よぎる。

　いや、ここでマクベスを思い出すと縁起が悪いか、夢遊病のようになった婦人が「消えろ、この忌いまわしいしみっ」と、発言をしながら手を洗う場面は覚えている。

　婦人は精神を病んでしまうからな……ふぅ。

　少し、文句ばかり言われたんで、思考が脱線してしまった。

　我慢できなくなってきたから、泣いている彼女にはもう〝さん〟はつけない。

「……すべてを助けることはできないな」

「それはどういう……」

「どうもこうもない。月並みな言葉だが、ミアが少しは楽に思えることを言えるぐらいだ」

「わたしが楽に？」

　彼女は涙声で強がるように訊きいてくる。

「あぁ、ミアの部下たちは一部を除いてだが、【ガイアの天秤】が不利なのを承知で、お前を〝助け〟〝守ろう〟と死んでいったはずだ。幹部のビクターは最後にお前を止めていただろう？　ひょっとしたら、ミアには逃にげて欲しかったんじゃないか？」

「そうでしょうか……」

　違ちがうかもしれない。

　けど、そんなことは言わない。余計なお世話だが、負の連れん鎖さから解放してやりたい。

　偽ぎ善ぜん者しやになろうとも。

「それはお前の気持ち次第だ。そんな仲間たちに報いるには、お前がこれからの未来を少しでも〝幸せに〟生きることが大事なんじゃないか？」

「……わたしが幸せ？　それでは、普通に生きろと？」

　彼女は少し眉を細めて、困惑気味に語る。

「そうだ。綺き麗れい事なのは分かってる。けど、お前が普通に生きていけば、死んでいった者の餞はなむけにはなるだろう……」

　ミアは俺の言葉を聞いても、その険しい顔色は変わらない。

　だが、俺は構わずに、話を続けた。

「復ふく讐しゆうして気が紛まぎれるのなら……手伝ってやってもいい。だが、死んでいった者は喜ばないかもな」

　かぶりを振る彼女。
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「――今更、普通に生きるなんて無理です。【ガイアの天秤】に命を張った人たちの思いを考えたら……のうのうと生きて余生を過ごすなんて、心が保てません」

　ミアは自らの話の途中で、俺をハッキリと見つめてくる。

　その涙で溢れた瞳ひとみの奥底には憎しみの澱よどんだ色が浮かんでいるようだった。

　まぁ、当然だ。

「だがなぁ……〝人を憎むのは自ら毒を飲むということ〟というぞ？」

「……今さら、どこかの司祭の受け売りな説教ですか？　いいんです。あなたには分からないんです。わたしたちの気持ちなんて」

　う、まずったか。確かに俺では、人の気持ちを推し量り、心を解ろうとするのは無理なのかもしれない。いや、それこそ烏滸おこがましい思考だ。

　だけどな。そんな俺にだって言えることはある。

「……言いたいことはそれだけか？　確かに、俺は部下を持ったことがない。今は、ただの冒険者だ。冒険者の日常を中ちゆう途と半はん端ぱにはみ出して、闇やみギルドに足を踏み入れている。俺の場合は踏み潰しているともいえるが……」

　そのタイミングで、間をおいて、目に力を込めながら心情を吐と露ろしていく。

「そうやって、俺は無闇に力を振り回まわしては、人を中途半端に助け、正義感に浸っている。お前が言ってた通り、俺は自分の行動が気持ちいい。美人な女を助けてモテたいとか不ふ埒らちなことを考えているし、完全な自己満足だ。偽善者だろう」

　自じ虐ぎやく過ぎるが、ミアなら、ちゃんと聞いて判断してくれるはずだ。

「で、ですが……」

　ミアに話させるつもりはない。今度は俺のターンだ。

「――俺は〝のらりくらり〟と冒険者生活をしながら、殺しに混ざっている。完全なる外野側だ。だから、ミアにとって中途半端に見えるのだろう？　確かに、その中途半端な偽善者が〝俺〟なんだよ。だけどな、その中途半端な自己満足野郎が、お前を救ったんだ。そして、これからも救うことになる。どんな〝闇ギルド〟だろうが、俺の前に立ち塞がるのなら、踏み潰してやる……さすがに国が相手なら交こう渉しようすると思うけど、でも、好きな女や仲間のためになるのなら、相手が一般人だろうと虐殺を行うことも躊ちゆう躇ちよしないで暴れるつもりだ」

「……そっ、そんな。これは死んでいった仲間たち【ガイアの天秤】である、わたしたちの戦いなんです」

　ミアの気持ちは分かる。俺だって、部下、仲間、家族が殺られたら絶対に復讐を果たす。

　けどな……力の無い復讐なんて……はっきりと厳しくいうか。

「お前の戦い？　自うぬ惚ぼれるなよ。だいたい、お前一人で何ができる？　前の戦いで【梟の牙】の支部を潰したといっても、あれは〝俺〟がやったことだ」

　ミアはショックを受けたのか、目を見開き、あわあわと口を動かす。

「……」

「それに、何度もいうが、この一件に関かかわる前から【梟の牙】にはちょっかいを出されているんだ。だから〝俺の戦い〟でもあるんだよ。あと、デュマが逝いく前に、お前を頼たのむと、いわれたしな」

　彼女は唖あ然ぜんとなった状態で、口を震ふるわせながら話す。

「わ、わたしは〝団長〟として責任を果たしたいんです。【梟の牙】を倒したいです……」

　言ってる言葉は立派だが、もう覇は気きがない。

「だろうな？　だから、手伝う――いや、無理だな。【梟の牙】がこのまま黙だんまりするとは思えない。俺を捜して襲おそってくるだろうし、その都度、返り討ちにしてやる。しつこかったら潰しにいく」

「駄目です。だって、だって、闇ギルドはわたしなんです。シュウヤさんは冒険者です」

　それ、拘こだわるねぇ。

「まだ拘ってんのか？　真ま面じ目めちゃんも大たい概がいにしとけよ。お前の矜持といったプライドがあるんだろうが、俺にもお前のような女を守りたいっていう、〝小さなジャスティス〟があるんだよ!!」

　あちゃぁ、熱くなって、啖たん呵かを切るように大声で本音を言ってしまった。

　ハズイ。けど、大声の効果か……ミアは泣き止やむ。その目には活力が戻っていた。

「……ふふ、はは、あははは」

　彼女はそこで小さく笑ったと思うと、破顔して上体を揺らし笑い出す。

「どうした？」

「いえ、すみません。何となく、わかりました。初めて会った時から〝優しい〟のは変わらないんですね。シュウヤさんという男ひとは」

「優しいかどうかは――」

　俺の言葉途中のそこで、ミアが抱き付いてきた。

「えっと、何だ急に……」

　彼女は目め尻じりが下がり優しい表情に戻っている。

「ありがとう……だいぶ、楽になりました。わたしの無む理り矢や理りな罵ば詈り雑ぞう言ごんと暗い怒りを〝すべて〟受け止めてくれて……そして、叱しかってくれて、嬉しかった。わたしの胸の中に温かい灯ともし火びが生まれました。もう【ガイアの天秤】はないですが、元、団長として……恥じない生き方をしていきたいです」

　そんなことは構わないんだが……おっぱいが当たっていますぜ、ミア君。

　この場合、ぎゅっと返していいんだろうか？

「……あ、いや、まぁな」

「本当に磊らい落らくで優しい方。まるで、〝鬼神な強さを誇る優しき虎〟ですね」

　そういって、ミアは俺の胸に顔を預けて、強く強く抱き締しめてきた。

　鎧よろいや外がい套とう上からでも分かる。その――オッパイの潰れる感かん触しよくを得た瞬しゆん間かん。

　緊きん張ちようと緩和とエロティズムからか、脳内裁判が急きゆう遽きよ発令。

　俺の脳内で、複数のミニチュア姿となった俺が、天使軍団と悪あく魔ま軍団に分かれて対決を起こす。天使軍団は……。

『このまま体を離はなして優しく諭してあげなさい。紳しん士したる〝漢おとこ〟の境地を見せるのです』

　と、冷静な口調で語る。

　悪魔軍団は……。

『このままミアの体を抱き締めて、押し倒せＹＯ』

『あわよくば頂いちゃえＹＯ』

『ＧＯだよ郷ひろ〇だＹＯ』

　と、口々に叫んでいる。完全に勢力が二分化していた。

　――えぇい、むぎゅっとしちゃえ。判決はギルティ。あっさりと悪に軍配が上がる。

「あっ――」

　ミアを抱き締めてしまった。

「柔やわらかいな」

「はい……」

　このままだと本当に脳内裁判通りになってしまう。ここは冷静に……違う話をしよう。

「……ただ、俺は優しくはない。ミアを死なせたくなかっただけだ。本来は血を好む、化物だ」

　そう、本当に俺は人間じゃない。ここじゃ人族か。

「いいえっ、わたしにとっては、本当にシュウヤさんは〝優しい虎〟ですよ」

「今、言ってた鬼神のなんとか虎は、何かの話？」

「そうです。わたしが大好きだった物語の本なんです。〝鬼神な強さを誇る優しき虎〟わたしの部屋に来た時に見てませんか？　部屋の本ほん棚だなにもあったはずです。雄虎が雌虎を守るために熊くまや怪物を撃退。雌虎と結ばれ結けつ婚こんして家族を作る。という素す晴ばらしい話なんですよ」

　家族……なんかのフラグですか？　とは言えない。無難に、

「へぇ……読書家で勤勉だったんだな？」

「はい。父や母が亡くなるまで、【迷めい宮きゆう都市ペルネーテ】で暮らしていたんです。冒険者と成るために魔ま法ほう学院へ通ってましたから、成績は自分でいうのも何なのですが、中々優ゆう秀しゆうで迷宮にも何度も潜もぐっていたんですよ？」

「そうだったのか……」

　あ、だからか……だから、あれほどまでにミアは〝冒険者〟としての意見に固こ執しつをしていたのか。冒険者の俺を自分に照らし合わせて、俺が冒険者なのに、簡単に闇ギルドと関わるのが許せなかったとか？　彼女は冒険者としての生活を夢見ていた。

　本当は闇ギルドなんて継つぎたくなかった？

「……そんな悲痛そうな顔をしないでください。でも、そうですよね。シュウヤさんが考えてることは分かります。そうなんです。わたしは冒険者に成りたかった。でも……父、母、幼い時に面倒をみてくれたトトカ姉が殺されてしまい……すべてが変わってしまった。〝両親が殺された〟と報せが届き、急いで【ガイアの天秤】の人員たちに守られる形で【ホルカーバム】へ戻りました。そして、わたしは当時、家族が殺されたことで……気持ちが沈んですべてを恨うらんでいたんです。そんな、わたしを助けて支えてくれたのが【ガイアの天秤】の幹部たち、ビクターやデュマだった……」

　ミアの瞳から水滴が流れ落ちていく。どうして、素人の彼女が闇ギルドの団長になったのか。今ならよく分かる。家族が残した店、部下たちが残り、父が残した闇ギルド。

　自分を励まし支えてくれた部下たちの命を見捨てることは出来なかったんだな。

　だから素人と揶や揄ゆされても、継いだのか。責任感があり真面目すぎる子だ。

「でも、その【ガイアの天秤】のみんなを……わたしは、守れなかった……み、みんなを……ま、守りたかったんです――」

　ミアはまた泣いてしまった。強く、強く、抱き締めてくる。

　俺は何も言わずに抱き締めて、黒き髪かみを撫でてやった。幾らでも胸は貸してやるさ……。

　エロい気分は完全に吹っ飛ぶ。暫く、ミアは声を大にして泣いていた。

「さぁ、もう泣くのはここまでだ――とりあえず、その皮服を着なよ」

　ミアの悲しみに泣き濡れた顔を見る。親指で涙を拭ふき取ってあげた。

「あ、――はい」

　着き替がえる間は当然のこと、反対側を向く。

「もういいか？」

「はい。着替え終わりました」

「これからどうする？」

「……店に戻りたいです」

　店か、もう敵は残ってないが、一応付いていくか。

「了りよう解かい。いこうか」

　ミアを連れて【ガイアの天秤】の店へ戻る。店の火災は石や土が多かったせいか、消えていた。だが、店の土台は焼け焦げ崩くずれている。灰が積もった土が盛り上がっていた。

　ミアは僅わずかに焼け残っていた自室の跡から金庫を回収。部屋にあれほどあった本はすべて燃えて失っている。いや、あった。表紙の一部と見られるのを発見。

〝鬼神な強さ――〟切きれ端はしは途と中ちゆうで黒くなっている。

　焼け残っているのはこれだけだった。

「この本だったんですが……燃えちゃいました」

「あぁ……」

「……本当に皆、死んでしまったんですね……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、さっき全すべての気持ちを爆発させたので、思ったほどショックではないです」

　そうは言っても、表情には翳かげりを見せるミア。

　目の奥に宿る負の感情を圧おし殺してるのが分かる。彼女は淡たん々たんと使えそうな荷物を探して拾い続けていると、幸いなことに金庫の他にも頑がん丈じようそうな宝箱が見つかった。

　その宝箱の中には茶色のローブ、革かわ鎧よろい、火の魔宝石が付いた杖つえに髪かみ留どめやポーション類が豊富に入っていた。ミアは律儀にもポーションを俺に返そうと渡してきたが、それはいらないと断る。

「回収は終わったか？」

「はい。土地の権利書も無事です。ただ、建て直すお金もありません。閉店です」

「閉店か」

「元々、石細工職人さんたちはとっくに引き抜かれて居ませんでしたし、商品も残ってないですから……表向きの石材商店も闇ギルド【ガイアの天秤】も終しゆう了りようです」

　そうだったのか。そういえば、店員らしき人は見かけなかった。

「店仕じ舞まいか、残念だ」

「……では、この装備着ちゃいますね」

「おっ、革鎧ね――了解」

　また後ろを向く。

「――終わりました」

　振り返かえると、黒髪美女の魔ま法ほう使つかいが存在した。

　長ちよう髪はつを一つに纏めてローブの上うわ肩かたに流している。ふむ。髪型一つ取っても、綺麗だ。

「シュウヤさん？　何、頷いてるんです？」

「あ、いや、何でもないよ」

「ふふ、おかしなシュウヤさんです。これをお返しします」

　着ていた革服は綺麗に畳たたまれてある。それを返された。

「それと――シュウヤさん。本当にお世話になりました、助けてくれて感謝しています」

「いや、まぁ、そうだが。気にするな」

　と、言っても無理があるか……。

「独りでしっかりと稼かせげるようになった時、その時に、このご恩をお返しします」

「あぁ、だが、俺をそう簡単に捜さがせるかな？」

　ミアは律儀に笑え顔がおを作る。

「その時は、わたしの〝小さなジャスティス〟に賭かけて、〝シュウヤさん〟を必ず捜し出しますので覚かく悟ごしておいてください。それでは――」

　ミアは皮肉じみた言葉で締めくくると、お辞じ儀ぎをしてから踵きびすを返す。

　すたすたと細い背中を見せて去っていった。

　はぁ、まったく……彼女の背中を追い掛け腕うでを掴つかむ。







第六十三章「花か顔がん柳りゅう腰よう」







「待てよ」

　ミアの手を掴む。

「どこにいくんだ？」

「――ぁ、えっと部下の弔とむらいです。ビクターとデュマだけでも、弔おうと思います」

「俺も手伝うよ。戦場だった場所はこっちだ」

「はい」

　血飛沫の飛び交い鉄の臭においが染みる戦場となった灯とう籠ろう通り。

　部下たちの死体とビクターとデュマの死体を見つけてから、燃えた店の跡地へ彼かれらの遺い体たいを運ぶのを手伝ってあげた。

　跡地には権利書やら色々と荷物が入っていた宝箱が放置されている。

　周りにはまだ燃え残っていた木材もあったので、その一部を退どかす作業を手伝う。

　ある程度更地にすると、ミアはその跡地に簡易な墓を作った。

　そこで泣きながら、

「【ガイアの天秤】のために戦い死んでいった者たちを忘れません。わたしにとって皆は部下ではなく家族たちでした。仇は忘れません。いずれ【梟ふくろうの牙きば】は撃げき滅めつされるでしょう。わたしはその思いを糧かてに〝生きて〟行きます。ガイアの神よ……皆の魂たましいが平へい穏おんに包まれ大地に眠ねむり続けていけますように、お願い致いたします……」

　ミアは両手を胸前に組み、膝ひざを折って地面につきながら神に祈る弔ちよう辞じの言葉を紡つむぐ。

　キリスト教と似たポーズだな。数分後……。

　彼女は徐おもむろに立ち上がり俺を見つめてくる。

「これからどうするんだ？」

「ギルドと宿、そして〝名〟を変えて迷宮都市ペルネーテへ向かおうかと」

　名前を変えるのか。【ガイアの天秤】は潰れたからそこまでしないでも大丈夫だとは思うが。

「名を変えて、冒険者か」

「はい。当面は冒険者の仕事をこなし自らの成長を促し金を稼ぎます。ペルネーテには昔の学院で育った仲間がいますし、なにより【梟の牙】の本ほん拠きよ地ちです」

　あれほど拘っていた冒険者。だが、ここで強ごう引いんに引き留めても本人が決めたことだ。

　さっきは怒りや憎しみの澱んだ目で〝助けてください〟と言っていたが、今のミアの目からは生きる決意が感じられる。完全に自制心を取とり戻もどしていた。

　復讐が目的とはいえ生きる指針は大切だ。

　仲間を慮おもんぱかって厭えん世せい的てきになり自殺をしないだけ〝まし〟といえる。

　だが【梟の牙】は支部を潰つぶした俺の事は捜すだろう。

　盗とう賊ぞくギルドが俺側についているから情報の流出は鈍化するとは思うが……。

　これからも向こう梟の牙から絡んでくることは予想ができる。

　だからミアが何をするまでもなく俺が先に潰しちゃうかもな。しかし彼女は俺に対して『ハッキリと責任を負おうとしない』と言ってくれた相手だ。

　そんな彼女を俺の側そばに置いて、俺の目的に強引に巻き込んででも守ってやることを考えるべきかもしれない。

「……そうか。だが支部を潰したとはいえ【梟の牙】は大手の闇ギルドの一つ。俺を見つけて対処してくると思う。だから俺と一いつ緒しよにいた方が〝仇〟は早く果たせると思うぞ？」

　正直いえば、美人なミアが近くにいれば……嬉うれしい。

「はい。そうなるでしょう。でも、自分の力量はわたしが一番把は握あくしてますから。シュウヤさんと一緒に行動しても足手まといになるだけです。だからシュウヤさんが【梟の牙】を先に潰してしまっても構いません。それより今は純粋に強くなりたい……シュウヤさんのように……だから最初は一人で、一から何もかも……努力をしたいんです」

　ありゃ、復讐を自分の糧にするのか……頭がいい大人だな。というか守ってやるとか、上から視線のゲスい俺が恥はずかしい。応おう援えんしようじゃないか。若人の旅立ちを。

「なら、これからは同業者だな。頑張れ。俺も仕事を幾いくつかこなしたらペルネーテに向かうつもりだ。そこでいつか会うかもな」

「そうですね。わたし、もっと強くなりますから、そして、絶対に……」

　優やさしい間が空く。そして、互たがいに優しく微笑ほほえんでいた。

「あぁ、分かってる」

「はいッ、シュウヤさん――んッ」

　ミアが突とつ然ぜんに駆かけ寄ってくると、少しジャンプして、俺の頬ほおへ自らの唇くちびるをぶつけるように不器用なキスをしてきた。

「えっ……」

　ふいをつかれる。

「では――」

　はにかんだ笑顔を見せて去っていく。女の微かすかな匂においと、頬に残る唇の感触を指で楽しみながら黒髪が揺ゆれる美女の背中を見送った。

「ン、にゃ？」

　黒猫ロロが頭ず巾きんから肩に移動し鳴いている。

『このまま行かしていいのかにゃ？』とか思っているのだろうか？　いつもと少し違う黒猫ロロの態度から、そんなニュアンスが読み取れる。そんな黒猫ロロへ舌を出して大御所コメディアンのポーズを何回か繰くり出して、おちゃらけて話す。

「イイんだよッ。ロロ、彼女が自ら選せん択たくしたんだ。あいつは頭がいい。俺という保護者がいては成長の妨げになると自ら判断したんだろう……それに俺たちは〝玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま〟〝知ち慧えの方ほう樹じゆ〟の手懸かりを追うんだろう？」

「にゃ？　にゃ」

　俺のふざけた調子で説明する様子に黒猫ロロは紅あかい瞳が点になっていた。

　……気にせずにその黒猫ロロへ話を続ける。

「宿に帰ったらメリッサと話をして……明日か今日の夜にでも〝パレデスの鏡〟を使い、ルビアがかつて暮らしていた教会に飛ぶからな？　そこからフォルトナ山へ目指し水神アクレシスの清水をゲットだ。そして、もう一つの素材の〝サデュラの葉〟は一番最後だ」

　黒猫ロロは俺の話を理解したのか休んでいた肩からムクッと上半身を起こし、

「ンン、にゃ、ン、にゃぁ～ん」

　と鳴きながら、ぽん、ぽん、ぽん、と小さい両足を上下に振ふるって俺の肩をリズム良く叩き出した。そして、先せん端たんが御お豆まめ型の小さい触しよく手しゆを俺の首に伸のばし付着させてきた。

『遊ぶ』『約束』『狩かり』『遊ぶ』『遊ぶ』『嬉しい』

　といった感情を続けざまに送ってくる。可愛くなったので黒猫ロロを抱だきしめてやった。お腹なかの柔らかい毛と肉の感触を存分に味わう。

　ごろごろ喉のどを鳴らす黒猫ロロを肩に乗せてから高級宿に戻る帰路につく。

　しかし、その帰り道――背後に気配を感じ取った。まさか生き残りの【梟の牙】？

　ヴァンパイアハンター？　等と考えが過ったがどれも違う。

　この独特な獲え物ものを追うような精度は、ヘカトレイルを出発する時にも感じたモノと同じだ。一流処どころの追跡者も癖くせがあるな。パターン化して特定しやすい。

　ま、俺には掌しよう握あく察があるからの話だけど。

　ヘカトレイルで俺を追っていた追跡者と同じく接せつ触しよくは試みないタイプらしい。

　結局、追跡者からは何もないまま、高級宿に到とう着ちやくした。

　……背後の追跡者の気配も消える。

　やはり追跡だけか。宿の敷しき地ちに入った途と端たんに反応が消えやがった。

　まぁ、念のため……背後の確かく認にんついでに、宿の手前にある厩きゆう舎しやへ寄り道をしよう。

　ポポブムのざらついた肌はだを触さわりなでなでしながら挨あい拶さつしといた。

　プボップボッと活いきの良い鳴き声を聞かせてくる。

　その間に、黒猫ロロはポポブムの頭後ろへ乗っかり抱き着いていた。

　手て触ざわりからくる感触が少し変わった気がする。

　ポポブムが毎日食べている餌えさは高級なのか、体調管理は完璧のようだ。

　何となくポポブムの肌に艶つややかさがあった。

　流石さすがは高級宿に備えられた厩うまやだ。しかし、背後をついてきた奴……姿は見せずか。

　ポポブム弄いじりをしながら外を見てたけど、何にも起こらず。

　そのまま宿屋の玄げん関かんからロビー経由で部屋へ戻る。

「ロロ、部屋入っても、風ふ呂ろ入るまでベッドにダイブは禁止な？」

「にゃっにゃ～ん」

　部屋の取っ手を握にぎりながら、黒猫ロロへ注意を促うながす。

　黒猫ロロは耳を凹へこませながら返事をしていたが四し肢しを躍動させて部屋に突入。

　そのまま机の上に跳ちよう躍やくして乗っかると、フルーツが盛られている皿端に小さい頭を擦こすりつけていた。

「皿からフルーツを落とすなよー」

「にゃにゃぁん」

　何がしたいのかよく分からない黒猫ロロを横目に、返り血が乾かわいてこびりついてるイリアスの外套を洗い防具の手入れをしてから風呂に入った。

　風呂上がりにアイテムボックスを覗のぞく。

　下の方へスクロールさせて、短たん剣けんと長剣の名前をチェックした。




　トラペゾヘドロン×1

　第一級奴ど隷れい商人免許状×1

　古こ竜りゆうの蒼そう眼がん×1

　古竜の短剣×35

　古竜の長剣×4

　古竜の大だい鱗りん×138

　古竜の小鱗×243

　古竜の髭ひげ×10

　レンディルの剣×1

　ヤゼカポスの短剣×1

　紺こん鈍どん鋼こうの鉄てつ槌つい×1

　レンディルの剣とヤゼカポスの短剣はオゼが持っていた武器だ。

　紺鈍鋼の鉄槌はビクターが持っていた奴やつだな。

　この魔ま法ほう短剣の名前からして曰いわく付つきのようだ。売らずに実戦用に使うか。

　ヤゼカポスの短剣は取り出だして胸ベルトに装着。

　チェックを済ませてから他の手入れをしていない防具を夜まで弄り調整を続けた。

　そこからベッドの上で楽に過ごす。

　数時間後……高級宿の二階でメリッサと意見交こう換かんを行っていた。

「なるほどなるほど……でも、こないだ別れてすぐですよ？」

「そうなるな。メリッサだって歴史の一ページとか話していただろ？　それに【ガイアの天てん秤びん】の場所も教えてくれたし」

「ですが前代未聞ですよ。前日に【梟の牙】が兵士を大量に集めていると情報が行き交い、もう、てんてこまいで忙いそがしい日だと嘆いてた次の日に、その【梟の牙】幹部が殺され、その兵士たちが全ぜん滅めつ!?　とか特大情報が入ったのですから……ホルカーバム内の情報は錯さく綜そうして、うちのベルガットだけでなく他の盗賊ギルドのすべてが完全に混乱状態です。もう、本当に大変だったのですよ？」

　メリッサはちょっと呆あきれるわ～みたいな目を細めた顔を浮かべている。

「そりゃ済まなかったな。忙しかったのに大丈夫なの？」

「いえいえ、今となっては嬉しいんです。勿もち論ろん、忙しかったですが、シュウヤさんからのご指名は特別になりましたからね。その張本人のシュウヤさんが、わたしを指名してくれましたし、そのお陰かげで、わたしはここに来られたのですから」

「ん？　どういうワケ？」

「実はわたしたちの間でも、色々と一ひと悶もん着ちやくがありまして……」

　メリッサは視線を斜ななめに向けて、喋ってる。

「一悶着？」

「はい。実はベルガットでは、シュウヤさんの情報を収集する上で……〝取り合い〟になってしまったんです」

「取り合い……ついに、俺おれの隠かくれた魅み力りよくが爆発したようだな……」

「……シュウヤさん、変な顔を浮かべて……頭、大丈夫ですか？」

「すまん、ボケてみた」

「ふふ、ですから、上客となるシュウヤさんの情報の奪うばい合いになったのです。そして、そのシュウヤさんがわたしを逆指名をしてくれたのでベルガットでも正式に選ばれて、ここに来ることができました」

　メリッサは得意気に金きん眉びをぐいっと吊つり上げて笑顔を浮うかべる。

「そんなことに」

「因ちなみにボスからは『城じよう塞さい都市ヘカトレイルでの出来事ご活躍をようやく知りました。そんな訳で今回の件。納なつ得とくです。死なないようにと忠告するつもりでしたが、余計なお世話ですね。今後とも末長くお付き合いをお願いします』と、言こと伝づてがありました」

　魔ま竜りゆう王おう戦の噂うわさを聞いたのかな？

「そうか。俺からも〝これからもよろしく、綺麗なマニキュアでしたね。今度は是ぜ非ひ紅茶でも〟とディノさんへ話しておいてよ」

「最後のは聞かなかったことにします……」

　はは、睨にらみが凄すごい。話を変えとこ。

「でも、俺が指名してよかったのかな……盗賊ギルドも、これから【梟の牙】に本格的に狙ねらわれるんじゃ？」

「その点は大丈夫です。実はボスがシュウヤさんを大変に気に入ったようで、ごにょごにょ……」

　そこはベルガットのボスであるディノさんが活躍しているらしい。

　あらゆる方面に根回しをして情報を制限したそうだ。だからメリッサを含ふくむベルガット側の情報は漏もれることはないそうだ。俺の場合は少し漏れてるらしいけど……。

「ディノさんの情報操作か」

「はい。わたしたちは大丈夫です。逃げ延びた【梟の牙】に雇やとわれていたヒラ兵士たちから多少の情報は漏れるでしょうが、誤差の範はん囲い内です」

「誤差か」

　誤差がまた絶ぜつ妙みような嘘うそと本当が交じり混乱を生みそうだ。

「はい、それと、お陰でわたしは〝位〟が上がりました」

　位ねぇ、出世か。嬉しそうな顔だ。

「位か、詳くわしく教えて」

「下位ロー、中位ミドル、上位ハイ、機密位ウルトラといった具合ですね。わたしは下位ローの通つう称しよう〝商売女〟でしたが事務方ではトップの〝上位ハイ〟へいきなりの大出世です。これで、妹に楽をさせられます」

　メリッサはうきうき状態。笑顔がさっきから絶え間なく続いている。

「上位ハイになると、どうなるの？」

「危機管理権限が五となり魔道具の装備が幾つか義務付けされ個室が貰もらえて、部下を持ち、組織員インテリジエンスオフイサー、または、エージェントとして名乗れます。商売女は卒業です」

　メリッサの耳にはイヤリングと、手には指輪や腕うで輪わを装着していた。その何いずれもが魔ま力りよくを内包していると分かる。しかし、エージェントか。ＣＩＡか国家安全保障局ＮＳＡとかイメージしちゃうな。本当に盗賊ギルド？　まぁ、こんなことは聞けないけど。

「……部下持ちかぁ」

「はい。シュウヤさんの他にも専門の客が何人か用意されました。だから、何度もいいますが、新しい部下と共に、てんてこまいの忙しい状態です」

　情報の売り買いも白か黒か単純な世界じゃないだろうし、色々と大変そうだ。

「やっぱり、上客の情報とは高くなるのかな？」

「はい。物凄い高値になります。特にシュウヤさんの情報は扱あつかえる者も限られて機密状態です」

　俺の情報は機密扱いらしい。盗賊ギルドとはこんな感じなのか。

　そんなベルガット以外にも盗賊ギルドと呼ばれる存在が気になる。

「ベルガット以外にも大手な盗賊ギルドは存在する？」

「はい。勿もち論ろん。ライバルは多いですね。【サイザーク】、【ロゼンの戒かい】、【幽ゆう魔まの門】。辺りが有名でしょうか」

　有名な大手盗賊ギルドは四つか。

「国が持ってる情報機関や、又または支配している裏の組織とかは？」

「オセベリア王国ですか？」

　国ごとにそういう組織はあるってことかな。

「うん、他の国もあるんだ」

「はい。当然にありますよ。オセベリア王国が持っているといいますか、直接的なモノですと【白の九大騎き士し】または【九大騎士】、通称、ホワイトナインが存在します。他には支配ではなくオセベリア王国と協力関係という形で、ベルガットを含めて無数の盗賊ギルドが協力関係にありますね。支配しているのはサーマリア王国の【ロゼンの戒】といわれていますが、詳しくは分かりません」

　白の九大騎士ホワイトナインねぇ……前にヘカトイレルで肉を食ってる時に冒ぼう険けん者しやたちが彼かれ等らについて話をしていたな。噂程度の情報なら聞いたことある。

　しかし、国、闇やみギルド、裏の組織、盗賊ギルドがこうも入り乱れていると、リアルに二重スパイや三重スパイがいる可能性は十二分に有り得る。

　想像だが、〝暗殺〟どころか魔法かスキルによる〝口くち封ふうじ〟に〝精神操作〟とか、違ちがった意味での、闇の世界がありそうだ。他の盗賊ギルドのことも聞いておこ。

「サーマリア王国を本拠地にするのが盗賊ギルドの【ロゼンの戒】か。他の大手盗賊ギルドの本拠地はどこ？」

　国や大きい都市は限られてるし、ある程度予想はできるが。

「【サイザーク】が王都ファダイクを含めたレフテン王国に強い影えい響きよう力を持っています。機密局の特異部隊【黄昏たそがれの騎士】との連携が深いようです。【幽魔の門】は国を股またがる勢力を持っていて、特に城塞都市ヘカトレイル、塔とう烈れつ都市セナアプア、迷宮都市ペルネーテに強い、としか分かりません。本拠地の詳細な場所は機密になるでしょうし場所も変える場合もありますから」

　そりゃそうなるか。後は、大国のオセベリア王国が持つ、ホワイトナインという名の諜ちよう報ほう機関を聞いておく。

「……その白の九大騎士ホワイトナインとは、その名前通りに九人の大騎士たちだけ？」

「いえ、九大騎士の下には数千名の職員と兵士がいるとか」

　随ずい分ぶんと大規模な組織だ。

「九大騎士の名前は強そうだけど」

「はい。九大騎士は強さに序列があるんです。有名な大騎士序列一位グレートナイト・オブ・ワンが率いる親衛隊と〝守護聖せい獣じゆう〟が居るお陰で王都グロムハイムは五百年は安あん泰たいとか言われています」

　序列か。九大騎士とは、そんなシステムなんだ。覚えておこう。

　守護聖獣の言葉は前にも聞いたことあるけど、一応聞いてみよ。

「その守護聖獣とは？」

「知能ある優しき古代竜エンシエントドラゴンです。代々王族の王太子がドラゴンテイマーとして古代竜の相手を務めています。竜りゆう魔ま騎兵団団長であり、竜騎士隊のトップですね」

　知能ある優しき古代竜エンシエントドラゴンとは驚おどろきだ。もしかしてハイ・エンシェントかもしれない。古代竜の魔女婆ばあの知り合いか？

「……その大騎士たちに加えてドラゴンライダー部隊か。だからオセベリア王国は強国なんだな」

「そうですね。帝国も同じような規模と陣営を誇ほこりますが、王国は、草原都市、湖の都市と呼ばれているルルザックを奪い返した状じよう況きようです。今のところは王太子率いる竜魔騎兵団の一部隊が活躍していると聞いています。順調のようです」

「それを聞くと、そのホワイトなんたらは、裏の組織には聞こえないけど」

　俺の意見にメリッサは頷うなずく。

「確かにホワイトナインは軍隊ですが情報を集める組織も兼かねてますから」

　聞くとこによると、ホワイトナインとは、諜報と軍隊が合体した組織か。

　アメリカで例えると、情報支援活動部隊ＩＳＡや陸軍デルタフォースが合体したようなもんか？　他の組織も気になるけど情報はもういいかな……、

　知らない情報を詰め込んでも頭がパンクしそうだし。

「……なるほど。今日のところは情報はもういいや。それと俺、明日からは出掛けるから、ここに来ても居ないと思う」

「都市を出るんですか？」

「内緒――」

　微笑みながらメリッサの隣となりに移動。

「だから、離れる前に……な？」

　目がつぶらで愛くるしい彼かの女じよの顔を見つめる。

「内緒は気になりますが、はい。今晩はそのつもりで来たんです――」

　メリッサは俺に肩を寄せてくる。彼女のこぶりな肩を見ながら腰に手を回して抱きしめてあげた。柳やなぎのようにしなやかな感かん触しよく。

「シュウヤさんは、きっとモテるんでしょうね……」

「どうだろう。分からないや」

「もう、否定はしないんですね――」

　メリッサも野や暮ぼなことはあまり突っ込まない。お互いに大人の男と女だ。

　彼かれ氏し彼かの女じよではない肉体関係も良いだろう。

「ンン、にゃ」

　彼女の唇へキスをしようとしたら黒猫ロロが頭巾から肩に移る。

　頭巾は外套の中に納まる形だから黒猫ロロはお気に入りだ。

　猫は嵌るのが好きだからな。その黒猫ロロは俺とメリッサを交互に見てから、両りよう脚あしで俺の肩に蹴けりを入れるように跳躍し机へと飛び降りた。

　そして、小顔を上げて、もう一度、紅色の瞳ひとみを向けてくる。俺は『どうした？』と聞こうとしたら、プイッと振り返り、そのままスタスタと螺ら旋せん階段の方へと向かっていく。

「……ロロの奴、気を遣ってるらしい」

「ロロちゃん……」

「それじゃ俺の部屋へ行こう」

「はい」

　メリッサを連れて部屋に直行した。彼女の手は汗あせばんでいる。

　そんな手ごと愛するように、彼女を抱かかえ持ち上げた。

「あっ……シュウヤさん、服がまだ……お風呂が……」

「いいから――」

　指パッチンで彼女の服は消えないが、可か憐れんなメリッサを〈導想魔ま手しゆ〉の歪いびつな魔力の手で支えながら彼女の服は俺自身の手を使い素す早ばやく脱がせていった。

「あ……」

　全ぜん裸らになったメリッサは恥ずかしそうに表情を俯うつむかせる。そんな彼女をベッドに運ぶ。

　俺も素早く裸になると、俯いている彼女に覆おおいかぶさるように、小さい唇へと自らの唇を重ねた。キスしながら可憐なメリッサの顔を強引に上向かせる。

「……」

　唇を離はなすと、彼女の唇から唾つばの糸が引く。

　メリッサもその糸を切な気に見て、俺の唇を見つめてから、視線を寄こしてきた。

　彼女は頬を斑まだらに紅く染めている。

「シュウヤさん……」

　力なく語るメリッサの気持ちは分かる。

　表情は切なく、愛いとしい。欲情した顔だ。

　俺はそのまま彼女の鎖さ骨こつに唇を当て、細い体を唇だけで労いたわるように胸から腰へと口付けを何回も重ねていった。

　心しん魂こんを込めてメリッサの片かた乳ち房ぶさを中心に仁じん慈じの愛あい撫ぶを続けると、彼女の全身から汗が滲にじむ。むあんとした香かおりも漂ただよった。

　そして、大だい腿たい部を揉もみほぐす。

　続けて、くびれた腰こしを両手で押おさえながら秘部の襞ひだを優しく攻めた瞬しゆん間かん――。

「ひゃぅ」

　彼女は心しん緒しよが乱れたように震ふるえた声を発した。

　そこからもう一度、痙けい攣れんした彼女を労るように全身のマッサージを続けた。

　紅がさす裸体からぬらぬらと汗が溢あふれ出でる。

　秘部も濡ぬれている彼女は、強く俺を求めるように両手で俺の髪を掴むと、

「あぁぁぁ――」

　と、調和が乱れたように、打ち震える声を上げた。

　俺は俺の力が彼女にも行き渡わたるように、メリッサの震えた両手を掴む。

　恋こい人びと握りでぎゅっと彼女の手を握りしめてから、碧へき眼がんを強く睨む。

「んあん……」

　視線が合った途端、ひくひくと震えるメリッサ。

　その瞬間、上向いていた唇をまた奪った。

　彼女は忘我の境地を味わっているように恍惚の表情を浮かべる。

　続けて、笑えみを漏らしたメリッサから感じる胸の鼓こ動どうが速まり、彼女は、ぬらぬらと湿った馬のような吐と息いきを立てた。

　凄く興奮しているらしい。

　そのまま黒猫ロロディーヌが呆れるか分からないが、夜中過ぎまで情事を繰り返す。

　激しくしたせいか、その途中でメリッサは気を失ってしまって大変だった。

　朝にはケロッと元気な顔を見せていたけど。

　彼女は起き抜けのしどけない格好で笑顔を浮かべている。

　そそる格好のメリッサの足元には黒猫ロロの顔があった。

　ベランダから侵入したのか、いつの間にか戻っていたらしい。

　鼻をくんくんと動かしているので、雄と雌の匂いに気がついたようだ。

　そこから一回戦はないが、メリッサとキスを重ねながら朝食をロロディーヌと共に取る。

　そして、帰り際に〝またお願いしますね〟と耳元で囁ささやかれた。

　たまらなくなったので、唇を奪う。またそこから濃のう厚こうな愛撫を互いに楽しんだ。

　火照ったメリッサは、「ふふ、これじゃ仕事にいけないですよ」

　と、言いながら翻ひるがえると、スキップするように部屋をあとにしていく。

　はは、嬉しそうだ。俺も嬉しいけど。

　さて、フォルトナ山へ向かう準備だ。

　受付係に部屋を暫しばらく留守にすると知らせておいた。

　宿屋には春終わりから夏の季節越こえての期間分、支し払はらっている。

　まだ夏の季節まで二十九日以上ある。だからそれまでには帰き還かんできると思うが……。

　大商会の幹部との約束の日である〝夏の季節二日目〟までには帰ってきたい。

〝鎖くさり〟が思うように使えれば早く済むとは思う。

「――ここでよし。この部屋に置いた鏡には触るなと注意しといたから大丈夫だろう」

「にゃ」

〝パレデスの鏡〟を部屋の隅すみに設置。元からこの部屋にあった調度品に見えてくる。

　鏡のデザインが洋風なので違和感がなかった。

　ゴシック調の流線模様が美しい。古めかしいがシンプルなデザイン。

　そこで二十四面球体トラペゾヘドロンを取り出す。

　目的は三面のゲート先、ルビアが住んでいた場所。

　他の面……覗いただけのゲート先に、もしかしたら目的の場所に近いところがあるかもしれない。でも、ある程度の地名が分かっているほうが楽。

　イチイチ調べるのは大変だし、だから三面の先へ行く。

　でもいつか、遠い未来には……他の全すべてのゲート先に突入して探検はしておきたいな。

　三面を表にして記号をなぞりゲートを起動させる。

　二十四面の球体はいつものように回転、折り畳み、光のゲートとなった。

　ゲートの先にかつてルビアが生活していた部屋が映る。

「ロロ、行くぞ」

「にゃ」

　ゲートを潜くぐりルビアの部屋へ入った。

　これで、また【宗教国家ヘスリファート】の圏けん内ないに入ったことになる。







第六十四章「プランＢ好きな鎖使い」







　教会には誰だれも居ないようだ。だが、埃ほこりが溜まっていなかった。

　ルビアが住んでいた部屋は小こ綺ぎ麗れいなまま。掃除は街に住む誰かがしているらしい。

　鏡も無傷。因みに鏡の回収はしない。何かあったらここに戻ってまた周辺から探たん索さくすればいいし中継地点的な場所に利用できる。沸ふつ騎き士したちも置かない。

　あくまでも見た目は普ふ通つうの教会。

　誰も怪しまず、誰も興味を持たない普通の〝鏡〟でいい。

　最終的には回収するかもしれないが当分はここに置いておこう。

　そんな考えのもと、教会建物から外へ出る。

　前方は、とうもろこし畑が百八十度の方向に広がっている。

　横は土道。前回来た時と同じ光景だ。

　前にルビアを誘ゆう拐かいしようとしてきた追つい奴どと呼ばれた兵隊たちの遺体を埋めた場所の確認はしなかった。さて、フォルトナ山まで向かうとしても……。

　地図もなきゃ大切な足である魔獣ポポブムもなし。

　ポポブムはゲートを越えられるか分からない。まぁ触ふれているか近くにいるかで一緒にゲートを潜れば越えられると思うけど、あえて今回は連れてこなかった。

　当初から予想していた二つのプランを試ためす。

　アイテムボックスからマバオンの角つの笛ぶえを取り出した。

　これを吹けばもしかしたら……唇に当て息を吐はく。

　ピューーとオカリナの音が鳴なり響ひびく。

　何回も、緑の服を着たゲームの主人公のようにリズム良く曲を鳴らして吹ふくが……何も起こらない。そう都合よくペガサスが飛んでくるわけじゃないか。

　あの時、冗じよう談だんで考えていたように、本当にイデオンを探しに宇宙の銀河系を巡めぐる旅に出ているのかもしれないし。まぁもう一つの案プランＢこそ本命だ。

「ロロ、肩かただと危ないかも、最初は頭巾の中にいた方がいい」

「にゃ」

　黒猫ロロは軽く返事すると、頭巾の中に潜り顔だけちょこんと出した。

　よし、〈導想魔手〉に〈鎖〉を発動。その場で跳ちよう躍やくし、上空へ〈導想魔手〉を展開。

　宙に歪な魔力の手導想魔手による足場を作って、そこに着地した――成功。

〈導想魔手〉である透とう明めいな〝歪な魔力の手〟が作る足場だから魔察眼で見ないと透明な状態だ。その〈導想魔手〉の足場から、また前方へ高く跳躍。

　そして、すぐにまた足下に〈導想魔手〉の足場を作り宙の位置だが着地した。

　何回も繰り返かえし、空高く駆け上がっていく。

「高い……」

　結構な高さまできた。

「にゃにゃにゃぁ」

　黒猫ロロが興奮してしまい、頭巾から出て肩へ移動してきた。

　風は微風程度なので吹き飛ばされたりはしない。

　薄うす雲ぐもが空にかかる。遠くの地平線は緑色としか判別できない。

　ぐるりと周囲を見渡すが……山らしき物はないな。

　地図があれば、分かるんだろうが……ま、無いものねだりをしてもね。

　真下には小さくなった教会にベルトザムの街である全景が窺えた。

　周囲にはとうもろこし畑や畝うね畑がパッチワークのように続いている。

　畑には農民がいたが、この高さだ。俺には気付いていないだろう。

　あ、少し遠くに宿場街道がある。とりあえず、あそこの宿屋で情報を仕入れるか。

　移動する前に、黒猫ロロへ注意しとく。

「ロロ、この〈導想魔手〉が見えるなら降りてもいいけど、見えないなら頭巾の中にいた方が安全だぞ」

「にゃ？　ン、にゃあ」

　おっ、降りた。一いつ対ついの紅眼が輝かがやき魔力を溜ためている。魔察眼らしき物が使えるらしい。

「ロロはやはり神しん獣じゆうか。だが、頭巾の中にいた方がいい。風がいつ強風になるか分からないからな」

　そういうと、黒猫ロロは黙だまって頭巾の中に戻った。〈導想魔手〉を使えば跳躍していくだけで、空を移動できるだろうけど、一手間を加えて試す。

　最初は余よ裕ゆうを持って――。

　空中へ跳躍するのと同時に五つの工程を行い移動する。

　一：〈導想魔手〉を前方へと移動させて置く。

　二：〈鎖〉を後追いで〈導想魔手〉へ射出。

　三：射出された〈鎖〉を〈導想魔手〉で直接に掴つかむか、〈導想魔手〉の魔力の手へ直接、〈鎖〉を突つき刺さして空中で固定させる。

　四：前方に伸びている〈鎖〉を掃除機のコード巻きのように収しゆう斂れんさせて、俺自身を、その前方にある〈導想魔手〉のもとへ運ぶ。

　五：空中にある〈導想魔手〉を微調整、足元へ移動させる。

　こんな感じに移動する。慣れてくれば速度も格段に上がるはず。

〈鎖〉の引っ張る速度や〈導想魔手〉をバネのように扱えば空中を飛ぶように移動できると予想。おっ、いいことを思い付いた。

　この〈鎖〉をもっと長く放出して〈鎖〉の椅い子すを作るのもいいかも。

　ひょんな思い付きだけど、早さつ速そく、試す。〈鎖〉を伸ばしに伸ばして操作。

　伸ばした〈鎖〉を一ヶ所に集合させイメージ通りに簡易の椅子を作製。

　掴まる物も欲ほしいな。〈鎖〉を知ち恵えの輪のように捻ひねりバスや電車にあるような吊つり革かわの小さな環わも作る。鎖製の簡易椅子に座すわり強度を確認。少し尻しりがざらつくけど、座っている感じは鋼鉄板の上か、スキーのリフトのような感じか。

　ここじゃ少し不安だ。地上に降りてから試す。〈導想魔手〉を使い降りていく。地に降り立ちすぐに実験を開始した。今度は違う形状、〈鎖〉で簡易な鉄足場を作る。

　バイクのペダルに似た感じ。その鉄足場に両足を乗せて、〈鎖〉を腰こしに回し体を固定。少し余裕を持たせた〈鎖〉を両りよう腕うでで掴む。ロープウェイリフトに乗り移動するイメージだ。

　樹木の上へ狙いつけ〈鎖〉の先端を伸ばした。

　太い幹みきを〈鎖〉が貫つらぬき、ぐるぐると木に〈鎖〉を巻き付け固定。

　確しつかりと樹木に固定され一直線に繋つながっている。

〈鎖〉を引っ張り強度を確認。よし、外れない。

　そこで一気に〈鎖〉を左手首へ収斂させ俺の身体からだを幹へ運ぶ――移動が開始された。〈鎖〉の足場は全く動じずにスムーズだ。樹木の幹に到着、成功。

　本当にロープウェイに乗ったような気分だ。

　俺の〈鎖〉は尋常じゃないほど速度が出ているし伸ばそうと思えば、もう把は握あくが出来ないぐらいに伸ばせる。それに、〈鎖〉を集合させれば形状をかなり弄いじれることが分かった。

　かなり成長している。あ、ロープウェイリフトだけじゃなく、〈鎖〉を集合させれば盾たてにも使えそうじゃん……色々試したくなってきた。

　そんな調子で本来の目的を忘れて〈鎖〉を使い色々な造形を楽しんでいく。

　左手を覆うほどの指向性を持つ方盾から、体全部を囲い覆う円丸の盾、槍やりに似せたフェイク槍、連なった斬れない蛇じや剣けんのような形を作ったり、左ひだり拳こぶしを〈鎖〉で覆い鉄球パンチを地面にぶつけてみたり、鋼鉄のハンマー等々を作り、遊ぶ。

　もしや、〈鎖〉で翼つばさを作れたら飛べるんじゃ……。

　だがそう都合良くは行かなかった。作る最中に全身が〈鎖〉だらけになっちまう……。

　流石さすがに今のままの〈鎖〉では、そこまでは無理のようだ。

　だけど、最初は真まっ直すぐしか飛ばせない〈鎖〉だったのが、ここまで自由度が高く応用が利くようになるとはな。〈鎖の念導〉を覚えた当初は、色々戦術に使えたり移動に使えたりするだろうなと、軽く考えてたが、実は奥おくが深いスキルだった。

　俺の戦せん闘とう職業には〝鎖使い〟という名があったというのに……少し、反省だ。

　翼だが〈導魔ま術じゆつ〉の範囲でなら可能と思われる。〈導想魔手〉と同じように〈導魔術〉で魔力の翼を詳細にイメージすれば、まさに翼を食うように毎日修行すれば、いつかは可能に成るのかも知れない。だが、すぐには絶対に無理だ。

〈導想魔手〉だって苦労して長いこと時間をかけてやっとスキルとして〝体現〟できたのに、また、一からイメージして、翼を作り上げるのは至難の業。

　導魔術の大規模な改造は現時点では無理。

　というか、この先もやることはないと思う。

　槍も訓練、実戦を経験すればするほど先が見えてくる……更さらには魔法、剣、その他の武具、仙せん魔術、まだまだやるべきことは無限大だ。よっほど……暇ひまだったら別だが。

　まずはこの〈鎖〉で足場と椅子を作る。

　何十回と作り直し、良い具合に鎖くさり椅子を作製できた。足場は〈鎖〉に座るのだから〈導想魔手〉による足場はなくてもいい。移動と固定を素早くやれば済む。

　簡略化すれば二段階の工程だけで空を移動できる。〈導想魔手〉を前方へ移動させるだけで、後は〈鎖〉に座りっぱなし状態で空中を移動するだけ。よし、移動してみよう。

　空の旅を想像しながら空へ駆かけ上った。

　宙に浮かぶ〈導想魔手〉から〈鎖〉による鎖椅子に座って、移動を開始する。

　感覚はリフトに乗った特急電車、街外れまで一いつ瞬しゆんだ。

　すぐ下に、さっき遠くに見えていた村外れの宿屋がある。

　座っていた〈鎖〉を消し、宿屋近くの土道へ〈導想魔手〉を使い降りていく。

　まずは、宿屋で情報を得る。宿屋は横長のログハウス。

　玄げん関かん口ぐちにある小さい木階段を上って、扉とびらを開けて中へ入っていく。

　中には酒場のように酒を飲んでる客が複数いた。

　そんな客は無視して、宿の主人にフォルトナ山について聞いてみる。

　主人からは「巡じゆん礼れいの旅でもするのか？」と、尋ねられたので、適当に肯定。

　主人によると、「フォルトナ山はここから北西の方向にあり畑の畝を真っ直ぐ行けば大きい森にぶち当たる」と聞かされた。大きい森を越えたら、いずれは山が見えると。

　大おお雑ざつ把ぱだが、情報を得たのでもう用はない。すぐに宿屋を後にした。

　街道を走り誰も周りにいないことを確かく認にんしてから、また〈導想魔手〉を使い空へと駆け上あがる。一定の高度に達してから鎖椅子を作製。

　鎖椅子に座り移動を開始した。さわやかな風を満まん喫きつしながら上空の旅を楽しんでいく。

　もう……二時間ぐらいは経たったかな。

　黒猫ロロも俺の右みぎ肩かたに座りながら、空の景色を楽しそうに眺ながめていた。

　空には何にも障害がないから速いなぁ。

　目測なので適当だけど、もう五十キロぐらいは離れたんじゃないか？

　下の土道では砂埃が起こり、田畑で渦を巻いている。

　この調子でどんどん行こう。何十キロと移動。

　やがて大きな森が広がる地域が見えてきた。

　そろそろ山が見えるか？　と、前方を確認するが、見えない。

　その数十分後――普通に移動するのに飽きたので、大声を出しながらターザンのように空を移動していたところ、下にいた住民に見られてしまった。

　慌ててすぐに〈隠身ハイド〉を使用。

　急ぎ樹木へ〈鎖〉を打ち込んで木々の間へダイブした。

　森の陰へ姿を隠す。麦わら帽ぼう子しをかぶった住民は空を見上げて、きょろきょろと頭を動かしていたが、首を傾かしげて家に入っていく。
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　ほっ、バレなかった。〈鎖〉の移動速度が速いから判別できなかったようだ。

　というか、バレてもどうってことはないんだけど。自然とよくないことをしている気分で隠れてしまった。まぁ……でもここは宗教国家のテリトリーだ。

　隠れて正解だろう……そんなことを考えながら、背丈の高い樹木の上方に〈鎖〉を打ち込み、〈鎖〉を収斂――身体を樹木へぶつける勢いで運ぶ。その近付いた幹を蹴り踏み台にしては、一気に前へ飛ぶ。幾いくつも木々の間を突き抜ぬけて移動していく。

　暫しばらくして……太枝へ膝ひざを付けるように、着地。

　枝から斜め下したを見た。そこには小さな村があった。

　広葉樹の木々が右辺に広がり左辺には街道が続きひまわりに似た花畑もある。

　そこでは養よう蜂ほうをしているのか小さい藁わら箱ばこもあった。自然豊かな田舎の村か。

　樵きこりが多く斧おのを携えた人たちが斧を振ふり上げ、低音と高音を立てながら伐ばつ採さいを行っていた。

　松の樹液と思われる匂においも漂ってくる。今も樵が一いつ生しよう懸けん命めいに樹木を伐採し、木もく片へんがぱっと周りに散らばっていた。ラグレンより姿は小さいけど、マッチョマン系の人たちだ。

　ここからだと山はまだ見えない。もっと高い位置で確認してみるか。

「ロロ、少しばかり上へ向かうから頭ず巾きんの中な？」

「ンンン」

　ロロは喉のど声ごえで返事すると頭巾の中に潜る。俺は黒猫ロロの体重を背中越ごしに感じながら跳ちよう躍やくを開始。〈導想魔手〉を使い空高くへ移動していく。

　目測で六百メートルを越えたぐらいの標高だろうか。

　……寒い。この辺りから強風だ。

〈鎖〉を壁かべのように変化させて小円を作り風を防ぐ。

　隙すき間まがあるが、だいぶ風の勢いは収まりやわらいだ。

　早速に進行方向である、遠方を観察。おぉぉあった。山だ……かすかに見える。

　遠くに、碧へき玉ぎよく、翡すい玉ぎよくが合わさったような煌きらめく湖らしきものと大きな山が観察できた。

　あそこへ向かおう。風が強いので、下降してから空の散歩を楽しんだ。

　……三時間ぐらい経つと、にわかに空の上に漂うモンスターの数が増えてきた。

　一いつ旦たん、止まる。この辺りが森林が多いからか？

　森林が広がる上空には大型の蝙蝠こうもり系、竜りゆう種たちに加えて、見たことのない灰色の翼を持つゴリラ顔のクリーチャー姿のモンスターがうじゃうじゃと空を飛び屯たむろしていた。

　額に張り付いている金棒のような髪かみの一房といい見た目は不気味。

　俺は翼が生えている訳じゃないので、数も多いし空では戦いたくない。

　高度を下げて、森林地帯から進むことにした。

　背丈の高い木々の幹に〈鎖〉をぶち込んでは手首へ収斂させ移動をしていく。

　さっきと同様に太い幹を蹴り方向を変えて、再度〈鎖〉を違う樹木の幹へ伸のばして同じように収斂させ前進する。これがいいように嵌はまった。

　ここはエルフたちが住むような森林地帯。

　太い枝や太い幹を擁ようする樹木が豊富に乱立しているので、足場が沢たく山さんある。だから〈鎖〉と〈導想魔手〉を使うことにより非常に安定して素早く進むことが出来た。

　そんな木々を利用した移動の最中にも、森に生息する見知らぬモンスターたちの姿を大量に見かける。だが、俺おれには近寄って来ない。

　正確には、近付いてこれないが正解か。

　今進んでいる速度は上空を鎖椅子に座って進んでいる速度とそう変わらない。

　この状態なら立体機動を生かした素早いモンスター狩がりが出来そうだ。だけど、今は移動を優先する。有名な忍者漫まん画がのように太い枝先を踏み蹴り跳躍――〈導想魔手〉、〈鎖〉を使い木々を飛び越えては楽に進んでいく。

　景色のいい空の旅を満まん喫きつしながら進むのもいいが……。

　素早く移動するなら、こっちの方が楽だな。数時間後、木立を抜ける。

　山と湖が近くに見えた。街道もある。

　お、あの街道の先、街か？　壁に囲まれた街だ。湖と山の間に小さい街があるようだ。

　木立から地面へ向けて跳躍。回転しながら地に着地した。

　足跡を残すように深く地面を蹴り街道を走っていく。

　街の近くにあった高い樹木へ駆け登り、太枝に片膝をつけた状態で街を見た。

　低い壁に囲まれた中に木製の家々が立ち並ぶ。ホルカーバムより小さいから街。

　大きな湖のある青い外縁部には船が大量に停てい泊はくしてるのが見えた。フォルトナ山もすぐ近くに見えるから、この街なら水神アクレシスの情報が得られるはずだ。

　はやる気持ちを抑おさえながら枝から飛び降りて、街道を走る。黒猫ロロが四し肢しを躍動させて街道の先へ走っていく。先にチェックしたいらしい。

　さて、そんなことより……この外がい套とうを着た状態で、この街に入っても大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　ルビアは迫害される可能性があると話していたが……。

　この街が宗教色に染まっているとしたらヤバイ。光神だけの一神教が色いろ濃こく反映している文化かも知れない。でも、地理的に考えたら違うか？

　水神アクレシスという湖の名前が、南の【大だい砂さ漠ばく】を越えて【オセベリア】にまで届いているし……ま、勇気を出だして行ってみるか。

　道の先にある街の木製の門は開いていた。潜って街の中へ何事もなく入っていく。

　門の上には黄土色の制服を着る兵士らしき人物がいたが、俺のことは見向きもしなかった。先に進んでいた黒猫ロロが街中から走り戻もどってくる。

　いつもの定位置に飛び乗ってきた。

　さて、まずは宿か酒場を探すか……小さな街の門から続く目抜き通りと思われる人々が行き交う大通りを真っすぐ進む。通りを行き交う人々は、俺の服に、見向きもしないし驚く人は皆かい無む。大丈夫のようだ。いらぬ心配だった。

　ルビアは教会で長く過ごしていたから、そう言ったのかもしれない。

　小さい街だが、人口はそれなりに多いようだ。だが、通る種族は人族ばかり。

　ドワーフや獣人は数が少ない。街を見学するように見て回った。

　右隅に馬囲いがあり馬ば喰くろうたちの集団が屯している。

　お、ギルドだ。左の角には冒険者ギルド【フォルトナ】と書かれた看板がある。

　冒険者ギルドはここにもあるのか。それに、フォルトナがこの街の名前。

　フォルトナ山が目の前だし当たり前ともいえる。

　冒険者ギルドの横には、色々な店が並び小こ路みちも見えた。

　武器屋、防具屋、雑貨店、葬そう儀ぎ屋、土産屋、教会、宿屋に細かい路地。

　宿屋は酒場と合同で店をやっているようだ。フォルトナの酒宿と、木き彫ぼりされた看板が立て掛かけてある。二つの木造店が重なり大きい店てん舗ぽになっていた。

　まずは定番通り、ここの宿に泊とまり情報を得る。

　早速、木製の扉を押し開き中へ入っていく。宿は左にカウンター席が縦に並び、中央から右辺にかけて食堂、宿部屋に続く廊ろう下かがあった。伽きや羅ら色の肌はだを持つ女将おかみさんらしき中年の女性を発見。カウンター席の向こう側で多数の客を相手にしている。

　彼女へ近付いていくと、話し掛けられた。

「いらっしゃい。泊まりかい？　食事だけかい？」

「ペットありで、二日ぐらい泊まれますか？」

「勿もち論ろんさ、一人で、一泊夕食事付きで銀貨一枚だね。それから生活魔法が使えないなら風ふ呂ろは小銅貨五枚で手伝いのレポイに頼たのむといいよ。使えるなら大おお桶おけが部屋のベランダにあるからね。自由に使うといいさ」

　俺はアイテムボックスを操作して、銀貨二枚を取り出す。

　その時、一斉に周りの客から俺に視線が集まった。

〝アイテムボックス〟は珍めずらしいらしい。

「わお、そんなマジックアイテム初めてみたよ。あんた迷めい宮きゆうに挑むような凄すご腕うでな冒険者なんだね？」

　女将も例外ではなく、驚きの表情を浮うかべていながらも、代金の銀貨より、俺の腕うで輪わへと熱い視線を送っていた。

「いや、まぁ、その、冒ぼう険けん者しやだが。金はここに置きましたよ」

「分かってるよ――それで、この巡礼者が集まる街に何の用なんだい？　あっ、もしかして、アクレシス湖の蛇じや竜りゆうヘスプか青龍ラスティス退治かい？　それか、フォルトナ山に住む怪獣七つ足ロペリオン退治とか？」

　女将は金を受けとると、矢継ぎ早に質問を繰くり返した。

　そんな討とう伐ばつを待っているようなモンスターが存在するのか。

　いつか討伐するかもしれない。

「依い頼らいはまだ決めていないです。アクレシス湖といえば、アクレシスの神像や神しん殿でんはあるのですか？」

「当たり前さ。神殿ならこの街の港近くにある。それに、フォルトナの街周辺にも〝アクレシス像〟は点々とあるさね」

　像は一つだけじゃないのか。周辺にも幾つも存在するとは。

「港ですか。この辺で有名な場所は？」

「あるよあるよ。名所がね。フォルトナ山には、光の精せい霊れいフォルトナ様の〝奇き跡せきの岩絵〟もあるし、光神ルロディス様の〝声上げ神像〟が特に有名だよ。それと、水神様が齎もたらす〝アクレシスの清水〟も有名だねぇ」

　女将は地元に誇りがあるのか、商売柄がらか嬉うれしそうに語る。

「水神様ですか、興味があります」

「お、依頼の前に水神様へお祈いのりでもして行くつもりかい？」

「えぇ、そのつもりです」

「そうかい。さっきも言ったけど神殿は港の方だからね？　何の依頼をこなすにせよ、頑張るんだよ。で、泊まる部屋だけど、廊下の突き当たり一番奥にある〝精霊の部屋〟が部屋の名前だからね。これが鍵かぎ」

「はい――では」

　銅製の鍵を受け取る。皆が俺に視線を向けるが、無視。

　食堂を抜けて廊下から部屋に向かう。精霊の部屋と書かれた扉を開けて中に入った。

　まぁまぁの広さ。寝しん台だいが二つ。その横には、無む垢くな木製のサイドテーブルとくすんだ色の箪たん笥すがあるだけ。ベランダが広く感じるだけか。大桶も確認。

「ン、にゃ」

　風呂用の桶を確認していると、黒猫ロロが頭巾の中から這い出て肩から右みぎ腕うでに移動してきた。器用に腕上を歩きながら、その俺の腕を蹴って寝台上へ飛び乗り遊んでいる。

「痛ッ、それ、好きだなぁ」

　後脚に生えた小さい爪つめが皮ひ膚ふに引っ掛かったので痛かった。

　血も流れたが……黒猫ロロが楽し気に跳ねて遊んでいたから怒らない。

「ンンッ、にゃ」

　部屋の確認はこれでいいだろう。早速、港へ向かうことにする。

「ロロ、先に行くぞ」

「ンン」

　寝台上で遊んでいる黒猫ロロを呼び寄せる。

　猫ねこらしい四肢の動きで自由に飛び跳ね遊びながら喉声だけを鳴らした黒猫ロロを置いて部屋から退出した。宿を出て通りを歩いていく。

　すると黒猫ロロが「にゃぁぁ～」と、何か文句をいうように鳴きながら俺を追い掛けきた。ジャンプしていつものように肩上に乗ってくる。

　少し触しよく手しゆの位置がずれて肩から落ちそうになっていた。

　――ははッと、俺は笑いながら、髭ひげを下げて不満気な可愛かわいい黒猫ロロの小さい頭を軽く撫でてやると、機き嫌げんが直ったのか、ゴロゴロと甘あまえん坊ぼうのタレ子ちゃんの音を鳴らしてきた。

　そんな可愛い黒猫ロロとイチャイチャしながら目抜き通りを歩き、魚肉ソーセージが焼かれている露ろ店てんを覗のぞきながら港へ向かう。

　おっと……背後から何人か、ついてくる気配があった。

　宿屋に泊まっていた連中かな？
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　追ってきた連中を背後に感じながら、気にせずに港近辺の様子を眺ながめていった。

　水の匂いが漂う……湖こ畔はんの街だと実感させる。

　港に泊まる船の形はヘカトレイルやホルカーバムで見たのと似ているが、やや小ぶりな漁師船が多い。神殿らしき建物はどこだろう……もう少し高い建物上へ移動するか。

　追手もついでに撒まく。建物の陰かげに走りギザギザの角張った壁際から周囲を確認。

　周りに視線がないかチェック。誰も居ないことを確認してから柱や窓にある溝みぞ彫ほり、窓台、まぐさの出っ張りを掴むと壁を登っていく。

　屋根上に登りきった直後、下の通路から俺を追跡してきた奴やつ等らが姿を見せた。

　見た目は冒険者かそれなりの装備を整えた奴等。

　頭をきょろきょろ左右へ動かして、必死に俺の姿を捜さがしているようだ。

　目的はなんだ？　アイテムボックスを見せたからか？

　あの捜しようだと……しつこそうだ。だが、今は放っておく。

　呑のん気きに背伸びしながら、屋根上を歩き手を額にかざしながら、港の全景を見る。

　湖の遠くには小高い島が見えた。島には高い塔が存在している。

　あの高塔には魔術師でも住んでいるのだろうか。

　気になるが、今は目的を優先しよう。港を優先。

　――あの建物かな。というかアレだろう。

　拳のような堤つつみが並ぶ波は止と場ばの左ひだり端はしに長い階段が存在した。

　多数の人々がその階段を上っている様子が見える。

　階段の上には巨きよ大だい石灰岩が削けずられたような神殿らしき建物があった。

　あそこへ行ってみよう。屋根上を走る――。

　四角い石の出っ張りを跳び箱でも越えるように両手を突きながら乗り越えた。

　次は洗せん濯たく物ものが干してある棒を掴む。その棒を利用する形で、棒を滑すべり下りつつ隣となりの屋根上へ飛び移る。続いて、転がりながら、流れるように体勢を整えては走り出す。

　両足でステップを踏み、一定のリズムで障害物を越えてった。

　フランスの芸術移動集団を思いだしながら、「パルクール」を行う「ヤマカシ」の演者にでもなったかのように――魔ま脚きやくを使い煙えん突とつを蹴る。

　身を捻り視界が移り変わる光景を楽しむように高く跳躍して隣の建物に飛び移った。

　更に、武ぶ俠きようの内ない功こう風の魔ま力りよくを足に軽く溜めては軽功を意識しながら、その屋根上から隣に続いている細いロープの上を走り、隣の屋根上へ渡わたりきる。

　神殿近くにあった赤い屋根上に到とう着ちやくした。

　そこで、特に意味もなく側転しながら屋根上を移動――。

　側転機動の終わりに、屋根の端先が視界に入る。

　そこは鷹たかが止まりそうな屋根から外へ飛び出ている長い細板があった。

　興味が出たので動きを止める。その長い木製の細板へ普通に歩いて近寄っていった。

　細板に足を乗せて端に立っては、街を眺めていく。

　鷹になったような空からの俯ふ瞰かんで街を覗いているようだ。

　景色がいい。向かい風も心地いい。

　下には丁度いい藁わらが詰まった荷車があるのが見える。

　馬は繋がれていない。これはあれか？　ここから飛び降りろというサインか？

　バンジージャンプじゃないが……飛び降りるか。

「ロロ、つかまってろよ。下へ落ちるから衝しよう撃げきに一応備えてね」

　頭巾から肩に移動している黒猫ロロへ一応、警告。

「にゃ」

　相棒の声を合図に、木製の細板の先せん端たんから飛び降りる！

　両腕を鷹の翼に見立てて空でも飛ぶように――。

　地面の藁が詰まった荷車へ急降下。

　股こ間かんがきゅんっと縮む感覚と共に〝ピュゥ〟と、鷹の音が聞こえた気がした。

　鷹というか何かに見守られてる雰ふん囲い気きを感じながら身を回転。

　背中を藁に向けて黒猫ロロを胸に抱だきながら藁の中に突入した。

　――ドサッとした音を立て藁の中に背中が沈しずみ込む。

　藁のクッション性は抜群といったところか。藁が少し日向ひなた臭くさいのはご愛あい敬きよう。

　名作ゲーム「アサシンクリード」を思い出す。

　俺の顎あごを舐めているように黒猫ロロも無事だ。

　不安だったのか触手を先に藁の中へ伸ばしている。

「ロロ、神殿へ行くぞ。頭巾の中に戻るか？」

「ンン」

　胸むな元もとから離はなれて藁の中に潜り込んでいた黒猫ロロは黒くろ豹ひよう型に変身。

　前足と触手を使い藁を払はらいのけると、荷車を蹴けり飛ばすようにして降りている。

　俺も素す早ばやく藁を蹴り上げるように飛び上がり、藁入りの荷車から脱出した。

　路地の隙間の先に曲がり角があるのが見える。その曲がり角へ近付き、足下からきゅっと音がするぐらいに綺麗な石いし床ゆかを蹴り角を曲がると、神殿の階段前に到着した。

　Ｕの字のような形をしている階段広場。階段の上に立つ神殿の外観がハッキリと見える。

　古い教会のように真っ白だ。建物の材質は石灰岩ではなく雷らい文もん模様の目の粗あらい大理石に近い。日本的だとラーメン器の外にある唐草模様。古代中国だと権力の象徴だったか。

　そう感想を持ったところで、階段を行き来している人々を見ていった。

　薄うす緑みどりのプラトークをかぶる女冒険者、底金をうった靴くつを履はく商人、浮ふ浪ろう者と思われる古風な巻きスカートを穿はく老婆、真新しい木綿服を着込む若者、毛織のカフタンを着た老人……流石さすがに神殿というだけあって、信者と思われる薄青の前開きローブで身を包つつむ人も多い。よーし、俺も上がろう。それらの人々に交ざり長い白階段を上る。上った先には大きなアーチ状の出入り口が出で迎むかえた。多数の人々と共にアーチ門を潜り奥へ進む。

　中は横よこ幅はばが狭せまい縦に続く出入口の廊下だった。廊下だが天てん蓋がいは高い。

　左右には天てん井じようを支える大理石の縦に伸びる柱が幾つも並ぶ。

　廊下の先には、また違ちがう、アーチ状の出入り口があった。

　やはり神殿。二つの門があるんだと、感心しながら、そのアーチ状の門を潜り中へ進む。

　信者の方々が増える。薄青い服に青生地のガウンを重ね着していた。

　エルフの姿は見かけない。やはり、ここは【宗教国家ヘスリファート】の勢力圏けん内ないなのだろう。通路を進むと吹き抜けの大きいホールに出た。作りはまさに神殿であり教会だ。

　大小様々な燭しよく台だいがシンメトリーを意識するようにホールの隅すみや手前に設置され、たくさんの火が灯ともった蝋ろう燭そくが明るい光源になっていた。辺りに、鐘かねと美しい歌音が染み渡る。

　おごそかだが、泉の中から湧き出るようなボーイソプラノの音色が天国へ誘いざなうかのように不思議な気持ちにさせてくれた。

　肩に居る黒猫ロロも目を瞑つぶり、歌声に耳を傾かたむけているように見える。

　ただ眠いだけかもしれないけど。

　聞こえてくる音色の方へ自然と視線が移る。左辺には雛ひな壇だんのような場所があり、壇に乗った青い衣を着た少年少女たちの合唱団、聖歌隊と鉄てつ筒とう楽器を手に持つグループがいた。

　ボーイソプラノの子はまだ背が小さいが精せい一いつ杯ぱい歌い上げている。

　あの高音は神に与えられた短い時間か。声変わりしたらアルトに転向するのだろうか。

　指揮者の手の動きは俺が知る動きと似ている。

　子供たちが持つ楽器はハンドベルに近い楽器？　そんなどうでもいい疑問を考えていると、ボーイソプラノのソロパートが終わりアルトたちと吼ほえるようなバスの連合歌に発展、メンデルスゾーンの「エリヤ」に似た曲調から変化を遂とげていく。

　俺はたっぷりと不思議な曲を味わいながら視線を中央へ向ける。

　中央奥には巨大な水神アクレシスの像があった。両手で大きな水みず瓶がめを頭上に抱かかえている女性を象かたどった、まさに聖像イコンだ。

　衣の形も、神が身に纏うような意い匠しようが施ほどこされてある。

　両手で支えられた水瓶からは水が流れた跡があり、像の下方までくっきりと水跡が残っていた。でも、今は水瓶から水が流れていない。

　あの水瓶から流れ出ていた水が清水なのかな？

　巨きよ大だい水瓶を掲かかげ持つ神像の前では薄青色の衣を着た神官さんが手を組んで水神アクレシスへお祈りを捧ささげていた。信者の方々も膝で床を突いて神官さんと同じポーズを取る。

　指で十字を切り額のプラトークへ指を押おし付けて一生懸命にお祈りをしていた。

　神官さんのお祈りに合わせる形で合唱団の歌声も小さくなると、厳げん粛しゆくなムードが漂ただよう。

　しかし……この空気感を、ぷぅっと屁への音で壊したくなった。そんな子供染みた発想の冗談はさておき、ふざけずに真しん剣けんな面持ちで神官さんに話しかける。

「あのぅ、すみません」

「はい？」

「アクレシスの清水は……」

「今はご覧の通り、水瓶から出る清水が止まってますので」

　やはり、止まっていたか。

「そうですか……原因は？」

「〝蛇竜ヘスプ〟です。アクレシス湖から近い【ゴッデスの森】に聳そびえるアクレシス神像の一つを、その蛇竜が産卵のために占せん領りようしました。そのせいで清水が止まったのです」

　蛇竜ヘスプ？　また、神像は複数あるのか。

「神像は他にもあるのですか？」

「神像は全部で六つあります」

「六つも？　たった一つが蛇竜に占領されただけで、清水が止まるんですか？」

「はい。森の各地に散らばる神像の力が連動し、初めて、この本ほん殿でんに存在するアクレシス神像が支えている〝水神の水瓶〟から清水が生まれでるのですから」

　他にも理由はありそうだが、神像の力か。蛇竜がそれを邪じや魔ましていると。

「その蛇竜を殺やれば清水は復活するのですか？」

「勿論！　だから冒険者ギルドで退治の依頼をお願いしているのですが……もう七日近く経たちますが、今回はどういうことか、まだ誰だれも討伐を成功させていないのです。冒険者クランの方々が合同で狩りを行うという話も聞いているので、もうじき倒たおされると思うのですが……倒せなければ蛇竜ヘスプの卵が孵かえるまで待たないとだめかもしれません」

　神像の力は凄すごいんだな……モンスターの卵にも影えい響きようを与えているらしい。

　まぁ〝枯かれた大樹〟を復活させるという材料だ。そういう不思議な力があるのだろう。

「蛇竜ヘスプの卵が孵るまでの期間はどのくらいなのですか？」

「一年は掛かるかと……」

「長いですね……」

「はい。その期間、清水が出ないとなると、飲料や治ち療りようだけでなく農作物、薬草作りや、ポーション製作に多大な悪影響が及ぶのです」

　色んな効用があるんだ。清水とはやはり重要アイテムなんだな。

「それは……大変ですねぇ。早く倒さなければ」

「はい。それはそうなのですが、光神様以外に関する事柄については、この国の対応は一いつ切さいの期待ができませんので、冒険者様に頼るしかありません。ですので素早い対応は無理と思っています」

　そりゃ期待はできないよな。ヘスリファートは光神ルロディスを崇あがめる一神教のような感じなんだろ？　それを思えば、よくこの神殿が取り壊こわされていないな。

「……なるほど、それはそうでしょうね。それと、蛇竜ヘスプについてなのですが、産卵時期は必ず神像を占拠するものなのですか？」

「いえ、必ずではなく森や湖で産む場合もあります。ですが、蛇竜もアクレシスの神像の近くで卵を産めば、その卵が神像の力を吸収し力強い蛇竜となることを知っているのです。ですのでこういったことは年に数回発生してしまうのですよ」

　そういうことか。こりゃ倒すしかない。

「なるほど。そうですか。分かりました。では〝俺が討伐してきましょう〟」

「え？　貴方あなたが、お一人でですか？」

　俺の力強い言葉を聞いて驚おどろいている神官さんは長い帽子を被っている。

　頭を揺ゆらしているので、その帽子がすこしずれていた。

「にゃぁにゃ」

　神官さんの言葉に俺の肩かたでじっと話を聞いていた黒猫ロロも反応。

　鳴き声から判断すると、『わたしもいるにゃ』だろうな。

「相棒もいますし、大丈夫ですよ。一応冒険者ギルドで依頼を受ける予定ですが、クランが合同で狩りをするんでしたっけ？　それに混ざるかは、まだ分かりません」

　鋭するどい視線の神官さんは、俺を諭さとすように見つめてくる。

「蛇竜ヘスプは巨大で強力なモンスター。悪いことはいいません。狩りをなさるならクランの方々と合同で向かった方が良いでしょう」

「考えておきましょう。それで弱点とか、知ってますか？」

「雷撃が弱点とは聞いたことがあります。ですが、わたしはただの神官。モンスターとはあまり戦ったことはありませんので、これぐらいしか……すみません。詳しいことは冒険者ギルドの方が知っているはずです」

　あまりの部分のニュアンスが少し違うのは……ま、気にしても仕方ないか。

「……分かりました。では冒険者ギルドに向かいます。わざわざ質問に答えてくださってありがとうございました」

　神官さんに対して尊敬を込めて頭を下げる。

「これも水神アクレシス様のお導き。どうか無事に任務が果たされますように――」

　神官さんは懐ふところから小さいロッドを持ち出し、左右に振ってお祈りを始めた。

　魔力風が起きる。何か魔力を感じたが、気にしない。

　俺はもう一度軽く頭を下げてから黒猫ロロを連れて神殿の外に出る。

　冒険者ギルドに向かうとしますか。階段を降りて目抜き通りを歩いていく。

　通りを歩きギルドの建物が見えかけた時、さっき俺を追いかけていた奴等と遭そう遇ぐうした。

「ロロ、準備しとけ。分かってると思うが、基本、待ちだからな」

「ン、にゃ」

　黒猫ロロは素早く行動に移る。遭遇した奴等の背後に走っていく。

　待ち構えていたと思われる奴等は六人。

　槍やりを持ったリーダー風の背丈の高い金きん髪ぱつ騎き士し。

　二剣けんを腰こしに差す中肉中背な中年男。

　片手剣と盾たてを持つ小柄な男。

　ハルバードを持つ巨漢。

　魔ま法ほう使つかい系の衣服を着た小さいロッドを持つ茶ちや髪ぱつ女。

　弓ゆみを持ち性格がきつそうな狐きつね目めを持つ黒くろ髪かみの女。

　男四名、女二名の合計六人。

　一人を除いて魔力を全身に漂わせてはいない。

　魔法使いと思われる女が魔力を感じさせるのみだ。

　六名で俺を囲うように、道を塞ふさぐ。

「やっぱり隊長の読みは当たったね」

「あぁ、ここを張っとけば、冒険者なのだからいずれ来るだろうと言っていた。流石さすがは隊長だ。読みが深い」

　六人はそれぞれにアホな感想を述べていた。何が読みが深いだよ……笑えてくる。

　そのアホな連中の中から、背丈の高い高級革服を着た長なが襟えりを首に立たせた騎士風の男が、鷹おう揚ような態度で一歩前に出て話しかけてきた。

「やはり、きましたか。同業の冒険者ですからね。来ると思っていたのですよ」

　喋しやべり方からして、この金毛の男が隊長らしい。

「だからどうしたんだ？　用件は何だ」

「あなたのその腕輪、随ずい分ぶんと高級そうですね」

「あぁ、そうかもな？」

　抑よく揚ようをつけずに告げる。すると、隊長らしい騎士風の男は金毛の眉まゆを中央に寄せて睨んできた。そして、持っていた槍の穂ほ先さきを俺へ差し向けてくる。

　こいつら武器を向ける意味が分かっているのか？　ここは目抜き通り……。

　周りから視線をわざわざ集める中、何でそんな行動を取る？

　衛兵は少なからずいるだろうに……。

　そこまでしてコレアイテムボツクスが欲ほしいのか？

「……そうですか。ここでは注目を浴びますから、そこの路地裏の奥おくへ行きませんか？」

　槍の穂先をくいくいっと動かし移動しろと促してくる。

　他の五人もそれぞれに武器を抜いていた。

「シャアァァッ」

　冒険者たちの背後にいる黒猫ロロが威い嚇かく音を出していた。

　怒おこっているロロと目を合わせて、俺は〝まだ〟だ。と、僅わずかに頭を横に振る。

　黒猫ロロはすぐに威嚇音を発するのを止やめてくれた。

　さて、路地裏に誘うなら好都合。わざとついていくことにする。

　たっぷりと〝死〟というお返しプレゼントを贈おくってやろう。

「分かった。ついていこう」

「物分かりが良くて助かる。くくく」

　何が、くくくだよ。痩やせこけた頬ほおで、薄うすい唇くちびる。その薄ら笑わらいの冷笑がどこまで続けられるやら……路地裏の奥へ進む。

「――ここで、いいでしょう。さて、その腕輪をこちらに渡してください」

　隊長と呼ばれていた金髪の青目はニヤついた顔で言ってくる……渡すわけないだろうに。

「はぁ？　いやだね」

「状じよう況きようが分かっているのですか？」

　金髪の青目が痩せた頬を歪ゆがませて聞いてきた。

「隊長、殺っちゃいましょうよ。わざわざ人目のつかないとこにきたんですから」

　金髪男の背後に居た弓持ちの女が俺を殺そうと提案してきた。

　更さらに、剣を持つ中年男がしゃしゃり出てきた。

「若造。早くその腕輪をこっちによこせ。身のためだぞ？」

　もう片方の剣を腰から抜き、二つの剣先を俺に向けての忠告。

　今度は盾を持つ小柄の髭ひげ男が鋭い視線を向け、

「随分と無礼なめた態度の黒髪野郎だな。さっさと言われたとおりにしろよ」

　と、脅してきた。

「――サウザ隊長。背後から人は誰も来てませんぜ」

　ハルバードを持つ巨漢は路地裏の最後尾で狭き道を監視しているらしい。

「サウザぁん、この若いの、渡すの拒こばんでるけどぉ、どうする？　殺すの？」

「そうだな。素す直なおに渡せば殺さないが」

「隊長、命令するなら、わたしが殺ろうか？　射るよ？」

　鼻っ柱の喋り方は、狐目のオカッパ黒髪女の射手。

　彼かの女じよは弓を構えようとしていた。まったく……好き放題だな。

　サクッと殺る前にサウザを含ふくめ、彼かれらへ忠告しておいてあげるか。三秒、待ってやろう。

「おい、お前ら。相手をよく見て判断できないと、死が待っているだけだぞ？　今なら何もしないから大人しく、逃にげておけ」

　情けのつもりで話す。腕を左右に泳がせた。

　コイツらが素直に受けとるか分からないが、暗に〝どっかに行け〟と腕で示す。

　そして、暫しばしの沈ちん黙もくが流れる。

「……あはは、うけるぅ」

　そう言って、ロッドを持つ茶髪女は俺を馬鹿にするように嘲笑した。

「ははは、本当に無礼なめられたもんだ。この六人に勝つつもりか？」

「ぷっははは」

「はぁ、しょうがない」

　背丈の高いサウザと呼ばれた金髪男は嘆たん息そくを吐はく。

「殺るしかないなァァァ――」

　勝ち誇ほこった顔を俺へ向けてから、手に握にぎった槍の穂先を振ふるわせて吶とつ喊かんしてきた。

　はぁ〝しょうがない〟は俺の台詞せりふだよ。

　そんな愚ぐ痴ちを溢こぼしながら行動に起こす――瞬しゆん時じに〈投とう擲てき〉。

　槍を持って突撃してくる金髪男ではなく、弓使いの黒髪女の額に短たん剣けんが突つき刺ささるのと、同時に――俺は魔ま闘とう脚きやくを用いて地面を蹴り前進していた。

　敢あえて、近・近距きよ離り戦を挑む。ようするに実験台だ。

　サウザが操る長なが槍やりの穂先が俺の胸に迫るが、そんな長槍など軽く左手で往いなす。

　胸ベルトから青銀の刃やいばを持つ短剣を抜ぬきながらの素早い前まえ屈かがみ前進――。

　これは先日戦ったオゼの動きを参考にしたものだ。パクったともいえる。

　槍持ちの青い瞳ひとみの騎士サウザの懐に飛び込む。その長い首くび襟えりを利用させて貰もらおうか！

「なっ、はや――」

　サウザの首元の長襟を片手で掴つかみ強ごう引いんに引き寄せる。

　前屈みになったサウザの首筋へと短剣の青銀刃を添え当てながら首からぐりっと音が鳴るようにスイング式ネックブリーカーを食らわせてサウザの首を半回転させた。

　短剣の青銀刃がサウザの首へ深く突き刺さると同時に青銀の刃の切れ味を生かすようにサウザの首を引き裂いた。

　俺は同時に一環した横回転ルーレツトの動きでサウザの背中へ回り込んでいた。

　サウザの切断面が露ろ出しゆつした頸けい動脈からの断面から血ち飛沫しぶきが勢いよく噴ふん出しゆつ――。

　隣にいた女へ血のシャワーが降りかかる。

「きゃぁぁ」

　返り血をもろに浴びた女魔法使いは突とつ然ぜんの出来事に悲鳴を上げる。

　俺おれはサウザの背後に回り込んで立っているので、返り血は浴びていない。

　お？　魔ま法ほうの短剣による吸い取り効果か？　活力がみなぎってくる。

　サウザは痙けい攣れんしてから動かなくなった。こいつを盾にしよう。

「隊長ッ、糞くそ――」

　二剣の男は反撃の剣突を伸のばしてくる。だが、焦っているらしい。無む暗やみやたらに剣突を繰り出してくるだけだ。盾にした隊長サウザの首切れ死体に剣が刺さっていた。

「あっ――」

　しまった。という感じに声を出す。

　その隙すきにサウザの首を切った青銀の刃が特とく徴ちようの短剣を〈投擲〉した。

　二剣の男の皺しわが目立つ眉み間けんに青銀の刃が突き刺さる。

　そして、当たり前だが、手から離れた青銀の短剣からは、魔力や活力は送られてこない。

　遠距離から充電とかできるわけじゃないらしい。

「――何だ？　黒くろ猫ねこ？　グアァッ、ヒュゥゥッ……ポゴォッ」

　見張っていた巨漢も血ち塗まみれと化す。かすれ声が響ひびく。

　巨漢の彼はハルバードを胸に抱えたままどさりと倒れ伏した。

　黒猫ロロが放った触手骨剣が巨漢の首を穿うがち倒したらしい。

　その間に、片手剣と盾を持つ男を一睨にらみ。

　俺は肉盾と化しているサウザの死体を、その片手剣と盾を持つ小柄な男へ投げ飛ばす。

「ぐぬぉ、糞っ、どけっ」

　小柄な男は左手に持った盾で仲間だったサウザの死体を弾はじこうとしている。

　――その隙を逃さない。魔脚で地面を蹴り前進した。

　もたつく片手剣と盾を持つ男の足を刈り取るように下段回し蹴りを放つ。

　バットを折ったかのようにバキッと、骨の折れる音が谺こだました。

「うぎゃぁっ、あ、あぢがぁぁっぁぁぁぁ」

　男は痛みに耐たえかねて絶叫――地面に転がった。

　剣と盾を地面に落とし、足を抱えている。

　そのタイミングで、血を浴びた女は恐きよう慌こう状態から立ち直り、俺を睨む。

「アジスまでっ！　この化物ッ」

　地面に転がる仲間の名前を叫さけび、俺を化物と呼んだ。

「これで、食ら――」

　つり上がった目を向けて杖つえを掲げて魔法を撃つかと思われたが、黒猫ロロの触手骨剣が女の腹を貫つらぬいていた。女は前のめりの体勢で白石の壁かべに運ばれる。

　そして、背中から激しく壁に衝しよう突とつ。

「――ぐぇ」

　石の壁にぶつかった衝撃で血ち反吐へどを吐く。腹に突き刺さった触手骨剣にぶら下がり、ぐったりとしていた。

「ロロ、ナイスッ――」

　女魔法使いの腹を突き刺し壁に運んだ黒猫ロロを褒ほめながら右手に魔ま槍そう杖づえを召しよう喚かん。

「さて、俺を攻こう撃げきしてきたことは後悔したかな？」

　ま、そんな思考も一いつ瞬しゆんで終わりだが――。

　と、足が折れて地面に無様に転がっている男の頭へ容よう赦しやなく紅べに斧おの刃ばを下ろした。

　アジスと呼ばれていた男の頭ず蓋がいを粉ふん砕さいした。

「――ア、アジスが……グ、ガァッハッ……」

　女は壁に磔はりつけにされても、まだ生きていた。ちょうどいい。

　彼女と少し話をして血と魂たましいを頂こう。

「おぃ――お前の名は？」

　黒猫ロロの触手骨剣が腹に刺さった状態の彼女をどつくように壁に手を当てた。

　要するに壁ドン。女の顔を間近で確かく認にんした。

「ラ、ラーニャよ」

「ラーニャか。お前らは、宿屋から俺を追跡してきたな？　正体はなんだ？　この腕輪が目当てで襲おそいかかってきたのか？」

　腕輪を見せながら、この女の背後関係を洗う。

　また、この辺の闇やみギルドかもしれないからな。

「グゥ、痛い……」

「正直に答えないと、もっと痛い思いをしながら死ぬことになるが？」

「わ、分かった。いうわよ。わたしたちは、ただの冒険者。貴方の腕輪が目当て。隊長が襲って殺してでも奪おう。とか話して、それで追いかけて……」

　……本当に冒険者なのか？　この辺りの冒険者の質は、かなり低いらしい。

　ヘカトレイルで過ごしていた頃ころに一いつ緒しよに共闘した冒険者たちとは雲うん泥でいの差だ。

　彼らはアイテムボックス持ちを見ても、奪うとかの思考は皆かい無む。

　そこには尊敬の眼まな差ざしがあり、俺も、私も、いつかはアイテムボックスをゲットしてやる。という野心と気き概がいを持った冒険者たちばかりだった。場所が場所だけに仕方がないのかもしれないが、ここの冒険者はモラルがなく盗とう賊ぞくと変わらない。

　たまたまだと思いたい。

「……ね、ねぇ、お願い。わたしの体を自由に使っていいから、許して……」

　ラーニャは媚こびを売るように必死な表情を浮うかべている。

　ま、本人が喋ってる通り〝体を自由に使わせてもらおう〟。

「分かった。その前に、さっきお前は〝あはは、うけるぅ〟と嗤わらっていたよな？　今も面白おもしろいか？　うけるか？」

「な、なにを言ってるの？　おもしろくないわよッ」

「あっそ――」

　俺は邪じや悪あくな笑えみを浮かべる。

　そして、彼女へキスするように顔を寄せ、隣り合わせてから首筋に噛かみ付く。

　――血を頂いた。

「エッ、ヒィィィィッ、あっ、ぁぁぁ……」

　美味うまい。やっぱ生血はいい。女は恍こう惚こつの表情を浮かべ失禁、失神。

　そのまま〈吸きゆう魂こん〉で魂たましいも頂く。

　女魔法使いはあっという間に全身が干からびて骨となった。

　その骨も塵ちりとなり消えてゆく。身に纏まとっていた服、持っていた装飾品、背はい曩のう、財布っぽい袋も地面に落ちた。

　指紋の捜査がある訳じゃないが……一応、皮布で手を覆い財布代わりの袋を調べる。

　袋から銀貨十枚、大銅貨五枚をゲット。他の死体からも荷物を漁あさり〈投擲〉したヤゼカポスの短剣を回収。

　青銀の刃に付着した血を拭ふき胸ベルトに装着しておく。

　死体から回収を終えると、合計で金貨一枚、銀貨二十五枚、大銅貨十八枚となった。

　金はこんな物か。ギルドカードもある。Ｄランクやら名前が書かれてあったが、興味はないので回収はしない。カードはバラバラに砕き路地裏の隅へ投げておく。

　今回はこの短剣をメインに戦ったが、意外にいける。

　槍組手における近・近距離戦は短剣や長ちよう剣けんと相性がいい。

　あの首くび捻ひねりは本来だと槍の棒を使った首落としの技。だが、短剣なら直接斬れるし、相手を利用すれば守りにも使える。最後の肉盾は多少のアドリブを利きかせたけど。

　それに、二つの武器を扱うオゼの動きがまだ脳のう裏りに残っていた。

　見よう見み真似まねだが、短剣を扱う些さ細さいな滑らかな動きを真似てみたつもりだ。

　スキルも何も得られていないので、まだまだ本職に比べたら拙つたなく滑こつ稽けいなのだろうが……そんなことを考えながら、回収した金を仕し舞まう。

　銀貨一枚だけを胸ポケットに入れ残りの金貨はアイテムボックスへ入れた。

「ロロ、冒ぼう険けん者しやギルドへ行くぞ」

　黒猫ロロは血溜まりに小さい舌を当てペロペロと血を頂ちよう戴だいしていた。

「ン、にゃにゃ」

　呼ばれた黒猫ロロは耳をピクピクッと動かす。

　血を舐めるのを止めて走り寄って俺の脛すねに小さい頭部をぶつけて甘あまえてきた。

　首元から小さいお豆型の触しよく手しゆを俺の首へと伸ばし引っ掛かけては、くるっと触手を回転させて右みぎ肩かたに戻もどってくる。

　そして、自らの首元にちゅぽんっと液体が跳はねる音を立てながら触手を収しゆう斂れん。

　触手を仕舞いながら体を横回転しては二本の脚で器用に肩の上に立った。

「お帰り。血には満足したか？」

「にゃ～」

　二本脚で立ちながら鳴いた黒猫ロロは、俺の頬に猫ねこパンチ。もとい、肉球タッチングをしてから、俺の肩で香こう箱ばこスタイルに移行。足を内側に畳たたんで休み出す。

　そんな黒猫ロロの頭を撫でて上げてから、この血生臭い路地を抜けた。

　通りに戻り、フォルトナの冒険者ギルドへ向かう。







第六十六章「蛇じゃ竜りゅうヘスプ」







　冒険者ギルド前で足を止めた。建物の外観をチェック。

　木造。焦こげ茶ちや色いろで統一した建物だ。

　大きさはホルカーバムのギルドと同じぐらいかな。

　玄げん関かんの入り口は西部劇に登場しそうな木製の両りよう扉とびら。扉には、何人もの冒険者が押した跡汚れがある。その両扉を俺も同じ冒険者として手で押して入った。

　入ってすぐ横に、会議用の部屋が存在した。中央は十五畳じようぐらいの横幅があるのか？

　ギルドとしては家具の配置もあってか、広くもなく狭くもない印象だ。

　天井から眩まぶしい明かりが目につく。それはクリスタル製の光源だった。

　そのクリスタル光源がギルド内を隈くまなく照らす。床は古びた板の間が敷しかれてある。

　依い頼らいが貼はり出だされているボードも中央に存在した。

　そこは例によって他の冒険者ギルドと同じく混雑している。どこも変わらない。

　冒険者たちの種族は人族ばかり。獣じゆう人じんはごく少数だ。

　俺も多数の人族たちと一緒に……貼ってある依頼の紙を見ていった。

　この中に……蛇竜退治の依頼があるはず……だ。おっ、早さつ速そく、発見。

　蛇竜ヘスプ討とう伐ばつの依頼。高級そうな大きな羊皮紙に書かれてある。

　緊急依頼らしい。ＢかＡランク以上推すい奨しよう。





　依頼主：水神アクレシス神しん殿でん神官長キュレレ

　依頼内容：〝緊急依頼〟Ａ＋＋蛇竜ヘスプ退治。

　応おう募ぼ期間：倒されるまで無期限。

　討伐対象：蛇竜ヘスプ

　生息地域：【ゴッデスの森】・アクレシス神像

　報ほう酬しゆう：金貨三十枚

　討伐証しよう拠こ：蛇竜の牙きば、蛇竜の毒液、蛇竜の卵。普ふ通つうはこの三つですが、蛇竜ヘスプが倒されれば、神殿の像から清水が溢あふれるので、今回は特に必要なし。

　注意事じ項こう：毒液と噛み付き、胴どう体たいによる吹き飛ばし、体当たり、尻尾しつぽの棘とげに要注意。

　備考：冒険者Ｂ以上を推奨します。ただし、緊急依頼なのでランクは問いません。因ちなみに蛇竜の牙、蛇竜の毒液、蛇竜の卵は高価買い取りの品です。






　依頼番号が書かれた木もく片へんを掴んで、受付に持っていく。

　受うけ付つけ嬢じようは綺き麗れいな子がいいな。といっても、受付係は少数しか居ないんだけど。

　その中で、美人な子がいた。明るい茶色の髪かみに茶色の瞳。この受付嬢のところだけ行列が発生していた。アイドルの握手会じゃねぇんだから……。

　でも、まぁ……分かる。髪型も一人だけお洒落しやれだし耳元を彩いろどる白花の飾かざりが似合う。

　花が似合う美人受付嬢の存在は目立つからな。しかし、わざわざ並ぶのもなぁ。

　かといって、他の受付係の面子メンツを見ると……。

　まずは、頭がツルッと滑すべりそうなスキンヘッドで、大おお柄がらの筋肉質な男。

　次が、頬が痩せて、ローブ姿に身を包む謎なぞ老人。

　最後は地味な女。まぁいいか。今回は最後の地味な子でいこう。

　暗そうな感じだけど……スキンヘッドの筋肉男より女だよ。

　しかし、アイドル受付嬢の行列は無視。地味な女の受付嬢の待つ窓口に向かう。

　すたすたと歩いて、地味な受付嬢の前で足を止めた。

「やぁ、この依頼は俺でも受けることは可能かな？」

　と、気軽な調子で聞く。依頼の番号が書かれた木片とギルドカードを添えて提出。

「えと、えと……」

　地味っ子受付嬢は大きい瞳をカードと木片に向けてから、俺に視線を向ける。

　視線がいったりきたりと……この女、逡しゆん巡じゆんしすぎ……。

「緊急依頼だけど」

「は、はいです。称しよう号ごうをお持ちなのですね。凄いです」

　カードに記された竜りゆうの殲せん滅めつ者たちか。

「たまたまだよ。でも、ありがと。それで、この依頼は受理してくれるのかな？」

「はいです。少しお待ちくださいです」

　受付嬢は水すい晶しよう玉だまが付いた銀盤を持ってきた。ただ、銀盤の持ち方がぎこちない。

　この受付嬢、新人か？　おろおろと、やっと受付台の上に銀盤を置いた。

「……この水晶に手を乗せてくださいです」

「了りよう解かい」

　指示通り、手を置くと水晶が光る。すぐに依頼が受理された。

　受付嬢はカードを銀盤から取り出す。

　そのカードへめいっぱい顔を近づけては確認している。

　彼女、どうも目が悪いのかな……。

「……完かん了りようです。これが、カードです」

　彼女は太眉をぴくぴく動かしながら大おお袈げ裟さな態度で、机の上にぶつける勢いで、お辞じ儀ぎしては、カードを返してきた。大だい丈じよう夫ぶか、この子と……と思いながらも、

「……確かに」

　と、カードを受け取った。

「依頼頑がん張ばってくださいです。この依頼、死者がたくさん出てますです。それから、Ｃランククラン【フォルトナの光】、同じくＣランクの【黄金の剣王】クランさんが合同で蛇竜ヘスプ狩がりを行うようで、今、右の応接間でクランの方々が集合してるです」

　丁てい寧ねいに説明してくれた。

「分かった。見にいってくる」

「は、はいです」

　語ご尾びが〝です〟口調の地味っ子受付嬢とは、そこで別れた。応接間へ向かう。

「ロロ、静かにな？」

「ン」

　黒猫ロロは小さい喉のど声ごえで短く鳴く。頭ず巾きんの中に潜もぐったまま眠ねむりタイムらしい。

　さて、応接間に入るとして、クランと合同で狩りか。

　あまり行動は縛られたくはないが……途と中ちゆうまで集団に紛まぎれるのはいいかも。

　蛇竜ヘスプの詳しい場所の位置は依頼を受けただれかが、知っているだろうし。

　そんな都合の良いことを考えながら、部屋の取っ手を押して中へ入る。

　なにやら、作戦会議中であった。

「もっと多数のクランを呼ぶべきだ」

　俺は空いてる椅い子すに座すわり、その会議に参加した。

「それはどうだろうか。ここは大都市ではない。これでも被害が大きい割には集まった方だ。個人参加の方も十数名ここにいるのだろう？　それに、我々の【フォルトナの光】には回復魔法が使える魔法使いが三人もいる」

「たったの三人だろう？　俺たち【黄金の剣王】にも二人回復魔法を使える神官系戦せん闘とう職を持つ者がいる。だから合計五人の後衛で、蛇竜ヘスプに挑まなければならないということだ」

　そのリーダーらしき男が喋しやべった後、アピールするように女性が立ち上がった。

「少しお待ちを、クランで勝手に話を進めないでください」

「ん、何だ？」

「わたしは個人参加のララァ・ドルカメンという魔法使いです。一応、回復魔法を使えますよ」

「そうか。君はランクは？」

「Ｄです」

「フッ、それではいささか不安だ。だが、後衛に徹するならば大丈夫だろう。他に回復魔法を使える方は挙手をお願いいたします」

　リーダー格の男は他の参加者へ視線を振りまきながら話をしていた。

　俺も釣つられて周りを見る。手を挙げる者は――だれもいない。

「六人か、まぁ数としては妥当だな。そうなると、弱点の雷らい撃げき魔法が鍵かぎとなる」

「雷撃魔法なら、わたしが使えるわ」

「彼女は我わがクランの要だ。これで良いだろう？　そろそろ、作戦を詰めようじゃないか」

　違ちがうクランの代表格の一人がそう結論を急ぐ。

「……分かった。もう一度確かく認にんして、作戦を立ててから、ゴッデスの森へ向かおう。前衛中衛の方はこの場で挙手をお願いします」

　個人参加は俺を含めて前衛が八人。後衛の弓が二人。魔法使いが一人。

【フォルトナの光】は前衛が四人。後衛の弓が二人。魔法使いが二人。

【黄金の剣王】は前衛が四人。後衛の魔法使いが二人。

　といった戦力。因みに俺は前衛として挙手した。

「ん、一人増えたな？　君は……」

　俺のことらしい。

「Ｃランク。個人参加のシュウヤ・カガリ。基本は槍使いだ。扱いにはかなりの自信がある。相棒の使い魔もいる」

「ほぅ……よろしく頼たのむ」

「こちらこそ」

　それ以降、目立った反論はなく。会議は順調に続いた。

　蛇竜の弱点でもある雷撃魔法が使える魔法使いが一人存在するので、最初に、雷撃魔法を当てながら、次に弓使いが散開し矢を放つ。その間に前衛が突っ込み、ダメージを与えて退く。最後に退いたタイミングで再度、雷撃魔法を繰り返す。

　といったパターンで狩りを行おう。という具合に決まった。

　そう都合良くパターンに嵌はまるかな？　と思ったが黙だまっていた。

　会議が終わると、その冒険者たちと共に【ゴッデスの森】へ向かう。

　皆、歩きだ。馬を利用する冒険者は居なかった。森林地帯を通るからかな？

　そんな疑問は【ゴッデスの森】に入るとすぐに分かった。

　この森林地帯の地面は凹おう凸とつが激しい。

　横よこ幅はばも広くなく樹木が密集した作りで、岩が散乱し、朽くちた樹木に、四方八方へ伸びた蔓つるが複雑に絡んで地形の把は握あくが難しい森林地帯だった。

　確かに歩みを進めるほど、朽ちた灌かん木ぼくが多かった。

　魔ま獣じゆうや馬といった乗り物の移動を阻はばむのだろう。

　だから皆、徒歩で進んでいた。俺の場合は木々を伝って素す早ばやく移動できるのだけど。

　今回は団体行動だ。冒険者として皆と歩調を合わせて進む。

　本格的な森の奥おく地ちに入ると、ゴブリンの集団と人型の針はり鼠ねずみ軍団といった数々のモンスターが現れる。だが、俺を含めた冒険者たちは難なくそれらモンスター集団を撃げき滅めつ。

「ゴッデスか、曰いわくつきの話は多数あるところだな」

「だな、転生神ゴッデス。という名は聞いたことはある」

「そんな神も居るとは。しかし、このモンスターの数だ、光神様だけなく、水神様といった様々な神々が関係しているんだろう」

　冒険者たちの会話を耳にしながらモンスターたちを倒して、ゴッデスの森を進む。

　やがて、木々の間から青い湖面が見えるようになってきた。

　綺麗な湖だ。俺たち冒険者の団体は足を止める。

「あそこが目的の場所だ」

　と、リーダー格の冒険者が発言。湖とは違う方向の森林地帯を指した。

　指示された場所には神像が存在した。

　神像には大だい蛇じやが獲え物ものとして締め付けるようにぐるぐるに絡からみ付いている。

　なるほど。あれが蛇竜ヘスプか。

　確かに大きい蛇だ。竜がつくのが分かる。

　神像は縦に十メートル、幅も数メートルある巨像。

　しかし、神像ごと食べる勢いだな。長く太い胴体を神像に巻き付けている。

　巻き付く蛇竜の姿を見ていると、神像のオブジェのようにも見えてくるから不思議だ。

　その神像の周りには蛇竜の卵と見られる丸い物が多数あった。

「では、当初の作戦通りに行動しましょう」

「やるぜ」

「おうよ」

「「おおう」」

　作戦の口火は紫むらさきローブを身に纏う女魔法使いの雷撃魔法から始まった。

　多段の雷撃が蛇竜ヘスプの背中辺りにヒット。
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　蛇竜はもんどりうって、像から落ちてひっくりかえった。

　どうやら本当に蛇竜の弱点のようだ。蛇竜は痺しびれて痙けい攣れんしている。

　その光景に冒険者たちから歓声が上がり、次々に火球や炎ほのおの矢の魔法が放たれていく。

　弓矢も撃うち放たれた。火球は蛇竜の鱗うろこに直ちよく撃げきし爆発はする。が、ほぼ無傷だ。しかし弓矢は鱗を貫かん通つう。幾いくつも矢は突き刺さっていく。結構簡単に倒せそう。

　前衛の戦士たちが突っ込んでいく。

　胴体から攻めるのか？　普通は頭を狙うと思うが……。

　疑問に思いながら魔槍杖を手に出現させる。

　黒猫ロロも肩かたから地面に降りて、むくむくっと姿を少しだけ大きくした。

　まだ黒猫の姿といえるロロディーヌに視線を向けながら……。

　ま、俺たちは個人参加だ。自由にやらせて貰う。

　蛇といったら頭だろう。先に頭を潰つぶす。と、考えながら、

「……俺たちは見学しながら頭を目指す。ついてこい」

「にゃっ」

　黒猫ロロを連れて前衛集団から離はなれた。

　蛇竜の胴体は青鱗に包まれ太く長い。前衛たちが、その胴体へ攻撃を開始していた。

　一人の大柄な戦士が鉄てつ槌ついを勢い良く激突させ、太い蛇竜の胴体を揺ゆらす。

　すげぇ重たそうな一いち撃げきだ。

　スキル系と思われる重い一撃で鱗を破は壊かい。中から青肉が千切れ血が周りへ飛んでいく。

　続いて、他の前衛たちからの攻撃が始まった。

　槌の力強い一撃で鱗を破壊、剣けんで肉を切り裂き、槍やりで中を突く。

　肉に挟はさまり抜けなくなった槍の後部に向けて、鉄槌が打ち込まれる。

　鉄槍をさらに蛇竜の深く根本へとのめり込ませていた。

　その時――蛇竜の長い胴体の先、頭部の方向から咆ほう哮こうが轟とどろく。

　痛みの声か。相当に効いたようだ。悲鳴にも聞こえる。

　その咆哮を聞いた前衛のグループは調子に乗ったらしい。

　胴体から離れずに、追撃の攻撃を加えていった。

　雷撃魔法のタイミングじゃねぇのかよ。確かに強力な攻撃だけどさ。

　作戦会議とは一体何だったんだ？

　あれは結局クラン同士の自じ慢まん話だったようだな……無駄な時間だった。

　俺は前衛の彼らには何も言わずに蛇竜ヘスプの頭を目指す。

　蛇竜は怒ったのか、大きい胴体をくねらせ素早く反動を起こしていた。

　――ドンッと、音を立てた胴体の波が前衛たちを飲み込んだ。

　前衛の殆ほとんどが大きい胴体の中へ飲み込まれるように下敷きとなって圧死していく。

　生き残りは何人か居るようだが、フォローの魔法も雀すずめの涙。

　それを見ていた後方から叫び声が聞こえる。

「作戦は中止っ、撤退を開始しますっ！」

　お～い。雷撃魔法の追撃はどうしたんだよ。

　前衛を巻き込んでもいいから撃てばいいのに、撤退早すぎだろ。

　ま、最初から作戦無視している俺がいうのも何だけど。

「ロロ、あんな指示には従わない――俺らだけでやるぞ」

「にゃぁ」

　黒猫ロロは傍そばを追走しながらも、ちゃんと返事をした。

　ヘスプの頭を目指して走る――。

　蛇竜ヘスプは胴体を収縮。尻尾を縦に伸ばしては横にも膨ふくらませていた。

　膨らませた尻尾の先からのニョキニョキと無数の太く長い棘を生み出す。

　サボテンや針鼠を越こえた量の棘。

　蛇竜は迫はく撃げき砲ほうでも撃つように次々と空中高く長い棘群を打ち上げる。

　数十、数百にも及ぶ数の太く長い棘が宙を暗く染めた。

　俺は走りながらも、視線を空に向けた。

　撤退中だった者たちの頭上から長い針が矢の雨のように降り注ぐ。

　魔ま法ほう使つかいたちは長い棘に全身を貫かれる。串くし刺ざしにされていた。

　弓を使う冒険者は敏びん捷しよう性が高いのか、降ってくる長い棘を巧うまく避け続けて、生き残っていた。背中を見せて逃げていく。

　俺は視線を蛇竜に戻す。蛇竜の頭が見えてきた。

　縦に割れた二対の赤紫の眼め。

　頭の両サイドが象耳のように盛り上がっている。

　コブラの頭部を横広く巨きよ大だい化させたようにも見えた。

　傍で走る黒猫ロロへ視線を飛ばすアイコンタクト。

　視線が合ったロロは黒くろ豹ひようの姿だった。

　黒豹ロロは、そのまま無言で傍から離れていく。俺は蛇竜の正面に立ち、

「コイヤァァ、蛇竜ヘスプッ!!　俺がお前を倒す!!」

　わざと怒鳴り声を出す。声に釣られたか、どうか分からないが、蛇竜ヘスプは蛇らしい独特の音を発しながら口を広げて応対してきた。口には二本の長なが牙きばを生やしている。

　牙の先せん端たんから毒々しい液体が溢れ滴り落ちていた。見た目的にも、警けい戒かいＭＡＸ状態。

「ヴァッシャァァァァァァ」

　やはり来たッ、叫きよう音おんと一緒に毒液が飛んでくるッ。

　魔闘脚で素早くソレ毒液を避さけた――。

　俺が避けた地点、毒液が当たった地面からはシュアアアッと、酸によって化学変化が起きたような異質でいやな音が鳴なり響くと、毒々しい紫むらさき色いろの煙けむりも発生。

　確実に〝毒〟と分かる強烈な硫い黄おう臭しゆうも漂ただよった。少しでも動きを止めると、また毒液を吐いてくる。魔ま脚きやくを使いリズムよく反復横飛びを行うようにステップワークを駆く使ししては、迫りくる毒液攻撃を避けていく――。

　蛇竜は素早く避け続ける俺に対して、必死に頭部を振っては毒を四方八方へと吐き続けてきた。毒液ブレスといえる遠えん距きよ離り攻こう撃げきを避け続けているが――臭くさい。

　また、毒液を吐いてきたッ――それを避ける。

　喉が焼けそうなぐらい臭い。そのタイミングで蛇竜の動きが止まった。

　毒液を吐かなくなった。黒豹ロロがやったか？

　やはり、蛇竜ヘスプの頭には黒豹ロロが乗っていた。

　ヘスプの頭部へ直接噛み付きを敢かん行こう。鞭むちのようにしなる動きの触手骨剣も蛇竜の頭部の至るところへとグサグサと突つき刺さしている。

　蛇竜は突然な噛みつきと触手骨剣の攻撃を受けて混乱。

「ロロッ、ナイス！」

　蛇竜ヘスプの意識は完全に〝俺だけ〟を意識していたからな。

　――毒液によって異臭漂う腐くさった地面を避けながら、前へ突進。

　ヘスプは赤紫の眼を上下左右へと必死に動かして、胴体をくねらせている。

　黒豹ロロは四し肢しの爪つめを鱗うろこ皮ひ膚ふへ喰い込ませ揺れ動く蛇竜の頭にしがみつきながら頭部の肉を食べるように連続で牙を立て噛み付いていた。

　すると、噛みついた箇か所しよから黒豹ロロを弾き飛ばすような勢いの青あお紫むらさきの血が噴出――強烈だ。その青紫の血を放出するヘスプの裂れつ傷しよう具合から見て黒豹ロロは食べる〝よう〟じゃなく実際に肉を貪むさぼり喰くらっていると推測。その強烈な齧かじり取りを兼ねた噛みつき攻撃のお陰かげで、蛇竜は俺に対する警戒心を完全に失う――チャンス。

　走りながら蛇竜ヘスプへ向けて左手を翳かざす。〈鎖くさり〉射出した。

　左手首から伸びた〈鎖〉は宙を切り裂さくように直進。コブラのような蛇竜へスプの頭部に〈鎖〉の先端が突き刺さった――手て応ごたえあり。

　左手首の〈鎖の因子刺青マーク〉から直じかに伝わる感かん触しよくから鎖の先端テイアドロツプが蛇竜ヘスプの頭部の内部に侵入し、骨を砕くだき脳と肉を裂いていくのが分かる。

　ヘスプの頭を侵しん食しよくするように〈鎖〉の操作を続けた。

　このまま〈鎖〉の操作を続けてヘスプの脳を破壊するのも有りだ。

　だが、やはり直接ぶっ叩たたく！　俺は睨みを利かせ、魔槍杖を右手に構えながら、左手から伸びている〈鎖〉を一気に引き戻すように手首のマークに収斂させる。

　そのまま〈鎖〉を引き込む反動を利用するように一気に蛇竜の頭部へ身体からだを運んだ。

　視界を巨大な蛇竜の頭部が占しめる――。

　その迫力ある蛇竜の巨大頭部へと、俺の身体ごと衝突するかの勢いを右手に握にぎる魔槍杖の一点へと集約するように〈闇あん穿せん〉を発動――。

　闇を纏う魔ま槍そう螺ら旋せんの紅べに矛ほこが、蛇竜へスプの眼球を貫いた。

「――ギャァァ」

　悲鳴を上げる蛇竜。そこに黒豹ロロの触手骨剣が蛇竜の後頭部に突き刺さる。

　蛇竜は胴体ごと痺れたように震ふるわせると動きを鈍にぶらせた。

　その鈍った蛇竜の頭に着地。すぐに〈鎖〉を利用する形で少し跳ちよう躍やくした。

〈鎖〉をラぺリングのように扱あつかって建物から降りていく要領で魔槍杖を引き抜ぬく。

　そして、跳躍終わりの慣性を利して流れるようにシュルシュルと〈鎖〉を手首へと収斂。

　ヘスプの眼球は魔槍杖の中部の位置に嵌った状態だったが――。

　構わず、このまま眼球が嵌った魔槍杖でヘスプをぶっ刺す。

　俺おれは再び、体ごと蛇竜ヘスプの眉み間けんにぶつける勢いで、魔槍杖の〈刺し突とつ〉を繰くり出した。

　蛇竜の眉間に螺旋した紅矛の先端が突き刺さる。

　魔槍杖に嵌っていた眼球は螺旋する紅斧刃により切り裂かれ肉片と化して弾け飛ぶ――。

　肉片は火ひ鉢ばちの灰が掻かき散るように散らばった。

　眼球だった肉片が、ヘスプの頭部に絵具のごとく付着した。

　それは｜ある種の芸術作品モダンアートのように感じさせる。

　だが、まだだ。眉間に刺さった魔槍杖を引き抜くと、同時に――。

〈鎖〉を支えにまたビルから降りる特とく殊しゆ部隊のごとく跳躍。

　少し宙に浮いたタイミングで、〈闇穿・魔ま壊かい槍そう〉を発動させた。

　闇やみを纏う〈闇穿〉の紅矛螺旋の強烈な突き技が、残っていた錦の色しき彩さいを持つ眼球を破壊しながら眼がん窩かを突き抜ける。そして、コンマ何秒も経たずに魔壊槍グラドパルスが出現。

　突き出ている魔槍杖を追い越す勢いで魔壊槍グラドパルス闇の巨大ランスは唸うなりを上げながら螺旋吶とつ喊かん。柔やわらかい豆とう腐ふを突き崩すように蛇竜の頭へと侵入してゆく。

　かつて魔ま竜りゆう王おうにさえ風穴を開けた巨きよ大だい闇ランスだ。

　凶きよう悪あくなミキサードリルに巻き込まれたような異音を周囲に轟かせる。

　挽ひき肉にくにされたような蛇竜だった頭肉を周囲へ弾き飛ばす。

　魔壊槍グラドパルスの螺旋回転は衰え知らず。

　蛇竜ヘスプの頭蓋上部をぐちゃぐちゃに渦が巻くようにくり貫ぬいてから――。

　空間へ突き抜けていた。楕だ円えん状にくり貫かれたヘスプの頭の断面から、どろりと脳の一部が垂たれると、蛇竜ヘスプはガクッと動きを止めて傾き、横へ倒れゆく。

　よぉぉっし！　スキルを交えた四連突きが上手うまくいった。

　あくまでも連続で放っただけだから微び妙みようなタイムラグがあるが……。

　ひとまず、突き技に満足しながら地面に両足を付けて着地。

　ヘスプの頭を半分以上くり貫いた闇ランスこと魔壊槍グラドパルスは向こう側宙へ突き抜けてから自然消失した。

　黒豹ロロは、まだ痙攣している蛇竜の長い胴体へとガトリングガンから繰り出す連続弾のように触手骨剣を連続で突き刺していた。

　そんな蛇竜の痙攣した動きが止まる。完全に死んだ。

　俺は倒れた蛇竜ヘスプの頭部へ急ぐ。素材を確認する。死し骸がいの口を拡ひろげ点検。

　鋭そうな牙だ。これは回収するとして……毒液も回収しようか。

　牙の先端から毒液が滴っているから慎しん重ちように……。

　しかし、毒を回収するにしても普通の瓶びんだと溶けちゃいそうだ。

　どうすれば……もう少し解体を続けて調べるか。

　頭部を輪切りにし喉へ切り込みを入れていく。

　牙の先端の小さい穴から続く毒どく腺せんを調べると、その先にある根本に繋つながる管が……お、やっぱりあった。喉の奥おくまった骨の間に密集する形で内包した毒袋群を発見。

　これを直接回収しちゃえばいい。一つ一つの袋は中くらいの大きさだ。

　連なった毒袋の中にはたっぷりと紫と緑が混ざったような気色悪い毒液が入っている。

　その根元に古竜の短たん剣けんを横から差し込む形で切り込みを入れて、毒袋と牙を切り離す。

　よし、成功。慎重に……毒液を零こぼさないように毒袋を取り出した。

　袋の先を結び、その結んだ先端を振ふり回まわし擦こすった魔ま槍そう杖づえの紅べに斧おの刃ばで溶かして蓋ふたをする。

　蛇竜の牙を根本から引き抜く。

　骨に確しつかりと嵌っている牙は古竜の短剣で切り取った。

　こうして一通り回収を終えた。蛇竜の卵も回収しないとな。

　蛇竜の頭から長い胴体を辿たどり、その戻る途中で蛇竜の卵の回収をした。

　そして、前衛たちが戦っていた現場へ戻る。

　生き残りの冒険者たちは……たったの二人だけ。

　彼かれらは地面に座りへたりこんでいる。

「おっ？　生き残りがいたのか……」

「蛇竜が突とつ然ぜん動きを止めたのだが、ワケを知ってるか？」

　大柄な男と普通サイズの男たちが俺を見るなり、そんなことを聞いてきた。

「あぁ、俺が倒した」

　素す直なおに話すと、額に傷がある大柄な男は驚おどろき目を見開く。

「な、なんだって？」

「お前が倒したのか……名は、確か……」

　あ、この人は会議でリーダー格だった人だ。

　俺の名前は覚えていないらしい。名乗っておくか。

「Ｃランクのシュウヤだ。それより、後衛は前衛を見捨てて逃にげていたな」

「あぁ……所しよ詮せんは寄せ集めの烏う合ごうの衆。俺の名はザジ・グレフィ。ランクＣで個人参加していた者だ。逃げていった奴やつ等らの気持ちも分からんでもない。こっちは調子に乗り作戦を無視。反撃を喰らい一気に瓦が解かいした。しかし、逃げた奴等も結局は尻尾の攻こう撃げきで殺やられていたから何とも言えん……」

　あの雨のような長い棘攻撃か。

「確かに」

「だが、蛇竜を倒すシュウヤは強い！　槍には自信があると話していたのを覚えているぞ。凄すご腕うでの冒険者と会えて光栄だ」

　ザジが彼流の挨あい拶さつ動作を取り、俺を褒ほめると、隣となりの男も口を開く。

「そうだな。俺も名乗っておこう。Ｃランク【黄金の剣王】クランリーダーのグント・エリブゼン。俺とザジは君に助けられたというわけだ。ありがとう。そして、今後、もし同じ依頼を受けていた場合はよろしく頼む」

　会議でリーダー的存在だった人か。彼もそれなりに強いんだろうな。

「助かって良かった。次回があるか分からないが、ま、宜よろしく頼む」

「それじゃ先に退散させてもらう。多大な犠牲が出たが、依頼は達成だからな」

　ザジはよろよろと立ち上がり、愛用の武器を拾う。

　その拾った武器を肩にかけると足を引き摺ずりながら去っていった。

「了解……俺も仲間の死骸から手荷物とカードを回収したら撤てつ収しゆうする」

【黄金の剣王】のリーダーは仲間の死体を見て悲しげに語っていた。

　気まずいが……俺もやることが、まだ、あるんでね。

「それじゃ、俺もこの辺の卵を回収してから帰るよ。じゃあな」

　蛇竜の卵の回収を続けた。とりあえず、目に見える範はん囲いだけでも回収だ。

　回収を終えて帰ろうとした時には夕方が過ぎて、夜になろうとしていた。

　暗夜だが、帰りは【ゴッデスの森】に生える木々を利用。

〈鎖〉と〈導想魔ま手しゆ〉を使い木々を伝って素早く移動する。

　そうして、素早くギルドへ直帰できた。俺がギルドの中へ入ると一気に視線が集まる。

　蛇竜ヘスプ退治の噂うわさはもう広まってるらしい。

　噂は一人歩きするから厄やつ介かいの種というが、まぁ大丈夫だろう。

　ここには長居するつもりはないからな。胸を張り堂々と受付まで歩く。

　最初に担当してくれた地味な受付嬢に冒険者カードと蛇竜ヘスプを倒した証しよう拠この牙、毒液、卵をアイテムボックスから取り出しては、受付台の上にどっさりと置いた。

「び、びっくりです。成功したのですね。緊急依頼の達成おめでとうございます。今、精算してきますです」

「よろしく」

　受付嬢を待っていると……。

　事務の後ろで、てきぱきと働く地味っこ受付嬢の様子を……美人な受付嬢が口の端はしを歪ゆがめて睨んでいた――こわ、耳元の白い花が一いつ瞬しゆん萎しおれて見える。

　睨んでいた美人の受付嬢は俺が見ている事に気が付いたのか、表情を変えてニコッとした笑え顔がおを作ってきた。この職場の人間関係が見えてきたりしちゃったかも。

　でも、俺が何をするわけでもないんだけどね。地味な受付嬢よ、ガンバレ。

　と、陰ながら心で呟つぶやく。そんなことをしていたら、その地味な受付嬢が戻もどってきた。

「おまたせです。合計金貨四十枚です。カードもどうぞです」

　あれ、いつも見てきた金貨の形と刻まれているデザインが違う。

　あ～国が違うからか……その辺のことを聞いてみるか。

　アイテムボックスから金貨を一枚出してと、

「この金貨はここで通用する？　国によって価値が変わったりするのかな……」

「その金貨は【オセベリア】の金貨、オセール金貨ですね。ここでも流通してますです。この【ヘスリファート】で流通しているヘス金貨と同価値なので、価格的は変わりません。【オセベリア王国】内でもヘス金貨は同価値な筈はずです」

　なるほど、同価値なら両替とかは必要ない。

　砂さ漠ばくを越えて国が結構離れていても流通はしているらしい。

　でも、なんで、違う国同士の金貨価値が統一されているんだ？

　何かしら国同士の協定があるのかもなぁ。

　金貨の鋳い型がたとか使った偽にせ金貨や金の含有量が違ったりしたら悪党の第三者が得をしそうだけど、その辺は魔道具とかスキルで本物と偽物が判断ついたりするんだろう。

　市し井せいに偽金が広まっていたら発見は難しいはず。あっ、そういや……。

　宿屋で金払はらった時も普通にオセベリアの通貨が使えていた。

【オセベリア王国】は大国だから、ある程度の信用を得ていて、この地域の統一通貨的な感じなのかも……ま、しがない冒ぼう険けん者しやに過ぎない俺が小難しいこと考えてもしょうがない。

「……なるほど」

　納なつ得とくしながら貰もらった報ほう酬しゆうをアイテムボックスに入れて、カードを受けとる。

　冒険者カードを見た。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称号：竜の殲滅者たち

　種族：人族

　職業：冒険者Ｃランク

　所属：なし

　戦闘職業：槍武奏：鎖使い

　達成依い頼らい：12




　依頼達成数が十二。




　達成数は順調に増えている。

　確か、未み探たん索さくエリア開拓ミッション以外だと三十回達成しないとＢランク昇格の試験は受けられないんだっけか。うろ覚えだ。

　いつか三十回達成したら聞いてみることにしよう。

　カードは胸ポケットに仕し舞まう。神殿に向かうか。

　清水が復活しているといいんだが。

「ロロ、次は神殿だ。その清水の次はサデュラの葉」

「にゃ～」

　黒猫ロロに笑顔を向けて外に出ようとしたが、足を止めて……。

　一応、今後のために地図とか必要か。

　サデュラの葉がある目的の場所はずっと東の大森林。受付嬢に聞いてみよう。







第六十七章「水神アクレシスの恩恵」







「この辺りの地図【ヘスリファート】を含ふくめた隣国の位置が分かる地図はある？」

　俺の問いに、地味な受うけ付つけ嬢じようは微笑む。お、意外に可愛かわいい。

「ありますです。金貨一枚です。ほとんどが高級な羊皮紙代となりますです。詳しよう細さいな地図は極秘になりますので、非常に簡易的なモノになりますですが、よろしいです？」

　高いが金ならある。

「いいよ」

「少々、お待ちくださいです……これです」

　受付嬢は棚たなから一枚の皮布紙を取り出す。本当に簡易な手書きの地図だった。

　おおまかな山地、川や道や森。北東の位置に【宗都ヘスリファ】と小さく書かれてある。

　真東に【アーカムネリス聖王国】、真南に【ゴルディクス大だい砂さ漠ばく】と【アーメフ教主国】が書かれてあるだけだ。ぼったくり価格の金を払い、地図を貰った。

「ありがと。それじゃ、また何処どこかで」

　受付嬢へ笑顔を向けてから別れる。中折りに畳たたんだ地図を胸に仕舞ってからギルドを後にした。地図もゲットしたし、神しん殿でんに清水を貰いにいきますか。

　神殿前の長い階段を二段、三段とステップのリズムを刻むように上り神殿に入る。

　――信者だけじゃなく色んな人々が居る。やけに混んでいるな。混雑していた入口。

　幅が狭せまいが、天てん井じようが高い奥へと続く神殿らしい廊ろう下かを進む。

　二つの門を通り、吹ふき抜けエリアの神殿本堂へと、足を踏み入れた。

　なるほど、この間より混雑していた理由が分かる。

　アクレシス神像が頭上に掲かかげるように両手で支えていた巨きよ大だい水みず瓶がめから勢い良く清水が流れていたからだ。前に見た時は両手で支えられた水瓶からは像の下方までくっきりと水跡が残っていたが、今ではその水跡を超こえていた。

　大量の清水が大おお滝たきから流れ落ちる激流のように神像と衝しよう突とつを繰り返す。

　その水流は水神アクレシスの頭部と肩と衣を削り取る勢いだ。

　しかし、削るどころか、瑞みず々みずしい神聖な水は、神像に新しい水の翼つばさを授けるように、キラキラとした水みず飛沫しぶきを周囲に飛ばしていた。水が煌きらめく姿は凄すさまじい光景。

　その姿はまさに壮そう麗れいな水神。

　本当に水の女神が降こう臨りんしているように感じさせる光景を……。

　――暫しばし、見つめていった。




　滝の音は　絶えて久しく　なりぬれど

　名こそ流れて　なほ聞こえけれ




　見ての通りもう枯かれた滝ではないが……。

　四条大納言と呼ばれた藤ふじ原わらの公きん任とうが詠よんだ歌が脳のう裏りに浮かぶ。

　同時に、初めて見た時にはなかった魔ま素そも宙に散っている。

　清らかな空気が神殿を包つつむと、視界にある物たちが映った。それは子こ精せい霊れい。

　子精霊たちが大量に発生していた。いつみても不思議。どれも微妙に形が違う。

　水瓶の周りを子精霊デボンチッチたちが楽し気に歩く。

　小さい軍隊が行進しているかのようにテクテクと足を揃そろえて歩いていた。

　ぷかぷかと浮かんでいたり、平泳ぎを行うように宙を泳いだりしている。

　大小様々な燭しよく台だいの上で踊っては殴なぐり合いの喧けん嘩かをしているデボンチッチ。

　しかし、周囲の騒がしい音をかき消すように、心地いい水の跳はねる音と滝たき壺つぼに衝突するような水音が奏でる音楽と、周囲の音で、子精霊の名前の由来である「デボンチッチ」と連呼する歌はあまり聞こえない。

　特とく徴ちようある音楽はあまり聞こえないが、像のあちこちで独特な踊りを披ひ露ろうしている子精霊たちの姿は不思議で面白おもしろい。この間の合唱団の音色とはまた違うが、この騒がしい音色もいいな。そこで騒がしい音を作り出だしている神像の足下へ視線を移す。

　頭上から流れた落ちた清水が床ゆか下したの小さな穴へ誘ゆう導どうされるように僅わずかな傾けい斜しやがある。

　床の底には清水が溜まり浅い泉が形成されていた。

　その神像の足下に広がる神秘な泉の周りには、ざわざわ、わーわー、と沢たく山さんの人々が大瓶やら壺つぼやら金具の洗面器やらを手に持ち群がっていた。

　それら水を掬う道具を使い一いつ生しよう懸けん命めいに、えっさらほいさと、清水を掬っては容器に清水を入れたり、容器に溜めた清水でシャワーでも浴びるが如ごとくの勢いで、がぶ飲みしていたりする人も居た。黒猫ロロも綺き麗れいな泉へ飛び出していく。

　泉に群がる人々が遊んでいるように見えたのか混ざりたくなったらしい。

　泉の前にきた黒猫ロロはその水面を覗のぞき込む。片足を清水の中へ浸し、濡らした片足を口元へ戻しては濡れた肉球と毛先をペロペロとピンク色の舌で舐めて、清水を飲んでいた。そして、薄うすい水面に猫ねこパンチをしたり、水飛沫に体当たりをしたり、しまいにはウォータースライダーをするように床上を滑って遊び出した。

　そんな可愛らしい黒猫ロロの姿を見ながら、俺も群衆に混ざり魔ま法ほう瓶びんの中へ清水を容いれていく。すぐに魔法瓶は清水で満まん杯ぱいになった。

　よっしゃ！　これで素材の一つをゲット。魔法瓶を片手に掲げ持つ！

〝アクレシスの清水〟を手に入れたぞぉっ。

　つい、某国民的ＲＰＧのレベルアップ音を口ずさむ。

　果たして、これがどんな味なのか！　期待しながら飲んでみる。魔法瓶を口へ運んだ。

　――んおぉ、こりゃすごい。水だが、水じゃないような。

　喉のどごしが透すき通とおるような心地よさ。清せい廉れんな心で満たされてぽかぽかと温かい感じ。体の内部のもっと小さいミクロの細さい胞ぼう膜まくの中へと滋じ味みが沁しみていくような感覚。

　だが、美味おいしい水。

　腰こしに手を当て風ふ呂ろ上がりの牛乳飲みスタイルで清水をごくごくっと飲んでいると、最初に説明してくれた神官さんが視界に入った。

「――清水の味はどうですか？」

　神官さんはそう聞いてくる。表情が明るい。

「えぇ、なんというか。心が癒いやされる味といいますか。美味しいです」

　俺は目をキラキラさせているに違ちがいない。ウマシ、この水。

「そうでしょう、そうでしょう。ですが、本当にそれだけですか？」

　神官さんは、ソワソワしている。何かを期待しているらしい。

「貴方あなたは蛇じや竜りゆうヘスプを討とう伐ばつすると、仰おつしやってましたね。そして、本当に蛇竜ヘスプが討伐されました。もしや、蛇竜ヘスプを倒してくれた冒険者方の一人なのですかな？」

　神官さんは福の神が宿ったような顔を浮うかべて語る。清水を飲んで、すぐに何かしらの効果があるんだろうか？　でも、神官さんは本当に嬉うれしそうだ。満面のニコニコ顔。

「……そうですよ。俺と相棒が倒したんです」

　神官さんはそれを聞くなり鞠きつ躬きゆうの態度に変わる。

「おおお、やはりそうでしたか。これは失礼を、この度は本当にありがとうございました。水神アクレシス様も大変なお慶よろこびでございます」

　神官さんの変化に戸惑うが、神様が慶び？

「慶び？」

「はい。わたしは神官長キュレレと名乗っております。神官長独自の〈スキル〉により水神アクレシス様のお力を少し感じ取ることができるのです」

　ほぅ、そりゃすごい。だが、俺は元は日本人。

　無宗教に近い。仏教とか神社とかはそれとなく信じているけど。

　転生しといてアレだが、あんまり神様と言われても実感が湧わかないな……。

「……神様の力ですか？」

「はい。貴方様がこの神殿に入られた瞬しゆん間かんから、神気が溢あふれ、神像の波動音が強まったのでございます。このようなことは滅めつ多たにないのです。水神アクレシス様による祝福があるかと思われましたが……」

「祝福？」

「そうです。清水を飲まれたはず。もしや、水神アクレシス様を信じていないのですか？」

　そりゃ、百パー信じているかと言われたら……信じてないけどさ。

「えぇっと、神官様の前で、アレ、なんですが、ハイ。あまり信じてません」

　素直に話す。

「そうですか。残念です。ですが、遅くはないです。少しでも信しん仰こうを持たれたら祝福が得られるかも知れませんよ？　本当にこんなことは滅多にないのですから……」

　明らかに態度が横おう柄へいになった。そりゃ、ま、神官長だもんな。

「分かりました。心を入れ替えて……」

　信仰かぁ。柄がらじゃないが少しは信じてみるか。自分なりのお祈いのりポーズを取る。

　――水神アクレシス様。

　――この度はどうも。清水を頂きました。美味しかったです。

　――清水をありがとう。少し信じてみます。

　※称しよう号ごう：水神アクレシスの加護※を獲得※

　※称号：※超ちよ越うえ者つしやと水神アクレシスの加護※が統合サレ変化します※

　わお、信じた瞬間にコレか。

　神様からコントのツッコミのような素早さで、称号をゲットしちゃった。

　更さらに、神像から俺へ向けて光が放たれる。なんだ、放たれた光の中には、虹にじ色の光を帯びた半はん透とう明めいな仗じようのような武具が浮かんでいた。

　半透明な仗の武具が俺の体へ突入してくる――。

　避けようがないほどの速度だった――力が沁み渡わたる。

　※称号：※水神ノ超ちよう仗じよう者※の称号を獲得※

　※〈水の即そく仗じよう〉※恒こう久きゆうスキル獲得※

　わぉ、今度はスキルかよ。

「こりゃ――」

　ん？

「――きゃぁっ」

「んお？」

　女の声？　俺の尻しりが濡ぬれてる？　外がい套とうの内部に衝しよう撃げきが……外套を捲まくって見ると……。

　俺はこの時、何が起こったのかさっぱり分からなかった。

　突然に、俺の尻から、女が生まれたのだ。

　羞しゆう恥ち心しん？　いや、これはそんな生なま易やさしいもんじゃねぇ。

　外套を着てたとはいえ、神殿で、神官の目の前で、しかも、公衆の面前で、男の尻から成人女性を産み落としてしまったんだぞ？

　俺は一体どうなっちまったんだ？

　助けを求めるように黒猫ロロを見る。

　黒猫ロロもびっくり、混乱。

　触しよく手しゆを真上へ伸のばして奇き天て烈れつな表情を浮かべては毛を逆立てていた。

　称号やスキル獲得の情報はぶっ飛んでいた。

　尻を掘ほられた覚えはないが、産んじまった女をちゃんと見る。

　ん？　淡あわい蒼あお色の髪かみに蒼葉の肌はだだ。こりゃ人族じゃない。

　俺は人間じゃない子を……なわけねぇだろ！

　自分自身へ鎖を打ち込む勢いでツッコミを入れた瞬間、脳裏に浮かぶ。

　あっ、あぁぁ、思い出したっ!!

　この女、湖に棲すんで居た、あんときの女精霊っ！

　名前は確かヘルメだったけか？　その刹せつ那な――。

『――定命の者よ。我は水神アクレシス。蛇竜ヘスプ退治をよく果たしてくれた。改めて礼を言おう――だが、そんなことは些さ細さいなことだ。我の眷けん族ぞくである小さき命をソナタの体に宿してくれていたことに感謝する」

　声が脳に響ひびく。

「宿していた？」

『――そうだ。しかし、このように意思を直接伝えるのは数千年ぶりのこと。我の感謝の意思が上手く伝われば良いのだが』

　ひょっとして、

「神様？」

『――我は水神アクレシス』

　やはり、神が俺の脳へ直接語りかけていた。俺の言葉を聞いていた神官長さんが目だけで飛ぶような凄まじい瞬まばたきを行う。そして、ストロボが脳内で焚たかれているような何とも言えない驚きよう愕がくめいた表情を浮かべていたが、無視だ。

『――本来であれば、定命の者にこのようなことはしない。だが、ソナタの傍そばにいる、その小さき水精霊はソナタの魔素を吸収して生き永らえていた――その身を以もつて我わが眷族を救ったソナタへ感謝の念を送ると共に、我の力の一部を進しん呈ていしたのだ。だが、ソナタは最初、我を受け入れてくれなんだ……』

　神官長さんの顔が怖こわいので、脳内会話に切り替える。

　それは済まなかったな。でも、これでスキルを得た理由が分かった。

　俺は頭がオカシクなったわけでも、女を生んだわけでもなかったんだ。良かった……でも、この女性、いや、水精霊は俺の外に出ちゃったんだけど、平気なのかな？

『――大だい丈じよう夫ぶだ。我が力に触ふれれ水精霊の本来の力を取とり戻しておる』

　それなら良かった。

　神様と話す機会なんてそうそうないから聞きたいことあるのですが、良いですか？

『――良い。ただし、こうした神託は聖域の神殿とて、それなりに力を消費する。だから、そんなに多くの時間はとれぬが、遠慮なく語るがいい』

　分かりました。手短に話します。この清水とサデュラの葉で〝枯れたホルカーの大樹〟を再生させようと行動しているのですが、本当に大樹は再生するのですか？

『――ほぅほぅ、それは殊しゆ勝しような心がけだ。再生するとも。随ずい分ぶんと神々に好まれる行こう為いをしているのだな。もしや、ソナタは〝セウロスに辿る道〟でも探しているのか？』

　セウロスの道？　なんです？　芭ば蕉しようの「奥の細道」的な？

『――いやいや、解らぬのならいいのだ。眷族を復活させるのならガイア、サデュラも大変に喜ぶであろう』

　おお、もし、復活させたなら〝玄げん樹じゆの光こう酒しゆ珠たま〟〝智ち慧えの方ほう樹じゆ〟を貰えますか？

『――ハハハハ、豪気な定命な者よ。それはサデュラとガイアによく相談するのだな。それでは、我はここまでだ。去らばだ。定命の者よ――』

　あっ、気配が失われていく。荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた神気が神殿内から一瞬にして完全に消えた。まだ聞きたいことあったんだけどな。

　近くにいた神官長さんはきょろきょろと見回している。

　様子が変わったことがわかるらしい。

「水神様の偉大な気配がなくなりました。貴方はさっき神と仰ってました。それに、この女性は……人族に似ています。皮ひ膚ふが蒼葉？　もしや水神様に関かかわる事柄ですか？」

　神官さんは蒼い人型の水精霊を凝ぎよう視ししている。

　ヘルメは小さい湖の精霊だったけど、今は違うのかな。

　それより、ここだと周囲の目がある。適当に誤ご魔ま化かして場所を変えるか。

　その前に、大切な素材であるこれ魔法瓶を仕舞わないと……。

　アクレシスの清水を汲くみ直して魔法瓶を満杯にしてからアイテムボックスの中へ仕し舞まい、精霊を見つめている神官長へ話しかけた。

「……いや、神官長様。この子は知り合いの遠い地域に住む、違う種族の女です。水神様とは関係ないですよ」

「そ、そうですか……」

　神官さんは表情を変えて訝いぶかしむが、納得してくれたようだ。

「ヘルメ、久しぶり」

「は、はい。ご主人様とお呼びしても？」

　うひょ、いきなりか。そうなるのか？

「とりあえず、ここじゃ目立つから外へ行こう。神官長様。またの機会に」

「あ、はい。またいつでも神殿にいらしてください」

「――はい。では、ロロッ、帰るぞ」

「にゃお」

　精霊ヘルメの手を繋ぎ、足早に廊下を抜け神殿を出てＵの字階段を降りていく。

　黒猫ロロもちゃんと横下から走ってついてくる。

　そのまま神殿近くにある建物の陰かげに精霊ヘルメを連れ込んだ。

「……それで、ヘルメ。俺をご主人様と呼ぶのはどういうことだ？」

「はい。わたしは永らくご主人様の魔素を吸い細々と生き長らえてきました。それだけでなく、血の味、魂たましいの味、全すべてを細々と頂ちよう戴だいしておりました。ですので、身も心も染まってしまったのです……どうか〝本ほん契けい約やく〟をして頂き御お側そばに……ご主人様に仕えさせて頂きたいのであります」

　彼かの女じよは蒼と黝あおぐろ色の葉皮膚で構成された悩なやましい裸体をくねくねと左右に動かして恥はずかしそうに喋っている。

「にゃ」

「ロロディーヌ様。いつも感じておりました。初めてご尊顔を拝はい見けんします。素敵なお顔ですわ」

「にゃ、にゃぁん」

　黒猫ロロは褒められて嬉しかったのかヘルメの肩かたに飛び付いて彼女の頬ほおをぺろっと舐なめてから、また俺の方に戻ってきた。

「まぁ、ロロ様。可愛い口付けありがとうございます」

　ロロがあんなことするのは珍めずらしい。

「……ヘルメ、本契約とは？」

「はい。本契約とは正式に〝お名前〟をつけて頂き、ご主人様の魔素と融合して〝新たなる精霊〟となることでございます。そして、ご主人様のお体に仮契約の時よりも濃こい、わたしの精霊としての〝シンボルマーク〟がつくことになります」

「名前か。それは置いといて、俺おれには仮契約のシンボルマークが〝前々〟から有ったのか？」

「えぇ、はい」

　もしかして、ヘルメが尻から現れたのは……。

「それは、もしかして〝尻〟にか？」

「そ、そうです」

「なんでまた、そんなとこに……」

「それはその……初めてご主人様と結ばれた時に、キュウトな、お尻が気に入りまして……勝手に潜もぐり込んじゃいました」

　あの時か……精霊とはいえ……めちゃくちゃにヤった覚えがある……。

「そ、そか。それと、どんなことができるんだ？」

　と、聞いた瞬間、ヘルメの蒼色の体が、ドロッと溶けて地面に落ちる。

　地面には真新しい水溜まりが誕生していた。

　その水溜まりのヘルメは、スライムが動くように這うように移動している。

　液体となったヘルメは、そのまま俺の足装備であるグリーブの表面を伝ってきた。

　防具の僅かな隙すき間まから足の内部へ侵入し、素す足あしの表面を伝い上がり尻の部位で止まる。

　どうやら、尻と同化したらしい。なるほど……と納得。

　暫しばらくしてから、防具の隙間から蒼色の液体が漏れ出てくる。

　蒼色の液体は地面に移ると、上方へとしゅるりと滑なめらかに伸びたヘルメの液体。

　ヘルメの液体は女性の姿に変化していった。

　そして、どういうことか分からないがヘルメの液体が通ったところの外套や鎧よろい部分は濡れていない。その上、ぴかぴかと光っては、綺麗になっていた。

「この通りでございます。他にも水流操作ウオーター・コントロール、対炎ほのお系統の魔ま法ほうに抵てい抗こうできる水幕ウオーター・スクリーン、水に閉じ込める水牢ウオーター・ジエイル、水系攻こう撃げき魔法　水刃ウオーター・カツター、氷剣アイスソード、氷礫アイス・バーン、氷槍アイシクル・ランサーが〝詠えい唱しようなし〟で使用可能です。これは現時点での基本性能です。更に、本契約によって様々に変化すると思われます」

　見た目通りに水と氷の魔法が使えるってことか。詠唱なしは凄すごいな。

「凄い。ヘルメは精霊か。今はもう本来の力を取り戻しているのだろう？」

　人型のヘルメは感謝を表すような仕草を取る。

「はい。ご主人様のお陰かげでございます。わたしは水神様の理ことわりに触れられ、水の精霊として昇しよう華かを果たしました」

「良かった。俺は知らない間に、ヘルメの役に立っていたんだな。嬉しい。それにしても、流石さすがは水神様だ」

「はい。しがない〝離れ外れの精霊〟にとって、眷族の神は雲の上の存在なのです」

　ヘルメは神様に対する尊敬の想おもいからか、胸に手を当てては目を細めてから瞑つぶる。

「契約するとして、俺の尻に隠れるのはいやだな。シンボルマークの場所を変えることは可能か？」

「可能です。〝大きさ〟も何回でも自由に変えられます」

「便利だ。じゃ君の名前を決めるとして、同じ名前のヘルメじゃだめなの？」

「ご主人様が気に入った名前でしたら、何でもいいですよ」

「それならヘルメに決まりだ。本契約をしよう」

「はい――」

　ヘルメの双そう眸ぼうは蒼い。だが、俺の言葉を受けて、より強く蒼色に輝かがやく。彼女は精霊らしい微笑を湛たたえると、体を構成している蒼い葉の皮膚たちが、別の意思があるように捲れて逆立っていく。そして、捲れた葉たちは漣さざなみのような芸術めいたウェーブを起こしていった。

　ウェーブした葉の動きに合わせるように、一歩、二歩と足を進めて、近寄ってくる。

　足の動きと連動した葉の動きは妖よう艶えんな姿だ。

　ヘルメの全身からは魔ま力りよくが溢れていた。

　その美しい姿に――思い出す。湖で初めて出会った時を……。

　ヘルメは細い腕うでをゆっくりと、俺の胸へ伸ばしてくる。

　細く蒼い指先が優し気に俺の魔ま竜りゆう王おう鎧よろいに触れた瞬間――その蒼い指が透明に変化。

　その透明な指先から漣さざなみが起きる。その波がヘルメの体に伝わると一気に彼女の体は〝液体〟の姿になった。液体状のヘルメは鎧の表面に纏わりつくように広がってくる。

　さらに鎧の内部へと、自身の液体を浸しん透とうさせるかのように沈しずみ込ませてきた。

　冷たさはあまり感じないが、瞬く間に、素の体の内部にも染み込んでくるのが分かった。

　不思議だ……体内に精霊がいると感じられる。

　精霊の魔素、魔力が胸の中で吸収し、俺の魔力と混じり融合し進化していく。

　――う、ぐおっ、いきなりか。これが契約……。

　……沸ふつ騎き士したちを超こえるぐらいに魔力が持っていかれた。

　※精せい霊れい使し役えき※恒久スキル獲得※

　スキルを獲得すると同時に、俺の体内に入り込んでいる液体ヘルメが動く。

　ヘルメは右みぎ肩かたから右みぎ腕うでへ移った。

　その瞬間、右腕の表面から、黒と蒼の液体の姿となってヘルメが溢れ出てきた。

〝二つの液体〟の姿となっているヘルメ。そのまま二つの球体を宙に作りながら浮かんでいく。俺の目の前の宙で、二つの液体は弧こを描えがくように渦を巻いていった。

　渦を巻く蒼い球体と黒い球体は、ゆらゆらと重なり小さく円形に纏まると、水すい晶しよう体たいを模かたどる。水晶体の内部と外側はまだ攪かく拌はんが続いていた。やがて、その攪拌も収まると、一部の液体のようなモノが水晶体から離はなれる。水晶体から枝分かれた形だ。

　水晶から枝分かれした液体は女性の体に……変化。

　女性というかヘルメの体だ。ヘルメの胸むな元もとにあばら骨が作られた。そのあばら骨は孔く雀じやくが羽を左右へと広げるように波打ちながら開いた。

　すると、本体と目される水晶体が、その開かれた御ご開かい帳ちよう状態のヘルメの胸の中へ突入――。ヘルメは胸元に水晶体を取り込む。

　胸元から眩まばゆい閃せん光こうが発せられた。同時に、孔雀の羽のようなあばら骨が蛇じや腹ばらを打つように波打ってから、骨が閉じて表面に胸肉らしきモノを形成。

　そして、最終的に……凄くいい女になっとるがな。

　思わず、訛なまり言葉で反応しちゃった。髪は蒼と黒が混ざった色合いで長ちよう髪はつ。







[image: ]







　可愛らしい水滴マークの髪かみ飾かざりもある。特とく徴ちよう的てきなキューティクルに光沢を持った長い睫まつ毛げも蒼色。大きい瞳ひとみは黝色で鼻は少し高く細ほそ顎あごを持つ美人さんだ。

　大きい双丘から細いくびれが続き大きい尻がある。一流モデル。スタイル抜群。

　全体的に闇やみ色が色濃い。が、そこに蒼色が混ざった皮膚の葉がアクセントとなって非常に美しいコントラストを生んでいた。

　黝は紺こん色いろ、岩いわ群ぐん青じよう色と濃こい藍あいにも見えて、「青い紫陽花あじさい」が光るようにも……。

　たとえるのが難しい色合いだ。

　そして、俺と契約したことにより、色と体形もよりグラマーに変化を遂げたが、基本〝葉っぱ〟な皮膚を持つ姿なのは変わらないようだ。

「……水と闇の新しき眷族。〝常とこ闇やみの水精霊ヘルメ〟ここに誕生いたしました」

　常闇の水精霊ヘルメか。声質が若じやつ干かん低くなった？　ここまで変わるものなのか？

「常闇の水精霊ヘルメか。姿と声が変わったけど、大丈夫か？」

「はい。至って平へい穏おんで御ご座ざいます。閣下」

　閣下とか、口調も変化している。何か沸騎士たちを思い出すが……。

　あいつら、最近呼び出してないけど魔ま界かいで元気にしているのだろうか。

　それより今はヘルメだ。常闇ということは、闇属性。

「……闇と水の精霊ということで良いのかな？　とすると、闇系の魔法も使えたり？」

「はい。閣下との契約により、わたしの魔素と閣下の魔力が融合したので、新たな属性を得たようです」

「どんなのかやってみて」

「はいっ――」

　ヘルメが振ふり向いた先に、突とつ如じよ、筆で書いたような墨すみ色の闇雲がぷかぷかと浮いていた。

　闇雲が発生している真下の地面にも闇やみ靄もやが生成される。

　闇雲や靄の中には魔法陣が浮かんでいた。

　その魔法陣からは先が尖とがった闇色の杭くい槍やりが竹が瞬しゆん時じに生えるようにシャシャッと音を立てて幾いくつも生み出されている。

「闇の系統はこの二種類だけです、やはり、水の方が得意ですね」

　杭くい刃は系の魔法か。罠わなとかに使えるか？

「詠唱がなくスムーズに放てるのは素す晴ばらしい」

「ありがとうございます」

「それで、新たなマークは、俺の体の……どの部分に付けるんだ？」

「閣下が決めてください。いつでも自由に変へん更こうできますので」

「そっか。なら、俺の眼球はどう？」

「はい。では――」

　ヘルメは液体になって放物線を描き、左目へ飛び込んできた。

「何も変わらないな」

『閣下』

　ぬお、デフォルメされたヘルメだ。ＶＲ、ＡＲ機能のように視界に浮かんでる？

「これは……」

『閣下の眼めの中にわたしが存在しているのです』

　不思議だ。

「ヘルメの存在が立体的な小さいＣＧアニメキャラなのは何でだろう」

『閣下？　その言葉の意味がわかりません』

　デフォルメキャラなので、素そ振ぶりが可愛い。

「俺がそう見えているだけか。記憶から読み取ったのかと思った」

『ご記憶を読む？　そんなことは決して出来ません。わたしは閣下に使し役えきされているのですから、この身を使い閣下の〝力〟になることは可能ですが、その反対なことなど出来るわけもなく。あくまでも、現状は閣下の目、閣下の身体からだに格納させて頂いてる状態です』

　へぇ……。

『たぶんですが、閣下自身が、わたしの魔素をそう感じ視みているだけなのでしょう。しかし、わたしも、小さい姿を取っていると自覚はしております。これが、ご記憶を読むことに繋つながるのでしたら、どうか、お尻に住まわせてください』

　いや、尻はいやだ。今のままでいい。

「お尻は却きやつ下かだ。今、脳に直接ヘルメの声が聞こえているんだけど、これは俺の体内に宿っている時だけなのかな？」

『はい。そうです』

　遠えん距きよ離り通話が可能となるわけじゃないのか。

「それじゃ、俺の〝力〟になるとは、なんだ？」

『閣下にアドバイスが可能です。それと、閣下の魔力が消費しますが、わたしの目である〝精霊の眼〟の一部が使えるようになります。使用すれば、視界の範はん囲い内で〝熱探たん査さ〟が可能となるはずです』

　熱探査……サーモグラフィか。蛇が持つピット器官じゃん。

「おぉ、マジか。魔力消費はどれぐらいだ？」

『わたしだと氷槍アイシクルランス一回分です。閣下では極少量なはず』

「へぇ、それはどうすれば使える？」

『視界に存在するわたしを意識して、掴まえ、触さわり〝視る〟と意識すれば同調が開始され魔力がわたしに注がれます』

「そうか。やってみよう」

　視界に映るヘルメをマウスでクリックするように掴まえた。そして、視る――。

　ヘルメは視界から消えた。

『アッ――アンッ、アァァァァァ、ウフゥ』

　うへ、悩ましい喘あえぎ声を出してるし。

　だけど、左の視界がサーモグラフィのように色しき彩さいが変わった。

　温度が高いほどオレンジや赤くなり、低いほど、緑や黒になると……。

　熱探査。これが精霊の眼か。

「……なるほど」

『はひぃぃぃぃ、ウフン、気持ち、よいで、す。んぅ』

　悩ましい声にくらくらしてしまう。

「その声は止やめろ」

『は、はぃぃ』

「なぜ、そんな声を出す？」

『こ、これはぁぁ、閣下の魔力のせいでうぅぅ』

　俺の魔力が好きなのか。

「〝精霊の眼〟を使う度に、それを聞かされるのは勘かん弁べんな。今後は抑おさえてくれ」

『ヒィィ、ァン。わ、分かりました。努力、しますぅん』

「視界から消えたが、視界に映る時と映らない時との違いは？」

『……閣下が魔力をわたしに注げば、視界からわたしは消えます。基本、命令してくだされば現れたり消えたりできます』

　そこで精霊の眼で視るのを止める。

「了りよう解かいした。それと、俺はヘルメのように脳内だけに響く言葉、念話のようなことはできるのかな？」

『可能です。わたしを意識して、念じてくださればそうなります』

　意識してか、念じてヘルメに話しかけてみよう。

『ヘルメ、聞こえるか？』

『はい』

『これが念話か、素晴らしい。だが、ヘルメが目から離れたら、念話はできないのか？』

『はい。わたしが離れたらできません。が、成長、進化を果たしたら……いずれは遠距離からも念話的なことが可能となるかもしれません』

　成長か。今すぐは無理と。そうは都合良くはいかないな。

『分かった。気長に待つ』

『はっ』

　よし、

「ヘルメ、外へ出ていいぞ」

『はいっ――』

　自分の目から放出されていく液体を間近で見るのは何か変だ。

「閣下。今後ともよしなに……」

　さっきの悶もだえた声はどこへいったのやら平然と片かた膝ひざを地面につけて頭を下げている。

　ヘルメの皮膚は全身が滑なめらかそうな蒼と黒が混ざった葉。

　液体にも変化が可能だし、この葉は自由に弄いじれないのかな？

「……よろしく。ところで、疑問があるんだけど、その葉の姿は自由に変えられるの？」

「基本の容姿はこのままですが、葉皮膚の一部を変色はできます。人族が着るような衣服に変装は可能です」

「ほぅ、それをやってみて」

「はい――」

　蒼色と黝色で構成されていた葉の皮膚がウェーブを起こす。

　その瞬間、そのウェーブした撓たわんだ部分から順じゆん繰ぐりに人族の女性が着るような平へい凡ぼんな革服へと変貌を遂とげていった。

　ヘルメ自身の姿はあまり変わらない。しなやかな長髪と細い眉まゆ毛げ。

　キューティクルを保った睫毛と碧あお瑠る璃り色の宝石を思わせる瞳。

　だが、首筋、顔の皮膚は人族種族に近い肌色となっていた。

　これなら大丈夫だな。

「いいね。普ふ段だん、外に出る際は、そうやって変化をつけておいてね」

「分かりました」

「それじゃ、泊とまっている宿屋へ戻もどる」

「はい」

「にゃ」

　一いつ旦たん、ヘルメには左目に戻ってもらい宿へ戻ることにする。







第六十八章「膝に矢を受けてしまって」







　部屋に戻ると、いつものように黒猫ロロが寝しん台だいへ走っていく。

　俺は部屋の入り口に立ったままスキルの確かく認にんをした。




　ステータス。




　名前：シュウヤ・カガリ

　年ねん齢れい：22

　称号：水神ノ超仗者new

　種族：光こう魔まルシヴァル

　戦せん闘とう職業：魔ま槍そう闇やみ士：鎖くさり使い

　筋力20.1→20.2敏びん捷しよう20.8→21.1体力19.1→19.3魔力24.4→24.9器用19.4精神24.7→25.1運11.2

　状態：平穏




　スキルステータス。




　取得スキル：〈投とう擲てき〉：〈脳のう脊せき魔速〉：〈隠身ハイド〉：〈夜目〉：〈分泌吸の匂手フエロモンズタツチ〉：〈血鎖の饗きよう宴えん〉：〈刺し突とつ〉：〈瞑めい想そう〉：〈魔ま獣じゆう騎き乗じよう〉：〈生活魔法〉：〈導魔術〉：〈魔闘術〉：〈導想魔手〉：〈仙せん魔術〉：〈召しよう喚かん術〉：〈古代魔法〉：〈紋もん章しよう魔法〉：〈闇あん穿せん〉：〈闇穿・魔ま壊かい槍そう〉：〈言語魔法〉




　恒こう久きゆうスキル：〈真祖の力〉：〈天てん賦ぷの魔才〉：〈光闇の奔ほん流りゆう〉：〈吸きゆう魂こん〉：〈不死能力〉：〈暗者適合〉：〈血魔力〉：〈眷族の宗そう主しゆ〉：〈超ちよう脳のう魔ま軽けい・感覚〉：〈魔闘術の心得〉：〈導魔術の心得〉：〈槍組手〉：〈鎖の念導〉：〈紋章魔造〉：〈水の即そく仗じよう〉new：〈精霊使役〉new




　エクストラスキル：〈翻ほん訳やく即そく是ぜ〉：〈光の授印〉：〈鎖の因子〉：〈脳のう魔ま脊せき髄ずい革命〉




　まずは称号の水神ノ超仗者をタッチ。




　※水神ノ超仗者※

　※超越者が水神の加護を得た者※

　※水系魔法の効果アップ。全ての成長補正＋※




　効果アップか。〈水の即仗〉と合わせれば効果倍増だな。

　今度、水の紋章魔法か言語魔法を手に入れたいとこだが……。




　次は一応わかっているが、恒久スキルの〈水の即仗〉をチェック。




　※水の即仗※

　※水神アクレシスの仗であり加護の象徴※

　※魔力、精神の能力を引き上げ、水系統魔法のみ無詠唱を可能とし魔法陣の簡略化を促うながし、即座に魔法を発動させる※




　詠唱なしは便利だ。実際にはまだ水系統は覚えていないが闇の言語魔法の詠唱から推測すると、無詠唱の効果は抜群だろう。

　魔法陣も簡略化されるらしいし、かなり使えると予想できる。流石は水神様。

　さて、確認はここまでにして……装備品のメンテナンスするか。

　歩きながら胸ベルトを外し寝台の下に置いて、外套を脱ぎながら左目に宿るヘルメに念話する。

『もう、出てきていいぞ』

『はっ』

　左目からにゅるっと水が弧線を描いて放出されるのは慣れそうもないな。

「ヘルメ、寝台で寝ねるなり、楽にしていい。俺は防具のメンテナンスをやるから」

「閣下、手伝います」

「いや、今日は自分でやりたい」

「分かりました」

　ヘルメは慇いん懃ぎんな態度で頭を下げると、床ゆか下したに胡座あぐらの体勢で座すわる。

　蒼い瞳を閉じて瞑めい想そうを始めていた。

　そして、胡座姿勢のまま下半身を液体化。何故なぜか、宙に浮き出している。

　……修行ですか？　と、突っ込みを入れたくなるが、黙だまって脱ぬいだ綺き麗れいな外套をマネキンへ掛けといた。続いて腕防具の留め金を外し防具を床へ置いて点検を行っていく。

　この竜を象かたどった腕防具はいつ見ても良い。

　あまり汚よごれてないが一個ずつ手に取り丁てい寧ねいに拭ふいていく。

　……一通り拭き終わり、防具一式を綺麗に仕上げた。

　うむ。紫の光沢が素晴らしい。ピカピカ具合に満足してから、寝台上で横になった。

　――この寝台は固めだ。ごろりと寝返りを行う。また、何回もごろりごろりと転がり遊んでいたら、俺の行動遊びに興味をもった黒猫ロロが目の前に顔を寄せてきた。そして、ペロリと鼻先を舐めてくる。

「くすぐったい」

「にゃにゃぁ」

　鳴きながら触手を俺の頬へ当ててくる。

『転がる』『遊ぶ』『一いつ緒しよ』『腹減った』『遊ぶ』『転がる』

　俺と一緒に寝転がって遊びたいのか？

　面白おもしろい奴やつだ。でも、腹減ったも混ざっているから、食事にいくか。

「ヘルメ、瞑想しているとこ悪いが、俺たちは食事にいこうと思う。お前はどうする？」

「わたしには人族が食べるようなものは必要ありません。わたしの食事は閣下の魔力ですので。ですから、ここで待っています」

「分かった。それじゃ、ヘルメはここで待機。ロロ行くぞ」

　念のため鎧と外がい套とうはアイテムボックスの中へ入れておく。

　ラフな格好で黒猫ロロを連れ部屋を出た。

　廊ろう下かから食堂に向かい歩いていると、良い匂においが鼻び腔こうを通る。

　賑にぎやかな音も耳に届き、音に誘さそわれるように食堂に入った。

　客で一いつ杯ぱいじゃないか。繁盛しているね。

　宿しゆく泊はく客だけでなく、食事だけが目当ての客もいるようだ。

　カウンター席も埋まり丸いテーブルも空いているところがないぐらいに人が座り、談笑し、和わ気き藹あい々あいと料理を楽しんで食べている。

　女将おかみやお手伝いの従業員が忙いそがしそうに食事の配はい膳ぜんを行っていた。

「おっ、蛇じや竜りゆう退治のシュウヤじゃねぇか」

　そう気軽に話しかけてきたのは同じ依い頼らいを受けていた冒ぼう険けん者しや。

　前衛の生き残り。確か、名前はザジだったか？

「同じ宿だったのか」

「そのようだ。それより食事は頼たのんだか？」

「いや、これからだ」

　戦士の男はニカッと笑う。黄色い歯を見せ爽そう快かいな笑え顔がおだ。

「そうかそうか。まぁ、そこに座れよ」

　丁度いい。丸いテーブルにはザジ一人だけだった。

　お邪じや魔まさせてもらおう。

「分かった、そんじゃ遠慮なく」

「おい――女将！　この凄すご腕うでのあんちゃんに今日の食事を頼むッ」

　ザジが、伽きや羅ら色の肌はだを持つ女将へ大声で催さい促そくしてくれた。

「――はいはい、今運びますからね」

「あ、別の皿でロロの分もお願いします」

「にゃ」

　黒猫ロロは丸机に飛び乗ると、後うしろ脚あしで器用に立つ。両前足を胸に揃そろえながら前足を上げて下げての餌えさを〝クレクレ〟と前足で可愛くアピールしていた。

　く、こいつ……何処どこで覚えたかわからねぇが、カワイイ技を身に付けてやがる。

「あはッ、元気で可愛かわいい猫ねこだねぇ。分かったよ～。特大なお魚を用意してやるからね。待ってな――」

　女将は黒猫ロロの催促する動きに感心したのか、肘ひじを上げては胸を突つき出すように張り切って、カウンター奥おくにある厨ちゆう房ぼうへと向かう。

「だ、そうだぞ。良かったな？」

「ンン、にゃ」

　黒猫ロロは満足そうに鳴くと、俺の肩に戻ってきた。

「そりゃ、使い魔かい？」

　冒険者のザジは黒猫ロロの行動が気になったらしい。

「そうだよ。似たようなもんだ」

「頭が良さそうな黒くろ猫ねこだ。ひょっとして、蛇竜退治にも貢献したのか？」

「あぁ、貢献したな」

「にゃっ」

　黒猫ロロは片足を上げてぽんっと肩を叩たたく。

「こいつも〝当然〟だ。と、言っているぞ」

「ははは、そりゃすまんな黒猫殿どの。だが、お前ほどの実力者が何故に、こんな【ヘスリファート】の片田舎で冒険者をやっているんだ？」

「いやぁ、色々な理由があってね」

　ザジは俺の言葉に何かを感じたのか、少しの間を空ける。

「……そうか。深くは聞くまい。お互たがいに理由は様々だよな。俺もこんな片田舎で冒険者をしているのだから……しかしな、聞いてくれ。俺はお前に感謝しているんだ」

　感謝？　蛇竜を倒したことかな？「感謝？」と聞いていた。

「……蛇竜を倒したシュウヤの強さを目の前で見て、な。ふと〝昔〟憧あこがれていた感覚を思い出したんだ」

　俺を見てか……「昔？」と、再び短く尋ねた。

「昔の俺は南の【ゴルディクス大だい砂さ漠ばく】を越こえマハハイム山脈を越えた先にあるオセベリア王国の迷めい宮きゆう都市を目指すぐらいには強さがあったんだ。だが、膝に矢を受けてしまってな？」

　ザジは自分の膝を見せて、ぽん、ぽんと傷きず痕あとが残る箇所を叩く。

　今、〝膝に矢を受けてしまって〟といったか？

　その言葉をこの世界でも聞くとはなぁ。あんたは何処の衛兵だよ。

　とは口に出さない。懐なつかしい思い出は脳のう裏りに仕し舞まっておく。

「……この傷を受けた時にすぐに治ち療りようをしなかったのが悪かったのだろう。遅おくれてかけてもらった回復魔法もちゃちな魔法だったらしく、中ちゆう途と半はん端ぱに膝が再生されちまったんだ。それ以来、膝の動きが鈍にぶくなってな……だから、膝のためにここの清水を飲み続けているのさ。それが長年続き、いつの間にか、ここの宿に定住というわけだ」

　回復魔法やポーションでも、完全に癒いやせない場合もあるんだ……。

　外科手術をしたら治りそうだが、そう甘あまい世界じゃないんだろうな。

「……なるほど。療養を兼かねて冒険者をしているというワケか。しかし、迷宮都市の名はかなり有名なのか？」

「そりゃそうさ。魔石、武器、防具だけじゃなく、新品魔道具や珍品魔導具、倒したモンスターから採れる魔石や迷宮から産出される鉱物や宝箱から採れるマジックアイテムで一いつ攫かく千せん金きんだからな」

　色々と想像が膨らむねぇ……。

「ま、迷宮都市だけをいうなら、南の大国オセベリア王国にあるものだけじゃないんだけどな。その西にある【ラドフォード帝国】にも一つある、この宗教国家にも【シャンドラの大迷宮】という迷宮もある。東の【アーカムネリス聖王国】にも一つ。北の【ロロリッザ王国】内にも一つ存在していると云いわれている」

　少し聞いたことがあるような気がするが、国に関してはそんなに詳くわしくは知らなかった。

「ほぅ、この国にも……シャンドラの大迷宮とは、また仰ぎよう々ぎようしい名前の迷宮だな」

「そうだ。だが、その入り口は教きよう皇こう庁ちよう遺い跡せき発はつ掘くつ局により封ふう鎖さされている。入れるのは国の教皇軍に所属する者、教会騎士の高級貴族、それか一部の高ランク冒険者だけに限定されているんだ。オセベリア王国とラドフォード帝国のように少額な金さえ払はらえば入れるわけじゃない。まぁ、これは迷宮都市ペルネーテと【迷宮都市サザーデルリ】が〝特別〟とも言えるかもな？　他国の迷宮都市は大体が規制を厳しくして一部の者が独占している」

　教皇庁遺跡発掘局か。副局長のミラ・フレイギスさんはどうしているだろう。

　俺は少し前に、ヘカトレイルの冒険者ギルドで依頼を受けてこなした。

　ペルヘカライン大回廊でゼリウムボーンの収集だったかな。オーク系の敵が多かった。

　そこで、アリアの放ほう浪ろう者のクラン、ドワーフのイグと虎とら獣じゆう人じんのアルベルトたちと冒険したんだ。その時だ。教皇庁遺跡発掘局の彼かの女じよたちと会った。

　詳しくいえば魔ま竜りゆう王おう戦のあと、キッシュを捜さがしている時にも会っていたが……。

　彼女たちはペルヘカラインの遺跡調査を続けている？

　或あるいは南オセベリアの遺跡の探たん索さくを続けているのかな？　ミラは金きん髪ぱつの緑法ほう衣えが似合う美人さんだったなぁ。回復魔法の使い手。あの時、彼女の表情からは別の思惑を感じたが……「運命の人」とか、語っていた。ま、怪あやしい宗教家は勘弁だ。俺には関係ない。

　しかし、ザジがいうには、迷宮は金さえ払えば入れるのか。

　その話を聞く限りオセベリアとラドフォードの両国は、もしかして自由で良い国？

　何か目的があって開放しているのだろうけど……しかし、ここの国にも迷宮が存在していたのは知らなかった。

「……そういうことか、そのシャンドラの大迷宮は何処にあるんだ？」

「この国の【宗都ヘスリファ】にあるぞ」

　そりゃ無理だ。

「なるほど」

「まさか〝シャンドラの秘宝〟が目当てか？　宗都に向うつもりなのか？」

　秘宝という言葉はある種、人を惹ひき付ける魔力があるよね。うん。けど、宗都だろ？

　魔族殲滅機関デイスオルテに狙ねらわれるのは明白だ。行かない。

「……いやいや、行かないよ。ただ、聞いただけだ」

　そこに宿の女将が食事を運んできた。旨そうな匂いに釣つられた俺とザジは食事に集中し口数はお互いに減っていく。運ばれた料理は焼き魚とパンに汁しる物ものだ。

　焼き魚がのっている皿の横には黄緑色の大根おろしに似た野菜を削り磨すり潰つぶしたようなタレが存在していた。焼き魚は和風に近い料理。醤しよう油ゆとご飯が欲ほしくなる組み合わせだ。

　汁物の熱いスープは薄うすい塩味。中身はおふに似たふわふわな物とワカメのような緑野菜が豊富に入っている。パンはいつも通りに堅かたい。

　その熱い汁物にパンを付けて口へ運び食べていく。

　汁の味はまぁまぁといったところ。魚の方が旨うまかった。塩味だけど、シンプルで上品な味わい。淡たん水すい魚ぎよの鮎あゆのような感じかな。

　白身はスプーンで掬えるほど柔らかく、口に含ふくむと大きな身でもふんわりと優やさしい食感、塩味と魚本来の甘味が合わさり旨い。黄緑色のおろしタレも美味おいしい。

　ライムのような酸味とセロリのような風味、あとから玉たま葱ねぎの甘さも感じられた。

　なんか上手うまく例えられないけど不思議な味。

　そのタレと白身が合わさって二度に渡わたって魚の美味しさを堪たん能のう。

　あぁ、ご飯があれば……。

　最初は醤油があればと思ったが、タレが旨いのでご飯の方が重要。

　ま、ないものねだりをしてもな。黒猫ロロにも別皿が用意され魚をむしゃむしゃと食べていた。骨までバリバリと音を立てて食っている。

　喉のどがつっかえなきゃいいけど……。

　そんな黒猫ロロを見ながら心配したが杞き憂ゆうだった。

　皿に用意された魚をあっという間に平らげては、満足そうに顔を手で洗う動作を繰くり返かえしている。俺おれも白身の魚を平らげて、ちょっとした満足感に浸る。

　ふぅ、食った食った。最後はコレ酒を飲む。常温の麦ばく酒しゆ。

　ということで、一手間を加えて生活魔法少し、氷を追加っと。

　キンキンに冷えたゴブレットを口へ運び、ごくごくっと喉ごし爽さわやかに飲んでいた。

　俺が飲んでいる様子を見ていたザジは、羨うらやましそうに喉を震ふるわせ口を開く。

「おおぉい、たっく！　氷かよ？　美味そうに飲みやがって」

「あはは、ザジのゴブレットにも入れるか？」

「おっ、いいのか？」

「いいぞ、すぐに――」

　生活魔法により氷の生成などお手の物。

「おぉ！　確かにゴブレットの中に氷が。酒の友に水属性の友ってな？　ありがとうな」

　そんな諺ことわざは知らないが、ザジは笑顔を向ける。

「オウヨ。互いに旨い酒を飲もうじゃないか」

　彼かれは早さつ速そく、氷に口をつけながら飲んでいる。

　良い飲みっぷり。麦酒をおかわりしていた。

　楽しそうに飲むなぁ……この人。

　俺も釣られるように一気に冷えたビールを胃の中へ運ぶ。

　暫しばらく飲み合うと、ザジは背伸びをして立ち上がった。

「――氷ありがとな、俺は部屋に戻る。食うもんは食ったし、後は寝るだけだ。じゃあ、またどこかでな？」

「おう」

　ザジは豪ごう快かいに膨らんだ腹を叩きながら、冒険者同士の様式美的な言葉をいってから部屋に戻っていく。ザジか。膝が治るといいな。さて、俺も戻るか。

　黒猫ロロはまだ、頭を掻くようにペロペロと足を舐めている。

「ロロ、戻るぞ」

「にゃ」

　黒猫ロロは肩かたに上ってくる。口から少し魚臭くささが漂ただよってきたが、その臭い香かおりも可愛い。よし、ここを離れる前に女将に礼をしとくか。

　丸いテーブル席から立ち上がっては、女将に今食べたばかりの料理について適当にお世辞を述べてから部屋に戻った。

　部屋では、常闇の精霊ヘルメがまだ瞑想状態だった。

　しかも不思議な水みず飛沫しぶきを周囲に発生させている。

　浮いている彼女は俺が戻ったのが分かると不思議な瞑想をやめて片膝を床へ突ける。

　綺麗な髪かみの毛からいい匂いを漂わせながら頭を下げてきた。

「ヘルメ、その瞑想は意味があるのか？」

「はい。瞑想は幸せを感じるのです」

「瞑想に幸せを感じるとは……」

「閣下の中に納まっている状態に近い感覚を得られる上に魔ま力りよく操作が上達するのです」

「なるほど……他に幸せなことはある？」

「植物に水を撒まくことです」

　不思議、人族ではなく精霊だもんな。

「水の精霊らしいな。それじゃ、俺の中に居てくれ」

「はいッ」

　ヘルメは瞬時に水状態になるとニュルリと伸のびて、左目に納まった。

　さて、歯を磨みがいて風ふ呂ろに入ってリフレッシュするか。

　木製のブラシで歯を磨き風呂に入った。

　風呂で黒猫ロロを洗い俺も洗ってまったりと過ごす。

　皮布で全身を拭き素すっ裸ぱだかで寝台上に大の字になり浅い眠ねむりにつく。




　暗い朝方に目が覚めた。

　また、小さいブラシを持ちベランダへ向かう。

　生活魔法の水を垂れ流しながら顔を適当に洗った。

　歯も磨く……こう粘ねばり気けのある歯磨き粉が欲しくなるな。

　ま、今は少しの塩で我が慢まんしよう……口の中をすすいで吐はいて部屋に戻り、マネキンの足下に置いた紫むらさき防具の一つ一つを丁寧に装着していく。

　紫防具はピッカピカで輝かがやいている。昨日、防具の品を拭いたからな。

　魔竜王バルドークの紫色鱗うろこと古代竜りゆうの骨をふんだんに用いられてあるから見た目も渋くカッコイイ。銀灰色の外套も纏まとった。あとは、この肩に掛ける胸ベルト。

　ベルトに引っ掻けるポーション入れの簡易鉄箱に短たん剣けんもチェック。

　胸ベルトを装着する前に古竜の短剣がちゃんとベルトに収まっていることを確認してから金具をつけて、胸ベルトを装着した。黒猫ロロも起きてくる。

「今日は長時間の間、空だと思う。東へ直進するぞ」

「にゃ？　ンン」

　最後の黒猫ロロが鳴いた小さい喉声の意味は、了解という意味か？

　気にせずに雑な地図を見る。




　東北に【宗都ヘスリファ】。指でちょんちょんと地図を叩く。

　そのまま人差し指で地図をなぞりながら、ずっと東にはヘスリファート国境を越えて【アーカムネリス聖王国】があると……。

　目的地の旧ベファリッツ大だい帝てい国こくの大森林地帯はアーカムネリス聖王国の更さらに東だ。

　その大森林の何処どこかに〝サデュラの森〟があると司祭は話していた。

　枯れたホルカー大樹復活に必要な素材の水神アクレシスの清水はもう手に入れた。

　次はサデュラの葉だ。だが、他にも目的がある。ベルガットとの契けい約やく。

　夏の季節二日目に大商会の幹部と会うという約束だ。

　今日は春の季節の六十二日目だから、その契約した約束の日にちまで三十日。

　期日には、まだまだ余よ裕ゆうがある。だからこのままホルカー大樹復活の素材を集めちゃうか。まずは鏡を使って南東にあるベルトザムの村に出る。

「それじゃ、一旦、ベルトザムの村へ戻ることにする。ヘルメとロロ。鏡を使うぞ」

『はいッ』

「にゃ」

　胸ベルトから二十四面体トラペゾヘドロンを取り出す。

　掌てのひらで球体をころころと転がして弄いじる――三番目。

　三番目の記号をなぞり、ゲートを起動させた。

　光に縁ふち取どられたゲート魔法が出現。

『これがゲート魔法……初めて視認します』

『そうか、ヘルメは初めて見るのか』

　いつも尻しりだったからな。

『この光輝く穴というか門か。ゲートだな。中に潜もぐって遠くに移動をするんだ』

『はい。穴……ドキドキします』

　俺の目の中に居た状態でも心臓がドキドキするものなのか？

　ただ、尻と穴だからか？　と、ツッコミは入れない。

　それじゃ、ゲートの鏡を潜る――。

　あっという間にベルトザムの教会に戻ってきた。

　――完かん了りよう。掌しよう握あく察で周囲の魔ま素そを確認。気配はなし。

『あっという間でした』

『その通り、瞬しゆん間かん的てきだからな』

　んじゃ、このルビアが暮らしていた教会から出ようか。

　部屋を出て階段を上り教会の建物から外へ飛び出した。

　跳ちよう躍やくしてから〈導想魔手〉と〈鎖〉を使い空を駆かけ上がっていく。

　上空高い位置に到とう達たつしたところで、〈鎖〉を操作して椅い子すを作る。

　その〈鎖〉の椅子に座り景色を堪能！

　宙でくるくる回りながら方向を見定めていく。

　北東方面に存在するこの国の宗都には向かわない。

　今、俺が居るベルトザムからだと北になるのか？

　だから東へ直進だな。直接、大森林へ辿たどり着けばいいが……でも宗都にあるというシャンドラの大迷宮と教会の大聖堂の施設は……いつか見たいと思える名前なんだよなぁ。

　だけど、教皇庁やら神聖教会やらがある。そして、不安要素のディスオルテが存在する。

　前に俺を襲おそってきたヴァンパイアハンターの巣そう窟くつみたいな連中の総本山。

　だから、観光は我慢だ。諦あきらめて〝サデュラの葉目的〟を優先しよう。

　そう考えを固めたところで〈導想魔手〉と〈鎖〉の椅子で移動を開始する。

　――空に映る雲。あまり高度は高くないから風が気持ちいい。

『高いですねぇ。ひゅらら～っとした歌が自然と溢あふれてきます』

『確かに綺麗だからな。よし、このまま向おう』

　ヘルメと念話しながら、綺麗な蒼そう穹きゆうの空を鎖の集合体が突き進む。

　鉄板のような椅子に座り移動をしている、俺。

　端はたから見たら完全に怪しい。シュール過ぎて、宇宙人確定だ。

　……フライングヒューマノイドが空を行く。
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　そんな調子で、夕方になるまでぶっ続けで空を進んでいた。

　延々と鎖くさり椅子に座りながら、空中を〈鎖〉と〈導想魔手〉で移動していく。

　ふぅ――朝からぶっ続けで移動しっぱなしだから少し腹が減った。数百キロは移動したのかな。

　この辺りはもうアーカムネリス聖王国とやらの領域のはず。

　下には森林に囲まれた街道が見えた。降りて飯でも食うか。

〈鎖〉を消し〈導想魔手〉を足場に利用――。

　空中からタッ、タッ、タッ、と音がなるように跳躍を続けながら降下していく。

　ちょうどいい樹木から伸びている太枝があった。そこの枝の上に降り立つ。

「――ロロ、ここは眺めがいい。このまま飯だ。今、出してやるから」

　黒猫ロロへ話し掛けながら、太枝の端に腰こし掛かけて、両足を垂らす。

　森の中に続く街道らしき蛇へび道みちをおかずに食事の時間としよう。

「にゃぁにゃ」

　太い枝は幅はばも広い。ここなら鍋なべを置いても大だい丈じよう夫ぶだ。

　鍋に続いて、ピクニック気分で、背はい嚢のうから魔ま法ほう瓶びんも出しておく。

　鍋はアイテムボックスに入れた当時と同じだ。

　出来立てほやほやだ。その鍋料理から、いい感じに湯気が昇る。

　早速、黒猫ロロが、その鍋に小さい頭を突っ込む。

「はは、焦あせるなロロ」

　汁を啜すすり肉や野菜をむしゃむしゃと食べている。

　俺も食べよっと。いただきます！　汁を木製のスプーンで掬すくい口へ運ぶ。

　あつあつ。ほくほく。野菜も汁が染みこんで美味しい。

　おっ、底に当たりの肉ぅ。ま、もとから肉が入っているんだけど。

　香こう草そうの燻くん製せい肉とも相性がいいかもしれない。今度、混ぜてみるかな。

　しかし、ヘカトレイルの市場で買ったこの鍋料理は大当たりだ。

　大量にストックしといて正解だな。いつかヘカトレイルに戻れたら、また買おう。

　あ、でも店は屋台か。もしかしたら一期一会の鍋料理かもしれない。

　そう思うと、切なくなった。まぁそれも人生だ。冷たいのも飲んでおこう。

　魔法瓶に入ったじゃりじゃりと冷たい血氷ジュースも食べるように飲んでいく。

　補給完了。両手を左右に広げた。夕日が作る大森林の景色を見ながら少し横になるかぁ。

　と、思っていると……お？　なんだろう……大森林を縫ぬうように続いている街道の先からもくもくと黒こく煙えんが昇っていくのが見えた。

　争いか？　ここからじゃ馬ば蹄ていの響きは聞こえてこないが……。

　しかし、黒き花弁のようないやな黒煙だ。嘆く姿にも見えてきた。

　夕日が作る大森林の景色が台無しだ。

　黒猫ロロもジッと、その森の上空を漂う黒煙を見ていた。

　そのタイミングで、視界の隅すみに小型のヘルメの幻げん影えいが登場。

『閣下、あの黒煙を調べるのですね』

『そうだな』

　小型ヘルメは宙を泳ぐ姿で聞いてきた。この宙を泳ぐ姿は妙みように可愛く面白い。

　少し癒された。さて、魔ま境きようの大森林まではまだ距きよ離りはあるが……。

　あの黒煙の場所に向かうとしようか。







あとがき







　皆さま、こんにちは。どうも健康です。

　ついに「槍使いと、黒猫。」５巻の発売です。１巻から引き続き買ってくれている読者の方々、ありがとうございます。本当に感謝しています。いきなり５巻を買って下さった読者の方もありがとうございます。１巻～４巻も良かったら買って頂けたら幸いです。

　これからも「槍使いと、黒猫。」の応援を宜しくお願いします。

　１巻～５巻の期間はあっという間でした。まさに「光陰矢の如し」。

　今後も「槍使いと、黒猫。」の世界を粉骨砕身の思いで作っていこうと思います。

　天国に居る飼い猫も喜んでくれているはず。

『ンン、５巻発売にゃ～。良くやったにゃ～』と、鳴いているかもしれない。

　ではまずは５巻の内容を少し。やはり、見どころはヘルメとの再会でしょうか。

　ミアとのやり取りも重要です。彼女の辛辣な言葉を〝言葉の薬〟として受け入れるシュウヤ。眷属関係のエピソードは書籍版は未出ですが、いずれはミアがそうなる可能性も？

　そして、書籍冒頭の地図にあります通り、今回は、シュウヤはヘスリファートの周辺を冒険します。

　地図にはｗｅｂ版の三百九十三話でツアンが話をしていた【煉獄丘】が左の方にあります。

　この【煉獄丘】の下には宗教国家の魔族殲滅機関ディスオルテの一桁エリートの方々でさえ苦戦し、殲滅不可能な不死軍団が君臨しています。

　不死軍団は地上の宗教国家だけでなく、地下の違う勢力たちとも戦いを繰り広げている存在。いずれはこの地へと、シュウヤたちが向かうかもしれないです。

　しかし、東西南北……無数に冒険先はあります。パレデスの鏡の先にも、まだまだ未知の土地があるというのに……わたしが作っておきながら『槍猫』の世界は本当に広いです。

　続いて、近況の話を……。

　実は少し前にインフルを患いました。このインフルさん、中々に強烈で、病状が普通の風邪からくる寒気の比ではなかったです。最初は風邪だと思い放っておいたのですが……腰下から背中の上部にかけて、じわりじわりと迫りくる悪寒の嵐。脊髄が〝何か〟に侵食されるかのような鈍い感覚……あの感覚は、今後の槍猫に生かせるかと思います。

　そして、さすがにこのままじゃマズイと判断し、医者の下へ直行しました。

　診察を受けてから、その医者が「インフルの検査をしますね」と、スムーズに早口で喋ると、続けて「最初はツンとしますが、一瞬ですから――」と、語って、インフル検査用の棒を伸ばしてきました。それは早業！　警戒をさせずに、わたしの鼻孔を小さい棒で突く技術。

　一瞬、師匠か？　アキレス師匠がここに！　と、そんなことは口には出しませんが、小さい棒を突く動作は職人技でした。（当たり前ですが……）その検査の結果、陽性反応……「インフルですね」と。すぐに解熱剤とイナビルという薬が処方されることになりました。

　このイナビルという薬は、吸入容器から摂取する粉薬です。

　吸入容器の下部の左右に、二種類の薬が収まっているカプセルがあり、その左右に収まっているカプセルを順番に一回、一回、中央へと押し込んでから吸うという仕組みです。

　一回吸ったら、さっきとは逆側のカプセルを中央へと押し込んでまた口に咥えて吸う。

　喉と脳に効くようです。そうして、合計四回ほど、この薬を吸ったのですが……わたしは吸引力がなかったせいもあり薬剤師の方に「もっと強く吸ってください」と、数回優しく丁寧に指導を受けました。薬を吸い直した結果、今は全快しているので、上手くいったようです。薬剤師の方、感謝します。

　最後に、いつもお世話になっている担当様と地図および書籍のデザイナー様、校閲様、いつも感謝しています。今後ともがんばりたいと思います。そして、素晴らしい表紙と口絵を描いてくださった市丸先生も、ありがとうございました。

　ロロとヘルメの愛くるしいイラストはお気に入りです。

　そしてもちろん、読者の皆様にも、感謝申し上げます。少し前に書いた通り、シュウヤたちの冒険はまだまだ続きます。ｗｅｂ版と合わせて、今後とも、『槍猫』を宜しくお願い致します。

２０１８年４月　健康
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